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序 文

財団法人香川県埋蔵文化財調査センターでは、四国横断自動車道高松東道路の建設、高松空港跡地の整備など、

国・県の大規模開発に伴う埋蔵文化財の発掘調査 と出土文化財の整理研究・報告書刊行の業務を香川県教育委員

会より委託を受けて実施しております。

このたび、「サンポー ト高松整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 第 5冊」 として刊行いたしますのは、

平成 9・ 11・ 12年度に調査を実施 しました高松市西の丸町に所在する高松城跡 (西の丸町地区)C地区についてで

あります。

本調査区では、江戸時代の 4列の石垣と明治時代の石垣を検出しました。いずれも、海域を順次埋め立てて石

垣を築いており、まさに、江戸時代版のウォーターフロント計画ともいえる興味深い内容であります。さらに、

発掘調査によって検出した 5列の石垣と江戸時代の絵図に描かれた石垣の対応関係が明らかになるという大きな

成果も挙げております。

本報告書が本県の歴史研究の資料 として広 く活用されますとともに、埋蔵文化財に対する理解と関心が一層深

まる一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査から出土文化財の整理・報告にいたるまでの間、県土本部サンポー ト高松推進

局並びに地元関係各位には多大なご協力とご指導をいただきました。ここに深 く感謝の意を表しますとともに、

今後ともよろしくご支援賜 りますようお願い申し上げます。

平成15年 3月

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

所 長  小原 克己



例 百

1.本報告書は、サンポート高松総合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告で、香川県高松市西の丸町ほかに

所在する高松城跡 (西の九町C地区)の報告を収録した。

2.発掘調査は、香川県教育委員会から委託され、香川県教育委員会が調査主体、財団法人香川県埋蔵文化財調

査センターが調査担当者として実施 した。

3.発掘調査の期間及び担当は以下の通 りである。

平成 9年度 (報告調査区名 :測区)

平成 9年 6月 1日 ～7月 31日

宮崎哲治 。岡本 利 。東条貴美

平成11年度

平成11年 4月 1日 ～平成12年 3月 31日

古野徳久・松本和彦 。乗松真也・島田英夫 。岡本 利・佐々木正之・増井泰弘・豊島 修 。森澤千尋・

陶山仁美・糸山 晋 。中村文枝

平成12年度 (報告書調査区名 :」 区)

乗松真也・川原和生・糸山 晋

4.調査にあたって、下記の関係諸機関の協力を得た。記して謝意を表したい。 (順不同、敬称略)

県土本部サンポート高松推進局、地元各自治体、地元各水利組合

5。 本書の作成は、財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが実施 し、第 3章第 5節 を陶山仁美が、その他の執

筆及び編集は松本和彦が担当した。

6.本書の作成にあたっては、下記の方々のご教示を得た。記 して謝意を表したい。 (順不同、敬称略)

東 信夫、厚 秀雄、大嶋和則、大橋康二、岡 佳子、北野信彦、紀太洋子 (14代紀太理平洋子)、 日下正剛、

小林浩治、佐藤亜聖、渋谷啓一、谷川 穣、豊田 基、長佐古真也、乗岡 実、浜田恵子、藤澤良祐、北條

ゆうこ、堀内秀樹、森村健一、御厨義道、雪田隆子、四国城下町研究会

7.本書で用いる方位の北は、国土座標系第Ⅳ系の北であり、「日本測地系」を用いている。

標高はT.Plを 基準としている。

8。 挿図の一部には国土地理院作成の 1/25,000地 形図「高松南部」 。「高松北部」を用いた。

9。 本書で用いる遺構略号は以下の基準に拠っている。

SA:柵列  SB:建 物 (礎石 。掘立柱建物すべて含む)SD:溝 状遺構  SE:井 戸状遺構

SK:土坑  SP:柱 穴 (礎石もこれに含む)     SX:不 明遺構  SZ:石 垣ないし関連遺構

なお、遺構略号の次に記す「 c」 は、分冊となる遺跡報告書単位で採用する地区名を示しており、第 3分冊

目にあたる本書収録地区をC地区としたため、「 c」 となる。なお、既刊行の概報は年度単位の調査区名を

採用しており、同一遺構でも本書とは遺構番号が異なる。

10。 挿図及び土器観察表の色調表現は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票

監修『新版標準土色帖 1994年度版』に準拠 した。

11.引用文献は文末に一括して掲載した。



第 1章 調査の経緯と経過

第1節 調査に至る経緯

平成 9年度調査

平成 9年 4月 1日付けで香川県教育委員会と財団法

人香川県埋蔵文化財調査センターとの間で締結した埋

蔵文化財発掘調査事業の契約に基づいて調査を実施し

た。調査区は都市計画道路予定地の300ぽで、平成 7

年度の調査区の東に隣接する国労会館の一部にあたる。

都市部での調査であり(周囲に金属フェンスを設置し

て、防塵・防音とともに安全確保に留意した。小規模

の調査であったが、基礎の撤去に伴う周辺住民からの

苦情や予想以上の湧水などで以外と手間取ることとな

つた。現地での発掘作業は6月 2日 から開始し、7月

29日 の用地引き渡しを持って終了した。

平成11年度調査

平成 8年度の民間換地部への移転確定と撤去が終了

した箇所と」R四国高松駅 3番線以北の撤去部及び都

市計画道路の拡幅予定地で合計6,799ビ を対象地として

調査を開始した。調査着手時点では高松城跡の海側ヘ

の広がりが確定してなかったことや施設撤去予定時期

の関係から高松駅 0～ 2番線部のホーム部は11年度調

査対象地には含めていなかったが、道路の切 り回し等

による調査期間の前倒 しやその後、明治以降の開発に

より消失した箇所が想定以上に広がっていた。そのた

め調査体制の一部増強も合わせて、新駅舎周辺の大半

の箇所を年度内に調査対応実施した。調査では、高松

城築城期から幕末期までの城域の海倶1へ の4回 におよ

ぶ拡張を確認 した。高松城跡の今年度の発掘調査面積

は9,492ご となった。

平成12年度調査

最後に残った対象地東南部区画整理部が対象となっ

た。調査対象面積は260ぽである。

以上、各調査年度別に調査に至る経緯を調査概報に

基づき報告 した。本書に収録した高松城跡 (西 の九町

C地区)の発掘調査対象面積は合計10,052ご となる。

なお、平成12年度には都市計画道路の街路部分の調

査も合わせて実施し、同年度に整理作業も行い、『サン

ポート高松総合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報

告第 3冊 高松城跡 (西の丸町地区)I』 として報告書

が既に刊行されている。高松城跡 (西の丸町地区)で は

調査年度や事業主体の差異によって、 3冊の報告書を

作成することになる。既に報告書が干J行 された都市計

画道路街路部分は高松城跡 (西の丸町A地区)、 平成 7

・ 8年度に発掘調査を実施 した箇所を高松城跡 (西 の

九町B地区)と し、本書に収録した箇所は高松城跡 (西

の丸町C地区)と なる。

第 2節 調査の経過

1.調査の経過

第 1表に、調査区別の調査期間及び調査担当者をま

とめた。なお、調査区割 りに関しては、第 2章第 2節

に示した。

古 野   ―一 ― … :乗 松  

―

:松 本

高松城跡 (西の丸町C地区)調査工程図及び調査担当者

9年 度 11年 度 12年 度

7 4 5 8 1 2

Al区
A2区
Bl区
B2区

B3区

B4区

B5区

C区

Dl区
D2・ 3区
D4区
D5区
E区

I-1・ 2区

I-3・ 4区

I-6・ 7① 区

16・ 7② 区

16・ 7③ 区

J区

97年 度

宮 崎

第 1表

-1-

松 本 ・ 島 田



2.発掘調査及び整理作業の体制

発掘調査及び整理調査の体制は以下のとおりである。

平成 9年度調査体制

香川県教育委員会事務局文化行政課

総括 課長 菅原良弘

課長補佐   北原和利

技師    松本和彦

技師     乗松真也

調査技術員  森澤千尋

調査技術員  陶山仁美

調査技術員  糸山 晋

調査技術員  中村文枝

平成12年度調査体制

香川県教育委員会事務局文化行政課

総括 課長 小原克已

課長補佐   小国史郎
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第 2章 調査の成果

第1節 調査地点周辺の状況

高松城跡は四国北東部、香川県中央部に位置する(第

1図 )。 前面に海を望み、背後に城下町が展開する水城

として著名である(第 2図 )。

その築城は、天正15(1588)年に入部した豊臣系大名

である生駒親正によって行われる。なお、関ケ原の戦

いにおいて、藩主親正は豊臣軍 (西軍)に与したが、そ

の子一正が徳川軍 (東軍)に属 して戦功を挙げ、継続し

て讃岐を治めたが、寛永17(1640)年に家臣間の対立が

原因とされる生駒騒動が勃発 し、生駒氏は出羽国矢島

に改易される。当時の讃岐の石高は15万石程度であっ

たとされるが、出羽国矢島は 1万石である。

その後、寛永19(1642)年に水戸藩主水戸頼房の長子

松平頼重が高松城に入部する。頼重は入部後、上水道

の設置、ニノ丸・三ノ丸 。本丸等の石垣の修築、天守

閣の改築、東ノ丸 。北ノ丸の増築、侍屋敷の新設とい

つた城下の整備に着手する。享保 3(1718)年 に江戸最

大級の火災である高松大火が発生し、侍屋敷83軒、町

屋1402軒 を焼失した。この火災を契機として、城下の

大規模な再整備が実施され、高松城跡(西の丸町B地区)

では、これを契機とした整地面が確認されている。そ

の後、高松城跡には大きな変化はなく、幕末まで松平

氏の治世が継続する。しかし、江戸幕府崩壊に伴って

廃藩置県を経て高松城は廃止され、明治30年以降外堀
。中堀、西浜舟入が埋め立てられる。その景観は失わ

れつつある。

絵図による調査地点の変遷

高松城跡 (西の丸町地区)の発掘調査地点を第 3図 に

示した。周辺地割に関しては享保年間(1716～ 1736)に

描かれた『高松城下図』(第 7図 )を 参考にして復元し、

B地区には18世紀前半の整地面を貼付 した。これによ

ると、調査地点は中堀と外堀ないし西浜舟入に囲まれ

た西外曲輪に位置することになる。後述するが、発掘

調査では西外曲輪の北辺をなす石垣を4条検出してお

り、以下紹介する絵図における西外曲輪北辺の石垣と

の対応関係が重要となる。出土遺物や遺構の重複関係

から、それぞれの石垣は、順次海域を埋め立てて構築

されており、城下を拡張する過程を看取することがで

きる。

以下、絵図を参考にして、調査地点の変遷を整理す

る(絵図の年代観に関しては森下1996に 依拠し、その出

典も断りがない限り同論文から抜粋 したものである)。

また、絵図では『高松城下図屏風』との関連から、い

ずれも北を下に配置している。

生駒期における絵図として、『生駒家時代讃岐高松城

屋敷割図』がある(第 4図 )。 寛永15～ 16(1638～ 1639)年

に描かれた絵図で、屋敷割とその拝領者が明記されて
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発掘調査に携わった方々は以下のとおりである。

現場整理作業員 飯間高子、小笠原千恵子、漆原陽子、

高澤由起子、松本恭子

現 場 作 業 員 大木誠二、柏原法雄、塚原進、松本康弘、ゴヒ迫高男、

杉山周二、満丸文二、川田晴雄、香西正俊、高尾司之、高橋辰男、井

戸等、竹井康広、影山弘、林俊雄、渡辺喜彦、山本秀雄、篠原密夫、

金香勝、富田英三、山下重光、中川恒夫、富岡晴美、山田馨、多田勝、

高木輝男、松本一郎、上西弘、中川弘美、多田敏夫、今井由記子、藤

井サヨ子、満丸香代子、西崎文子、清水節子、堀上幸子、網谷チズ子、

糸目八重子、百生享子、岡田カネ子、松本和子、元山冨子、土居智江

子、串田光子、日下千鶴子、高橋美佐子、池原サカエ、松本悦子、井

下美佐子、井下ミチ子、中原 トヨ子、岡シズエ、川田悦子、久利文子、

野生須フミエ、河西雅子、桜又タカ子、三谷恵子、山本シゲ子、高橋

秀子、川渕ひな美、稲田寿子、川田房子、伊賀悦子、上原光世、辻上

トミ子、唐渡安子、西村和代、宮地恵美子、峯春子、家田アキミ、林

テル子、白井久美子、宮武和子、川田市子、長山キミエ、金香栄子、

石川悦子、河野ミチ子、山内ウメ子、細川レイ子、百歩静子、高木ミ

チ子、山下八千代、中村芳子、村尾律子、泉千代子、井手上操、藤井

桂子、藪下文子、遠藤マサ子、中川真理子、上西キミ子、川野清tり ||

原武夫、上枝貞義、池添正行、吉田実、櫛田英子、十河恵子、遠藤 ト

ミ子、中山美智子、藤本恵子、池添キヌエ、筒井幸子、藤沢洋子

3.整理調査の経過

整理調査は平成13年 4月 1日 に開始し、平成14年 7

月31日 に終了した。調査面積は10,052ビを測 り、出土

遺物は選別済みの状態で20リ ットル入リコンテナで340

箱を数える。整理工程的には極めて厳 しい調査であっ

た。整理調査に携わった方々は以下のとおりである。

整理補助員 合田和子、小林里美

整理作業員 久保真由美、北濱敦子、塩崎(田 中)宏美、

陶山仁美、辻悦子、高橋牧子
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いる。西外曲輪を均等割した屋敷割であるため、調査

地点との厳密対応は特定できないが、調査では西外曲

輪の北辺をなす石垣を検出しており、調査地点は絵図

の西外曲輪北端部東側の「蔵」部分と無記名の北端部

西倶1付近に該当する。

また、松平頼重入城直後で、1650年代以前に描かれ

たと考えられる『讃岐高松丸亀両城図 高松城下図』

がある(第 5図 )。 西外曲輪を縦断する道路が鍵形に屈

曲し、その両脇に規模の異なる屋敷地割が描かれる。

『高松城下図屏風』にも、鍵形に屈曲する街路とその脇

に展開する複数の屋敷地を認める(第 6図、1650年代前

半)。 鍵形道路は高松城跡 (西の丸町B地区)で確認され

ており、絵図との対応関係を考える指標となる。B地

区の北ないし西に位置するC地区はこの鍵形街路と西

外曲輪北辺の間に該当することになる。しかし、調査

では街路を示す痕跡は確認することはできなかった。

享保年間(1716～ 1736)に描かれた『高松城下図』で

は西外曲輪の西半に「大久保飛騨」、北東部に「西御屋

敷」と記載されている(第 7図 )。 調査では、両者を区

画する施設として石組の溝を確認している。総延長は

B地区からC地区まで約140mを 測り、西外曲輪を縦断

し、東西に区画する広域地割として評価されている(佐

藤2003刊行予定)。 さらにこの石組溝はB地区における

整地面の変遷では、享保 3(1718)年 に発生した高松大

火後の整地面から確認でき、それ以前の主要地割ライ

ンであった鍵形道路はこの段階で消滅している。つま

り、高松大火によって大規模な地割の改変が行われ、

その基軸として石組溝が構築されている。出土遺物の

年代観は18世紀前半に属 し、絵図の年代観との矛盾も

ない。よって、18世紀前半における調査地点は高松藩

筆頭家老の大久保家の屋敷地と藩主の居住域に該当す

ることになる。

文化年間(1804～ 1814)に描かれた『高松市街古図』

では、西外曲輪の西半には「大久保飛騨頼都」、北東部

には「原」という記載があり(火災に備えた緩衝地)、

19世紀初頭にも西半部は大久保家の屋敷地であったこ

とが窺える(第 8図 )。 一方、北東部は『天保15年高松

之図』(1844年 )で は「籾倉、長屋アリ」(第 9図 )、『東讃

高松絵図』(弘化年間(1844～ 1848)で は「火除明地」と

ある(森下1996)。 さらに、幕末頃に描かれた『高松城

全図』では(第 10図 )、 西外曲輪西半がわずかに描かれ、

「西御屋敷」と表記される。単純な記載ミスの可能性も

残すが、18世紀中葉以降、大久保家が藩主である松平

氏と親戚関係にあったことに起因する可能性 もある。

なお、北東部は畑地と記載されている。

明治期には西外曲輪全体が統合され、「懲役バ」(『讃岐

高松市街細見新図』明治15年 )、「監獄署」(『高松市街明

細全図』、明治28年、第11図 )と 記載され、西外曲輪全

域に監獄署=刑務所が設置されていることが窺える。

以上、絵図から見た調査地点の変遷をまとめると、

生駒氏入城時の状況は明らかではないが、松平氏入城

直後の段階では、鍵形に屈曲する街路の両脇に複数の

屋敷地が展開していたことが窺える。さらに、18世紀

初頭には屋敷割に大きな変化を認め、西外曲輪の西半

が大久保家の屋敷地として統合され、その北東部には

藩主の居住域が設置される。また、大久保家屋敷地は

幕末まで継続するが、北東部は藩主の屋敷地→防火用

の緩衝地→籾倉 。長屋→火除明地→畑地と次々と変化

したことが窺える。さらに明治期には、西外曲輪全体

が監獄署として一区画に統合されるといった変遷を想

定することができる。

第 2節 調 査 区割

第13図 に発掘調査時の調査区割を提示した。調査区

割は調査着手時点における施設撤去状況などから、ア

ルファベットによる大調査区割を設定し、作業ヤード

や排土置き場、進入路等の関係から、細分した調査区

名を設定した。A区であれば、 2地区に細分し、それ

ぞれAl区 。A2区 となる。平成 9年度に調査を実施

した箇所に関しては、便宜上97年度調査区と仮称した。

各調査区の調査期間及び調査担当者については第 1表

に示した。細分 した調査区の総数は20区画を越える。

各調査区における整地面の捉え方、出土遺物の取 り上

げ方法、セクシヨン設定箇所といった調査方法に関す

る統一的な取 り決めは実施 していないため、その内容

は各調査担当者によりばらつきを認め、隣接した調査

区でもその調査成果は一様ではない。

本報告に際しては、近接 した調査区における検出遺

構や層序 (整地層)の連続性を最大限評価 し、 I～ 測区

の11区 画の設定を行い、第14図 に示したような新たな

調査区割を設定した。以下、新調査区割に基づいた報

告を行う。

第 3節 基本層序

高松城跡 (西の丸町B地区)で は、11世紀後半から明

治期まで計 7面の遺構面が確認されている。各整地面

で検出した遺構内容や炭化物・焼土を含む整地層、出

土遺物の年代観を絵図、文献記載と対比し、それぞれ

の整地面の理解が提示されている(佐藤2001)。 当調査

区とは隣接 した位置関係にあり、その遺構面の変遷や

歴史事象に差異を認める必要はなく、逆にその対応関

係を考慮して報告する必要性は高い。しかし、本調査

区の整地層 。遺構等の遺存状況は良好ではなく、上記

した整地面を捉えることはできなかった。加えて各調

査区によつて、把握した整地面ないし遺構検出面の構

成土や検出レベルに差異があり、明確な基本層序を提

示することはできない。大多数の調査区の遺構検出面

は1な いし2面のみであった。

こうした状況であるが、C地区では西外曲輪の北辺

に該当する近世段階の石垣を4条確認し、さらに明治
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期の石垣も1条検出している。出土遺物の年代観や遺

構の重複関係から、順次海域を埋め立てて城下を拡張

していることが窺える(第 15図 )。 新たな石垣の構築は

かつて海域であった箇所を埋め立て、新たな生活面を

創出するという拡張行為であり、少なくとも4回行わ

れる。それぞれの石垣に伴う整地面があると仮定すれ

ば、第16図 に示したような概念的な整地面を想定する

ことができる。 5条の石垣に伴う想定整地面は 5面あ

り、最も北側 (海側)に位置する石垣=S Z c13を埋め

立てた遺構検出面も確認しており、これを想定第 0面

とし、下層遺構である中世前半期に属する面を加え、

計 7面の整地面を想定することができる(第 16図 )。 し

かし、あくまでも概念的な把握であり、石垣の構築に

伴い広範囲での整地がなされたとは考えがたい。検出

状況も複数の想定面を同一遺構検出面で確認した調査

区が大半である。ここで留意したい点として、例えば

1630年代後半の構築を想定したS Z c02よ り北側には、

1630年代後半以前の遺構は確実に存在しない点である。

前述したように、高松城跡 (西の丸町C地区)で は、整

地層の連綿とした堆積は認められず、整地層出土遺物

の取 り上げ方法も標高による記載が大多数となり、整

地層出土遺物の年代観から、各検出面の機能年代を想

定することは困難である。こうした状況を踏まえ、本

報告では各石垣による城下の拡張過程を基軸とした変

遷を捉えることを主目的とし、前記した想定整地面と

いう概念を用いた。

こうした概念整地面を念頭に置き、基本層序の作成

を行った(第 18・ 19図 )。 しかし、概念のみで遺跡を理

解することは困難であり、またあるべき方向性ではな

い。そこで、最も良好なかたちで遺構変遷を捉えるこ

とができる IoⅡ 区における遺構面の変遷も指標とし

た。 IoⅡ 区では西外曲輪を縦断する石組溝を検出し

ており、さらにⅣ区、高松城跡 (西の丸町B地区)ま で

連続する。各調査区間の遺構検出面の対応関係を考え

る上では、キーとなる遺構であり、B地区における整

地面との関係を知る上でもメルクマールとなる重要な

遺構である。基本層序の作成には、概念のみならず、

こうした遺構変遷とキニとなる石組溝を参考とした。

なお、それぞれのセクションポイントに関しては、

第17図 に示 した。

第18図 上段は、 5条の石垣の断面図を張 り合わせた

ものである。第17図 において網掛けトーンでその位置

を示した。弥生土器や須恵器を包含する狭義の基盤層

であるI層 の直上に堆積する中世前半期の礫敷遺構と

それを包含するⅡ層を認める。その上位に整地を施し、

最も南に位置するS Z c01が構築される。それに伴う

整地層がⅢ層となる。 S Z c01の前面 (海側)に堆積す

るⅣ層は、 S Z c02に伴う整地土であり、その上面は

想定第 4面 となる。同じく、 S Z c02の前面に堆積 し

たV層 は、 S Z c02か ら40m海側に位置するS Z c03

に伴う整地土と判断でき、その上面は想定第 3面 とな

る。 S Z c12は S Z c03の北側約 5mに位置し、それ

に伴う整地層の確認は一部に留まる(Ⅵ層)。 S Z c12

の前面堆積土は20～30m前後北側 (海側)に位置するS

Z c13に伴う整地層=Ⅶ層が堆積する。上面は想定第

1面 となる。さらに、 S Z c13の前面に堆積 したⅧ層

は調査区外北側に位置するであろう護岸施設に伴う整

地土と考えられ、その上面は想定第 0面 となる。上記

したように、既存の石垣の前面にある海域を埋め立て、

新たな石垣構築することにより、城下の拡張を実施し

ていることが窺える。それぞれに石垣に伴う整地面の

検出レベルは標高0。8～ lm前後を測 り、明治期以降の

削平によって、大半の調査区では 1面 ないし2面の遺

構検出面の確認に留まる。つまり、同一面で前記した

複数の想定面を検出したことになる。

第18図 中段は、 5条の石垣を含め調査区を南北に縦

断する基本層序である。第17図 では実線の大線でその

位置を示した。基盤層であるI層 とその上位に堆積す

る中世礫敷遺構ないしその包含層 (Ⅱ 層)を確認 した。

X・ Ⅸ・Ⅷ区ではわずかな凸凹を認め、起伏のある旧

地形の復元が可能である(第 2章第 5節において中世段

階に属する遺構を報告し、第 3章第 1節 において詳細

に検討する)。 Ⅷ区以北の状況は上段の基本層序と同じ

であるが、Ⅲ区において、V層上面に堆積 した整地層

を確認 している(測層)。 その上面では大型の礎石建物

を検出し、土質・検出レベル等から、Ⅷ区南端部で検

出した層位に連続すると判断した。いずれの調査区も

その上位には、明治期以降の整地層を認め(畑層)、 測

層上面で検出した遺構は19世紀代に属すると考える。

よって、 1～ 1.2m前後の同一面において石垣の変遷か

ら想定した複数の整地面が混在することになる。

なお、Ⅸ区では畑層 とⅡ層間に複数の層位を認め、

それぞれの層位で遺構を検出している。しかし、層序

の連続性を把握することは困難であった。同様に、X

区北端部においても複数の層位を認めるが、層位の連

続性は不明である。その要因をX区南端部の層序が端

的に示している。黒塗部はS K c40の遺構埋土となる。

1点のみ肥前系陶器溝縁皿細片を含むが、出土遺物の

様相は17世紀第 2四半期である。 S X c40は標高 lm
付近から開削された遺構となり、その所属時期からS

Z c01な いし02に伴う整地層、つまり想定第 5な いし

4面で検出すべき遺構であり、X区北端部とⅨ区不明

層位は第 5な いし4面構成土に対応すると考えられる

(Ⅲ 層ないしⅣ層)。 しかし、Ⅸ区ではその間に複数の

遺構面を確認しており、矛盾が生じる結果となる6調

査地点全域に連続する整地層が展開する状況ではなく、

調査地点、各屋敷地単位で同時期の整地層の標高が異

なる状況を想定しなければならない。しかし、Ⅸ区の

調査成果からそれぞれの遺構検出面の年代を想起する

ことはできなかった。
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第18図下段は、享保 3(1718)年 に発生した高松大火

後の主要地割である石組溝のセクシヨンをいずれも北

から南に向かう方向で配置したものである。絵図との

関連では、石組溝の右側 (西側)は大久保家屋敷地側、

左側 (東側)は西御屋敷側となる。第17図 では◆印でそ

の位置を示 した。ここで層序を提示 した I・ Ⅱ区は、

複数の遺構面があり、石垣の変遷や石組溝検出面の関

係を明確に捉えることができる。

I層 (基盤層)は I区南端部でわずかに確認でき、最

も南側に位置するS Z c01石材に連続する。 S Z c01

に伴う整地層 (Ⅲ層)は確認できないが、 I・ Ⅱ区では

S Z c02に伴う整地層 (Ⅳ層)が標高 lm付近まで堆積

する。その上面は想定第4面 となり、I区では第3面、

Ⅱ区では第2面 として遺構面を確認している。さらに、

I区南端部ではその上位にⅨ層の堆積を認め、それに

伴う遺構面を確認している(I区第2面 )。 その標高は

lm前後を測り、その上位に石組溝を検出した層位(X

層)を 認める。上端レベルは1.3mを 測 り、標高による

調査区間の層位の連続性に問題を残すことを示す。 I

区北端部では上面が削平を受け、標高 lmの上面が現

状での石組溝検出面となる。よって、 I区北端部で空

白とした箇所は、Ⅸ層か石組溝検出面構成土であるX

層かは判断できない。なお、その上位にはⅢ区ないし

Ⅷ区南端部で確認した測層の堆積を認める。一方、Ⅱ

区南端部では標高 lmま でⅣ層の堆積を認め、その上

面で石組溝を検出しており、複数の想定面が混在 した

状況となる。Ⅳ層上位には19世紀代の遺構を上面で確

認した測層が堆積 し、V・ Ⅵ・Ⅸ・X層が測層形成時

に失われたのか、元来敷設されていなかったのかは判

断できない。

第19図 上段は、調査区中央付近における東西方向の

基本層序を示した。第17図 では、▲印にポイントを示

した。Ⅱ区を横断するS Z c02の南に堆積したⅣ層と

前面に堆積 したS Z c03に伴う整地層 (V層 )が基本的

にはベースとなる。Ⅲ区ではV層上面において、一部

の確認に留まるが、遺構面を確認 した (Ⅲ 区第 2面 )。

その上位には測層を認め、上面において19世紀代に属

する大型礎石建物群を検出している(Ⅲ 区第 1面 )。 測

層はⅡ区東部にも認め、同じく19世紀代に属するであ

ろう礎石建物群を検出した(Ⅱ 区第 1面上位)。

Ⅱ区東部では1630年代後半に形成されたⅣ層をベー

スとし、現状ではそれを掘 り込み面として、18世紀前

半に属する石組溝を認める(Ⅱ 区第 1面下位)。 検出レ

ベルは標高1.lmを 測る。 I区南端部における石組溝の

掘 り込みレベルは標高1.3mを測り、Ⅱ区とは0.2mの 比

高差を認める。Ⅱ区東部では、その上位に測層が堆積

し、この段階での削平も考慮する必要があるが、詳細

は不明と言わざるを得ない。

第19図 下段は、調査区南よりにおける東西方向の基

本層序である。第17図では●印に該当する。 I層 (基盤

層)は 、Ⅷ区ではほぼ水平面をなし、 I区において緩や

かに西に傾斜する。その上面には中世礫敷遺構ないし

それを包含する層位が厚 く堆積 し、Ⅷ区における標高

は1～ 1.2mを 測る。その上位には明治期以降の整地層

を認め(畑層)、 Ⅷ区中央部では近世整地面は確認でき

ない。遺構検出面はⅡ層上面において、すべての近世

遺構を検出したことになるが (Ⅷ区第 1面 )、 その上面

では確認できず、 I層上面においても近世遺構を捉え

た(Ⅷ区第 2面 )。 報告では、Ⅷ区第 3面 という概念で、

明治期を除く、近世遺構のみの概念的な面を設定して

いる。 I区ではS Z c01(16世紀末)の上位にS Z c02

に伴う整地層が厚 く堆積する(Ⅳ層)。 その上位にはⅨ

層を認め、上面において I区第 2面の主要遺構である

S B c01と S D c01を 検出している。 I区第 1面は石

組溝を主要遺構とした検出面で、X層上面に該当する。

標高は1.2～ 1.3mを測り、Ⅱ oⅢ 区で検出したこの上位

に堆積する測層と等しいレベルとなる。

以上、高松城跡 (西の丸町C地区)における基本層序

について報告した。連綿と整地した層位を確認できる

調査区は皆無に近く、隣接する西の丸町B地区で確認

されている6面 におよぶ近世遺構面との対応を明記す

ることは困難な状況である。しかし、石垣の変遷や広

域に展開する石組溝、 I・ Ⅱ区における遺構面の変遷

を足掛かりとし、前記したような概念想定面を用いる

ことを選択 した。

第 4節 近 世 遺構

本来であれば、前記した概念想定面に基づき報告す

べきであるが、恣意的な作業により導き出した不安定

な時間軸に沿った事実報告は、今後の検証作業の妨げ

になることは否めない。前節で述べたように、複数の

整地面に属する遺構が、削平等により同一面で確認し

ている状況もそれに拍車をかける。

こうした状況を考慮 し、本報告では各調査区の遺構

内容やその連続性、整地面の変遷を検討 し、近似 した

内容を持つ I～ 測区の調査区を再設定し(第 14図 )、 各

調査区別に報告することとする。事実報告では、高松

城跡 (西の丸町B地区)の整地面との対応関係は明記せ

ず、各調査区において発掘調査時に確認した遺構検出

面に基づき、第 1面、第 2面、第 3面等として提示す

る。その際、隣接した調査区における遺構の連続性を

認める場合が多々あり、各調査区の冒頭で提示する遺

構配置図において、隣接調査区の状況も掲載する。

なお、各調査区間の整地面の対応関係や高松城跡 (西

の九町B地区)と の関係については、第 3章第 3節で

検討したい。
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1.I区
基本層序

調査では3面の遺構面を検出した8第 24図 に基づき

I区の基本層序について触れる。高松城築造以前の堆

積層として、25～27層 を確認した(そ の上面には中世遺

物を含む包含層=S X c50包含層が形成される)。 これ

を掘 り込み S Z c01が構築される(24層 )。 S Z c01に

伴う整地面は確認できないが、 I区第3面 として捉え

た。14～ 23層 はS Z c01か らS Z c02への拡張に伴う

整地層である。これに伴う遺構は確認できないが、上

層に堆積した12・ 13層上面でS B c01。 S D c01ほか

を検出しており、 I区第2面 とした。S B c01の検出

レベルから、11層 も第2面構成上の可能性が高い。さ

らに、S B c01を 被覆する3～ 8層 はS D c02の掘 り

込み面でもあり、 I区第 1面構成土と判断した。

第 1面 (第20図 )

標高1。1～ 1.3mで確認した遺構面である。数条の石組

溝を中心に確認し、なかでもS D c02は北接するⅡ区

SDこ 09、 その北に位置するⅣ区 S D cllに連続する

区画溝である。さらに、 I区南の高松城跡 (西の丸町B

地区)で も確認できる。西外曲輪のほぼ全域を東西に区

画する施設として注目でき、各調査区の遺構面の対応

関係を考える上でメルクマールとなる。遺構の重複関

係から、 S D c02～ 05が機能した段階とその廃絶後に

構築された S D c06の 2時期以上の所属時期の遺構が

混在 した状況が窺える。

以下、各遺構について述べる。

柱穴

S P c70(第 26図 )I区 南西端部で検出した柱穴であ

る。明瞭な掘方は確認できないが、拳大の小礫を充填

しており、一部礎石の可能性が高い板状の石材も確認

できる。

S P c65(第 26図)I区 南西部で検出した柱穴である。

掘方底面に沿って礫を敷き詰めた状況が確認できる。

S P c62(第 26図)I区 南部で検出した柱穴である。

S P c65と 同様に掘方底面に沿って拳大以上の礫を敷

き詰める。柱の根固め石の可能性が高い。

SP c5ズ 第26図)I区南東隅で検出した柱穴である。

S P c4α第26図)I区北東部で検出した柱穴である。

S P c49・ 50と ともに列状に並ぶが、内容は明らかで

はない。

S P c60(第 26図)I区 南部で検出した柱穴である。

S D c04構築以前の柱穴の可能性が高い。

土坑

S K c01(第 26図)I区 東部で検出した土坑である。

S D c05と 重複関係を有し、それに先行する。検出長

1.9m、 検出最大幅約 lmを測り、平面形は長楕円形を

呈する。深度は0.18mを 測 り、焼土 。炭化物を含む灰

色粘質土の単一層である。

溝状遺構

S D o02(第 25図 )I区 ほぼ中央部で検出した石組溝

である。調査区を南北に縦断し、主軸方位はN4° E
の方位を示す。石材の重複関係から、 S D c04・ 05と

同時期の所産であり、 S D c06に先行 し、 S D c03に

は後出すると考える。第24図 に基づき、その掘 り込み

面について述べると、 S D c02の東側では確認する限

りでは3層 を掘 り込み面とする。その上層に堆積する

2層 は攪乱ないし表土層であり、厳密な掘 り込み面に

ついて言及することはできないが、少なくとも3層 は

I区第 1面に伴う整地層と判断することができる。そ

の上面レベルは1.3mを測る。西側は攪乱層が1.lm付近

まで及び掘 り込み面について言及することはできない。

ただ、12。 13層 上面において I区第 2面の主要遺構で

あるS B c01・ S D c01を 検出しており、その上層に

堆積 した 5～ 8層 はS D c02構築面であり、 I区第 1

面に伴う整地層と判断することができる。

S D c02は 一辺約0.3～ 0。4mを測る方柱状の石材を側

石とし、最大で 2段の構築を確認 している。石材は、

安山岩が主体を占め、一部 S Z c01の石材を転用した

可能性も残る花向岩・角礫凝灰岩も認める。溝の内幅

は0.4～0.5m前後、掘方は約 2m前後を測り、裏込に拳

大以下の礫を充填する。溝内の埋土は第24図 では、下

層に灰色粘質土 (36層 )、 中層に灰色粘質土 (35層 )、 上

層に淡灰色粘質土 (34層 )がそれぞれ堆積する。第25図

E― E'間のセクションを参考にすると、中層の堆積

土の砂粒子は細かく、上層の粒子は粗いことが窺える。

下層埋土は粘土層で、溝底に敷設 した可能性も残る。

溝の勾配は側石の基底レベルで北に向かって約 1° 傾

斜する。

また、その検出位置や遺構内容からⅡ区 S D c09・

10、 Ⅳ区S D cllと 同一遺構であることが窺える。さ

らに、本調査区の南に位置する高松城跡 (西の丸町B地

区)の S D b28に も連続する。南北検出長は約140mに

達し、調査地点である西外曲輪を東西に画する区画施

設と評価することができる。

S D c03(第 25図 )I区 北端部で検出し、 S D c02の

東側側石の0.6m東 に位置する石組溝である。Ⅱ区の状

況を考慮すると、 S D c03は S D c02の本来の東領1側

石に該当し、 I区で検出した S D c02の東側側石の大

多数は修築に伴い、規模を縮小 した段階の側石である

ことが窺える。よって、S D c02の 本来の内幅は約1.1

m前後であつたと考えられる。主軸方位はN4° Eを

呈する。

S D o04(第 25図)I区 南部で検出し、 S D c02に隣
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接、平行する石組溝である。北端部は S D c05と 重複

関係を有 し、それに先行する。両側石を認め、西側の

側石はS D c02の 東側石に接するように構築される。

同時期の所産とも考えられるが、 S D c02の東倶1石 に

持たせかけるように、 S D c03の東側側石を設置した

状況 も窺える。検出最大長1.8m、 内幅0。4mを測 り、

西側側石は2段、東側石は 1段分積んでいるのが確認

できる。使用石材は安山岩が大多数を占め、砂岩を少

量認める。主軸方位はN3° Eを測る。S D c03と は

構造 。主軸方位が異なり、連続する遺構ではなく、S

D c03と S D c04の 間で屋敷割ないし屋敷地内の空間

構成が変化 している状況が窺える。

S D c05(第 25図)I区 南部で検出した石組溝である。

S D c04に後出する重複関係を有し、西端部はSDc
02に連結する。主軸方位はS D c02に直交し、N77°

Wを測る。写真観察ではS D c02の東倶1石 の一部を外

して連結部を設け、さらにS D c02の東側石の一部を

S D c05の北側石に兼用 した状況が窺える。使用石材

は安山岩が主体を占める。また、埋土は第25図 G― G'

間セクシヨンが示すように、 6層埋土はE一 E'間堆

積土の 1層 と同埋土であり、 S D c02上層埋土を共有

している状況が窺える。

S D o06(第 26図 )I区 南端部で検出した溝状遺構で

ある。 S D c02に後出する。主軸方位はN88° Wを測

り、ほぼ東西主軸を呈するが、 S D c02手前で直角に

屈曲し、南に延びる。東西検出長約10m、 南北検出長

2mを 測る。溝幅・深度ともには約0.5m前後を測 り、

溝上位埋土を中心に拳大からその 2倍程度の安山岩塊

石ないし板石を充填した暗渠構造を呈する。

以上、 S D c02～ 06の重複関係を中心にその構築過

程を整理すると、 S D c02西側石とS D c03を 東側石

としたプレS D c02が 構築され(溝幅 lm)、 その後、

規模を縮小 したS D c02が築かれる。 S D c04は SD
c02と 同時期の所産と考えられるが、側石の重複関係

から若千後出して築かれた可能性も残る。 S D c05は

S D c04に後出し、 S D c02の東側石を外 してそこに

排水 した状況が窺える。つまり、 S D c02が機能した

時期幅は比較的長いと考えられ、 S D c06の構築によ

って機能を失うという変遷が想定できる。

第 2面 (第21図 )

S B c01と S D c01を 検出した標高0。9m前後で確認

した遺構面である。同一レベルで柱穴や土坑も確認し

ている。なお、第 2面から第 3面への掘 り下げ時に確

認したS X c01も 第 2面 として提示しているが、厳密

には標高0.9m遺構面で捉えた遺構ではなく、第 3面 と

の関係から、第 2面 とした。

建物

S B c01e s D c01(第 27図)I区 南西部で検出した

礎石建物と石組溝である。S B c01は 0.5m以下の礎石

と考えられる石材が不規則に並び、 I区南壁にもその

可能性がある石材を認める。礎石を含む範囲において、

小礫を多量に含む整地土が敷設されており、 S B c01

に伴う施設と考えられる。第27図 では一点破線でその

範囲を表現した。地盤を安定させると同時に除湿機能

があったと考えられる。

S D c01は S B c01の 北に近接 した石組溝である。

S B c01に 伴う区画施設と考えられる。東端部は第 1

面 S D c02に より失われ、東西検出長は8.8mを 測る。

主軸方位は、N87° Wを呈し、 S B c01の遺存する礎

石列にほぼ平行 した位置関係になる。溝幅は0。 6～ lm
を測 り、溝内に安山岩塊石・花商岩を用いた石組を設

置するが、大多数は抜き取られている。

柱穴

S P c36 1区南端部で検出した柱穴である。

S P c18 1区北端部で検出した柱穴である。

S P c12 1区北端部で検出した柱穴である。

S P c14 1区北部で検出した柱穴である。

不明遺構

S X c01(第28図 )I区 中央部で検出した不明遺構で

ある。検出レベルは0.5m付近であり、厳密には第 2面

(標高0.9m)で確認した遺構には該当しない。上面での

検出状況は乱雑に塊石を積み重ねた状況であったが、

掘 り下げると、西側に面を認めることを確認した。標

高0。lm前後を基底面とし、長さ0。3m、 幅0。2m前後の

石材 (安山岩 。花商岩)を 縦方向に立て並べ、その上部

にやや小型の塊石を数段小日積みしている。その性格

は不明であるが、 S X c01は第 3面のS Z c01の 北側

に位置し、S Z c02(S Z c01の北約20m位置する石垣、

1630年代後半の築造を想定)に伴う整地土を掘 り込み面

としており、 S Z c01に伴う第 3面の遺構でないこと

は明白である。第28図 P― P'間の断面では、 4～ 8

層埋土が溝状の掘方内に堆積 している状況が窺え、 S

X c01は 溝状遺構の一部であった可能性を想定するこ

とができる。

S X o02(第28図 )I区 中央部やや南よりで検出した

不明遺構である。標高0.8m前後で検出し、第28図 P一

P'間のセクションが示すように、 S X c01埋没後に

構築された遺構である。拳大からその 2倍程度の石材

を列状に配置しており、検出長約6.4mを 測る。主軸方

位はN4° Eを 測る。調査時には地割石列と呼称 し、

Ⅱ区で確認した同様の遺構=S X c04と ほぼ同じ主軸

方位を呈しており、関連した遺構である可能性が高い。

南に延伸させると、高松城跡 (西の丸町B地区)の鍵形
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街路を構成する柵列やC地区まで続 く石組溝といった

重要な地割ラインに合致しており、地割を示す区画施

設の可能性を想定しておきたい。

第 3面 (第22図 )

標高 0～ -0。2m(マ イナス)を基底面として、石垣 (S

Z c01)を 確認した。これに伴う遺構面は確認できない

が、これを第 3面 とした。 S Z c01内 には中世段階に

属する礫敷遺構=S X c49の 石材が充填しており(図版

68)、 近世遺構を確認することはできなかった。

なお、 S Z c01は 隣接するⅦ区・Ⅷ区でも確認して

おり、高松城跡 (西の丸町C地区)で確認した石垣のな

かでは最も南に位置する石垣であり、最も古い構築年

代を付与することができる。

石垣

S Z o01(第 29図 )I区 全域で検出した石垣である。

調査区北側で「く」字形に屈曲し、西辺はN19° E、

北辺はN75° E方向に築かれる。両辺がなす隅角は125
°

を測る。標高 0～ -0.2mを 基底面として、最下段石

材を設置する。基底面レベルは東辺では北に向かって

わずかに傾斜するが、北辺はほぼ水平である。石材は

直接加工の粗い角礫凝灰岩 。花尚岩・安山岩を砂上に

設置してお り、胴木等の施設は確認できない。石材は

1段の検出に留まる箇所が大半であるが、最大で 2段

遺存してお り、その勾配は75° 前後を測る。石垣の構

築法は、野面積みの範疇に収まる。裏込の状況を第29

図Q― Q'間セクシヨンで確認すると、基盤層である

1～ 5層上面に中世前半に属する礫敷遺構であるSX
c49石材が敷設され、それを切 り込むようにS Z c01

の掘方を設け、前面石材を設置する。裏込には一辺0。2

～0.4m前後の石材を充填する。なお、護岸前面石材に

は蛎殻等の付着は認められず、石垣は水面上に出てい

る場合が多かったと考えられる(古野ほか2000)。

S Z c01を 含め、検出した 5列の石垣は調査対象地

である西外曲輪のそれぞれの所属時期の北辺に該当し、

海域と城下を区画する施設、現代の防波堤のような機

能を想定することができる。

2.I区
基本層序

調査では2面の遺構面を確認している。第32図 に基

づき、Ⅱ区の基本層序について触れる。Ⅱ区では I区

S Z c01か ら約20m北 に拡張した石垣=S Z c02を検

出し、出土遺物の年代観から1630年代後半の構築を想

定している。海域を埋め立てた城下の拡張であり、S

Z c02以南の堆積層はそれに伴う海域の埋め立て土と

評価することができる。第32図 では、14層 が S Z c02

の掘方埋土、15～ 25層 がそれに伴う整地土に該当する。

さらに、 S Z c02か ら約40m北 にS Z c03が位置する

(17世紀中葉の構築を想定)。 同じく、海域を埋め立て

た城下の拡張であり、 S Z c02の前面に堆積する11～

13層 はS Z c03に 伴う整地土と判断できる。よって、

Ⅱ区で検出した S Z c02の南には、それに伴う整地土、

北にはS Z c03に伴う整地層がそれぞれ堆積 している

ことになる。

遺構面は2面確認し、さらに第 1面 は遺構の重複関

係から分離が可能であり、第 1面上位と下位として報

告する。第 1面上位は下位の主要遺構であるS D c07

・09の機能停止後の遺構面であり、第32図 5。 7～ 9

層上面に該当する。出土遺物では、1.3～ 1.lm整地層、

S D c07・ 09間整地層が第 1面上位構成土となる。削

平により確認できる箇所は一部に留まるが、遺存状況

が良好な箇所の標高は、1.3m前後である。第 1面下位

の S D c07・ 09は S Z c02に伴う整地土である15～ 25

層上面を掘 り込み面としており(34・ 52層 )、 第 1面下

位に伴う整地層は認められない。 S D c09は IttS D

c02に連続し、 I区第 1面の標高が1.1～ 1.3mで ある点

を考慮すると、第 1面下位に伴う整地層は、上位面の

形成段階に削平されたか、元来敷設されなかった可能

性が想定できる。第 2面はS Z c02に伴う整地面とし

たため、第 1面下位と同じく、15～ 25層上面となる。

第 1面上位 (第30図 )

削平等により検出レベルは安定しないが、標高1。 1～

1.3mで確認した遺構面である。下位面の石組溝である

S D c07・ 09の機能停止後の整地層上面において、礎

石建物を中心とした遺構が展開する。

建物

S B c02(第 34図 )Ⅱ 区中央部で検出した礎石建物で

ある。「コ」字形に石材を敷き並べた遺構で、その東辺

はS D c09の石組を破壊 した位置に築かれる。石材の

大多数は安山岩が占める。石敷を除去した状況を赤色

で示したが、南北 2間 (礎石間隔 2m)、 東西 1間以上

(礎石間隔 2m)の礎石建物を確認した。南北の主軸方

位はN3° Eの方位となる。各礎石は0.5m前後の上端

面の扁平な大形石材を据え、その周囲の形状に沿って

拳大からその2倍程度の石材を配置する構造を呈する。

-9-



第34図 E― E'間セクシヨンでは大形石材の下にも石

材を認めるが、第 1面下位遺構であるS D c09石材に

該当する。さらに南端の礎石列の南側 lmに も平行す

る礎石列を認め、関連する施設と考えられる。礎石間

隔は2.3mを 測 り、東端礎石は前述した建物の東辺主軸

に合致する。

こうした状況を考慮すると、「コ」字形に石材を敷き

詰めた遺構は、前述した礎石の間に位置し、礎石建物

に関連 した施設であることが窺える。土蔵の基礎とま

では言及できないが、沈下を避けるために設けられた

施設と評価できよう。なお、 S D c09延長部、SDc
09敷石部分、 S D c09敷石下が S B c02に伴う出土遺

物と考えられるが、その大多数は後述するS D c09の

所属時期である18世紀前半の遺物が占める。少量では

あるが、19世紀前半に属する遺物もあり、 S B c02の

所属時期を窺うことができる。

S B c03(第 35図 )Ⅱ 区中央部で検出した礎石建物で

ある。 S B c02と 重複関係を有 し、それに後出する。

標高1.2～ 1.3mで検出し、第 1面下位遺構であるSDc
09の機能停止後の整地土上面に構築される。第35図 で

は 3・ 5～ 13・ 16～ 22層がそれに該当する。「T」 字形

の平面プランで、南北 3間、東西 2間の礎石列を確認

した。南北主軸方位はN4° Eの方位を示す。礎石は

0.5m前後の板石を用い、一部には礎石を据える浅い掘

方を設け、埋土には漆喰も認める。さらに、 S P c83

の礎石直下には黄土色粘土 (第35図 1層 )を 敷設する状

況も確認した。

S B c04・ 05(第 36図 )Ⅱ 区西部で検出した礎石建物

である。検出レベルは標高1.2～ 1。3mを測り、第 1面下

位遺構であるS D c09の機能停止後の整地層=第 1面

上位整地層の上面で検出した。東端の礎石列が直線上

を呈し、遺存する礎石間隔が東西 。南北ともに1.8m前

後を測ることから、南北 4間以上、東西 2間以上の礎

石建物であることが窺える。南北主軸方位はN4° E
の方位を測る。攪乱部が中央に及ぶ点や調査区外に延

長することを考慮すると、総柱建物であった可能性が

高い(当初は2棟の建物と考えており、遺構名を2つ付

けたが、後の検討の結果 1棟と判断した)。 礎石の大半

は失われているが、径 lm、 深度0.3m前後の掘方内に

比較的締まった埋土を充填 し、その上部に拳大の小礫

を多量に配置して礎石を据える構造を呈する。

S B c06(第 37図 )Ⅱ 区中央やや西よりで検出した礎

石建物である。検出レベルは1.3m前後を測り、第 1面

上位整地層の上面で検出した。東西に並ぶ礎石を3石

確認し、その主軸方位はN88° Wの方位となる。礎石

は0.5m前後の板石を用い、礎石間には拳大からその 2

倍前後の小礫を配置する。その小礫の範囲は東西礎石

列の北には広がらず、東西礎石の両端から、「コ」字形

に延びることから、 S B c06は南に延長する建物であ

ることが窺える。また、第37図 セクシヨンが示すよう

に、小礫は礎石の下部には及ばないため、礎石の沈下

を防ぐものではなく、S B c02と 同じく上物の沈下を

防ぐ施設と考えられる。

不明遺構

S X o03(第37図 )Ⅱ 区西端部で検出した不明遺構で

ある。検出レベルは1。 1～ 1.2mを測り、検出面は第 1面

上位整地層か否かは不明である。拳大からその 3倍程

度の石材を集積した遺構で、明瞭な掘方は確認できな

い。しかし、一部には礎石にも利用可能な規模の石材

を認め、直線的に分布する状況を踏まえると、SBc
02・ 06で確認した礎石建物の礎石間に配置したのと同

じ構造であつた可能性も否定できない。

第 1面下位 (第30図 )

削平により検出レベルは安定しないが、前述したよ

うに、 S D c09は S Z c02に伴う整地土である15～ 25

層上面を掘 り込み面としており、第 1面下位に伴う整

地層は認められない。S D c09。 10は IttS D c02、

Ⅳ区S D cllに 連続し、調査区間の整地面の対応関係

を考える上では、重要な遺構である。検出遺構はSD
c09。 10と それに平行するS D c07・ 08のみである。

清状遺構

S D c09010(第 38図 )Ⅱ 区中央部で検出した石組溝

である。検出レベルは1.lm前後を測 り、第32図 に示し

たⅡ区南壁面によると、52層 が S D c09掘方裏込埋土

に該当する。その検出面はS Z c02構築に伴う整地層

であり、その上層に堆積 した 7層 は第 1面上位整地層

と考えた。北半は後出して構築されたS B c02に より

失われ、南北検出長は7m前後となる。主軸方位はN
4° Eの方位を示す。石組は東西倶1石 に加え、その間

にも側石を認める。当初、東西側石でS D c09を 構成

し、その後西側石と中側石に規模を縮小 したと考えら

れる。当初の溝内幅はlm、 規模を縮小 した段階は0。4

～0.5m前後を測る。西側石は最大 2段、東側石は3段、

中側石は 1段構築しているのを確認 した。西側石と中

側石がほ1鋤。4m前後を測る石材を使用 しているのに対

し、東側石は0.3m前後のやや小型石材を用い、横目地

が明瞭に確認できる。西 。中倶1石 と東側石では使用石

材・構築方法が異なり、東西側石→西 。中側石という

変遷とは呼応 しない。こうした状況を重視すると、規

模を縮小する段階に西側石も再構築された可能性を想

定することができる。掘方は約1。2mを測る。埋土は第

38図 0-0'間 セクシヨンでは、59層が当初のSDc
09埋土下層に該当し、灰緑色粘質土が堆積する。溝底

に敷設したものか、堆積 した埋土かは不明であるが、
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堅級に締まる。54層 は規模を縮小 した段階の埋土とな

る。58層 には、中側石が存在するが、当該箇所では失

われている。溝内の勾配は明らかではないが、側石の

基底石レベルはほぼ水平である8

S D c07008(第 39図 )Ⅱ 区中央東よりで検出した石

組溝である。検出レベルは1.2m前後を測 り、掘方検出

面は、第39図 V一 V'間セクションによると、SZc
02に伴う整地層上面となる。主軸方位はN3° Eと な

り、ほぼS D c09に平行するが、北端部でN23° Wに

屈曲する。この屈曲部は再構築された可能性が高 く、

溝幅を減じており、両袖式の横穴式石室の玄室と羨道

部のように凸形の平面形を呈する。さらに、 S D c07

に連続するS D c08で は、東側石を確認し、それに直

交する南側石も検出した。当該箇所で集水枡状の施設

となるか、もしくは西に屈曲して S D c09に連続する

と考えられる。溝底ないし側石基底石レベルは北に向

かい緩やかに傾斜する。側石には0.4m前後の方柱状の

形状を呈する安山岩が用いられ、ほぼ 1段のみの確認

に留まる。埋土は第39図 T一 T'間 セクションでは、

下層に粗砂層、中層に灰緑色粘質土、上層に暗灰緑色

粘質土がそれぞれ堆積 してお り、下層における流水、

中・上層における滞水状況を窺うことができる。西側

石の大半は失われているが、溝内幅は0.4～ 0。5mを 測り、

屈曲部以北は0.3～ 0.4mと なる。掘方を確認した箇所で

は1.5mを 測る。

第 2面 (第31図 )

第 1面下位との検出標高差はないが、 S Z c02構築

に伴う整地面を第 2面 とした。第32図 では、14層 が S

Z c02の掘方埋土、15～ 25層がそれに伴う整地土に該

当し、その上面で検出した遺構面である。確認した遺

構は稀薄で、S Z c02を 除くと、 IttS X c02と 関連

するS X c04のみに留まる。 、

石垣

S Z c02(第40図 )Ⅱ 区を東西に横切るように確認し

た石垣である。 I区で検出した S Z c01か ら約20m北

に位置する。主軸方位はN78° Eの方向となり、ほぼ

S Z c01に 平行 し、検出した限りでは直線上を呈する。

基底石設置レベルは標高 Omを測るが、その設置方法

は標高0。2mの砂を深さ0。15m前後掘 り込み、その上に

石垣石材を設置している(古野ほか2000)。 使用石材は

長さlЮ m、 高さ0。4～ 0.8m、 奥行き0。5～ 0。8m前後を測

る角礫凝灰岩が主体をなし、その間隙に拳大から人頭

大の砂岩系石材ないし安山岩を充填する。前面石材の

勾配は約70° を測る。凝灰岩は粗い直接加工により切

り出されたもので、矢穴は確認できない。一部に横目

地が通る箇所を認めるが、その構築法は野面積みの範

疇である。最も遺存状況が良好な箇所で最大 2段積ん

でいるのを確認し、残存石垣の最高位は標高0.95mを

測る。よって、 S Z c02の南狽1に あり、少なくともそ

のレベルより下位の堆積土はS Z c02に伴う整地土と

なり、第33図 C一 C'間セクションでは 1～ 3層 がそ

れに該当する。裏込は稀薄で、標高0.6m前後に拳大か

ら人頭大の石材を散漫に配するに過ぎない(図版13)。

不明遺構

S X c04(第 21・ 31図 )Ⅱ 区中央部で検出した不明遺

構である。拳大からその 2倍程度の石材を列状に配置

しており、検出長は約6.5mを 測る。主軸方位はN4°

Eを測 り、 IttS X c02と 同じ主軸方位を呈する。約

lm前後のずれがあり、同一直線上にはならないが、

関連 した遺構である可能性は高い。前述 したように、

主要地割ラインに合致しており、何らかの区画施設と

考えられる。また、その北端はS Z c02の南で途切れ、

検出レベルも1.Om以 下であることから、第 2面 に伴う

遺構と判断した。
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3.Ⅲ 区

基本層序

Ⅲ区では2面の遺構面を確認したが、第 2面は旧調

査区B3区のみの確認に留まる。標高1.Om以下には、

細砂 。粗砂層が堆積し、その上面において第 2面 を確

認している。Ⅲ区はⅡ区で確認した石垣 (S Z c02)の

北に位置し、それに伴う遺構面は存在 しない。SZc
02の北約40mに S Z c03が位置し、1.Om以下の埋土、

第43図 A一 A'間セクシヨン15層 、B一 B'間セクシ

ョン1lt13層 はS Z c03に伴う整地土=海域の埋め立

て土と判断できる。第 1面 はその上層に堆積するA―

A'間 12～ 14層上面で検出した。標高は1.3～ 1.4m前後

を測る。Ⅱ区における第 1面上位構成土に対応する整

地層と理解できる。

なお、Ⅲ区は享保年間(1716～ 36)に描かれた『高松

城下図』では「西御屋敷」と記載されており、藩主の

居住域に該当する調査地点である。

第 1面 (第41図 )

標高1.3～ 1.4mで確認した遺構面である。大型の礎石

建物を中心に確認した(S B c07・ S A c04)。 SBc
07の南北礎石列の一部は、後述するⅣ区の礎石建物(S

B c08)と 主軸方位のみならず、ほぼ一直線上に並んで

おり、関連性を指摘することができる。

建物

S B c07(第 44図 )Ⅲ 区ほぼ全域で検出した大型礎石

建物である。南北検出最大長13.6m、 東西検出最大長

10.8mを 測 り、調査区外へ延長するため、その正確な

規模は明らかではない。主軸方位はN4° Eの方位と

なる。礎石列の位置関係から、S A c04も S B c07に

伴う遺構であることが窺え、 S B c07に付随する門の

可能性も考慮する必要がある。さらに、第44図 E一 E'

の礎石列の延長線上に位置するS P cl15の 存在を重視

すると、東西検出最大長は16.8mと なる。S P cl15を

除くと、東西主軸では礎石間が約 2m、 6間、南北主

軸では礎石間4m前後を測 り、S A c04を 含めないと

2間 に復元できる。礎石間の距離が長 く、上物を支え

ることが困難であり、遺構面上に直接礎石を設置した

束柱の存在を想定する必要がある。

礎石は、一辺 lm前後を測る浅い深度の柱穴を設け、

暗黄褐色粘土ブロックを含む暗褐色粘質土や褐色砂質

土を充填し、その上部に設置する。0.3～ 0.5m前 後の扁

平な安山岩塊石を用い、上端レベルは標高1.3m前後に

揃えられる。

なお、 S B c07に平行 した主軸方位をとる溝状遺構

を検出した(S D c10)。 検出最大長4m、 溝幅0。9m前

後を測る。その位置関係から、 S B c07に伴う雨落ち

溝的な性格を付与することができる。また、Ⅳ区SB
c08南北礎石列は、 S B c07西端礎石列に合致し、何

らかの関連性は指摘できるが、S D c10の存在があり、

同一建物の可能性は極めて低い。

柵列

S A c04(第44図 )Ⅲ 区南部、 S B c07の南に位置す

る柵列である。主軸方位はN86° Wと なり、 S B c07

に正確に直交ないし平行する。さらに、S P c97は S

B c07の 西端部礎石列の延長線上に位置し、関連した

施設として評価できる。礎石には0.6～0.8mの 規模を測

る大形板状石材を用い、 S B c07使用石材より大形石

材が選択される。礎石間隔は約 4mを 測る。 S B c07

に伴う門としての性格を想定しておきたい。

S A c03(第45図 )Ⅲ 区中央北端で検出した柵列であ

る。主軸方位はN86° Wに とり、 S B c07・ S A c04

に合致する。一辺0.5m前後を測る板状石材を用い、礎

石間は約 3mを 測る。礎石上端レベルに比高差を認め、

その存在には問題を残す。

柱穴

S P cl15(第45図)Ⅲ 区西端部で検出した柱穴である。

埋め戻した柱穴の上端に拳大の石材を配置し、0.5m前

後の扁平な塊石も混在する。 S B c07の E― E'礎石

列の延長線上に位置し、それに伴う礎石の可能性も否

定できない。

S P c176(第45図)Ⅲ 区南西部で検出した集石である。

0。3m以下の石材を不規則に配置し、円形を呈する箇所

も認める。復元することはできなかったが、礎石建物

を構成する柱穴の可能性を残す。

S P cl17 Ⅲ区中央北端部で検出した柱穴である。

土坑

S K c04～ 06(第 46図 )Ⅲ 区西部で検出した土坑列で

ある。ほぼ南北主軸で直線的に3基の土坑が並列する。

平面形はほぼ円形を呈し、深度はいずれも0.15m前後

と浅く、舟底状の断面形状となる。埋土は黒褐色弱粘

質土で、埋土中に少量の炭化物を包含する。

S K c09(第 46図)Ⅲ 区中央で検出した土坑である。

旧調査区では、 S K c09北半をB2区、南半をB3区
で検出したことになる。平面形は 2 Xl.8mを 測る長楕

円形ないし隅丸方形の平面プランを呈する。断面形状

は逆台形を呈し、一部深 くなる。仔細に観察すると、

底面と立ち上がり部の屈曲部分において、北東部 。南

西部ともにオーバーハング気味に決 り込む状況が窺え、

第46図 4層埋土の埋積前段階には滞水状態であった可

能性が想定できる。

S K cll(第 46図)Ⅲ 区西部で検出した土坑である。

平面形は不整形、断面形状は0.lm前後の浅い舟底状を
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呈する。埋土は下層に炭化物包含層 (2層 )、 上層に赤

灰色粘質土の焼土層 (1層 )がそれぞれ堆積 し、底面に

は被熱痕を認める。

S K c12(第 46図)Ⅲ 区西部で検出した土坑である。

北半は側溝により消失するが、平面形は径0.5m前後の

円形を呈する。断面は浅い舟底状を呈し、埋土は焼土

層が堆積し(1層 )、 底面には厚い被熱層を認める。前

述した S K cllに隣接 し、いずれも底面に被熱痕を認

め、関連した遺構であることが窺える。

S K c07(第 47図)Ⅲ 区北部で検出した土坑である。

3× 1.4m以 上の長方形の平面プランを呈する。 4～ 9

層を埋土とし、少なくとも1.4m以 上の遺構面から掘削

された遺構であることが窺える。最下層には礫を多量

に包含する灰色砂質土が堆積 し(9層 )、 下層に炭化物

を含む灰色ないし黄土色粘質土を認め(7・ 8層 )、 淡

褐色砂質土を介在し(中層、 6層 )、 上層に灰色ないし

黄土色粘質土が堆積する。最下層と下層、中層と上層

埋土にそれぞれ対応関係を認め、遺構の性格が反映す

ると考えられるが、その性格は不明である。出土遺物

の年代観は18世紀第 4四半期である。

S K c13014(第 47図 )Ⅲ 区中央西よりで検出した土

坑である。径0。7m前後の楕円形の平面形態を呈する土

坑が0.3m間隔で 2基並列する。埋土は明らかではない

が、 S K c13に は0.2m前後を測る石材を認める。

不明遺構

S X o06(第 46図 )Ⅲ 区西端で検出した不明遺構であ

る。調査区外へ延長するため、全容は不明である。検

出した限りでは、不整形を呈する。埋土は、下層に赤

灰色粘質土、上層に淡褐色粘質土が堆積する。

第 2面 (第42図 )

調査時の調査区名では、B3区でのみ確認した遺構

面である。標高1.lm前後で確認し、第43図 A一 A'間
セクション15層 、B一 B'問セクシヨン11～ 13層 上面

が第 2面 に相当する。遺構密度は稀薄である。

柵列

S A c01(第45図 )Ⅲ 区中央北端で検出した柵列の可

能性が高い遺構である。0。2m前後の石材が不規則なが

ら直線状に並び、主軸方位はN83° Wを示す。その検

出長は7.8mを 測る。柱穴等の下部構造はなく、遺構面

直上に石材を直接設置していたようである。

S A c02(第 45図 )Ⅲ 区中央部で検出した柵列である。

5基の柱穴がN84° Wの主軸方位で直線的に並ぶ。一

部には根石も確認できる。S A c01と ほぼ平行 した主

軸方位を呈し、関連した遺構の可能性も残すが、第 1

面で確認したS B c07の C一 C'東西礎石列ともほぼ

同位置で検出している。

土坑

S K c02(第 45図 )Ⅲ 区中央やや西よりで検出した土

坑である。平面形は方形を呈し、南北長0。6m、 東西長

0。9mを測る。南北断面形状は逆台形を呈し、埋土は褐

灰色粘質上の単一層である。

S K o03(第 45図 )Ⅲ 区中央西よりで検出した土坑で

ある。平面形は方形を呈 し、短軸長0.35m、 長軸検出

長0。45mを測る。断面形状は逆台形を呈する。

S K c08(第 46図 )Ⅲ 区中央部で検出した土坑である。

東半は失われており全容は明らかではないが、径0.6m

前後の楕円形の平面形を呈する。断面形状はU字形と

なる。土坑中央部には底径38cmを 測る土師質土器甕を

やや北側に傾斜するように設置している。

不明遺構

S X c05(第 45図 )Ⅲ 区東部で検出した不明遺構であ

る。東西検出長約7.3mを 測る溝状遺構で、主軸方位を

N86° Wに とる。断面形状は浅い皿状を呈し、埋土は

褐灰色粘土の単一層である。上面には一辺0.5m前後の

扁平な板石を上端レベルが揃うように配置しており、

礎石建物ないし土蔵の基礎であった可能性が高い。
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4口 Ⅳ区

基本層序

Ⅳ区では2面の遺構面を確認した。第 1面は標高1.1

m前後、第 2面は標高0。9mで検出したが、必ずしも整

地層に伴って検出した遺構面ではなく、大多数は同一

遺構面で確認している。Ⅳ区では3列確認した石垣で

遺構変遷を想定することができる。前述したように、

石垣は西外曲輪の北辺に位置し、城下と海域を画する

施設である。 S Z c03は前述したⅡ区 S Z c02の北側

約40mに位置し、その構築時に大規模な拡張を行った

ことが指摘できる。その北側 5mに はS Z c12があり、

さらに30m北側にはS Z c13が位置する。それぞれの

石垣の構築年代は、 S Z c03が 17世紀中葉、 S Z c12

が18世紀後半、 S Z c13が明治時代となり、石垣の構

築年代から遺構変遷を理解することができる。こうし

た状況を踏まえ、第50図 に基づきⅣ区における基本層

序について触れる。 4～ 9層 は基盤層と判断し、 1'・

11～ 15は S Z c03裏込、 1～ 3は S Z c03に伴う整地

土とした。19は S Z c12裏込で、その上位にはSZc
13に伴う整地層が厚 く堆積する(16・ 17・ 20γ 32層 )。

石垣の構築年代を考慮すると、 S Z c13に伴う整地土

上層には、明治時代以降に属する遺構 しか確認できな

いはずである。さらに、18世紀後半に構築されたSZ
c12の上部が崩落している状況から、その南に位置す

るS Z c03よ り北側に位置する遺構はすべて、明治時

代以降の所産という解釈が成 り立つ。また、Ⅳ区はS

Z c02よ り北側に位置し、その構築年代である1630年

代後半～ S Z c03構築時期に属する遺構は当然存在し

ない。よって、Ⅳ区ではS Z c03以南の遺構もその築

造時期以降の所産という前提条件を付与することがで

きる。

第 1面 (第48図 )

明治時代に構築された石垣 。S Z c13に伴う整地層

上面で検出した遺構群である。明治時代の遺構と近代

ないし現代に属する遺構が混在 しており、その識別は

行えていない。第48図 では、礎石等の石材を黒 く塗り

潰した。礎石建物ないし、柵列、溝状遺構を中心に確

認している。明治時代の絵図では、西外曲輪全域が監

獄署として整備されており、明治時代に属する遺構の

大多数はこれに伴う施設である可能性が高い。

なお、 S Z c13上面ないしその北にも遺構面は展開

するが紙幅の都合上、今回は報告しない。

石垣

S Z c13 Ⅳ区北端部で検出した石垣である。旧高松

駅の地下駐輪場によつて一部失われているが、Ⅳ区に

おける検出総延長は約51mを 測る。検出した限りでは

直線状を呈し、主軸方位はN87° Wと なり、ほぼ東西

を指向する。その構築には海域の埋め立てを伴い、城

下の拡張過程の一端を窺うことができる。Ⅳ区東端部

では、S Z c03に 連続する突堤を確認した(SZc∝ )。

S Z c12の 構築・機能段階にも突堤は継続使用され、

S Z c13の構築により、その内部ないし整地土中に埋

め戻される。しかし、単純に埋め戻すのではなく、そ

れを枠として利用 し海域を埋め立てた状況が S Z c04

の上面に堆積 した礫群の存在から窺える。礫群はSZ
c13の南、 S Z c04の 中央やや北よりに位置し、拳大

から人頭大の 2倍はある石材が 5× 4mの範囲に広が

る(第51図、図版27・ 28)。 埋め立てに際して、まず海

域へ突出した突堤の一部を破壊し、海域の埋め立ての

足掛かりとした可能性が指摘できる。

第53図 にS Z c13断 面図を掲載した。奥行き約4.5m、

現存深度約 2mを測る掘方の前面に石垣石材を設置し、

4～ 6層 の裏込埋土を充填する。裏込は拳大から人頭

大以上の石材を重層的に充填しており、検出した石垣

のなかでは最も堅牢な構造である。石材は安山岩塊石

が主体を占める。石垣は最大で 3段分積んでいるのを

確認し、傾斜角度は60° 前後を測る。石材は約0.5～ 1

mを測る横長の安山岩・花商岩を用いる。その構築方

法は、最下段に0.2～0.4m前後の塊石を設置した上部に

大形の石材を横積みし、その上端に生じた凹凸を小型

石材を用いて解消する。さらに、その上端にも大形石

材を横積みし、同じく上端の凹凸を小型石材を用いて

水平に仕上げる。こうした構築法により、各段ともに

明瞭な横目地を認める。一方、最下段石材の設置レベ

ルは、 S Z c13東端部では-0.65m、 西端部では-1.4

mを測 り、0。75mの比高差を認め、東から西へ緩やか

に傾斜 していることが窺える(傾斜角度約1.5° )。

なお、Ⅳ区中央部と東端部におけるS Z c13の裏込

石材規模が異なる点に関しては、上面の削平度合いに

起因する。中央部では第53図 4層 、東端部では 5層 を

裏込として確認しており、上面の削平が東端部では顕

著であったことが窺える。

柱穴

S P c193 Ⅳ区中央北端部で検出した柱穴である。N
88° Wの主軸方位を示すS A c17を 構成する柱穴であ

る。出土遺物には肥前系磁器端反碗を認め、1820～60

年代の年代観が想定できるが、S A c17を 構成する柱

穴には電信柱を埋設したものも認める。

S P c209 Ⅳ区中央部西よりで検出した柱穴である。

溝状遺構

S D c12(第 48図 )Ⅳ 区北部で検出した溝状遺構であ

る。Ⅳ区東部で途切れるが、Ⅳ区を東西方向に横断し、

土層の確認では西接するV区 にも連続する。主軸方位

はN82° Eの方向を示す。検出長約31m、 溝幅は約 3

m前後を測る。第54図 33層 が S D c12埋 土に該当し、

細分は行っていないが、南側の掘方肩部には粘土を貼

-14-



った状況も窺える。断面形状はU字形を呈し、深度は

0,7m前後を測る。その検出位置は下層で確認したSZ
c03に合致し、それに関連ないしその影響で掘削され

た溝状遺構 と考えたいが、出土遺物には明治・大正期

に属する陶磁器を含み、明治期の遺構と判断した。

第 2面 (第49図 )

S Z c03と S Z c12の 2条の石垣とそれに伴う整地

面で確認した遺構を第 2面 として捉えた。当初、SZ
c03と 12は 同時期の所産である可能性も考慮に入れて

調査を行っていたが、 S Z c03の前面に打設された杭

列 (S Z c07)が一部 S Z c03根石を外 して打設した状

況を確認し、時期を違えた石垣であると判断した。ま

た、 S Z c03に伴う施設として、Ⅳ区東端部で突堤を

検出した(S Z c04)。 その東端ラインは中堀西側の石

垣に連続する可能性が高 く、中堀を復元する貴重な材

料となる。さらにS Z c03に はその構築時に埋設され

た階段状施設とその脇から北へ突出する立石群を検出

している。水面への昇降に用いた施設と考えられる。

これらの石垣に伴う整地面における遺構密度は極め

て低 く、礎石建物・溝状遺構の確認に留まる。しかし、

I～ Ⅲ区で検出した遺構との連続性・関連性を認め、

遺構変遷の想定ないし各調査区との対応関係を容易に

する。

石垣関連施設

S Z c03(付図 1・ 2)Ⅳ 区中央やや南よりで検出し

た石垣である。平面形はS Z c03東半ではN86° Eの

方向で直線的に延びるが、西半は根石まで後世の削平

により失われる。しかし、 S Z c03に沿って打設され

た杭列 (S Z c07)が ほぼ根石の前面0。 15mに位置する

ことから、西半の S Z c03根石ラインをその杭列から

復元することが可能である。復元ではN75° Eと なり、

約11度屈曲していることが窺える。掘方南端に位置す

る裏込石材 もこれに呼応して屈曲し、 S Z c03は Ⅳ区

中央やや西よりで小さく屈曲することが窺える。

前面石材は最大で 2段積んでいるのを確認した。そ

の崩落は激しいが、裏込石材は標高0。9mま で遺存して

おり、根石から6段程度積んでいた可能性がある。西

接するV区では5段確認している。その勾配は67° 前

後を測り、掘方底面に直接根石を設置する。付図 1・

2に前面石材立面図を掲載したが、裏込石材も図化 し

たため、やや煩雑となった。石材は一辺0。6m前後を測

る方柱状の石材を原則横積みする。最下段石材上面に

横目地が通る箇所もあるが、石材間の凹凸を解消する

ための小型石材の充填等の処置はなされていない。 2

段目石材の上端にかろうじてその処置を施す箇所を認

めるが、遺存状況が悪 く全容は不明である。

第54図 に掘方ないし裏込堆積状況を示した。当該箇

所では2段分の前面石材を確認し、 1'。 11～ 15層 を裏

込埋土と判断した。掘方は石垣前面から約 3mの奥行

きを有 し、現存深度は約1.4mを 測る。掘方の掘 り込み

面は0.9m付近と考えられるが、1と 1'と したように、

S Z c03に伴う整地層の最上層である1層 と掘方埋土

に明瞭な差異を見出せない。確認した限りでは、 2な

いし3層 上面において掘方を検出した。しかし、裏込

石材は0.9m付近まで確認でき、おそらく掘方の掘削面

は 1層上面であったと考えられる。また、裏込には人

頭大からその2倍はある石材が充填される(図版16～ 21)。

2段目上端に休止面=構築の作業単位があるためか、

拳大前後の石材がそのレベルでのみ確認できる。石垣

前面ないし裏込石材は安山岩が 8割 を越え、花商岩・

砂岩が少量確認できる。

S Z c03の前面において、石垣ラインに沿って打設

された杭列を確認した(S Z o07)。 Ⅳ区西部では最下

段石材の前面約0。15mの位置にほぼ lm間 隔で打設さ

れており(図版19)、 当初 S Z c03の構築に伴う目安な

いし足場的な杭の可能性を想定していた。しかし、Ⅳ

区東部において、 S Z c03の最下段石材を外 した箇所

にも打設された状況を確認し(第 55図、図版20)、 前後

関係を認めることが明らかになった。しかし、その打

設位置は、Ⅳ区西部ではN75° ЦS Z c03も N75° E)、

東部ではN88° E(S Z c03は N86° E)の方向を呈 し、

S Z c03に平行 し、同様に鈍 く屈曲する。こうした状

況は、 S Z c03がある程度存在 した段階に打設された

ことを示しており、その崩壊に伴って補強用に打設さ

れた杭列であるとの評価ができよう。また、後述する

S Z c12と S Z c03は平行 した位置関係にあり、同時

期に機能した2段の石垣とも想定できるが、このSZ
c07の存在は、S Z c03と 12が時期を違えることを立

証した。つまり、 S Z c03構築→ S Z c07の打設→ S

Z c12構築という前後関係になる。杭には角杭と丸杭

があり、西部では丸杭が主体的に用いられ、東部では

逆に角杭が多く用いられる。いずれも先端を打設しや

すいように、加工して尖らせている。角杭には貫穴を

認める個体も存在 し、柱材からの転用材の可能性も考

えられる。

一方、 S Z c03石材をすべて除去した後にも杭列を

確認した(S Z o09～ 11、 第56図 (図版21・ 25)。 SZ
c09は復元した S Z c03基底石の約 lm内側 (南側)に

位置し、角杭・丸杭が直線状に並ぶ。主軸方位はN71
°

Eと なる。 S Z c10は S Z c03基底石から約 2～ 3

m内側(南側)に位置し、鈍 く屈曲する杭列を形成する。

西側ではN71° E、 東傾1で はN90° Eの方位を呈 し、

S Z c09に ほぼ平行する。杭種には角杭と丸杭を認め

る。S Z cllは S Z c03前面から約 4m南側に位置し、

2本の丸杭と角杭を確認した。 S Z c09～ 11は SZc
03石材を除去した段階で確認しており、 S Z c03構築

以前に打設された杭列であることは明白である。しか

し、 S Z c03の 前面石材が鈍 く屈曲するのと同様に、
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S Z c10も ほぼ平行 して屈曲しており、 S Z c03の構

築に関連した施設である可能性は極めて高い。胴木等

の沈下を防ぐ木組は確認できなかったが、それに類す

る性格を想定することができる。

S Z c04(第 57図)Ⅳ 区東端部で検出した突堤と考え

られる遺構である。 S Z c03か ら97° 北に触れた主軸

方位を示 し、北 (海側)に突出する。検出長は約13m、

幅5.8m前後を測る。西側において0.5～ lmを測る石材

を2な いし3段積んでいるのを確認した。基底レベル

は北に向けて傾斜 し、その角度は 3° を数える。最下

段石材の上端では接地面に平行 して傾斜する横目地を

認めるが、 2段目石材は南に小形石材を用い、北に向

かい漸次大形になるように石材を選択 し、傾斜する基

底面レベルに対 し、 2段 目上端レベルが水平になるよ

うに補正を行った状況を看取できる。東側は一部に遺

存する石垣を認めるが、後述するS Z c08が なければ、

それが石垣であるのか、裏込石材であるのかは判断で

きない。また、 S Z c04内部の構造は、東西にそれぞ

れ外向きに面を有する石垣を設置し、その内部に土砂

ないし裏込石材を充填する。第57図 I一 I'間 セクシ

ョンでは、 2・ 3層整地土を敷設し、その上面から掘

方を掘削し(5・ 6層 )、 西側は直接旧海岸上に、東側

は 3層直上にそれぞれ最下段石材を設置する。その後、

掘方内に拳大から人頭大の石材を充填する。 2段 目の

石垣は西側でのみ確認できるが、2段 目石材を設置し、

その内側に土砂を充填させ (1層 )、 石材付近にのみ拳

大の 2倍前後の小礫を用いる。 1層 には人頭大から 1

mを測る規模の石材に土砂を介在させ、上部構造は削

平により不明であるが、これ以高は礫充填層ないし礫

敷設層であつたと考えられる。なお、 S Z c04の北側

はS Z c13に よって破壊されており、元来の規模を推

測することはできない。

また、 S Z c04の東倶1石垣に沿って列状に打設され

た杭を5本認める(S Z c08)。 角杭と丸杭がある。打

設状況や杭の内容は、前述したS Z c07に酷似 し、そ

の打設時期は同時期であった可能性が高い。 S Z c04

は出土遺物や遺構の重複関係からその構築時期につい

て言及することはできないが、少なくとも、 S Z c07

を打設した時期には存在 していた可能性が高く、SZ
c04の構築はS Z c03と 同時期の所産であったと考え

たい。また、 S Z c04の使用石材は、安山岩が 9割以

上を占め、わずかに花商岩・砂岩が確認でき、SZc
03の石材組成に酷似 しており、その同時構築の蓋然性

は高まるであろう。

S Z c05・ 06(第 58図、図版24)Ⅳ区西部で検出した

階段状遺構と立石群である。S Z c06は 花商岩切石 (長

さlm、 幅0.6m、 高さ0.5m)を 標高 Omに設置し、そ

の上部に長さ0。4m、 幅0。3m前後の扁平な石材を3石階

段状に配置した遺構である。さらに 1段下がった切石

の前面にも0。4m前後を測る立方体形状の石材が配置さ

れており、階段状施設としての位置付けが可能である。

切石は復元した S Z c03石材に組み込まれ、その脇に

はS Z c07を 構成する杭が打設される。つまり、SZ
c06は S Z c03構築段階からその内部に組み込むよう

に埋置された施設と考えられる。なお、切石の設置方

向は必ずしもS Z c03と 呼応せず(N46° Eの方向を

示す。Ⅳ区の西に位置するV区 におけるS Z c03と も

関連するが、V区で後述するようにS Z c03は当該箇

所で切石の設置方向に屈曲した可能性を想定しておき

たい。

一方、 S Z c05は S Z c06切石の脇から北にかけて

構築された立石群である。一辺 lm以上を測る大形石

材を縦ないし横方向に立て並べたもので、枯山水のよ

うな印象を覚える。ほぼ南北方向に直線的に延び、北

端部は後述するS Z c12の前面に合致する。石材は片

麻岩 。安山岩・花尚岩を認める。当初はS Z c12に伴

う施設で、地割を示す指標的な性格を想定していたが、

S Z c06の脇から連続する点を考慮 し、水面に昇降す

るS Z c05に 伴う波除けないし波止場的な性格とし、

S Z c03に 備え付けられた施設と判断した。

S Z c12(第 54図、付図 1・ 2、 図版16。 17・ 25)

Ⅳ区中央部で検出した石垣である。検出した限りで

は直線状を呈し、総延長は約53mを 測る。主軸方位は

N82° Eを 示す。 S Z c03の 北約 3～ 5mに位置 し、

当初は同時構築の可能性も想定していたが、 S Z c07

の存在から時期を違える石垣であると判断した。前面

石材は、最大で 2段積んでいるのを確認したが、第54

図セクシヨンが示すように、その崩落は著しい。幅0.5

m、 長さ0.8m、 厚み0.4m前後を測る石材を主体的に用

いるが、長さ 。幅ともに lmを 越える石材 も認める。

S Z c03使用石材に比して大形である。使用石材はS

Z c03石材を転用した安山岩が 8割以上を占め、花商

岩 。砂岩を含み、わずかに片麻岩の使用も確認できる。

構築方法は、根石直上に多少の凹凸を認めるが横目地

の通 りを認め、石材の小口部を前面に向けた小口積み

が行われ、 S Z c01～ 03に認める横積みが主体を占め

る在 り方とは異なる構築技術が採用される。第54図 E
一E'間セクシヨンによると、19層 がその裏込埋土に

該当し、前面石材から奥行き約 2m、 残存深度約 lm
を測る掘方に石材を直接設置し、裏込には拳大から人

頭大の石材を入念に詰める。掘方の掘 り込み面は確認

できないが、18層 はS Z c12に伴って整地された層位

である可能性が高い。また、第50図 A一 A'間セクシ

ョンでは、 5・ 6層 が裏込埋土に該当し、掘方の規模

は3.4m以上を測ることになる。裏込石材の規模も人頭

大以上の規模が主体を占め、地点によつて構造を違え

る。 S Z c12構築段階に埋め込まれるS Z c03と の位
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置関係に起因すると考えられ、それに近い位置に構築

されるE一 E'ではやや簡易な構造となり、離れた位

置のA一 A'では頑丈に構築された可能性が高い。ま

た、最下段石材を設置したレベルは東に向かって緩や

かに傾斜しており、S Z c03に酷似 した状況を呈する。

溝状遺構

S Z cll(第 58図)Ⅳ 区西端部で検出した石組溝であ

る。主軸方位はNl° Eを示し、ほぼ南北を指向する

が、S Z c03手前で「く」字形に屈曲する(N37° E)。

S Z c03な いしS Z c12と の連結箇所は確認できない

が、排水施設としての性格が付与できる

`「

く」字形に

屈曲する要因として、北に直線的に延長した箇所に位

置するS Z c06を 避けた可能性を想定しておきたい。

その想定が正しければ、 SD cllの構築段階までSZ
c03は機能していることになり、 S Z c03の構築年代

を考える指標になる。さらに、 S D cllはその検出位

置や主軸方位から、 IttS D c02、 Ⅱ区S D c09。 10

に連続し、『高松城下図』(享保年間、1716～ 36)に記載さ

れた「西御屋敷」と大久保家屋敷地を区画する施設と

考えられる。Ⅳ区SDcllの 出土遺物は稀薄であった

が、これらの出土遺物から、18世紀前半の構築が想定

できる。なお、石材は一辺0.4m前後を測る安山岩が選

択される。

建物

S B c08(第 59図)Ⅳ 区中央部南よりで検出した礎石

建物である。検出面は標高1.lmを測る。「F」 字形に近

い平面プランで、南北 5間以上、東西 2間以上の礎石

列を確認した。礎石は遺構面に直接設置するものと柱

穴を掘削し、それを埋め戻 した後に設置するものが混

在する。北半の 3石 には柱穴を認めず、異なる上物構

造ないし異なる建物であった可能性も残る。礎石は一

辺0。5m前後の方形ないし不整形の板状石材が用いられ、

その上端レベルはいずれも1.3mを測る。南北主軸方位

はN5° Eを 示し、Ⅲ区で検出したS B c07の主軸方

位に合致し、さらに礎石列が直線状に並び関連性を認

める。また、S B c08北 端に位置するS P c260は SZ
c03の裏込石材の上部に位置し、 S B c08は少なくと

もS Z c03に 伴う段階の建物ではないことが指摘でき

る。

不明遺構

S X c07 Ⅳ区中央南端部で検出した不明遺構である。

平面形は不整形を呈し、埋土は不明である。

5.V区
基本層序

V区では2面の遺構面を確認したが、Ⅳ区と同様に

整地面の変遷として、層位的に捉えた遺構面ではない。

V区西部では、Ⅳ区から連続し、17世紀中葉の構築年

代を想定した石垣=S Z c03を検出し、さらに明治時

代の構築であるS Z c13に 伴う整地土を確認しており、

これを基軸に遺構変遷を把握した。第62図 に基づき基

本層序について述べると、 5・ 6層が S Z c13に伴う

整地土である。その上端面は標高1.2m前 後を測 り、同

レベルで第 1面 を確認した。第62図 では 7層上面が第

1面の遺構であるS B c09の礎石設置面となり、同じ

く標高1.2m前 後を測る。よって、 5・ 6・ 9。 10層 上

面が第 1面 に相当する。一方、第 2面 に伴う遺構はS

Z c03の みの確認に留まる。Ⅳ区西端部におけるSZ
c03。 12の前面石材位置を第61図 に示 した。10～ 12層

はその検出位置や層位内容から、 S Z c03に伴う整地

層の可能性も想定できるが、調査担当者の所見では、

第 1面の造成によってV区東半の近世段階の整地層は

失われ、Ⅳ区から連続する石垣は存在 しないとされる。

よって、10t12層 も第 1面整地土であると評価せざる

を得ない。

V区西半の土層堆積状況を第65図で窺うことができ

る。これによると、27・ 28層が S Z c03構築以前の堆

積層で、標高は-0.5m前後を測る。18～ 26層 はSZc
03に伴う整地土ないしその裏込埋土に相当し、その上

端レベルの標高は、約0.7～ 0.8mを 測る。V区西半部に

おける第 2面はおおむねその標高で検出できる。また、

S Z c03前 面に堆積した 3～ 13層 はS Z c13(明 治時代

の構築)に伴う整地土である。Ⅳ区では、S Z c03前 面

に約 3～ 5mの位置に18世紀後半前後の構築を想定し

たS Z c12が存在するが、V区では確認できなかった。

しかし、一部 S Z c12石材の可能性もある石材を確認

しており、14～ 16層 をそれに伴う整地層と判断した。

第 1面 (第60図 )

V区東半部では標高1.2m前後で検出し、明治期に構

築された S Z c13に伴う整地面と理解できる。遺構密

度は稀薄であるが、区画施設と考えられる石垣状の立

体構築物 (S X c09)や礎石建物を検出した。明治時代

の絵図では、調査地点には監獄署が設置されてお り、

検出した遺構はそれに伴う施設の可能性が高い。

建物

S B c09(第 63図)Ⅳ 区東部で検出した礎石建物であ

る。遺構面直上に直接礎石を設置するため、一部失わ

れているが、東西 6間以上、南北 4間の東西主軸の礎

石建物で、主軸方位はN86° Wを示す。礎石は0.8～ 1

m前後の安山岩塊石を用い、 1石のみではなく、 2～

4石 によらて、 1つの礎石を構成する。礎石間隔は東
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西・南北ともに約 2mを 測るが、南端の東西礎石列の

み lmと 狭 くなり、異なる上物構造が想定できる。庇

・縁・柵等が想定できよう。

なお、 S B c09の主軸方位は、後述するS X c09の

主軸方位に直交ないし平行 しており、両者は関連した

遺構であることが指摘できる。

不明遺構

S X c09(第 64図)Ⅳ 区中央部で検出した不明遺構で

ある。その北端部はⅥ区 S X cllに連続し、総延長は

40mを越える。主軸方位はN3° Eの方位を示し、ほ

ぼ南北を指向する。上面プランは、南端部から北へ30

m付近までは幅1.4～ 1.6mの夕ヽ側に面を向けた2列の石

列を認め、内部に礫を充填する。30mよ り北側は幅を

0。9mに 減じる。土塀の基礎のような構造を呈するが、

断面形状は極めて特異である。第64図 に提示した断面

図によると、S X c09の西側には石垣状の面を認める。

断面図では東側にも面を認めるが、その確認は一部に

留まり、主として西側に面を創出するための石垣状の

施設と考えたい。以下、D一 D'間セクシヨンに基づ

きその構築過程を復元する。 S X c09に伴う整地土と

考えられる12～ 22層 を掘 り込み、掘方を掘削する(23

・24層 )。 その後、S X c09を 構築するが、掘方内には

上部の固定を図るため、0。5m前後の塊石を持たせ掛け

るように設置する。これを除き、裏込には顕著な石材

の使用は認められないが、S X c09内 部には一辺0.2m

前後の塊石を充填する。その構築法は西側を前面とし

て0。4～ lmを越える石材を設置すると同時に、東側約

1.3mの位置にも東に面を向けて大形の石材を設置 し、

その内部に礫を充填する。断面図が示す構築状況及び

前面石材の横目地の通 り方から、標高0。3～ 0。4m前後と

0。8m前後に作業単位を見出せる。S X c09の 西側には

湿地状の堆積を認め、29～31層 には粘性の高い粘土が

堆積 し(下層埋土)、 その上位には植物腐敗層を認める

(28層 、中層)。 下層 。中層は、 S X c09タト堀として図

化 した遺物の出土層位に相当する。さらにその上位に

26・ 27層 を認め、上層埋土とした。これらの埋土はい

ずれも水平堆積に近い状況を呈するが、32～44層 はレ

ンズ状堆積となる。いずれも瓦 。漆喰 。礫を多量に含

む。掘方の有無は不明である。なお、西端部に堆積す

る45。 46層 と26～30層が連続する層位か、否かの判断

はできない。本報告では調査所見に従い、上記したよ

うな堆積状況を想定したが、 S X c09の両脇に堆積す

る層位の解釈については、多 くの問題を残す。

また、前後するが、 S X c09の南半部は検出面から

基底石まで約1.8m前後の高さを有するが、北半部では、

1石のみ配置しており、その構造は大きく異なる。南

半部の層位は不明であるが、前述した土層堆積状況は、

南半部の状況を示す。南半部の積み方は0.4～ lm前後

の方柱状の形状を呈する安山岩ないし花商岩を横積み

する。推測の域を出ないが、高い石積みを認める範囲

の西傾1に のみ大型の土坑状の施設が存在 したと想定し

ておきたい。また、第64図28～30層 の出土遺物の大多

数は19世紀前半の状況を示すが、数点のみ明治期まで

下る遺物を認める。出土遺物や整地面との関連から、

明治時代の所産と判断した。明治時代の絵図では西外

曲輪全域が監獄署として整備されており、それに伴う

施設である可能性が高いと考える。

SXo08 V区南東隅で確認した不明遺構である。平

面形は径2.5m前後の円形を呈し、埋土中には拳大から

その 3倍程度の安山岩を多量に含有する。

第 2面 (第61図 )

第 2面はV区西半でのみ検出し、東半は前述した第

1面 S X c09の 造成によつて確認することはできない。

その標高は約0。7～0.8mを 測る。検出遺構はⅣ区から連

続するS Z c03のみとなる。主軸方位がⅣ区とは異な

り、V区東半において屈曲する状況を想定した。

なお、 S Z c03に 伴う整地面は攪乱により失われ、

V区 における近世遺構はS Z c03に限られるが(第65

図セクシヨンにおいて、Ⅳ区 S Z c12に連続する可能

性のある石材も確認されている。

石垣

S Z c03(第 65図 ・付図 1・ 2)V区 西半部で検出し

た石垣である。検出した限りでは直線状を呈し、その

主軸方位はほぼ東西を指向する。構築方法や石材の選

択等から、この石垣をS Z c03に連続する遺構と判断

したが、Ⅳ区で検出したS Z c03と は主軸方位や検出

位置を違える。V区東半において屈曲したと考えられ

るが、第 1面の造成により失われる。第61図 にその推

定復元を行った。VttS Z c03を 直線的に東へ延伸 し、

さらにⅣ区西端部で検出したS Z c03の構築段階に埋

設されたS Z c06の花商岩切石の主軸方位を南西に延

伸するという方法による復元を行った。これによると、

Ⅳ区 S X c06部分で「く」字形に鈍 く屈曲し(約 151° )、

さらにV区東端部において、再度鈍 く屈曲し、V区 を

ほぼ東西に横断するという平面プランになる。

付図 1・ 2に平・立面図を掲載した。最大で 5段積

んでいるのを確認し、その上端は標高0.6m前後を測る。

最下段石材の設置レベルは東端で-0。9m、 西端で-1
mを測 り、旧地形はわずかに西へ傾斜する。一辺Q5m
前後を測る石材が主体を占め、一部には lm近い規模

の石材も認める。その種別は安山岩が主体を占め、花

商岩・砂岩を少量含む。その形状は立方体状を呈 し、

横積みする。基底石上端に横目地の通 りを認めるが、

2段 日以高には、設置した石材により生じた上端面の

凹凸を解消することなく、上部に石材を構築しており、

横目地の通 りは認められない。
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第65図 に基づきその構築過程を復元すると、上段ほ

ぼ中央にS Z c03前面石材が位置し、その背後に構築

以前の堆積層をわずかに認める(27・ 28層 )。 明瞭な掘

方は見出せないが、21・ 26層 の下端ラインを繋いだ線

に復元できるかもしれない。仮にその想定が正しけれ

ば、24。 25層 は構築以前の堆積土ないし構築に伴う整

地層と評価できる。18～ 21・ 26層 は裏込埋土に相当し、

拳大から人頭大の礫を多量に含む。前面に堆積した14

層には多量の石材を含み、石垣前面に設置された捨て

石の可能性も考慮した。しかし、Ⅳ区の成果から第65

図セクション右端で一部確認できる石材をS Z c12石

材の可能性を想定し、14～ 16層 はS Z c12に伴う整地

層とし、さらにその上位に堆積する3～ 13は 明治期の

所産であるS Z c13に伴う整地層と解釈した。

こうした構築法、石材選択及び裏込の状況は前述し

たⅣ区S Z c03に酷似しており、この石垣をS Z c03

と判断した。これにより、S Z c03の検出総延長は70

m近 くを数えることになる。

6.Ⅵ区

基本層序

Ⅵ区では 1面のみ遺構面を確認した。調査区北端に、

Ⅳ区から連続するS Z c13が位置し、これに伴う整地

土上面で遺構面を確認 した。 S Z c13は明治期の構築

を想定しており、Ⅵ区で確認した遺構はいずれも明治

期に属する。

第67図 に基づき基本層序について述べる。上段中央

にS Z c13が位置する。基底石設置レベルはOm以下

となり、激 しい湧水によりその確認は行えなかった。

7～ 18層 はS Z c13裏込埋土で、掘方掘削面は上面の

削平を無視すると、19層 上面となる。調査では19～ 32

層をS Z c13に伴う整地層上層、33～39層 をS Z c13

に伴う整地層下層と捉え、遺物の取 り上げもこれに基

づく。前者は細砂・砂質土 。粘質土が重層的な堆積を

示し、後者はおおむね砂層ないし細砂で構成され、整

地の作業単位が異なることが窺える。また、 5層 はS

Z c13上面の堆積土で、 S Z c13が機能を停止した後

に形成された整地層である。遺構面はS Z c13に伴う

整地層上層の上面で確認した。上面の削平状況が一様

ではなく、その標高は0。9～ 1.3m前後を測る。なお、 5

層上面にも遺構を検出したが、本報告では割愛する。

第 1面 (第66図 )

Ⅵ区は高松城跡 (西 の丸町C地区)の北端に位置し、

Ⅳ区で検出したS Z c12(18世 紀後半構築、幕末まで機

能)の さらに北にある。さらに、明治期に構築されたS

Z c13に伴う整地層上面において遺構面を確認してお

り、Ⅵ区で検出した遺構はすべて明治期に属すること

は明白である。しかし、 S Z c13に伴う整地層上・下

層、検出遺構の出土遺物には、明治期の遺物を圧倒的

に上回る出土量の18世紀後半代に属する土器 。陶磁器

が出土する。なかでも、高松城様相把握の暫定的な基

準資料に用いた S X c13・ 14出 土遺物は、18世紀第 3

四半期の良好な一括資料といえるほど、まとまった内

容を示す (松本・佐藤2001、 松本2002)。 しかし、陶磁

器組成では、明治期に属する遺物が0。7%ほ ど確認でき

る。通常であれば、混入遺物の範疇に収まる出土量で

あるが、石垣の変遷=城下の拡張過程からは無視する

ことはできない。こうした出土遺物の内容は、確認し

た遺構面が明治期に属するのかという問題を提起 し、

S Z c13を 明治期の構築とした信憑性、S Z c13と S

X c13。 14の 間にもう 1条石垣がなかったのかといっ

た多 くの問題を内包する。しかし、整地層の理解、石

垣の拡張過程、少量ながら出土を認める明治期の土器

・陶磁器、調査精度といった点から、Ⅵ区で検出した

遺構はすべて明治期の所産であることは間違いない。

出土遺物に関しては、何らかの事情により、明治期に

なって一括廃棄されたと理解 したい。
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石垣

S Z c13 Ⅳ区北端部で検出した石垣である。Ⅳ区か

らほぼ直線的に延長し、主軸方位はほぼ東西を指向す

る。Ⅵ区の調査では、矢板等の湧水防止処置を行えな

かったため、激しい湧水によりOm以下は未確認であ

る。Ⅳ区では、 S Z c13の基底石設置レベルは西に向

かって約1.5° の角度で傾斜しており、それに基づき復

元すると、Ⅵ区西端部では標高-2.25m付近に基底石

が設置された可能性が想定できる。

第66図 にトーンで示 した S Z c13は検出した裏込石

材の範囲を示し、重機のみによる確認作業の結果、か

ろうじて前面石材の上端部を確認することができた(図

版35下端)。 裏込石材は、拳大から人頭大以下の石材が

充填され、安山岩が主体を占め、砂岩 。花商岩が少量

混じり、一部片麻岩の使用も認める。Ⅳ区 S Z c13の

裏込埋土との比較では、第53図 5層 に対応する可能性

が高い。

なお、明治時代以降の所産であることを示す型紙摺

りによつて染付がなされた肥前系磁器を含むが、Ⅳ区

において、その所属時期を明確にしたため、敢えて図

化は行っていない。

柵列

S A c05(第 68図 )Ⅵ区西端部で検出した柵列である。

一辺0.3m前後の安山岩塊石が直線的に並び、その主軸

方位はN3° Wの方向を示す。礎石は径0.5m前後の柱

穴を掘削し、それを埋め戻して設置し、上端レベルは

いずれも標高約 lmを測る。

土坑

S K c15(第 68図)Ⅵ 区ほぼ中央で検出した土坑であ

る。短軸長1.6、 長軸長2.lmを 測る長楕円形の平面プラ

ンを呈する。深度は0。 15mを 測 り、浅い皿状の断面形

態となる。

S K c16(第68図)Ⅵ 区のほぼ中央部で検出した土坑

である。径0.6m前後の円形を呈し、掘方は浅いU字形

を呈する。断面には0.2m前後の石材を認め、図版35で

は、埋土上面に拳大の板石を並べる状況が確認できる。

根石と根固め石の可能性を想定でき、建物ないし柵列

を構成する遺構であったと考えられる。

S K c17(第 68図 )Ⅵ 区西部で検出した土坑である。

短軸長1.2m、 長軸長1.5mを測 り、卵形の平面形を呈す

る。深度は0.15mを 測 り、浅い皿状の断面形状である。

埋土は瓦片を多量に含有する暗褐灰色弱粘質土の単一

層である。瓦はいずれも細片であり、瓦当面は確認で

きない。

不明遺構

S X c10(第 68図)Ⅵ 区中央南端で検出した不明遺構

である。S X cllと 重複関係を有 し、それに先行する。

一辺0。5～ 1.4m前 後を測る大形石材 (片麻岩・花商岩・

安山岩)を径3.4mの 円周上に立て並べた石組遺構であ

る。内倶1に は0.4～ 1.4mを測る石組と同じ石材が転落な

いし敷設される。石組に伴う裏込埋土は確認できず、

掘方に密着させた状況が想定でき、 8層 がその内部に

堆積した埋土となる。 1・ 2層 は表土であり、 4～ 7

・ 9層が石組を越えて堆積しており、S X c10は 2段

掘方構造を呈していたと考えられ、上部は径6.8m前 後

を測る。井戸の可能性も想定したが、掘方は湧水層ま

で及ばず、不明遺構とした。

S X cll(第 64図)Ⅵ 区中央南端部で検出した不明遺

構である。VttS X c09か ら連続し、S X c10に 後出

する重複関係を呈する。

S X c12(第 68図)Ⅵ 区中央部で検出した不明遺構で

ある。短軸長2.lm、 長軸長2.2mを 測り、平面形は不整

形を呈する。上面には拳大からlmを越える規模の石

材が不規貝1に 配置される。

S X c13・ 14(第 69図)Ⅵ 区西部で検出した不明遺構

である。東西主軸で、0.8mの 間隔をおいて直線的に並

ぶ。S X c13は 短軸長3.5m、 長軸長5.5mを測り、平面

形は歪な長方形を呈する。S X c14は 短軸長2.2m、 長

軸長4.5mを 測 り、同じく歪な長方形を呈する。埋土は

不明であるが、いずれも逆台形の断面形状を呈する。

検出状況や両遺構間の遺物に接合関係を認め、元来は

同一の遺構であった可能性が高 く、東西に細長く延び

る遺構であったと考えられる。

S X c13・ 14出 土遺物は高松城様相把握の暫定的な

基準資料として用いたように、18世紀第 3四半期の陶

磁器組成として極めて一括性の高い内容を示す。しか

し、検出面の形成年代や少量ながら認める明治期の遺

物から、明治期の所産であることは疑いない。同様に、

S K c15出 土遺物も19世紀前半に属する遺物が主体を

占めるが、明治期の遺構と判断した。

S X c15(第 69図)Ⅵ 区中央部南端部で検出した不明

遺構である。 1× 1.2mを測る扁平な板石を含む礫群で

ある。石材は安山岩・花向岩・砂岩を認める。
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7口 Ⅶ区

基本層序

Ⅶ区の遺構はすべて同一面で検出したが、Ⅶ区北部

には I・ Ⅷ区に連続するS Z c01が位置し、それを軸

に遺構変遷を理解すると、複数の遺構面を想定するこ

とが可能である。以下、第71図 A― A'間セクシヨン

に基づきⅦ区の基本層序について述べる。15～ 18・ 38

層は基盤層である。その上面には後述する中世前半の

包含層ないし遺構埋土を認め(14層 、42～47層 )、 上端

レベルは標高0。9m前後を測る。 S Z c01掘方の掘 り込

み面は、前述した中世遺構埋土となるため、整地層と

の関係については言及できないが、その裏込埋土は標

高 lm付近まで確認できる(19～ 23層 )。 S Z c01の前

面に堆積する層位はⅡ区で検出したS Z c02に伴う整

地土と判断できる(27～ 37層 )。 こうした理解からSZ
c01よ り北にはS Z c01に伴う整地面ないし遺構は確

認できないことになる。標高0.9～ 1.lmに は8～ 12層 と

24～ 26層 を認める。その上面から掘削された遺構埋土

を39。 40層 に確認でき、標高1.lmは 遺構検出面とみな

すことができる。しかし、両層位の標高は一致するが、

いずれもS Z c01の 裏込埋土最上位に一部のみ被さり、

連続する整地層か否か判断することはできない。敢え

て層序の性格について述べるなら、 8～ 12層 はSZc
01裏込埋土に連続する状況も認め、 S Z c01に伴う整

地層と理解 したい。また、24～26層 はS Z c02に伴う

整地層ないしⅣ区で確認したS Z c03に伴う整地層と

評価することもできる。さらに、両層位の上位には 6

。7層 を認める。上端レベルは標高1.3mを 測 り、それ

を掘削面とした遺構埋土を確認しており(41層 )、 上面

は遺構検出面と判断できる。単純に標高のみを比較す

ると、基本層序では想定 2b面 に伴う整地上、Ⅱ区第

1面再整地層 (第32図 8。 9層 )に合致し、連続する整

地層である可能性も想定できる。

一方、B一 B'間セクシヨンでは、標高0。9mを上端

とした基盤層直上に整地層を認める(6層 )。 上面レベ

ルは標高1。2m前後を測り、それを掘 り込み面としたS

K c21を確認した(7・ 8層 )。 S K c21は 17世紀後半

の良好な出土遺物があり、少なくとも整地層 (6層 )は

それ以前に形成されたと考えられる。A― A'間 セク

ションとの比較では、 8～ 12層 ないし24～26層 に対応

すると考えられ、出土遺物の年代観を考慮すると、後

者に該当する可能性が高い。

以上、壁面図からⅦ区における基本層序を復元した

が、調査ではいずれも同一面で検出した。検出面の標

高は0.9～ 1.lmを測る。検出した遺構の大多数は、生駒

氏入城直後に構築されたS Z c01の南に位置する。土

坑・柱穴を中心に確認し、下層遺構である中世前半に

属する遺構もある。中世遺構に関しては一括 して後述

する。

石垣

S Z c01(第 72図)Ⅶ 区北部で検出した石垣で、 I・

Ⅷ区でも確認することができる。平面プランは I区で

「く」字形に屈曲した後、Ⅶ oⅧ区ではN75° Eの主軸

方位で直線的に延びる。Ⅶ区での遺存状況は良好では

なく、一部前面石材が失われた箇所も認める。標高 0

m前後に基底石を設置し、最大で 2段積んでいるのを

確認した。0.5～ lm前後の規模を測る石材を前面に用

いるが、その形状は石切場から切 り出したままの状態

であり、設置に際しては上面に凹凸、下端に間隙を認

める。その凹凸や間隙は小形石材を用いて解消される

が、それらを充填というよりは、むしろ詰めて塞いで

いる観を強く抱き、極めて粗い構築法といえる。また、

使用石材の種類には角礫凝灰岩・安山岩・花商岩を認

める。

柱穴

S P c315 Ⅶ区東部で検出した柱穴である。柱穴とし

たが、径 lm前後を測る。

S P c316 Ⅶ区東部で検出した柱穴である。

S P c323 Vll区 東部で検出した柱穴で、中世遺構であ

るS X c46と 重複関係を有 し、それに後出する。

S P c329 Ⅶ区中央西端部で検出した柱穴である。

S P c325 Ⅶ区西部で検出した柱穴である。

土坑

S K c18(第 72図)Ⅶ区南西部で検出した土坑である。

一部攪乱により失われるが、短軸長0.55m、 長軸検出

長0。7mを測 り、長楕円形の平面プランを呈する。断面

形状はU字形を呈し、埋土は灰色粘質土の単一層であ

る。明治期以降の整地層と考えられる1層 上面で検出

しており、明治期の遺構と理解できる。

S K c19(第 72図)Ⅶ区南西部で検出した土坑である。

平面形は楕円形を呈し、短軸長0.6m、 長軸長0.7mを 測

る。土坑内には埋置された土師質土器甕底部を認める6

掘方と甕の間隙は少なく、 5 cm前後しかない。

S K c20(第 72図)Ⅶ区南端部で検出した土坑である。

南半は調査区外へ延長するが、検出した限りでは径1.7

m前後の円形を呈する。検出面からの深度は lm近 く

を測 り、断面形状はU字形となる。下層に暗灰色シル

ト層が堆積する(10層 )。 その埋土に対応 して西側掘方

の底面際にオーバーハングする箇所を認め、遺構の性

格を反映する可能性がある。しかし、基盤層は細砂層

であり、遺構開削時に生じた痕跡と理解したい。 5～

9層 を上層とした。いずれも灰褐色系の粘質土で、炭

化物を含有する。土層注記では水平堆積とあるが、掘

方の形状に沿ったレンズ状堆積と表現した方が適切で

ある。
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S K c21(第 72図)Ⅶ区南西部で検出した土坑である。

東半は攪乱により失われ、南北検出長1.8m、 東西検出

長1.lmを測る。平面形は不明であるが、遺存部分では

隅丸方形を呈する。深度は逆台形状となり、検出面か

らの深度は約0.6mを 測る。埋土は下層に灰黒色粘質土

が薄く堆積 し、その上位に連続して埋積したと考えら

れる2～ 7層が堆積する。土器・陶磁器に混じり、獣

(鳥 )骨 ・魚骨を多量に含み、廃棄土坑 (ゴ ミ穴)と 評価

することができる。魚骨は高知大学佐々本邦夫教授に

鑑定を依頼した結果、少なくともマダイ 。キュウセン

・ダツ ?・ 異体類 (カ レイ 。ヒラメ類)が含まれること

が判明した。なかでもマダイの出土量が最も多く認め

られる。

S K c22(第 72図)Ⅶ区中央部で検出した土坑である。

一辺1.lmの正方形の掘方の中央部に0。3～ 0.5mを測る

安山岩塊石を2石設置する。石材の上面に平坦面はな

く、礎石として機能した可能性は極めて低い。

S K c23(第 73図 )Ⅶ 区西部で検出した土坑である。

S K c24と 重複関係を有 し、それに後出する。南北に

主軸方位をとり、西半及び北半は確認できない。南北

検出長3.5m、 東西検出長 lmを測 り、溝状に長く延び

る平面形態を呈する。断面形状は逆台形を呈し、深度

はQ25mを測る。埋土には炭化物を多量に含み(隣接

するS K c24。 25と 酷似 した内容となり、連続する同

一の土坑であった可能性も考えられる。なお、出土遺

物の年代観もほぼ同時期となる。

S K c24(第 73図 )Ⅶ 区西部で検出した土坑である。

重複関係からS K c25に後出し、S K c23に先行する。

平面形は径1.5m前後を測る円形を呈し、断面形状は浅

いU字形となる。埋土中には炭化物を多量に包含 し、

さらに焼土も認める。仔細に観察すると、炭化物の合

有を多量に認める層位と少量の層位が相互に堆積する

状況も窺え、遺構の性格を反映すると考えられるが、

言及することはできない。

S K c25(第 73図 )Ⅶ 区西部で検出した土坑である。

S K c24に先行する重複関係を有する。平面形は不整

形を呈し、東西検出長1.7m、 南北検出長0.5m前後を測

る。検出面からの深度は0.05mと 極めて浅 く、断面形

状は浅い皿状を呈する。

井戸

S E c01 Ⅶ区西壁面で確認した井戸である。第71図

A一 A'セ クション49層 に該当する。調査途上におい

て、崩落したため図面等の記録を行うことはできなか

った。第71図 A一 A'間セクシヨンでは、その掘 り込

み面は24～26層上面となる。下部構造は、幅0.lm前後

の板材を円形に巡らせた井戸枠を使用していたようだ

が、詳細は不明である。ここでは明治期の所産である

と想定しておきたい。

8口 Ⅷ 区

基本層序

報告では 3面の遺構面を提示 したが、層序の理解か

ら、厳密には 2面の遺構面を確認 した。調査区北側に

は、IoⅦ 区から連続する石垣 =S Z c01が位置する。

前述したように、高松城跡(西の丸町C地区)で検出し

た石垣のなかでは最も南に位置し、さらに最も古く位

置付けられる。出土遺物の年代観より、16世紀末の構

築が想定でき、生駒氏入城時に築かれた石垣と考えら

れる。よって、S Z c01よ り北にはこれに伴う遺構面

はないことが窺える。以下、第77図 に基づき基本層序

について述べる。

18層 は基盤層としたが、摩滅した弥生土器・須恵器

(古墳時代後期)を 含む広義の包含層である。その上面

に中世包含層が形成される(17層 )。 砂上に安山岩板石

を敷設したS X c34・ 35を 包含 し、にぶい赤褐色の色

調を呈する特徴的な層位である。北へ緩やかに傾斜す

る状況も窺えるが、 4～ 6層 は調査区東端に位置する

近代の石組溝埋土に相当し、A― A'間セクシヨンで

は17層上端の標高は確認できない(第 78図 C一 C'問セ

クションでは、標高1.1～ 1.2mを 測る)。 19～ 23層 はS

Z c01掘方裏込埋土であるが、その掘 り込み面は14層

上面となり、14～ 16層 はS Z c01に伴う整地層と判断

できる。 S Z c01の前面に堆積 した25～37層 は、SZ
c01の北20mに位置するⅡ区で検出したS Z c02に伴

う整地層である。その上面はS Z c02構築以降の遺構

面となるが、直上まで攪乱層が及ぶため(1層 )、 その

上部に設置されたであろう整地層は確認できない。標

高は0.9～ 1.lmを測る。同様に中世包含層 (17層 )の直上

に堆積する層位 も明治期以降の整地層 と考えられる。

C― C'間セクシヨンでは、 4・ 5層 ないし8層 がこ

れに該当する。なお、南端部の第78図 B一 B'間セク

ションで中世包含層 (11～ 13層 )の直上に堆積した 4～

10層 を掘 り込むS X c23埋土が確認でき、近世段階の

整地層の可能性を残す。よって、Ⅷ区ではS Z c01以

南では、中世包含層である17層 上面の 1面のみで、S

Z c01構築以降の近世遺構を確認し、それより以北で

は、25～37層直上において S Z c02構築以降の近世遺

構を確認したことになる。

提示した整地面との対応では、第 1面 は中央に位置

する土層観察用の畦より以北は(旧調査区Dl区 )、 明

らかに明治期以降に属する遺構を配置し、それより以

南は(旧調査区D2・ 3区 )、 17層 上面で検出した遺構

を示す。第 2面はベル ト以北では、17層 上面で検出し

た遺構 とS Z c02に 伴う整地土上面で検出した遺構、

以南では17層 を除去し、基盤層である18層 上面で検出

した遺構をそれぞれ配置した。第 3面 は以北では、 S

Z c01と 第 2面で検出したそれより南に位置する遺構

を配置した。以南では、第 1・ 2面で検出した遺構を

整合 した。本来第 1面で検出すべき遺構を、17層埋土
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と遺構埋土の識別ができず、第 2面で検出したという

経緯があり、第 3面 にはS Z c01以南に位置する遺構

として、両者を配置した。しかし、17層 は中世包含層

であり、その下位には中世遺構が存在すると考えられ、

第 3面で提示した遺構のすべてが近世遺構ではないこ

とを明記しておきたい。

各遺構面では、配置 した遺構が重なる場合が多 く、

帰属する整地面が不明瞭な点もあり、Ⅷ区では遺構面

別の遺構記載は行わない。

石垣

S Z c01(第 79・ 80図)Ⅷ 区北部で検出した石垣であ

る。 I区では「く」字形に屈曲する状況を確認し、そ

の西辺がⅦ区を経由し、Ⅷ区に連続する。主軸方位は

N79° Eの方向に直線的に延びる。中央部の石材は失

われているが、東西検出長は約18mに 及ぶ。

前面石材は基底石を含め、最大 3段積んでいるのを

確認し、60～ 70° の勾配で構築される。最下段石材は、

東端部では標高Om前後、西端部では-0。2m前後にあ

り、西へ緩やかに傾斜する旧地形に設置されたことが

窺える。なお、 I区屈曲部の設置レベルは、Ⅶ区では

標高Om、 I区では-0.2m前後を測り、いずれもほぼ

水平であり、旧地形にわずかではあるが起伏を認める

ことが指摘できる。構築状況は西側と東側ではやや異

なる。西側では最下段に一辺0.5～0.8m前後の方柱状の

石材を直接横積みし、その上端の凹凸に小形石材を充

填するため、横目地の通りを認める部分が大半を占め

る。しかし、一部には横目地を超過する大形石材が用

いられ、 2段日以高の構築に影響を与える。 2段目に

も基底石とほぼ同じ規模の石材を用いるが、前述した

大形石材により横目地の通 りはなく、わずかに落とし

積みがなされる箇所を認める。一方、東傾1で は石材規

模を西側と同じくするが、その構築に際し、直接基底

石を設置するのではなく、拳大からその 2倍程度の石

材を不規則に設置し、その上部に基底石を据える。基

底石上端の凹凸は小形石材で解消し、 2段 目が遺存す

る箇所では基底石より大形の石材も確認できる。

前面使用石材には硬質の花商岩・角礫凝灰岩・安山

岩がほぼ同量用いられ、小形石材の 9割以上を安山岩

が占め、残 りは砂岩で構成される。

第79図 D― D'間セクシヨンを中心に裏込状況ない

し前面の土層堆積状況、構築・埋没過程を復元する。

4～ 7層が裏込埋土ないしS Z c01に伴う整地層に該

当し、第77図 A― A'間セクシヨンでは、14～ 16層 が

S Z c01構築に伴う整地層となり、それを掘 り込む掘

方埋土が19～ 23層 になる。裏込には拳大から人頭大の

石材が充填され、安山岩が主体的に用いられる。D―

D'23・ 24層 はS Z c01の前面堆積土の最下層で、黒

灰色系粘質土の埋土となる。 S Z c01の機能中に堆積

した層位と理解できる。その上位に堆積する 8～ 22層

は砂質土ないし弱粘質土が互層に堆積 し、比較的短期

間に形成された層位と考えられ、土質や色調からおお

むね 3層 に大別できる。下層には暗青灰色砂質土層 (20

～22層 )、 中層に暗青灰色砂質土と赤灰褐色砂層が存在

した層位 (11～ 19層 )、 上層に赤灰褐色砂層 (8～ 10層 )

がそれぞれ堆積する。出土遺物の取 り上げもこれを単

位に実施 し、本報告でも層位別に提示する。層位の性、

格は、 S Z c01の北側約20mの位置にⅡ区 S Z c02が

位置し、 8～ 22層 はその構築に伴う海域の埋め立て土

の可能性が高い。第77図 A一 A'で は38層が黒灰色粘

質土、25～37層が S Z c02に伴う整地層にそれぞれ対

応する。なお、第79図 E― E'間セクションにおいて、

本報告では調査時とは異なる層位理解を行った。 1～

7層 は基盤層で、調査段階には 8～ 15層 をS Z c01に

伴う整地層と判断していた。調査概報では、ここから

出土 した報文番号1105の年代観によって、 S Z c01の

構築年代を17世紀前葉とした(古野ほか2000)。 しかし、

裏込埋土であることが明白な16・ 17層 を掘 り込み、石

垣石材の上部に堆積する30～ 32層 に連続する状況から、

S Z c01の機能停止後の整地層と理解を改めた。前面

堆積土は、25～28層 を黒灰色粘質土、19～ 24層 を赤灰

褐色砂層と暗青灰色砂質土の混在層、18層 が赤灰褐色

砂層となる。

なお、F一 F' ・G― G'セ クションにより、裏込

状況を再度確認すると、基盤層直上に敷設される中世

段階に属するS X c35を 掘 り込み、 S Z c01掘方が掘

削される。後述するが、 S X c35は 12世紀後半を中心

とした時期の汀線に沿って石敷を行った遺構である。

I・ Ⅷ区において、 S Z c01の検出位置と重複する関

係にあり、 S Z c01が少なくとも中世前半段階の汀線

に近い位置に構築された状況が窺える。Ⅷ区 S Z c01

西半の裏込に石材が集中するが、これはS X c35を 構

成するもので、 S Z c01に伴う石材ではない。

柵列

S A c06(第 81図)Ⅷ 区東端部北よりで検出したIII列

である。 S P c346～351が直線的に並び、その主軸方

位はN4° Eの方向となる。 S P c346～ 350に は、厚

さ2 cmを 測る礎板を検出した。その上端レベルは0。 55

～0.7mと 一様ではないが、腐食の進行状況による差異

と理解できる。礎板間隔は約 lmの等間隔となり、 S

P c350と S P c351の間隔が lm以上を測 り、SPc
351に礎板が確認できない点から、 S A c06北端はSP
c350であった可能性が高い。第 3面遺構配置図では、

S A c06は S Z c01の南倶1に位置する。

S A c07008(第 81図)Ⅷ 区東端部中央で検出した柵

列である。いずれもN5° Eの方向で直線的に柱穴が

並ぶ。それぞれの組み合わせは不明瞭であるが、SP
c359。 358では柱痕跡ないしその抜き取 り痕が確認で
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き、その底面レベルも0.6m前後とほぼ等しい。礎板は

確認できないが、前述したS A c06と ほぼ同一直線状

に位置し、関連する遺構と考えられる。

柱穴

S P c372 調査区北部東よりで検出した柱穴である。

S P c367 調査区北東隅で検出した柱穴である。

S P c463 調査区中央東よりで検出した柱穴である。

上面埋土はにぶい黄橙色砂質土となる。

S P c388 調査区南東部で検出した柱穴である。

S P c405 調査区中央で検出した柱穴である。上面埋

土は砂質土ブロックを多く含む灰黄褐色粘質土となる。

S P c392 調査区中央やや南よりで検出した土坑であ

る。 S E c06に後出する重複関係を有する。 S E c05

に先行する切 り合い関係にあるが、出土遺物よりそれ

に後出する可能性が高い。

S P c381 調査区南東部で検出した柱穴である。上面

埋土は褐灰色粘質土となり、埋土中には黄橙色粘土ブ

ロックを包含する。

S P c455 調査区中央で検出した柱穴である。

S P c430 調査区中央で検出した柱穴である。上面埋

土は灰黄色砂質土となる。

S P c459 調査区中央で検出した柱穴である。上面埋

土は黒褐色混砂粘質土で、炭化物ないしにぶい黄橙色

砂質土ブロックを包含する6

S P c471 調査区南西隅で検出した柱穴である。上面

埋土は褐灰色粘質土で、黄橙色粘土ブロックを少量含

有する。

井戸

S E c03(第 82図 )調査区中央東よりで検出した井戸

である。掘方は方形を呈し、土師質土器井筒を井戸枠

として利用する。井筒径は約0.7mを 測る。断割調査は

行っていないが、 5段以上積んでいるのを確認した。

S E ё02(第 82図 )調査区中央部東端で検出した井戸

である。Ⅷ区東端部で確認した近代の石組溝と重複関

係を有し、それに後出する。 S E c03に近接 し、その

間隔は lmを測る。井戸枠には土師質土器井筒を用い、

掘方も不整形ながら方形を呈し、S E c03と 近似 した

内容となる。断割調査の実施は行えていないが、 5段

以上の構築が確認できる。

S E c04(第 82図 )調査区北部で検出した井戸である。

検出箇所は攪乱が広 く、深 く及び、検出面の標高は0.2

m前後を測る。上部構造は不明であるが、下部におい

て、径 3mを上回る掘方を確認し、幅0。lm前後の板材

を組み合わせた井戸枠を検出した。断割調査は行って

いないが、常時湧水を認め、その透明度は極めて良好

で、真水である可能性が高い。

S E c05(第83図)調査区中央やや南東よりで検出し

た井戸状遺構である。 S E c06に重複し、それに後出

する。掘方は径約1。8mの 円形を呈し、検出面から底面

までの深度は0.9m前後を測る。掘方断面形状は逆台形

を呈する。石組は4段分確認し、凹凸は激しいが、各

段上端部がおおむね揃う。石材は安山岩が 8割以上を

占め、花同岩・砂岩を少量認め、最下段には五輪塔の

転用石材も確認できる。第83図 によると、掘方の井戸

枠石材の間隔は、0。2m前後を測 り、裏込には掘方の掘

削によつて生じた砂質土が用いられる。なお、掘方底

面と最下段石材接地面には0.2～ 0.3m前後の差異を認め、

12～ 14層 は掘方掘削後に再度設置された埋土と考えら

れる。井戸内には、拳大から人頭大の石材が敷設され、

転落石の可能性も考慮 したが、元来からの設置を想定

した。なお、掘方底面は標高-0.lmを 測り、調査時に

は湧水は確認できなかったが、機能時には湧水してい

た可能性が高い。

S E c06(第 83図 )S E c05と 重複する位置で検出し

た井戸状遺構である。掘方は長軸長1.7m、 短軸長1.4m

を測る長惰円形を呈する。掘方断面形状はU字形とな

り、検出面からの深度は0.6mを 測る。内倶1に 内湾する

面を認め、石組井戸の一部が遺存 していると考えられ

る。石材はいずれも安山岩となり、S E c05を 構築す

る際に抜き取られる。

土坑

S K c26(第 83図)調査区北東隅で検出した土坑であ

る。径 lm前後を測る円形を呈し、掘方はU字形とな

る。検出面からの深度は、約0.4mを 測る。

S K c27(第 84図)調査区中央やや東よりで検出した

土坑である。北半は側溝により消失し、東西検出長0,7

m、 南北検出長0。4mを 測る。

S K c28(第 84図)調査区中央やや南西よりで検出し

た土坑である。攪乱と遺構によって、全容は明らかで

はないが、東西検出長1.9m、 南北検出長1.6mを 測る。

平面形は不整形を呈し、深度は0.lmと 極めて浅い。

S K c29030(第 84図)調査区北端部で検出した土坑

である。北半部は調査区外へ延長し、東西検出長2。 lm、

南北検出長 lmを測る。掘方断面形状は逆台形を呈し、

土師質土器甕を2基併行 して設置する。甕の底径は0.4

mを測 り、底部から0。3m前後遺存する。甕内の内容物

は確認できないが、 2連一対で機能した遺構と考えら

れ、便所遺構の可能性も残る。
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溝状遺構

S D c13(第 81図)調査区東端部で検出した溝状遺構

である。東端部に位置する近代の石組溝を除去した段

階で検出した。直線状に延び、主軸方位はN5° Eを

示す。断面形状はU字形となる。

不明遺構

S X o17(第 83図 )調査区西端部で検出した不明遺構

である。 S Z c21に後出する重複関係を有し、それに

先行する。東西検出長2.4mを 測り、平面プランは不整

形を呈する。

S X c18(第 84図 )調査区北部で検出した不明遺構で

ある。東端部は攪乱により失われるが、平面形は隅丸

方形を呈する。南北検出長1.6m、 東西検出長 2m前後

を測る。断面形状は逆台形状を呈するが、西狽1は直角

に近い傾斜角度で立ち上が り、東側は緩やかである。

埋土は下層に暗灰黒色粘土層が堆積 し(5層 )、 その上

部に基盤層の崩落土を認める(4層 )。 さらに最上部に

は再度、黒灰色粘質土層が西側から流れ込むように堆

積し(3層 )、 その上位に基盤層ブロックを含む 1・ 2

層を認める。 4層の存在から、 5層 とlγ 3層 に大別

でき、形成年代に差異を認める。また、 1・ 2層 は比

較的短期間に埋め戻された可能性があり、削平状況は

不明であるが、現状での最終埋没土となる。 5層埋土

には多量の炭化物ないし木製品を含み、後者は報文番

号1327～ 1331と して図化したちゅうぎとなる。廃棄土

坑の可能性もあるが、土層堆積状況や出土遺物から便

所遺構の可能性が高いと考える。

S X o19(第 85図)調査区中央で検出した不明遺構で

ある。南半ないし西側の一部は攪乱により失われ、全

容は不明であるが、平面形は凹字形のようなプランを

呈する。セクション図は提示できないが、深度は0.2m

前後を測る。底面はほぼ水平となり、一点破線で表現

した内側は、漆喰・砂利を含む埋土を用いて堅級に締

め固める。その上部にレンガをT字形に配し、一部コ

字形に積み上げた箇所や狭い範囲に敷き詰める状況も

確認できる。遺構の正確は不明であるが、明らかに明

治期以降の所産と考えられる。

S X c50(第 85図 )当初、S X c19と 重複関係を有す

ると判断したが、掘 り下げの結果、同下遺構と判断し

たものである。遺物整理が不十分であり、S X c50と

して遺物を報告 したが、 S X c19か らの出土遺物と理

解 して頂きたい。

S X c20(第 84図)調査区中央西端部で検出した不明

遺構である。S X c21掘 り下げ後にその底面で確認し、

それに先行する遺構である。長軸長1.8m、 短軸長1.lm

を測 り、楕円形の平面形を呈する。断面形状は逆台形

となる。

S X c21(第 85図 )調査区中央西端部で検出した不明

遺構である。西半は調査区外へ延長し、半円形のプラ

ンで検出した。断面形状は浅い皿状を呈する。10～ 15

層が S X c21に伴う埋土と考えられ、下層に黒褐色粘

質土(12層 )、 上層に灰黄褐色粘質土が堆積する(10層 )。

S X c22(第 86図)調査区中央やや北よりで検出した

不明遺構である。耐火レンガを用いた構築物で、平面

形は東西に円形を連ね、東側に突出部のある瓢箪形と

なる。レンガの長側面ないし小日面を内側に向けて横

積みし、内側に比較的滑らかな曲面を創出する。基底

部からの高さは0.9mを 測 り、西側の内径は1.6m、 東側

は1.5mを 測る。両者の間には直線的に仕切られた壁が

あり、その下位部分のみ方形の窓を認める。突出部は

東佃1円から連続し、収束することなく、平行に延びる。

その境部分の底面には枕木状の木材を設置し、底面は

緩やかに駆け上がる。木材の設置は、突出部先端にも

認め、構築物の東端を画する。底面構造は、西側円は

径0.5m前後の板状石材を敷き並べ、その上位に暗灰色

粘土を薄く貼 り付ける(3層 )。 東側円には拳大からそ

の 2倍程度の円礫を不規則に配し、その上位に堅級に

締まる砂質土 (6層 )と 漆喰の可能性もある土を敷設し

ており(4層 )、 異なる構造を呈する。埋土は炭化物を

多量に包含する黒色砂が厚 く堆積する。その性格は不

明であるが、埋土中より報文番号1360と して図化 した

窯構築部材が出土する。高松城跡 (西の九町B地区)か

ら多量に出土した窯道具や窯構築部材、焼け歪んだ陶

磁器との関連が注目できる。明治期には、西外曲輪全

域に監獄署が設置され、監獄内では受刑者の安価の労

働力を利用 した陶磁器生産が行われており、それに関

連した施設である可能性が想定できる。また、使用さ

れた耐火レンガは、前述した S X c19に も確認でき、

両者の関連性が指摘できる。

S X c23(第 86図)調査区南端部で検出した不明遺構

である。東半は調査区外へ延長し、検出した限りでは、

不整形プランを呈する。埋土は17～ 23層 を想定したが、

17～ 19層 は別遺構かもしれない。南側の掘 り込み面は

7層 上面であり、東倶1へ投影すると10層 上面となり、

標高1.3m前後となる。調査区の大半は1.lmで遺構面を

検出しており、注目できるが、遺構からの出土遺物は

皆無である。
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9E X区
基本層序

Ⅸ区では4面の遺構面を確認した。第89図 に基づき

その基本層序について述べる。20～25層 は摩滅した弥

生土器・須恵器を包含するが、基盤層とした。調査区

調査区南端では標高0.3m、 中央付近では0.6m、 北部で

は0.6mを 測り、北部～中央部にかけて比較的平坦な面

を認めるが、南に向かって傾斜する旧地形に復元でき

る。16～ 19層 はS X c31・ 32を包含し、中世前半に属

する遺物を多量に包含する層位である。調査区南部を

中心に確認し、南に傾斜する旧地形の低い箇所に堆積

した状況が窺える。基盤層ないし16～ 19層 上面が第4

面の検出面となる。その上位に一連の整地層と考えら

れる10。 12～ 15層 が堆積 し、その上面において第 3面

を検出した。第 2面は 8・ 9。 11層 上面で検出し、27

層においてこれを掘 り込み面とした遺構埋土が確認で

きる。その上層には 6・ 7層が堆積し、第 1面構成土

となる。26層 に遺構埋土が確認できる。 3～ 5層 は明

治期以降の整地層と判断した。第90図 B一 B' 。C―

C'セ クションもA― A'間セクシヨンの基本層序に

おおむね符合する。

それぞれの遺構検出面の標高は平坦ではなく、第 4

面力Ю。4～0.6m、 第 3面力Ю.5～ 1.lm、 第 2面が0.8～ 1.1

m、 第 1面が1.0～ 1.3mを 測る。

第 1面 (第87図 )

標高1.0～ 1.3mで検出した遺構面である。 4基の井戸

を中心に検出した。 S E c09か らは報文番号1487と し

て図化 した曲物が出土し、「獄署」という焼き印を認め

る。調査地点は明治期に監獄署が設置されており、そ

れに伴う遺構と判断できる。

井戸

S E c07(第 95図)調査区東端部で検出した井戸であ

る。径1.5m前後の円形掘方内部に土師質土器井筒を設

置し、 3段以上積み重ねた状況が確認できる。裏込に

は灰色ないし褐色粘土ブロックを包含し、掘方掘削時

に生じた土量を用いたと考えられる。

S E c08(第 95図)調査区中央南よりで検出した井戸

である。土師質土器井筒を井戸枠として利用し、その

接合箇所にはモルタルが確認できる。

S E c09(第 95図)調査区北西部で検出した井戸であ

る。検出面では、土師質土器井筒を確認したが、掘 り

下げると、下層からは幅0.lm前後の板材を組み合わせ

た桶を検出した。桶の外面にはツタを用いた固定がな

される力×図版54左下)、 土圧により円弧は保たれない。

井筒との連結は、下部木桶の外に被せるように丼筒を

設置し、その接合には漆喰の使用を認める。

出土遺物には、「獄署」という焼き印を押印した曲物

を認め(報文番号1487)、 明治期に設置された監獄署に

関連した井戸であることが窺える。

S E c10(第 95図)調査区南西部で検出した井戸であ

る。井戸枠には土師質土器井筒を用い、 2段以上確認

できる。その径は0.6～ 0。7mを測る。掘方は北側で確認

し、掘方と井筒の間、つまり裏込部分は0。lmし かない。

井筒内には人頭大以上の礫の転落を認める。

土坑

S K c39(第 95図)調査区北西隅で検出した土坑であ

る。西半は調査区外へ延長する。南北検出長2.3m、 東

西検出長1。 lmを 測り、検出した限りでは隅丸方形の平

面プランを呈する。掘方断面形状は、浅い皿状となる。

第 2面 (第87図 )

標高0.8～ 1.lmで検出した遺構面である。調査区の大

半が攪乱となり、建物ないし柵列の復元は行えなかっ

たが、10基 を越える礎石を検出した。

柱穴

S P c534(第 94図)調査区北東隅で検出した礎石であ

る。長軸長0。5m以上、短軸長0。4mの柱穴を埋め戻し、

礎石を据える。礎石上面には水平面を認める。

S P c533(第 94図)調査区北東部で検出した柱穴であ

る。径0.4m前後を測る柱穴である。完形に近い瀬戸・

美濃系磁器碗・皿を 1点ずつ検出した。底面には拳大

前後の石材が不規則に配され、根固め石の可能性も残

す。

S P c532(第 94図)調査区中央南東よりで検出した礎

石である。礎石の形状に呼応する柱穴を掘 り、埋め戻

した後に礎石を設置する。礎石の規模は0,2× 0.3mを 測

る。                  '
S P c530(第94図)調査区中央で検出した礎石である。

径0。2mを測る柱穴に礎石を据えて埋め戻す。礎石上端

面には水平面を認める。

S P c528(第94図)調査区西部で検出した礎石である。

径0。4m前後の柱穴を埋め戻 し、礎石を設置する。

S P c529(第94図)調査区画部で検出した礎石である。

長軸長0.45m、 短軸長0.3mを測る柱穴に、上面が平た

い石材と小形石材を据える。

S P c527(第94図)調査区西壁で検出した礎石である。

上面が水平な石材を礎石として認める。

S P c536(第94図)調査区東壁で検出した礎石である。

人頭大の石材を用い、上端の水平面は狭い。

S P c525(第 94図 )調査区北西部で検出した礎石であ

る。長楕円形の柱穴上部に礎石を設置する。

S P c524(第 94図)調査区北西部で検出した礎石であ

る。長楕円形の柱穴上部に礎石を設置する。
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S P c523(第 %図)調査区北西部で検出した礎石であ

る。径0.3m前後を測る柱穴の上位に礎石を設置する。

なお、これら礎石の石材にはいずれも安山岩が用いら

れる。

S P c535 調査区北東部で検出した柱穴である。上面

埋土は黄褐色シル ト質土となる。

S P c537 調査区西部で検出した柱穴である。上面埋

土は暗灰色粘質土となる。

土坑

S K c38(第 94図)調査区中央やや東よりで検出した

土坑である。平面形は歪な五角形状を呈し、断面形状

は浅い皿状 となる。

第 3面 (第88図 )

第 3面は標高0.5～ 1.lmで検出した。遺構面は旧地形

と同様に、南に向けて緩やかに傾斜する。遺構は柱穴

のほか、埋土中に拳大前後の石材を多量に包含する不

明遺構を検出した。なお、攪乱が調査区の大半に及び、

遺構を検出した面積は狭い。

柱穴

S P c520 調査区南東隅で検出した柱穴である。上面

埋土は暗灰褐色弱粘質土となる。

S P c517 調査区中央部で検出した柱穴である。上面

埋土は暗灰褐色弱粘質土となる。

S P c505 調査区北西部で検出した柱穴である。上面

埋土は暗灰褐色弱粘質土～砂質土となり、炭化物の合

有を認める。

不明遺構

S X c26(第 93図)調査区中央南西よりで検出した不

明遺構である。一辺1.7m前後を測る隅丸方形を呈する

土坑状の落ちを含む範囲に、拳大からその 2倍程度の

小礫の集積を認める。断面形状は逆台形を呈 し、土坑

内には小礫が充填され、一部検出面より盛 り上がる箇

所もある。小礫範囲は、土坑掘方を超過 して広が り、

その最大検出長は5mに達する。石材種別は、安山岩

が主体を占め、ごく少量のみ花商岩 。砂岩を認める。

下層の礫敷遺構とは明らかに層位が異なる。Ⅱ区で検

出した礎石建物の礎石間に配置した礫群に共通する可

能性もあるが、礎石は確認できない。

S X c27(第 93図)調査区中央で検出した不明遺構で

ある。一辺1.4m前後の不整形プランを呈し、断面形状

は舟底状となる。検出面からの深度は0.2mを 測る。埋

土中央部には拳大から人頭大の石材を認め、石材は、

安山岩が 9割 を占め、花商岩・砂岩がほぼ同量確認で

きる。 S X c26の石材組成に近似する。

S X c28(第 93図)調査区南西部で検出した不明遺構

である。東半は現代の建物基礎により失われ、南北検

出長1.6m、 東西検出長0.7mを 測る。埋土内には多量の

小礫を認め、その石材組成はS X c26。 27に共通する。

断面形状は舟底状を呈 し、遺構検出面からの深度は約

0。3mを測る。S X c26～ 28は土坑状の落ち込み内に石

材を充填し、使用石材組成も等しく関連 した遺構であ

ることは明白である。検出位置が直線的に並ぶ状況も

これを反映する。その性格については、不明であるが、

下層の礫敷遺構とは関連 しない。

第 4面 (第88図 )

標高0.4～0.6mで検出した遺構面である。第 2・ 3面

では遺構面の大半に攪乱が及んでいたが、第 4面では、

攪乱の範囲が比較的狭い。その結果、他の遺構面より

遺構密度は高くなる。

柱穴

S P c494 調査区中央やや南東よりで検出した柱穴で

ある。上面埋土は暗灰褐色砂質土から弱粘質土となる。

S P c486 調査区中央で検出した柱穴である。上面の

埋土は暗灰褐色砂質土から弱粘質土である。

S P c483 調査区北東部で検出した柱穴である。上面

埋土は暗灰褐色砂質土から弱粘質土となる。

土坑

S K c31(第 91図)調査区南東部で検出した土坑であ

る。長軸長2.lm、 短軸長1.3mを測る不整形の平面形を

呈する。断面形状は階段状を呈し、底面ほぼ中央に径

lm前後の落ちを認める。検出面からの深度は0.2mを

測る。

S K c32(第 92図)調査区南東隅で検出した土坑であ

る。北西部は攪乱により消失するが、長軸長2.2m、 短

軸長0.7mを 測 り、皿状の浅い断面形状となる。埋土は

炭化物を少量包含する暗褐灰色砂質土の単二層である。

S K c33(第 91図)調査区中央北東よりで検出した土

坑である。東西を攪乱により失い全容は明らかではな

いが、南北幅3.5mを 測る大形土坑である。緩やかに立

ち上がり、底面に平坦面を認める断面形状となる。埋

土は下層に灰色砂 (2・ 3層 )、 上層に褐灰色砂が堆積

する(1層 )。

S K c34(第 92図)調査区南部で検出した土坑である。

西端部は攪乱により消失し、南北幅0.8m、 東西検出長

1.2mを 測る長楕円形プランを呈する。断面形状は逆台

形となり、検出面からの深度は0.2mを 測る。

S K c35(第 92図)調査区中央で検出した土坑である。
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北西側を攪乱により失うが、径1,9m前後の円形を呈す

る。断面形状は舟底状をなし、検出面からの深度は0。4

mを測る。

S K c36(第 92図)調査区南端部で検出した土坑であ

る。南半は調査区外へ延長し、北端部の検出に留まる。

断面形状は浅い皿状を呈し、深度は0.lmを 測る。

S K c37(第 92図)調査区西部で検出した土坑である。

南半は攪乱により消失するが、一辺 lm前後の不整形

を呈する。西半部を中心に底面周縁に沿った溝状の落

ちを認め、明灰褐色砂が堆積する(2層 )。 最終埋没土

は褐灰色弱粘質土となる(1層 )。

不明遺構

S X c24(第 91図)調査区中央西端部で検出した不明

遺構である。 4面 に配置したが、出土遺物から中世前

半期に属する遺構と考えられる。第 5節において後述

する。

S X c25 調査区中央で検出した不明遺構である。東

西に攪乱が及ぶため、全容は不明であるが、検出した

限りでは、南西から北東方向に主軸方位をとる土坑な

いし溝状遺構である。その幅は 3～ 4mを測 り、検出

面からの深度は0.2m以下と極めて浅い。

10.X区
基本層序

調査区の3/5程度まで攪乱が及んでおり、遺構面

の大多数は失われる。加えて、残 り2/5の大多数に

も最終遺構面まで攪乱が及び(標高1.lm付 近)、 検出し

た遺構の大半は最終面で確認した。基本層序を第97図

B一 B'間セクシヨンに基づき述べる。10～ 28層 はS

K c40の埋土である。出土遺物の年代観は17世紀前葉

を示し、少なくとも1.lm前後にはそれに伴う整地面が

存在していたと考えられる。その下位に基盤層である

7～ 8層 を認める。基盤層としたが、弥生土器・須恵

器等を包含し、中世以前の堆積層と理解できる。SK
c40埋土の上位に、 5層、 4層 、 3層 がそれぞれ堆積

し、その上面がほぼ水平であることから、それぞれ遺

構面であつた可能性が高い。 5層上面は1.2m前後、 4

層上面は14m前後、 3層上面は1.6m前後を測る。一方、

A一 A'間セクシヨンでは、標高 0～ 0.3mを 上面とし

た基盤層を認める。その上位には中世土器包含層が形

成され、S X c30を 包含する。さらに、その上位にそ

れぞれ整地層になる可能性が高い層位を認めるが、A
一A'間セクシヨンにおける最上位標高は1.Omを 測り、

前述した S K c40に 伴う遺構面より下位に位置する。

よって、A― A'セ クシヨン3～ 5。 13・ 14。 17層 は

S K c40を 検出した整地面と理解できる。

検出遺構は、東西 。南北主軸の柵列、井戸、土坑等

があり、調査区南端で一部のみ検出した大形土坑は廃

棄土坑として注目できる。

柵列

S A c09(第 98図)調査区南西部で検出した柵列であ

る。 S P c557～ 561が0.8～ lm間 隔で直線的に並ぶ。

主軸方位はN83° Wの方位にとる。各柱穴には0。 1～ 0.2

m前後を測る根石を認め、その上端レベルは0。3～0.5m

と不揃いである。 S K c48の埋没後に柱穴が開削され

ており、それに後出することが窺える。

S A c10(第 98図)S A c09に重複する位置で検出し

た柵列である。 S P c562・ 563で杭を確認し、それを

繋ぐと、S P c559内 に位置する杭も同一直線状に並ぶ。

杭間隔は0.55mと 等 しい。 S P c559の検出状況から、

S A c09に 後出する可能性を想定しておきたい。

S A cll(第 98図)調査区南東部で検出した柵列であ

る。S P c564～ 571が N84° Wの主軸方位で直線的に

並ぶ。すべての柱穴がS A cllを 構成する可能性もあ

るが、それぞれの柱穴深度は不揃いである。根石は存

在しないが、S P c571に は柱材を認める。S A c09と

関連して街路となる可能性も想定したが、わずかに主

軸方位を違える。
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S A c12(第 98図)S A cllに重複する位置にある柵

列である。 S P c568・ 572・ 573が N81° Wの方位に直

線的に並ぶ。いずれも柱穴内に根石を認め、その上端

レベルは標高0。3m前後を測る。S A cllと は異なる時

期に属するが、前後関係は不明である。

S A c130 S D c14(第 98図)調査区南東部で検出し

た溝状遺構と柵列である。 S D c14は主軸方位をN3
°

Eに とり、検出長は約5。 lmを測る。溝幅は約0.4mを

測 り、断面形状は箱形を呈し、検出面からの深度は0。3

m前後となる。埋土は下層に基盤層ブロックを含有す

る灰色シル ト質土、上層に灰黄色シル ト質上がそれぞ

れ堆積 し、流水の痕跡は認められない。 S A c13は 、

S D c14に後出する重複関係を認め、その層位関係は、

F― F'間セクシヨンに提示した。 9層 が柵列を構成

する柱穴の埋土となり、明らかにS D c14に後出する

状況が窺える。布掘 りの可能性も想定したが、SDc
14掘方を明らかに掘 り込む状況も確認でき、異なる時

期の所産と考えた。両者ともに区画施設と考えれば、

主要な地割ラインであったと想定できる。それを示す

ように、高松城跡 (西の丸町C地区)で は、X区の北に

位置するⅧ区S A c06～ 08が同一延長線上に位置する。

さらに、高松城跡 (西の丸町A地区)S D a01と SAa
01も 同じく同一直線状に並ぶ (古野2001)。

柱穴

S P c599 調査区南東部で検出した柱穴である:上面

埋土は灰色粘質シル ト質土で、基盤層ブロックを少量

包含する。

S P c557 調査区南東部で検出した柱穴である。上面

埋土は青灰色シル ト質砂で、グライ化する。

井戸

S E Cll(第 99図)調査区北東隅で検出した井戸であ

る。攪乱により掘方の一部は消失するが、径1.4m前後

に復元できる。掘方はV字形を呈 し、中位で屈曲し、

下位は直線的になる。検出面からの深度は約0。9mを測

り、基盤層 5層 に到達する。 5層 は小礫を多量に含む

砂礫層で、湧水層となる。石組の井戸となり、拳大か

ら人頭大の規模の石材が用いられる。その構築は、掘

方断面形状に呼応 し、標高-0.2mよ り下位は直立し、

それ以高は大きく開く。裏込埋土にもそれに伴った土

質 。土色の変化を認める。石材は、安山岩が主体を占

め、少量の花尚岩・砂岩を含む。

S E c12(第 99図)調査区南部で検出した井戸である。

掘方は長軸長2.3m、 短軸長1.6mを測り、長楕円形の平

面プランを呈する。掘方深度は検出した限りでは深度

lm以上を測 り、断面形状は西側にテラス面を有する

U字形となる。井戸枠には、幅0。lm以下の板材を桶状

に組み、外面にツタを上下 2段に回し、井戸枠の固定

を図る。

なお、当初はS K c42と 呼称し、井戸枠を検出後に

名称を変更した。遺物の整理不足から、出土遺物では

S K c42と S E c12の両者をそれぞれ提示したが、 S

K c42も 同遺構出土遺物となる。

土坑

S K c44(第 99図)調査区南西部で検出した土坑であ

る。長軸長 lm、 短軸長0.6mを 測り、隅丸方形の平面

プランを呈する。断面形状は浅い皿状を呈する。

S K c41(第 99図)調査区北端部で検出した土坑であ

る。長軸長約 3m、 短軸長約2.4mを 測 り、楕円形の平

面形となる。検出面からの深度は浅 く、0。3mを 測る。

S K c43(第 99図)調査区南西部で検出した土坑であ

る。南北検出長1.6m、 東西幅1.5mを測り、平面形は不

整形を呈する。断面形状は、逆台形状となり、検出面

からの深度は0.3mを 測る。

S K c40(第 100図)調査区南端部で検出した土坑であ

る。北端部の検出に留まり、元来の規模は不明である。

東西検出長5。2m、 南北検出長 lmを測る。埋土は2層

に大別でき、下層に暗灰色シルト質土～粘土層 (24～ 28

層)、 上層にブロックを含む黄灰色シル ト質土が堆積す

る(10～ 23層 )。 下層上端面には堅級に締まるオリーブ

色系の層位を帯状に認め、下層堆積後、一定期間開放

状態にあり、その後に上層埋土が堆積 したと考えられ

る。よって、上層と下層の堆積時期には差異が生じる

ことになる。出土遺物ではそれに言及することは困難

であるが、肥前系陶器では胎土目積み製品が主体をな

し、砂目積みを少量認め、さらに小破片ではあるが、

溝縁皿も存在する(報文番号1546)。 肥前系磁器も少量

認めるが、その量は少なく、おおむね1640年代前後に

位置付けられる。 S K c40の最終埋没時期は1640年代

前後となるが、遺物の主体は1620～ 30年代となる。こ

うした出土遺物の様相を土層堆積状況で理解すること

も可能かもしれない。

S K c47～ 49(第 101図 )調査区南西部で検出した土坑

である。 S K c48は攪乱により北半が消失し、南北検

出長約2.5m、 東西検出長約 2mを測る。平面形は不整

形となり、S K c47・ 49に先行する重複関係を有する。

断面形状は逆台形状となり、検出面からの深度は0.5m

を測る。底面には平坦面を認める。埋土は上層に炭化

物を多量に含む層位を認め(6層 ・22～28層 )、 下層に

基盤層ブロックを含む灰色系シルト質土が堆積する(7

～ 9層 )。 S K c47は 1.3× 0。9mの楕円形の平面プラン
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を呈し、断面形状は舟底状となる。検出面からの深度

は0。3mを測り、埋土はオリーブ灰色シル ト質土の互層

となる。 S K c49は西半部のみの検出に留まり、東半

は調査区外へ延長する。平面形は不明であるが、SK
c48に後出する重複関係となる。埋土は基盤層ブロッ

クを含む灰色シルト質土がわずかに確認できる(10・ 29

層)。 S K c47～ 49は重複関係より、S K c48→ SKc
49。 S D c14→ S K c47と いう埋没過程が想定でき、

S D c14埋土を14～ 16層 に認める。

なお、 S K c50は S K c48と 同一遺構であるが、遺

物の整理不足からS K c50と して報告する結果となっ

た。 S K c50出土遺物はS K c48出土遺物と理解 して

頂きたい。

S K c45046(第 101図 )調査区南西部で検出した土坑

である。当初、別遺構として調査 し、その後連続する

遺構であることが判明した。本来であれば、同一遺構

名とすべきであるが、遺物の整理不足から両者を併記

する結果となった。南北長1.5m、 東西長2.4mを 測 り、

長楕円形の平面プランを呈する。断面形状は舟底状と

なり、検出面からの深度は0.3mを 測る。埋土は炭化物

を包含する灰色系シル ト質土の互層となる。

S K c51(第 101図 )調査区南西部で検出した土坑であ

る。一辺1.5m前後の不整形プランを呈する。断面形状

は浅い舟底状となり、検出面からの深度は、0。lmを 測

る。埋土は下層に青灰色シル ト質土 (4層 )、 中層に灰

色系シル ト質土 (2・ 3層 )、 上層に基盤層ブロックを

含有する暗青灰色シル ト質土がそれぞれ堆積し(1層 )、

上層埋土は比較的短期間に埋め戻されたと考える。

11.X区
基本層序

最も層位の遺存状況が良好な第102図 のA一 A'間セ

クションに基づき基本層序について述べる。10・ 11層

に基盤層を認め、その上面の標高は0.6m前後を測る。

その上位には連続する整地層と考えられる 8。 9層が

堆積する。上面は平坦に揃えられ、元来遺構検出面で

あつた可能性が高い(標高0。7m前後)。 さらに上位に7

層が厚 く堆積する。上面の標高は1.2m前後を測り、遺

構検出面であった可能性が高い。 6層上端には攪乱層

が及んでおり、元来の標高は不明であるが、1.2～ 1.3m

を測る。上面は遺構検出面であつた可能性が高い。調

査区の大半は国労会館の基礎によって 9層 まで削平を

受けており、10層 上面で遺構を一括して検出した。

井戸・土坑・柱穴を中心に検出し、いずれも17世紀

前葉までに位置付けられる。なお、下層遺構として、

中世前半期に属する礫敷遺構を確認した(第 5節 )。

柵列

S A c14(第 103図)調査区南端で確認した柵列である。

S P c606～ 608が N82° Wの方位に直線的に並ぶ。い

ずれも径0。7m前後、検出面からの深度は0.3mを 測り、

底面はほぼ水平に揃う。断面形状は箱形を呈し、埋土

は灰色弱粘質砂質土の単層で、柱痕跡等は確認できな

い。柱間間隔は1.5～ 2mを 測る。

隣接する高松城跡 (西の九町B地区)の S B b37(旧 遺

構名S B 8 D202)と 関連する可能性が指摘されるが(宮

崎1998)、 主軸方位に差異を認める。

S A c15(第 103図 )調査区中央やや東よりで検出した

柵列である。S P c609～ 612が直線状に並び、主軸方

位をN5° Eに とる。各柱穴は径0。3～ 0.4m前後、柱間

隔は1.2m前後を測る。柱痕跡をS P c610・ 611で確認

でき、 S P c609・ 612で は根石の可能性のある石材を

認める。

柱穴

S P c627(第 103図)調査区南東部で確認した柱穴で

ある。長軸長0。7m、 短軸長0.5mの楕円形の平面形を呈

し、検出面からの深度は0。2mを測る。

S P c630(第 103図)調査区南東部で検出した柱穴で

ある。径0.5m前後を測 り、箱形の断面形状を呈する。

検出面からの深度は0。28m前後を測る。

S P c620(第 103図)調査区中央東よりで検出した柱

穴である。径0.2mを測 り、深度は0.lmに満たない。

S P c614(第 103図)調査区北部で検出した柱穴であ

る。径0.3m前後を測り、埋土内に一辺0.2m前 後の根石

ないし礎石を認める。

S P c615(第 103図)調査区北部で検出した柱穴であ

る。径0.4m前後を測 り、底面に根石を認める。
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井戸

S E c13(第 103図)調査区北部で検出した井戸である。

西端部は攪乱により失われるが、径2.lm前後の正円形

に近い平面形を呈する。掘方は箱形の断面形状となり、

検出面からの深度は1.lm前後を測る。底面レベルは一

0。6mを測 り、湧水層に達する。掘方内には石積みによ

る井戸を設け、上端内法は約 lmを測 り、ほぼ垂直に

構築される。石材は一辺0。3m前後を測り、構築に伴う

横目地の通 りは認められない。その種別は安山岩が主

体を占め、花向岩 。閃緑岩・角礫凝灰岩を少量含む。

掘方と側石石材との間隙は0.1～ 0.2mと狭 く、一部には

掘方に接する箇所も認めるが、裏込には拳大以下の石

材を用い、基盤層粘土ブロックを含有することから、

掘方掘削時に生じた土量を用いたと考えられる。井戸

内の埋土は4層 に細分でき、 4。 5層 には、側石に使

用 した石材の崩落も認める。

S E c14(第 104図)調査区南西部で検出した井戸であ

る。掘方は径3.lm前後を測り、ほぼ正円形の平面形を

呈する。掘方は箱形の断面形状を呈し、検出面からの

深度は約1.8mを測る。底面の標高は-1.3mを 測り、湧

水層に達する。掘方内には石積みの井戸を構築し、最

上部の内法は約1.8mを測り、わずかに逆八字形となる。

石材規模・形状は、標高-0.5m前後において差異を認

める。それより下部には0.4m前後を測る比較的大形石

材をほぼ垂直に積み、上部には小形石材を混在させる

ようになり、わずかに上開き気味に構築する。-0.5m

付近の西側裏込にも休止面を示す石材を認め、これを

境に構築単位が異なると理解できる。石材種別は安山

岩が大多数を占め、わずかに花商岩を認める。裏込に

は、掘方掘削時に生じた土量を用いるが、小形石材の

使用は確認できない。井戸内埋土は 2～ 6層 と7層 に

大別できる。 7層 は側石内埋土に相当し、一部には植

物遺体も残る。 2～ 6層 はS E c14が機能停止後の埋

没土となり、側石を破壊した状況も窺える。

土坑

S K c52(第 105図 )調査区中央で検出した土坑である。

南半は攪乱により消失するが、検出した限りでは南北

検出長1.3m、 東西幅3.lmを 測る。平面形は不整形を呈

する。断面形状は浅い皿状となり、埋土は下層に濁灰

褐色混中砂粘質土 (3層 )、 上層に淡褐色中～粗砂が堆

積する(2層 )。

S K c53(第 105図 )調査区南東隅で検出した土坑であ

る。北西部の検出に留まり、 3/4は調査区外へ延長

する。検出した限りでは隅丸方形を呈し、逆台形の断

面形状となる。検出面からの深度は0。8mを測 り、埋土

は淡灰色系の砂質土で構成される(4・ 5層 )。

S K c54(第 105図 )調査区南東部で検出した土坑であ

る。検出径は lm前後を測る正円形プランとなるが、

セクションでは2段掘方が確認でき、その上端最大径

は1.8mを測る。標高0.2m前後で掘方形状は大きく変化

し、-0。3mま で直に掘 り込まれ、底面は水平となる。

埋土も標高0。2mよ り上位には濁灰色混中砂粘質土を認

め(3層 )、 それより下位は、シル ト質土と粘質土が互

層に堆積する(4～ 6層 )。 掘方底面では湧水が確認で

き、井戸の可能性も想定する必要があるが、側板等の

施設を検出することはできなかった。

S K c55(第 105図 )調査区中央部で検出した土坑であ

る。北半は国労会館基礎により失われる。検出した限

りでは、不整形を呈し、東西幅は lmを測る。箱形の

断面形状となり、深度は0.5mを測る。

溝状遺構

S D o15(第 105図 )調査区北部で検出した溝状遺構で

ある。検出した限りでは、直線状を呈し、N87° Wの

主軸方位となる。溝幅は0。4m弱を測り、浅い舟底状の

断面形状を呈する。検出面からの深度は0.lmを測る。

不明遺構

S X c29(第 105図 )調査区南部で検出した不明遺構で

ある。南西から北東方向に延び、検出長 7m、 幅 2～

4m前後を測る。浅い皿状の断面形状を呈し、検出面

からの深度は0.2～0.3mを 測る。埋土は淡茶灰色中～粗

砂で構成される。
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第 5節 中世 遺構

前節までは調査区別に報告したが、当節では中世段

階に属する遺構を一括して報告する。第106図 にその分

布状況を示したが、明瞭な掘方がなく、旧地形の低い

箇所に安山岩板石を敷き詰めた礫敷遺構と土坑状の掘

方を有する不明遺構がある。結論的には前者は当時の

汀線の緩やかな斜面に拳大の板石を設置した遺構と評

価できる。不明遺構に関しては、旧地形の高い箇所に

開削された遺構で、下層に灰白色系粘質土を敷設 し、

礫敷遺構と同じ石材が充填ないし上面に敷設された遺

構である。その性格は不明であるが、出土遺物の年代

観から両者はいずれも同時期の所産であることが窺え

る。出土遺物が示す年代観は、12世紀後半～13世紀前

葉に位置付けられる。

以下、各遺構について報告する。

礫敷遺構

S X C30(第 107図 )X区 北端部で検出した礫敷遺構で

ある。第107図 A一 A'間セクシヨンでは、中世段階の

基盤層である19～ 21・ 26～ 28・ 30。 32・ 33層 上面に0.5

m前後の起伏を認め、調査区ほぼ中央が高 く、東西ヘ

緩やかに傾斜する旧地形が復元できる。 S X c30石材

を包含する層位は旧地形の低い箇所に堆積 し、その上

端は0.4m前後を測 り、ほぼ水平となる。南北セクシヨ

ンであるB一 B'間セクシヨンでは、南傾1に わずかに

傾斜する旧地形とそれに沿って堆積するS X c30包含

層を認める。その構造は旧地形を形成する基盤層に、

拳大前後の板石を張 り付けるように敷設する。上位遺

構や攪乱により石材が確認できない箇所もあるが、調

査区全域に広がる。測区中央部ではS X c30に連続す

る石材やそれを包含する層位は確認できない。石材は

安山岩が主体を占め、わずかに花商岩を認める。安山

岩は表面が赤化するが、被熱によるものではなく、風

化による変色と考えられる。また、板石の間隙やそれ

を包含する層位からは多量の中世土器が出土し、報文

番号1843と して図化 した碇の可能性がある木製品も認

める。

S X c31(第 108。 109図)Ⅸ 区南半部に位置する礫敷

遺構である。その平面プランは、調査区全域に分布す

る現代建物基礎等による攪乱や上位遺構によって不明

な点が少なくない。しかし、攪乱を受けていない箇所

とセクションに残る石材の分布からの復元は可能であ

る。南西隅では北西から南東方向にかけて、基盤層と

S X c31石 材の境を認める。第109図 E― E'間セクシ

ョンの16層 北端部と基盤層である21層 の接点がおおむ

ねその境に位置し、それ以北にはS X c31石材は認め

られない。21層 は南に潜 り込むように傾斜 しており、

わずかではあるが、南に傾斜する旧地形が看取でき、

その低位にS X c31は位置する。調査区南端部中央は、

D一 D'間セクシヨンにより、調査区南端部から8m
北側までS X c31を 構成する石材が確認できる。東端

部では、南端から5m付近まで S X c31の石材を認め、

その北側に位置する攪乱を受けていない箇所において、

石材は確認できない。よって、調査区西端から南東方

向に凸形に突出し、D― D'間セクシヨン北端部まで

入り込み、さらに東に延びる平面プランに復元可能で

ある。前述したように、この境より旧地形は緩やかに

南に傾斜 し、低位側にS X c31は位置し、それより北

側は旧地形の高い箇所となる。上面の削平状況は明ら

かではないが、調査区西端部中央にS X c24が位置し、

0.15m前後の深度を認める点から、顕著な削平はなか

ったと理解したい。

石材は前述した平面プランより南側には、散漫では

あるが、ほぼ全域に分布する。丁寧に敷き並べた状況

ではなく、無造作に石材を設置する。使用石材は風化

して赤化 した安山岩板石が大多数を占め、花向岩・砂

岩をごく少量認める。なお、石材の間隙から多量の中

世土器が出土している。

S X c32(第 111図 )Ⅸ 区北西隅で検出した石敷遺構で

ある。セクション図はないが、北ないし西方向へ傾斜

する旧地形に復元できる。前述したS X c31の 15m北

に位置し、その間には旧地形の高い箇所が介在するた

め、S X c31と の連続性は認められず、旧地形の想定

からはⅧ区南端部で検出したS X c34に 関連すると考

えられる。石材は安山岩板石で構成される。

S X c34(第 110図 )Ⅷ区南端部で検出した礫敷遺構で

ある。 S X c34の北端部は攪舌Lが激しく、平面プラン

は窺えない。しかし、その3m北 に位置するS X c41

周辺では、石材の広がりは認められず、 S X c34の北

に位置する攪乱の範囲内にS X c34北端ラインがある

と考えられる。第110図 F― F'間セクシヨンでは、中

世段階の旧地形を構成する14・ 15層 上面が南に向かい

緩やかに傾斜する状況が窺える。石材は上位遺構や攪

乱により所々に空閑地を認めるが、元来は全面に分布

すると考えられる。石材の設置状況は、一方向から設

置するものではなく、接地面に突き刺すような状況も

認められない。ある一定の範囲に板石を無造作に置い

たという表現が妥当であろう。また、石材の上面レベ

ルはF一 F'間セクシヨンでは旧地形に沿って緩やか

に南に傾斜 し、G一 G'問セクシヨンではある程度の

起伏を認める。使用石材の大多数は、風化により赤化

した安山岩板石で構成され、わずかに花商岩・砂岩を

認める。

一方、 G tt G'間 セクシヨンでは、 2つの注意すべ

き特徴がある。第 1は北西端において石敷遺構の下に

土坑状の落ち込みを認める点である。 3・ 5～ 7層 が

その埋土となり、底面に沿って石材を含まない層位が

-32-



あり(7層 )、 上層に石材を含む層位を認める(3・ 5。

6層 )。 さらにその上面に安山岩板石を敷設している。

後述する土坑状の掘方を有する遺構に近似 した特徴と

なろう。第 2は旧地形の上位に石材を直接設置する箇

所もあるが、大半は旧地形と石材の間に介在する層位

を認める点である。石材の上位と下位に堆積する層位

の差異を見出すことができなかったため、 1層 とした

が、本来は両者を細分しなければならない。

こうした点を考慮すると、旧地形に土坑状の落ち込

みがあり、その下層を1層 に酷似 した層位で埋め、中

層を浅黄橙色系のシル ト質土、上層を灰赤色混砂粘質

土でそれぞれ埋め戻 し、さらにその上位に石材下位に

あたる1層 が堆積し、 S X c34石材が敷設され、最終

的に石材上位にある1層 が堆積するという堆積状況を

示す。なお、土坑状の落ち込みは隣接するS X c41や

S X c40に 類例を認めるが、その性格は不明である。

S X c49 1区西半部で検出した礫敷遺構である。16

世紀末に構築された石垣の内側で検出し、一部石垣の

石材に覆い被さる状況もあるが (図版68)、 出土遺物の

年代観は明らかに先行する。 S Z c01裏込石材との識

別が困難な状況に起因し、層位的に異なる形で検出し

ている。第24図 D一 D'間セクシヨンでは、中世段階

の基盤層である10。 11層 上面が北に向かい緩やかに傾

斜 しており、それに沿ってS X c49を 包含する4～ 9

層を認める。セクションは示し得ないが、西に向かい

傾斜する状況もあり、全体として北西方向へ傾斜する

旧地形を復元することができる。石材は風化により赤

化 した安山岩板石を用い、わずかに花商岩 。砂岩を認

める。石材の間隙からは中世前半期に属する遺物が多

量に出土する。

S X c33 測区北東部で検出した礫敷遺構である。セ

クションでは示し得ないが、北東から南西に傾斜する

旧地形が復元でき、その傾斜に沿って安山岩板石が敷

設される。他の礫敷遺構と同じく、風化により赤化 し、

共通性が窺える。石材に混じり、中世前半期に属する

土器が一定量出土している。

以上、各調査区で検出した礫敷遺構に関して、それ

ぞれ個別に報告した。第 3章第 1節で検討を加えるが、

ここで旧地形の復元を行いたい(第225図 )。

南端に位置するS X c30。 31は南に傾斜 し、Ⅸ区北

端のS X c32は 北側ないし北西部に傾斜する。その間

には礫敷遺構は認められず、検出した限りでは水平面

をなし、旧地形の高い箇所であったと考えられる6Ⅷ

区南端部では南西方向に傾斜するS X c34があり、 S

X c32を 考慮すると、Ⅷ区とⅨ区間には低地が存在 し

ていたと考えられる。さらにS X c35は北へ傾斜 して

おり、Ⅷ区北部では北へ傾斜する旧地形が想定できる。

S X c34と の間には礫敷遺構はなく、検出した限りで

は水平面をなし、Ⅸ区中央部と同じく旧地形の高い箇

所と想定できる。さらにIttSXc49は北西側へ傾斜

しており、S X c35と 共に北へ傾斜する旧地形を形成

する。 S X c33は S X c31西端部で確認した北西から

南東方向への検出ラインの延長線上に位置する点は注

目できる。上記したように、旧地形の低い箇所に礫敷

遺構が存在し、礫敷遺構が確認できない箇所は旧地形

が高い部分であったと考えられる。後述する土坑状の

掘方を有する不明遺構はいずれもこの高い部分に存在

する。こうした高低を認める旧地形の低位に位置する

礫敷遺構の分布範囲を繋いだラインは中世段階の汀線

になる可能性が高いと考えられる。砂嘴状の突出部や

内湾気味に入 り込んだ箇所を認め、その汀線に大規模

な開発を加えることなく、板石を敷設したものと理解

できる。

不明遺構

S X c24(第 91図)調査区中央西端部で検出した不明

遺構である。西半は調査区境に開削した狽1溝 により失

われ、全容は明らかではない。短軸長約 1血、長軸検

出長1.lmを測 り、隅丸方形の平面形を呈する。検出面

からの深度は、0.15mを測 り、舟底状の断面形状 とな

る。埋土は灰色系砂質土で構成される。埋土中より報

文番号1420と して図化 した石仏頭部が出土し、共伴遺

物として12世紀中葉前後に属する和泉型瓦器椀や同安

窯系青磁碗がある(報文番号1418と して図化した瀬戸・

美濃系陶器天目碗は混入と理解したい)。 また、遺構面

掘 り下げ時に土坑南東部より和鏡が出土している (報文

番号1421)。 検出した土坑掘方より0.lm前後外側に位

置するが (図版63)、 元来はS X c24の埋土であった可

能性が高 く、遺構面の認定に際して、やや掘 り下げ過

ぎたと考えられる。その想定が正しければ、元来の掘

方断面形状は2段掘方を有 し、その中位のテラス面に

和鏡が鏡背を上に向けて安置していた可能性を指摘す

ることができる。和鏡と陶磁器のセット関係から墓を

想起すべきであるが、石仏が加わり、墓としての性格

は首肯し難い。ここでは、稀薄な根拠であるが、鏡の

出土状況と出土遺物のセット関係から、和鏡と石仏を

埋納した遺構と考えておきたい。

S X c41(第111図 )Ⅷ 区中央やや南よりで検出した不

明遺構である。東南部を攪乱により失うが、径1.8m前

後を測 り、円形の平面プランを呈する。検出面からの

深度は0.4m前後を測 り、逆台形の断面形状となる。埋

土は下層に灰白色粘質土 (4層 )、 上層に灰黄色系砂質

土が堆積する(2・ 3層 )。 上層埋土には板状安山岩を

多量に包含するが、下層には石材が確認できないとい

う特異な堆積状況を呈する。石材は他の礫敷遺構と同

じく風化により赤化 した安山岩板石であり、出土遺物
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の様相も等 しく、同時期の所産と評価できる。その性

格は、水溜状の施設や製塩工程の鍼水貯め等が想定で

きるが、ここでは足場固め的な施設と評価 しておきた

い。

S X c35(第 79図)Ⅷ 区北部で検出した礫敷遺構であ

る。北半は16世紀末に築造された石垣 (S Z c01)に よ

り失われる。第77図 A― A'間セクシヨンでは、18層

が中世段階の基盤層となり、その上位にS X c35を 包

含する17層 が堆積する。南半部は緩やかに北へ傾斜し、

北半部は、一部攪乱により不明な点を残すが、明瞭な

傾斜変換点を認める。 S X c35は A一 A'間セクシヨ

ンの西10mの 地点に位置し、当該箇所ではこの明瞭な

傾斜変換点は認められず、第79図 F一 F' ・G― G'

間セクシヨンが示すように、緩やかに北に傾斜するS

X c35石材が確認できる。それに後出して S Z c01の

構築に伴う掘方が掘削されるため、急激な変換点を示

す旧地形は確認できない。石材の敷設方法は、傾斜の

高い倶1か ら低い倶1に かけて、先に設置した石材に持た

せ掛けるように設置する状況を看取できる箇所もあり、

設置時の在 り方を示す可能性も残すが、全体としては、

無造作に設置された印象が強い。石材は風化により赤

化 した安山岩板石が用いられ、わずかに花商岩を認め

る。

S X o40(第 111図 )Ⅷ区中央部で検出した不明遺構で

ある。検出箇所は前述した南に落ちるS X c34と 北に

傾斜するS X c36の 間に位置し、旧地形が高い部分に

該当する。遺構検出面は中世段階の基盤層となる(7層 )。

攪乱によリー部失われるが、径 2m前後の隅丸方形の

平面形プランを呈する。検出面からの深度は0.4mを 測

り、緩やかな円弧を描 く断面形状となる。埋土は下層

に灰色系シル ト質土ないし砂質土 (4・ 6層 )、 上層に

灰オリーブ色系混砂粘質土が堆積する(3・ 1層 )。 上

層には板状安山岩を一定量含むが、下層にはその合有

は認められない。石材は礫敷遺構と同じ風化により赤

化した安山岩板石で構成される。下層に粘質土の堆積

はないが、下位に板状石材を含まない状況はS X c41

に近似する。出土遺物の様相も礫敷遺構に共通してお

り、所属時期は中世前半に位置付けられる(12世紀後半

～13世紀前葉)。

S X c37(第 111図 )Ⅷ 区中央部で検出した不明遺構で

ある。北側の掘方は検出したが、その全容を確認する

ことはできなかった。断面形状は緩やかなU字形を呈

し、検出面からの深度は約0.6mを 測る。埋土は下層に

粘性の高い灰白色粘質土(9層 )、 中層に灰色系混砂粘

質土(5～ 8層 )、 上層に暗灰黄色粘質土がそれぞれ堆

積する(4層 )。 下層の灰白色粘質土はS X c41の下層

に通 じるが、埋土中には安山岩板石は確認できない。

出土遺物も稀薄であり、積極的に中世前半期に属する

遺構とは評価できない。

S X c36(第111図 )Ⅷ区北部で検出した不明遺構であ

る。 S X c35の南に位置し、極めて近接 した位置関係

にある。径1.2m前 後の正円形プランを呈し、U字形の

断面形状となる。検出面からの深度は0.5m前後を測り、

埋土は下層に明灰色細砂質土(3層 )、 中層に灰色細砂

質土(2層 )、 上層に赤灰褐色細砂層が堆積する(1層 )。

埋土内には多量の安山岩板石を包含し、いずれも風化

により赤化する。石材の検出状況は、土坑の形状に沿

つて ドーナツ状に石材を配し、南側では掘方に突き刺

すように石材を設置する(図版66左下)。 前記した掘方

を有する不明遺構とは石材の検出状況や土層堆積状況

が異なるが、使用石材は礫敷遺構ほかと等しい。その

性格は不明であるが、木柱を固定した柱穴状の土坑の

可能性を想定しておきたい。

S X c42(第112図 )Ⅶ区南端部で検出した不明遺構で

ある。長軸長2.2m、 短軸長1.3mを測り、長楕円形の平

面プランを呈する。埋土中には多量の安山岩板石を包

含し、風化により赤化する。土層堆積状況は不明であ

るが、明瞭に土坑状の掘方を有する。出土遺物の年代

観は中世前半期に属する(12世紀後葉)。

S X c43(第 112図 )Ⅶ区南端部で検出した不明遺構で

ある。南半は調査区外へ延長するため全容は不明であ

る。南北検出長0.5m、 東西検出長1.2mを測る。埋土内

には風化により赤化 した安山岩板石を包含し、明瞭な

掘方を認める。

S X c47(第112図 )Ⅶ区中央西端部で検出した不明遺

構である。西端部は調査区境に設けた側溝により失わ

れ、南北長2.7m、 東西検出幅1.9mを測る。不整形の平

面プランを呈する。検出面からの深度は0.2m前後を測

り、浅い皿状の断面形状となり、明瞭な掘方を認める。

土層堆積状況は底面に橙茶灰色粘質土を置き、その上

部に安山岩板石を敷設する。石材は風化により赤化す

る。遺存する石材上面はわずかに北へ傾斜 し、南北方

向の土坑底面も緩やかに北に傾斜する。出土遺物は12

世紀末～13世紀前葉に属し、礫敷遺構と同時期の所産

となる。

S X c46(第112図 )Ⅶ区中央東端部で検出した不明遺

構である。東半は調査区外へ延長するため全容は不明

であるが、検出した限りでは南北検出長2.5m、 東西検

出長1.4mを測 り、隅丸方形の平面形が想定できる。検

出面からの深度は0.3m前後を測 り、逆台形の断面形状

となる。埋土は淡橙灰色粘土を主体とし(1層 )、 石材

の合有は皆無である。その上面には安山岩板石が設置
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され、 S X c40・ 41に近似 した堆積状況を呈する。石

材は前述した他の不明遺構や礫敷遺構と同じく風化に

より赤化 した安山岩が用いられる。出土遺物から、12

世紀後葉～13世紀前葉の年代観が付与できる。

S X c48(第112図 )Ⅶ 区中央部で検出した不明遺構で

ある。南北長1.2m、 東西長0。6五 の半円形状の範囲に安

山岩板石が集中する。明瞭な掘方は表現されていない

が、元来掘方が存在 したと考えたい。

S X c44 Ⅶ区北端部で検出した不明遺構で、16世紀

末に構築されたS Z c01の前面に位置する。散漫に安

山岩板石が分布する。出土遺物には近世初頭に属する

土師質土器小皿も含み (報文番号1800)、 前記した礫敷

遺構や不明遺構のような出土遺物の一括性は低い。

以上、不明遺構について報告した。その分布はいず

れも礫敷遺構に挟まれた旧地形の高い箇所に位置 し、

その検出面は中世段階の基盤層となる。明瞭な掘方を

有 し、基盤層の低地に板石が敷設された礫敷遺構とは

性格を違える。基盤層を掘 り込み、下層に灰色系粘質

土を敷設した後にその上部に安山岩板石を設置する構

造が主体を占める。その性格は不明な点が多いが、こ

こでは足場固め的な地固めのための遺構と理解 してお

きたい。また、 S X c36は木柱を固定した可能性が高

く、他の不明遺構とは明らかに性格を違える。なお、

その使用石材や出土遺物の年代観は礫敷遺構と等しく、

同時期の所産といえる。

-35-



第 6節 近世遺物
1.I区 (C区 )

整地層 (第 113～ 115図 )

1～43は I区包含層から出土した遺物である。それ

ぞれ出土したレベルから1～ 11、 33γ38は第24図 3～

5層、 12γ 20、 39～42は 11～ 13層 、21～ 31、 43は 14～

23層 にそれぞれ対応する。

1.3～1.Om l・ 2は肥前系磁器である。 1は高台内無

釉の一重網目文碗である。1640～ 1650年代。 2は鉢で

ある。内外面に花奔文を認める。17世紀末～18世紀第

1四半期。 3～ 5は肥前系陶器である。 4はいわゆる

三島手の鉢である。 5は灰釉施釉後に鉄釉を流し掛け

し、二彩手となろう。高台は畳付を規則的に削 り込む

(剖 り高台)。 6は京 。信楽系陶器瓶ないし茶入れであ

る。底部は碁笥底を呈し、畳付から高台内は無釉であ

る。 7・ 8は備前陶器である。 8は底部内面に強いナ

デ調整を施し、円錐状に盛 り上がる。底面には「C」

字形の刻印を認める。 9。 10は土師質土器皿である。

いずれも底部切 り離し手法は回転糸切 りである。11は

瓦質焼成の亀山系鍋である。日縁部は体部直角に屈曲

し、端部に向けて顕著に肥厚する。体部内面には入念

な板ナデ調整を認める。

32～35は軒丸瓦である。32は丸瓦部も完存 し、全容

を窺うことができ、玉縁寄 りに釘穴を 1孔認める。32

・33は 巴の尾が長 く延び、圏線状に重なるが、前者は

巴径、珠文径が大きい。34・ 35は 巴の尾が比較的長 く

延びるが、圏線状をなさない。珠文径に差異を認める

が、その数は12個 と等 しい。36・ 37は 軒平瓦である。

中心飾 りはいずれも下向きの三葉文で、唐草は下向き

に2転する。38は平瓦である。狭端面に刻印を認める

(丸枠内に一)。

1.0～0.8m 12は 中国産青磁碗である。内面には片彫 り

の蓮弁文を認め、横田・森田分類龍泉窯系青磁碗 I一

2a類に該当する(横田 。森田1978、 以下中国産磁器青

磁 。白磁分類はこれに依拠する)。 13～ 15は肥前系陶器

である。14は見込み及び畳付に砂目を認める。15は い

わゆる呉器手碗である。高台内の扶 り込みが深 く、横

断面形状はアーチ状を呈する。16は 瀬戸・美濃系陶器

丸皿である。鉄釉を全面に施釉 し、見込み及び高台内

には輪 ドチ痕を認める。当遺跡出土の瀬戸・美濃系陶

器丸皿のなかで、鉄釉施釉製品は数点に留まる。17は

京・信楽系陶器碗である。高台内にはかすかな兜巾を

認める。18は備前摺鉢である。内面には斜め方向のス

リメを認め、乗岡編年近世 lb期の所産と考えられる

(乗岡2000、 以下備前摺鉢の年代観はこれに依拠する)。

口縁帯外面には縦方向の沈線を 1条認める。19・ 20は

外耳付き羽釜である。日縁部は短 く直立し、端部を水

平に収める。当遺跡では1261に比較的良好な遺存状況

を認めt全容を窺うことができる。

39～42は軒丸瓦である。39は珠文数が推定16個 と多

く、その径は小さい。巴の尾は細長 く延び、圏線状に

重なる。40～42の尾は長 く延びるが、圏線をなさない。

40は珠文径がやや大きく、その数は12個 に復元でき、

41・ 42は復元では14イ固になり、その径 も小さい。

O.8m以下 21～ 24は肥前系陶器である。21は下膨れの

形態を呈し、口縁部は強く外反する:外面には丸文を

認める。23・ 24は絵唐津である。斜格子文、草花文を

認める。25～27は瀬戸・美濃系陶器である。25は天目

碗である。体部下半の露胎部分には錆釉を施す。大窯

編年Ⅲ期の所産である(藤澤1993・ 2001、 以下瀬戸・美

濃系陶器 (大窯製品に限る)の年代観に関してはこれに

依拠する)。 26は丸皿である。全面に施釉を認め、高台

は付高台の可能性がある。志野か。27は志野織部向付

である。器高 3 cm前後を測る。28は施釉陶器皿である。

底部には回転糸切 り痕を認め、見込みには段を有する。

29は施釉陶器碗である。高台内の施釉を認め、畳付内

側には少量の砂が付着する。産地不明。30は土師質土

器摺鉢である。顕著な使用によリスリメは著しく摩耗

する。31は弥生土器である。下川津B類土器広口壺で

ある。内外面にはローリング痕を認める。

43は軒丸瓦である。巴頭は円形に肥厚 し、尾は長く

間延びするが圏線をなさない。

柱穴

IttS P c36(第 115図)44は瀬戸・美濃系陶器鉢な

いし皿である。端部は水平面を有し、内方へ小さく引

出す。

IttS P c18(第 115図 )45は肥前系陶器三島手の鉢で

ある。「十」を印花→白泥塗布で表現する。

IttS P c12(第 115図 )46は肥前系陶器皿である。内

底部と口縁部境に段を有 し、日縁部はかすかに内湾す

る。47は土製品である。用途不明。

IttS P c14(第 115図 )48は肥前系青磁碗である。日

縁端部は小さく外反する。

IttS P c48(第 115図 )49。 50は肥前系磁器である。

49は碗で、日縁部外面に縁文様に二重圏線と草花文を

描 く。50は小皿である6見込みには菊花文を認める。

高台を認めるが、施釉後に釉を掻き取る際に成形して

おり、畳付を有さない。51は肥前系陶器碗である。

IttS P c60(第 115図 )52は肥前系磁器皿である。日

径に比して高台径は小さく、見込みには草花文を認め

る。
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石垣

IttS Z c01裏 込 (第116図 )53～ 58は肥前系陶器であ

る。53～ 56は碗である。53・ 54は 回縁部が内湾気味に

立ち上がり、55。 56は端部手前で明瞭に外反する形態

を呈する。器形の差異に呼応 して、釉調も異なり、前

者はやや厚みのある暗緑色系の灰釉を施すが、後者は

釉厚が薄 く、オリーブ色系のガラス質釉調を呈する。

56は 1630～ 40年代に位置付けられる。57は溝縁皿であ

る。1630～ 40年代。59は瀬戸・美濃系陶器皿である。

高台内には輪 ドチ痕を認める。60は 同安窯系青磁皿で

ある。見込みには櫛状工具によるジグザグ状文と片彫

りによる文様を認め、底部の釉を掻き取る。横田・森

田分類同安窯系青磁皿 I-2類。下層遺構からの混入

品である。61は備前摺鉢である。日縁端部外方を下方

に引き出し、内側を上方へ摘み上げ、小さな口縁帯を

作 り出す。乗岡編年中世 4期の所産になろう。62は土

師質土器脚付甕である。底部は体部調整に後出する板

ナデ調整により丸みを有する。機能的には火鉢と想定

できるが、煤痕等の付着は認められない。63は飯蛸壺

である。

64は軒平瓦である。中心飾 りは不明となり、焼成は

不良である。瓦当縦幅 。文様区縦幅は狭 く、顎下端幅

は分厚い。65は鬼瓦である。外面には一重枠内に丸文

を彫 り込み、内面には顕著な掻き取 り痕跡を認める。

不明遺構

IttS X c01(第 116図 )66・ 67は肥前系陶器皿である。

いずれも日縁部は内湾気味に開く。68は瀬戸・美濃系

陶器丸碗である。内外面には鉄釉を施釉する。

IttS X c02(第 116図)69～ 71は肥前系磁器である。

69は器壁厚が薄く、いわゆる薄手の半球形碗となろう。

口銹を認める。69は 17世紀末～18世紀前半、70は 18世

紀前半の所産である。71は波佐見窯産の青磁皿である

(三股青磁窯産)。 脚を有 し、外面には印花を認める。

日縁部は型打で輪花となり、日縁端部は水平にカット

し、辰砂釉を施す (中 野1998)。 見込みには片彫 りによ

る芭蕉文を認める。1630～40年代。72は肥前系陶器刷

毛目鉢である。

溝状遺構

IttS D c01(CttS D05、 第116図 )73は瓦質焙烙な

いし亀山系鍋である。内耳には明瞭な穿孔を認める。

口縁部は体部から直角に屈曲し、端部にかけて漸次肥

厚する。

IttS D c03(CttS D04、 第117図 )74・ 75は肥前系

陶器皿である。前者は溝縁皿、後者は内湾気味に立ち

上がり、日縁部が輪花を呈する。76・ 77は土師質土器

小皿である。77の底部には回転糸切り痕を認め、底部

から体部への屈曲が不明瞭である。

IttS D c04(CttS D06、 第117図 )78は備前杯であ

る。底部には回転糸切 りによる切 り離 し手法を認め、

日縁部は短 く直立した後、大きく開く。

IttS D c02裏 込(CttS D02裏 込め、第117図 )79は
肥前系磁器碗である。薄手の半球形碗である。17世紀

末～18世紀第 1四半期。80は肥前系青磁碗である。17

世紀中葉～末。81は肥前系陶器皿。絵唐津。

Itts p c02埋 土(CttS D02埋 土、第117図)82～84

は肥前系磁器碗である。82は外面に一重網目文を認め

る。1650～ 60年代。84は外面及び口縁部内面に鉄釉、

内面下半には透明釉を施釉する。85は肥前系青磁天目

台である。外面には2条突線を2段認める。86は肥前

系陶器碗である。87・ 88は肥前系陶器皿である。87は

鉄絵を認める絵唐津、88は溝縁皿である。89は施釉陶

器皿である。底部には回転糸切 り痕を認める。外面下

半は無釉となる。産地不明。90は土師質土器小皿であ

ろう。91は土師質土器小皿である。日縁端部内外面に

は煤の付着を認め、灯明具としての機能が窺える。

92・ 93は軒平瓦である。92は上向きの三葉文を中心

飾 りとし、唐草は2転する。93の 中心飾 りは不明であ

るが、唐草は2転する。いずれも瓦当縦幅 。文様区縦

幅が狭 く、顎の高さは極めて低い。

IttS D c06(CttS D03、 第117図 )94は肥前系磁器

小杯である。数条の鏑間に「寿」を描 く。1630～40年

代。95は肥前系磁器皿である。1630～ 50年代。96は土

師質土器摺鉢である。口縁端部を内側に折 り曲げ、体

部境が小さく突出する。胎土中には微細な雲母粒を多

く含む。

97は 軒丸瓦である。巴頭は大きく、尾は長 く延び、

圏線状をなす。珠文径はやや大きく、珠文数は12を 数

える。98は軒平瓦である。中心飾 りは巴文様をなし、

唐草は細長 く延び(2転する。文様区は瓦当の中心に

は位置せず、やや下方に下がる。

IttS D o05(CttS D07、 第117図 )99は軒丸瓦であ

る。巴頭は円形をなし、尾は極めて細長 く延びる。珠

文数は17個 に復元できる。内面にはコビキを認める。

I区 S D c02南端を覆う自色粘質土 (第 118図 )100。
101は軒丸瓦である。100は 巴頭が半球状をなし、尾は

巴頭付近から極めて細い。珠文は12個 に復元でき、そ

の径はやや小さい。101は 巴頭が板状となり、尾はにぶ

く延びる。珠文径は小さく、その数は12個 に復元でき

る。筒部には2孔の釘穴、内面には布目→鉄線切 り痕

跡を認める。102は軒込瓦である。菊花文。103は軒桟
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瓦丸瓦部である。巴文。瓦当面及び外面にはキラコ(雲

母粉)の塗布を認める。104・ 105は軒平瓦である。いず

れも中心飾 りは不明である。

土坑

IttS K c01(S Z02(S Pll)、 第118図)107は肥前

系磁器碗である。外面には縁文様として二重圏線、主

文様として五弁花 (桜か)他を描 く。17世紀末～18世紀

前半。108は肥前系磁器皿である。高台径は口径に比し

て小さく、見込みには紗綾形文を認める。1630～40年

代。109は土師質土器小皿である。口縁部は短く内湾気

味に立ち上がり、底部切 り離しは回転糸切 り手法によ

る。見込みは回転ナデ調整後のナデ調整を認める。

2口 I区 (Bl・ 5区 )

整地層 (第 119～ 124図 )

110～ 201は整地層出土遺物である。それぞれ出土レ

ベルや遺構との関係から、110～ 124、 186～ 189が第32

図 4・ 5・ 7～ 9。 32・ 33・ 39～ 46層、125～ 141、 190

～193が第32図 8。 9層 からの出土となり、143・ 144、

194は層位との対応は不明である。145～ 147が第32図 15

～29層、 148～ 157、 195～ 198、 158～ 184、 199～ 201も

第32図 15～ 29層 から出土したと考えられる。

1.3～ 1.lm l10～ 114は 肥前系磁器である。110は 蓋物

と考える。外面には草花文を描き、高台脇には鋸歯文

を認める。18世紀前半。111は 紅皿である。型押成形の

ため外面露胎部分にはシワを認める。112～ 114は 蛇の

目凹形高台の皿である。112は 高台高が低 く、113・ 114

は高い。112は 口縁部内面に亀甲文ほか、113は見込み

に竹・笹文を描き、高台内に「或化年製」の款銘を認

める。114は 型打成形による菊花皿である。見込みには

足付きハマの目跡を認める(4箇所)。 それぞれ19世紀

前半、1770～ 1810年代、19世紀前半～幕末の製作年代

が与えられる。115は 瀬戸・美濃系磁器手塩皿である。

高台平面形状は正方形を呈し、糸切成形であることが

窺える。見込みには五弁花、日縁部内面には紗綾形文

を認める。19世紀後半以降の所産である。116・ 117は

京 。信楽系陶器碗である。116は半筒形碗と考えられる。

117は 京・信楽系陶器とするには違和感のある器形であ

る。産地不明とした方が適切であろう。118は京 。信楽

系陶器蓋である。外面のみ灰釉を施釉する。119は瀬戸

・美濃系陶器甕であろう。外面及び口縁部内面には灰

釉、体部内面には鉄釉を認める。120は 京・信楽系陶器

皿ないし盤である。胎土は灰白色系の色調を呈し、素

地は級密でまったりした質感である。釉調は灰白色系

の色調を呈し、やや厚 く施釉 し、ねっとりした質感と

なる。内面には色は消失するものの三葉葵の上絵付け

を認め、理兵衛焼の可能性が想定できる(飯田町遺跡調

査会1995)。 さらに、その痕跡から縁取りがある可能性

が想定でき、当遺跡出土の215・ 262、 高松城跡 (西の九

町B地区)出土の851の例から赤を主体とし、金の縁取

りを行った可能性が高い(佐藤2003刊行予定)。 121は軟

質施釉陶器皿である。灰白色系の極めて緻密な胎土が

選択される。内面には草花文・渦文が型成形で表現さ

れ、内外面に淡い緑色系の釉 (緑釉 ?)を施す。ここで

は源内焼の可能性を想定しておきたい。高松城跡(西の

丸町)を 除く県内の報告例では、空港跡地遺跡Ⅲ・574

が挙げられるに過ぎない(森下友1998)。 なお、121は こ

れに胎土 。釉調等が酷似している。122は備前灯明皿で

ある。123は備前摺鉢である。口縁端部は三角形状を呈

し、日縁帯外面には凹線を2条認める。残存部位によ

る限り、スリメ間隔は 2 cm前後を測る。乗岡編年近世

2a期の所産であろう。124は 瓦質土器羽釜である。日
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縁部は内湾し、端部を丸 く収める。横方向に延びる外

耳を認め、上孔径 3 nlm、 下孔径 211mの穿孔を2孔認め

る。高松城跡 (西の丸町)C地区では、横方向の外耳を

有する羽釜の出土例はこの 1点 に留まる。県内の類例

としては、管見では川南 。東遺跡S X200ズ大嶋2000)、

空港跡地遺跡ⅣS D f97(佐藤2000)、 龍川五条遺跡Ⅱ

S E03(森下英ほか1998)の みである。

186～ 188は軒丸瓦である。186・ 187は 巴の尾が細長

く延び、圏線状に重なる。186は 巴径がやや大きく、そ

の数は11な いし12個 となり、187は径力測 さヽく、16個 に

復元できる。188は 巴文 。珠文ともに厚みを有し、瓦当

面にはキラコの塗布を認める。189は 軒平瓦である。中

心飾 りは菱形文となる。

S D c07・ 09間第 1整地面再整地層 125～ 132は肥前

系磁器である。125～ 128は碗である。125は 白磁碗で、

口銹を認める。内面には梅花文を上絵付けする。17世

紀末～18世紀前半。127は高台が「八字形」に開く碗で、

見込みには源氏香、高台脇には「∃」文を連続して描

く。1760～ 90年代。128は 地方窯産の製品で、厳密な意

味での肥前系磁器となる。1820～ 60年代。129は肥前系

磁器蓋物である。外面区画文内には「卍字形」文、四

方欅文を認める。18世紀後半。130は広東碗蓋である。

把手内には草花文を描 く。1780～ 1820年代。131は 白磁

瓶蓋である。18世紀代。132は皿である。高台は口径に

比して小さく、口縁部は底部から立ち上がった後、さ

らに開く。見込みには牡丹文を認める。1630～ 40年代。

133～ 135は肥前系陶器である。133は呉器手碗である。

高台横断面はアーチ状を呈する。134は溝縁皿である。

135は砂目皿である。畳付には砂目が溶着し、その剥離

痕も認める。136・ 137は 京・信楽系陶器碗である。136

は外面に笹葉文を上絵付けし、高台内に「蘭」 ?の墨

書を認める。138は施釉陶器鉢である。139は瀬戸 :美

濃系磁器端反碗である。140は備前灯明皿である。仕切

板が口縁部より低い形態を呈し、日縁端部外面にのみ

塗土を施す。141は施釉陶器人形である。前後型合わせ

成形で、全面に透明釉ないし灰釉を施釉する。行司を

モチーフにしたと考えられ、手には軍配を持つ。142は

土師質土器摺鉢である。

190・ 191は 軒丸瓦である。190は 巴頭から尾への移行

が不明瞭で、尾は巻き込み気味に延びる。191は 大きい

巴頭から尾は短 く巻き込み、珠文径は大きい。瓦当面

にはキラコの塗布、丸瓦部内面にはゴザロ→刺 し子な

いし内叩き痕を認める。192・ 193は軒平瓦である。192

は半裁花菱文を中心飾 りとし、二重線の唐草が 2転す

る。193は 四葉文を中心飾りとし、唐草は2転する。い

ずれもキラコの塗布を認める。

1.1～ 1.Om 143は 肥前系磁器皿である。日縁部は外反

し、端部は呉須の口銹である。内面には牡丹唐草文、

外面には唐草文を手描きで描 く。18世紀前半。144は肥

前系陶器溝縁皿である。顕著な焼き歪みを認める。

194は軒丸瓦である。巴の尾は長く延び、圏線状に巻

き込む。珠文数は14を 数え、その径は小さい。

1.lm以下 145は 肥前系陶器溝縁皿である。畳付を含

め灰釉を全面施釉 し、見込み及び畳付には3箇所の砂

目を認める。日縁部は端部手前で水平ないしわずかに

垂下気味に収める。146は 土師質土器杯である。日径

11.4cmを 測り、底部と体部境が不明瞭である。底部には

粗い回転糸切 り痕を認める。日縁部を中心に煤痕が付

着する。147は 焼塩壺である。日縁部内面に強いナデ調

整によって面を有する。器表面は内外面ともに二次焼

成による剥落が顕著である。

1.0～ 0.8m 148は 洋州窯系青花碗である。磁器質な胎

土で、分厚い透明釉を全面施釉する。畳付全面には粗

い砂の付着を認める。見込みには二圏線内に変形丸文、

外面には花奔文を描 く。149は 中国産白磁皿 (津州窯系)

である。橙色の色調を呈する陶器質な胎土で、分厚い

釉を施釉する。150は肥前系磁器皿である。高台径力Ⅵヽ

さく、畳付から高台内には顕著な砂の付着を認める。

器表面及び断面は灰黄褐色系の色調を呈する焼成不良

品である。151は肥前系陶器皿である。見込みには簡略

化 した植物文様を描 く。絵唐津。畳付には回転糸切 り

痕跡を認める。152は 京・信楽系陶器香炉である。日径

7.2cmを測る小型品で、外面には円形浮文を配し、一条

沈線を施す。また銹絵染付による若松文を認める。153

は京・信楽系陶器異形器形である。鉢状器形として図

化したが、脚台部端の可能性も残る。胎土素地は級密

であるが、気泡を認める。口縁部上端面には重ね積み

による溶着痕が確認できる。胎土の特徴が、飯田町遺

跡鏡台の一部に酷似 してお頃飯田町遺跡調査会1995)、

理兵衛焼の可能性を考慮 している。154は 焼締陶器鉢で

ある。胎土の特徴から信楽焼の可能性を想定している。

155～ 157は土師質土器深鉢であろう。内湾する体部か

ら口縁部を内方へ折 り返し、その境に明瞭な突出部を

認める。いずれも胎土中に雲母粒を多 く含有する。な

お、156は 1127に 図化した外耳付き鍋の可能性も考慮す

る必要があり、体部外面には煤痕がほぼ全面に付着す

る。

195～ 197は軒丸瓦である。195。 196は円形をなす巴

頭から尾は延びるが、圏線を指向しない。珠文数は12

を数え、その径 もほぼ等しいが、尾を巻 く方向に差異

を認める。197は 巴頭と尾境が不明瞭であるが、尾は細

長 く延びる。珠文径はやや小さく、その数は13個 に復

元できる。198は軒平瓦である。中心飾 りは四葉文で、

唐草は上下に2転する。

O.8m以下 158。 159は瀬戸・美濃系陶器皿である。158
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の回縁部は2段階に開き、端部を上方へ小さく摘み上

げる。159は底部片である。高台内には輪 ドチ痕を認め

る。いずれも大窯Ⅲ期の所産であろう。160は肥前系陶

器碗である。畳付周辺のみ釉を掻き取 り、砂が付着す

る。161～ 164は 輸入磁器である。161は 同安窯系青磁碗

である。内面には櫛状工具とヘラ彫 りによる花文、外

面には櫛状工具による施文を認め、横田・森田分類 I

-lb類 に該当する。下層遺構からの混入と考える。

162は 中国産青磁碗である。畳付を含め厚 く施釉し、高

台内の一部のみ無釉となる。高台内には直径 3 cm弱 の

窯道具痕跡を認める。163は 津州窯系青花碗である。灰

白色の磁器質胎土で、見込みには人物像を描 く。高台

内は無釉であるが、畳付の釉は施釉後に掻き取る。164

は景徳鎮窯系青花皿である。器壁は薄く、シヤープで、

透明感のある釉を施釉する。高台内を含め全面施釉で

あるが、畳付の釉は外側のみ掻き取る。見込みには波

文をややくすんだ明青色の呉須で描 く。1590～ 1630年

代。165～ 167は 肥前系磁器碗である。165は外面に折枝

文を認める。18世紀前半。166は外面縁文様に二重圏線

を認め、17世紀後半に位置付けられる。167は外面に蛸

唐草を描 く。1730～ 60年代。168は肥前系青磁瓶である。

碁笥底となり、外面は畳付を除き全面に青磁釉を施釉

する。1630～ 40年代。169は 肥前系陶器碗である。口縁

部は直線的にタト傾し、端部を小さく外反させる。170～

175は備前陶器である。170～ 173は摺鉢である。口縁部

形態やスリメの施文状況、色調等から乗岡編年との対

応関係を記すと、170は近世 lb期、172は 近世 2b～
3a期、173は 近世 3期 にそれぞれ該当しよう。174は

甕とした。底部には窯詰めの痕跡を示すであろう色調

の違いを認める。175は小瓶とした。底面には入念な板

ナデ調整を認める。176～ 178は 焼締陶器である。176は

瓶である。体部下半に最大径を有 し、それより上半は

カキメ、下半はナデ調整を施す。福岡～中国地方産の

可能性が高く、17世紀～18世紀前半の所産である。177

は瓶であろう。底部には回転糸切 り痕を認め、備前焼

の可能性が高い。178は摺鉢である。体部は内湾し、端

部手前で強く外方へ折 り曲げる。スリメ単位は不明で

あるが、スリメ間隔は1.5cmを測る。179は施釉陶器鉢

である。内面体部と口縁部境及び外面下半は無釉であ

る。180は施釉陶器甕である。混入品か。181は 土師質

土器杯である。底部厚が l cm前後と分厚 く、底面には

静止糸切 り痕を認める。182・ 183は 土師質土器外耳付

き鍋である。日縁部と体部境外面に鍔状の突出を認め、

その一部を引き延ばし、外耳を形成する。さらにその

上端から斜め方向に径 2 cm弱の円孔を穿つ形態となる。

いずれも胎土中には雲母粒を一定量含有する。佐藤分

類では土師質土器鍋A形式に該当する(佐藤2003刊行予

定):184は瓦質土器内耳付き鍋である。日縁部はボー

ル状の体部から強く屈曲し、端部に向けて漸次肥厚す

る。端部は斜め下方へ小さく引き出し、́面を有する。

在地産焙烙に比して内耳は頑丈かつ穿孔も明瞭で、径

8 nlm前 後を測る。佐藤分類では「亀山系土器鍋」に該

当する。185は土師質土器鉢である。底部は碁笥底を呈

し、底面中央に径 2 cm前後の円孔を有する。植木鉢と

しての機能が想定できよう。

199・ 200は軒丸瓦である。199は 巴の尾が極めて細長

く延び、圏線状に連なる。瓦当面に占める文様区の比

率がやや小さく、縁部幅が広い。200は円形状をなす巴

頭から尾は細 く延びる。珠文径は大きく、その数は12

を数える。201は丸瓦である。内容は不明であるが、外

面にはヘラ彫 りによる文字、内面にはコビキA手法を

認める。

溝状遺構

Ⅱ区 S D o08埋土(B5区 S D01埋土中、第124図 )

202～ 208は肥前系磁器である。202～ 206は碗である。

いずれも器壁厚が薄く、いわゆるU字形高台碗ないし

薄手の半球形碗となろう(堀 内1997)。 202は外面に藤花

文を描 くが、花房のみコンニャク印判の使用を認め、

手描きと印判を併用する。203の文様にも手描きと印判

のfiF用 を認める。204は高台内に「○〇年製」の款銘を

認める。205は 口銹となり、外面には渦草文を認める。

206は腰部の張 りが弱い器形である。高台内には「太明

年製」の款銘を認める。207は小杯とした。日縁部は2

段に開き、端部を小さく外反させる。外面には草花文

を描く。208は香炉である。日縁部は内側に鋭く折り返

し、端部は遺存しないが、先細る形態となろう。内面

下半は無釉で、外面には縁文様 として二重圏線を認め

る。209。 210は京・信楽系陶器碗である。209は型成形

の蓮碗である。蓮葉は3段構成で、はす違いに配置す

る。葉の上端を小さく突起させ、さらに葉脈も表現す

る。口縁端部には 3 nlm間 隔での刻目も認め、灰釉を高

台外側面にも施釉する。類例として、高松城跡 (西の丸

町)B地区報文番号724がある(佐藤2003刊 行予定)。 細

片であるが、209に 酷似 した特徴を有する。また、高松

城跡 (東 ノ丸、香川県歴史博物館建設予定地地点)SD
08か ら出土した1777も 同一意匠として評価できる(北山

1999)。 しかし、器壁が厚い点、葉脈が表現されない点

に差異を認める。前者は高松城編年様相 5基準資料 (18

世紀前半、松本 。佐藤2001、 松本2002a、 以下高松城

編年についてはこれに依拠する)、 後者は年代幅のある

資料であるが、陶磁器の生産年代の大半は17世紀初頭、

18世紀前半に限られる。但 し、整地層の変遷等からは

幕末から明治時代に伴う遺構のようである。これら蓮

碗は管見による限り、全国的にも類例をみない。再度

土器を観察すると、畳付付近まで施釉する点に特徴を

見い出せる。こうした特徴は飯田町遺跡出土の理兵衛

焼にも認められる(飯田町遺跡調査会1995、 千代田区飯

田町遺跡調査会ほか2001)。 210は 口縁部が比較的長く

直立する形態を呈する。外面に竹文を上絵付けし、茎
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部を赤で表現する。笹葉部は消失しており不明である

が、緑ないし金であった可能性が高い。

Ⅲ区S D ё09埋土(Bl区 S D02埋土、第125図)211
～213は肥前系磁器である。211・ 212は一重網目文碗で

ある。前者は1650～ 60年代、後者は1630～ 60年代の所

産である。213は 皿である。見込みには草花文を描き、

平行線状の透彫 り(陰刻沈線)を 認める。214は肥前系陶

器刷毛目鉢である。高台は畳付の一部を残し、割 り込

む(剖 り高台)。 215は京 。信楽系陶器碗である。日径

16.6cmを 測る大型の碗である。腰部がやや細 く、日縁

部は小さく端反る。上絵は三葉葵である可能性が極め

て高 く、赤による枠線とその両脇を金で縁取る絵付け

を認める。灰白色の色調を呈し、磁器質な級密な胎土

である。216は備前摺鉢である。日縁帯はかろうじて板

状を呈し、内面には斜め方向のスリメを認める。乗岡

編年近世 lb期の所産である。217は 軒丸瓦である。巴

の尾は極めて細長 く延び、圏線状をなす。珠文径は大

きく、その数は14個 に復元できる。

礎石建物

IttS B c02(Bl区 S D02延長部、125図 )S D c09
延長部として取 り上げられているが、その後の検討の

結果、 S B c02に伴う一群と判断した。

218～ 221は肥前系磁器である。218～ 220は碗である。

218は外面には梅花文を基調とし、雪輪内に薄を描 く。

1690年代～18世紀前半。219は U字形高台碗(低 )で ある。

外面には蛸唐草文、見込みには五弁花を手描きで描き、

高台内には「大明成化年製」の款銘を認める。1730～

60年代。220は内面縁文様に二重圏線、外面には叩きに

よる染付を認める。1780～ 1840年代。221は 1630～ 50年

代に属する皿である。222は備前摺鉢である。日縁端部

は断面三角形状となり、内面の段も痕跡的となる。ス

リメは10条 1単位で、その間隔はスリメ端で l cmを 測

る。中位から底部にかけては使用による摩滅を認める。

乗岡編年近世 2b～ 3期の所産である。223・ 224は軒

丸瓦である。巴頭から尾はにぶく屈曲し、圏線状をな

す。224は 円形状の巴頭から尾は細長 く延びる。225・

226は軒平瓦である。225は上向きの三雲文、226は宝珠

文を中心飾 りとする。

IttS B c02(Bl区 S D02敷石部、第125図 )SDc
09敷石部として取 り上げられているが、その後の検討

の結果、 S B c02に伴う一群と判断した。

227は 肥前系陶器碗である。高台内に兜巾を認め、畳

付には回転糸切 り痕が遺存する。残存部位では外面の

施釉は確認できない。

IttS B c02(Bl区 S D02敷石部下、126図 )SDc
09敷石部下として取 り上げられているが、その後の検

討の結果(S B c02に 伴う一群と判断した。

228は津州窯系青花皿である。浅黄橙色の陶器質な胎

土に、黄色みを帯びた分厚い釉を施釉する。229～ 240

は肥前系磁器である。229～232は碗である。229の外面

には手描きによる松・竹文を認める。全体に呉須はぼ

やけるが、コンニャク印判使用に起因するものではな

い。18世紀前半。230は外面に蝶、231は 草花文を描 く。

いずれも18世紀前半～中葉。233は小杯である。高台内

には崩れ大明年製を認める。17世紀末～18世紀第 1四

半期。234～239は皿である。234は型成形による変形皿

である。内面には型紙摺 りを用いた草花文を認める。

1690～ 1730年代。235は芙蓉手の皿である。日縁部は直

線的に大きく開き、端部に向けて先細る。1640～ 60年

代。236は見込みに水草を認める。1640～ 60年代。237

は型打成形による輪花皿である。見込みに丁寧な草花

文を描 く上質製品である。1670～ 80年代。238は 口縁部

内面に手描き草花文とコンニャク印判による野菜文を

認め、外面には区画文、丸文内笹葉文を描 く。1690年

代～18世紀前半。239は 日縁部内面文様に墨弾きの技法

を用いる。1770～ 1810年代の所産であり、混入品と理

解できる。240は 白磁瓶蓋である。かえり部分にアルミ

ナ砂の塗布を認める。18世紀代。241。 242は肥前系陶

器である。241は碗である。見込みに3箇所、高台内に

2箇所の砂目を認める。242は溝縁皿である。243t245

は京 。信楽系陶器である。243は碗である。外面には上

絵は消失するが、若松文の上絵付けを認める。244は手

桶である。灰色系の釉をやや厚 く施 し、青色の釉下彩

を流し掛けする。胎土は灰色系の色調を呈し、級密さ

をやや欠く。同様の製品が滴翠美術館所蔵として、『日

本の美術No28京焼』に紹介されている(佐藤編1968)。

同書では理兵衛焼と紹介され、その内箱の蓋表に「仁

青写 手桶水指」という記載があると紹介されている

(中 央公論社1989)。 理兵衛焼の可能性を考慮 したいが、

実証性に欠 く。245は髪水入れである。246は備前摺鉢

である。13(14)条 1単位のスリメを認め、その間隔は

口縁部中位で l cm弱 を測る。247は土師質土器火消壺蓋

である。胎土申には雲母粒を比較的多 く含む。

溝状遺構

Ⅱ区S D o07(Bl区 S D01、 第127図 )248～ 256は月巴

前系磁器である。248～250は碗である。248は 白磁碗で

ある。仔細に観察したが、上絵は認められない。1670

年代～18世紀第 1四半期。249は器表面に顕著な貫入を

認め、外面には鳥(雁 ?)と 草花文を認める。250も 貫入

が激しく、外面に蘭・垣根 ?を描 く。いずれも17世紀

末～18世紀第 1四半期の所産である。251は小杯である。

外面にはコンニャク印判で桐文を押印する。18世紀前

半。252は 猪口である。日縁部外面には雨降り文を認め、

18世紀前半に位置付けられる。253は波佐見窯産青磁皿

である。日縁部は内湾気味に大きく開き、端部のみ強

く外反する。17世紀後半。254は 中皿である。底部から
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鈍く立ち上がり、端部手前で強く開く。端部には口銹

を認め、高台内にはハリ支え痕を 1箇所認める。見込

みには手描き五弁花、口縁部内面には墨弾きを用いた

花文、外面には輪郭線の明瞭な花唐草文をそれぞれ認

める。1690～ 1730年代。255は型打成形の輪花中皿であ

る(八角皿)。 日縁部は鈍 く立ち上がり、端部を小さく

外反させる。高台内中央にはハリ支え痕を認める。見

込みには五弁花、口縁部内面には梅に鶯、草花文をそ

れぞれ対置する位置に押印する。日縁部外面にも桐文

を認める。1690年代～18世紀初。256は見込みに葦を描

く。1670年代～18世紀初。釉には無数の気泡を認め、

黒色の粒が付着する点から、二次焼成を受けた可能性

が高い。257～ 260は肥前系陶器である。257は碗である。

日径に比して器高がやや低い形態を呈する。258～ 260

は皿である。258・ 259は砂目皿で、259。 260は溝縁皿

である。261・ 262は京 。信楽系陶器碗である。261は灰

色系の陶器質な胎土で、オリーブ灰色の灰釉を施釉す

る。釉肌を仔細に観察すると、釉内に無数の気泡を確

認することができる。器壁厚が厚 く、口縁部は直立し、

端部は先細る。上絵には注連縄文の可能性もあるシダ

を描き、葉は緑色、枝部には金色の上絵を用いる。262

は三葉葵の上絵付けを認め、赤を基調とし、輪郭線に

は金を用いる。淡黄色系の陶器質な胎土にクリーム色

系のやや厚い釉を施釉する。三葉葵の上絵という点か

ら理兵衛焼の可能性が高いと考えたいが、上絵がなけ

れば通常の京・信楽系陶器とは識別できない。263は備

前瓶であろう。日縁部は玉縁状を呈し、口縁部内面及

び外面には鉄釉を施す。264は施釉陶器鉢であろう。外

面には鉄釉、内面には灰釉を施釉 し、見込みには胎土

目らしき痕跡を認める。265は焼塩壺蓋である。

266は軒丸瓦である。巴頭から尾への移行は不明瞭

で、尾は短 く巻き込む。瓦当面にはキラコの塗布を認

める。267・ 268は軒平瓦である。いずれも中心飾 りは

不明である。269は軒込瓦である。

3口 Ⅲ区(B2～ 4区 )

整地層 (第 128～ 130図 )

270～ 303、 317～ 323は第43図 11～ 14層 、304～ 316(

324。 325は 第43図 15層 にそれぞれ対応する。

1.4～ 1.1(1.0)m 270～ 283は肥前系磁器である。270～

275は碗である。270は外面縁文様に二重圏線、主文様

に草花文、内面縁文様に一重圏線をそれぞれ描く。1650

～70年代。271は高台内無釉の青磁碗である。1630～ 40

年代。272は 見込みに蛇の目釉剥ぎ寸アルミナ砂の塗布

を認める。18世紀後半。273は外面に一重網目文、274

は外面に蛸唐草文、内面縁文様に四方欅文を認め、い

ずれも18世紀後半に位置付けられる。275は広東碗であ

る。高台脇には蓮弁文、口縁部内面には捻文を描 く。

1780～ 1820年代。276は蓋である。外面には「C字形」

を地詰文とし、草花文を散らす。天丼部内面には崩れ

松竹梅繋ぎ文を認める。1820～ 60年代。277は紅猪口、

278は 型押成形の超小型の紅皿である。後者は赤を用い

た 5条の横線文を上絵付けする。279・ 280は皿である。

280は 鉢状の器形を呈し、高台は三角形状を呈する。日

縁部外面及び見込みには草花文を描 く。18世紀前半。

281は 青磁火入れである。端部は内方べ肥厚し、玉縁状

を呈する。内面下半は無釉で、屈曲部には帯状に砂が

付着する。18世紀代。282は青磁油壺である。283は水

滴である。284・ 285は 瀬戸・美濃系磁器端反碗である。

284は 内面縁文様及び口縁部外面に形容し難い粗雑な文

様を認める。285は地詰文に草花文、扇窓内にも草花文

を描 く。1820～60年代。286・ 287は京・信楽系陶器碗

である。286は小杉碗である。明黄褐色の陶器質な胎土

で、灰黄色系の灰釉をやや厚 く施釉する6底部露胎部

分は赤橙色に発色する。287は端反碗である。内外面の

貫入が顕著である。288・ 289は 瀬戸・美濃系陶器であ

る。288は丸碗である。器壁が厚 く、胎土も級密さを欠

く。日縁部外面には「長の」を下絵で描 く。高台内に

は「テヌ」の墨書を認める。289は馬目皿である。290

は施釉陶器碗である。高台は細 く高い。畳付を除く全

面に赤黒色の鉄釉 ?を施釉する。混入の可能性も否め

ない。291は 軟質系施釉陶器摺鉢である。日縁部は外方

へ折 り返し、玉縁状をなす。全面にスリメを認め、ス

リメ間隔はない。スリメ端は日縁部横ナデ調整によつ

て失われる。全面に鉄釉を施釉する。292は施釉陶器鉢

である。把手部がかろうじて残存する。293は 備前灯明

皿である。底部には回転ヘラケズリ調整に先行する回

転糸切 り痕を認める。294・ 295は堺 。明石系摺鉢であ

る。294は顎下端を下方へ強く引き出し、日縁帯タト面に

は2条の凹線を施す。口縁部内面には凹線によつて形

成されたかすかな段を有する。見込みのスリメは「ウ

ールマーク」状ないし捻れた三角形状を呈する。なお、

顕著な使用によリスリメが消失する箇所も認める。白

神編年Ⅱ型式 2段階の所産であろう(白神1992、 以下堺
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。明石系摺鉢に関してはこれに依拠する)。 295は 口縁

部内面に明瞭な段を有する。白神編年Ⅱ型式に属する。

296は焼締陶器摺鉢底部片である。見込みには「 *」 の

スリメを認める。備前摺鉢の可能性が高い。297は焼締

陶器甕である。298は土製品仏像である。前後型合わせ

によると考えられるが、その痕跡は認められない。器

表面に胡粉(キ ラコ)の塗布を認める。299は土錘である。

300は 肥前系陶器鉢と考えたが、福岡～中国地方産の可

能性も残る。見込みには胎土目痕跡を認める。301は在

地産の瓦質焼成焙烙である。器高は高 く、ボール状の

器形を曇する。日縁部は水平方向に延び、端部をやや

垂下させる。302は土師質土器火鉢である。平面形は四

角形を呈し、四隅に脚を有する。側面には窓を認める。

303は碁石である。

317～ 321は軒丸瓦である。317は 巴頭が大きく、尾は

細長く延び、圏線状に連なる。珠文径は小さいが、そ

の数は11個 と少ない。318は巴頭からにぶく屈曲し、尾

に重なりは認めない。319は比較的大きい巴から強く屈

曲し、尾は短 く巻き込む。珠文径は大きく、その数は

12個 に復元できる。320は巴頭が極めて大きく、板状を

なす。尾は短 く、重なりはない。珠文は比較的小さく、

その数は12個 に復元できる。321は円形をなす巴頭から

尾は細長 く巻き込む。珠文径は大きく、9個 を数えるも

いずれもキラコの塗布は確認できない。322・ 323は軒

平瓦である。322は宝珠文を中心飾 りとし、上方に3転

し、下方にも2転する。平瓦部と瓦当部の接合部には

接合を容易にするために刻目を施す。

1.1(1.0)m以 下 304は津州窯系青花皿である。にぶい

黄橙色の陶器質な胎土に黄緑色を帯びた透明釉を厚 く

施す。305は瀬戸・美濃系磁器碗である。呉須はコバル

ト呉須で、染付はゴム印による。昭和前半に位置付け

られる。306は肥前系磁器蓋である。黒色呉須を用いた

ゴム印による施文を認め、昭和前半に位置付けられる。

307は肥前系磁器皿である。高台は二重高台となり、内

高台のみ無釉→アルミナ砂の塗布を認める。口縁部外

面 4方向に火焔宝珠文、見込みには龍文、宝珠文、日

縁部内面には雲文をコバル ト呉須で描 く。地方窯産。

明治 。大正期。調査精度と出土遺物が示す各層位の年

代決定が不明瞭である点を示すために敢えて掲載して

おく。308～310は肥前系陶器である。308は小杯である。

底部には回転糸切 り痕を認める。309は三島手の鉢であ

る。見込みには砂目を認める。310は T字形口縁の甕で

ある。311は京 。信楽系陶器碗である。淡黄色系の陶器

質な胎土で、外面には赤と緑と白(色 は消失)に よる半

裁菊花文を上絵付けする。312は 瀬戸・美濃系陶器蓋で

ある。天丼部外面には4条の沈線を認める。鉢ないし

行平鍋の蓋になろう。313は備前摺鉢であろう。日縁端

部内方を上方へ強く摘み上げ、外方を横方向へ引き出

し、日縁帯を作 り出す。外面は口縁部と体部境 (口縁部

下 3 cm)に 明瞭な重ね積み痕跡を認める。314は備前杯

である。重ね積み焼成により端部外面のみ色調が異な

る。315は土師質土器外耳付き鍋である。口縁部は体部

から連続 して内湾するが、外面境には鍔状の縁帯を有

する。かろうじて外耳が残存じ、その孔径は1.5cm前後

に復元できる。佐藤分類土師質土器鍋A形式。胎土中

には雲母粒を含有するが、その量は極めて少ない。316

は焼塩壺である。日縁部がすぼまり、内面に面を有す

る。内面は二次焼成による変色を認める。

324は軒丸瓦である。巴頭は円形をなさず、尾は極め

て細長 く延びる。珠文径は著しく小さく、珠文数は27

個前後に復元できる。瓦当面には離れ砂を認める。325

は軒平瓦である。瓦当に占める文様区の割合は極めて

小さく、幅1.3cm前後を測るに過ぎない。中心飾 りは不

明であるが、上向きに4転以上転 じる唐草を認める。

不明遺構

Ⅲ区S X c05(B3区 S X09、 第131図)326は肥前系

磁器碗である。小広東碗と考えられる。

土坑

Ⅲ区S K o02(B3区 S X04、 第131図 )327は肥前系

磁器猪口である。外面には竹文を描 く。328は京・信楽

系陶器端反碗である。329は備前灯明皿である。330は

土師質土器鉢である。体部は直線的に開き、口縁部を

肥厚させ、端部を水平に収める。側面下端には径 2 cm

強の穿孔を認めるが、残存部位では底部には穿孔は確

認できない。雲母粒を多量に含む特徴的な胎土である。

331は軒丸瓦である。巴頭は円形をなし、尾は短 く巻

き込み、珠文数は16個 を数える。瓦当面にはキラコの

塗布を認める。

Ⅲ区S K c03(B3区 S X05、 第131図)332は軒丸瓦

である。巴尾は長 く延び、圏線状に連なる。珠文数は

復元では12個 を数える。

柱穴

Ⅲ区S P c108(B3区 礎石 4、 第131図 )333は肥前系

磁器小広東碗である。見込みには抽象文 (蝉 ?)、 外面

には算本文を認める。

Ⅲ区S P clll(B3区 礎石 5、 第131図 )334は京 。信

楽系陶器碗であろう。器壁が厚 く、比較的厚 く施釉す

る。高台は剖 り高台となる。335は備前灯明皿である。

Ⅲ区S P c106(B3区 礎石 6、 第131図 )336は肥前系

磁器油壺肩部片であろう。外面には草花文を認める。

Ⅲ区S P c100(B2区 S P07、 第131図 )337は肥前系

磁器青磁碗である。口縁部は直立 し、端部は先細る。

338は小型有溝土錘である。

Ⅲ区S P c101(B2区 S P08、 第131図 )339は京 。信

楽系陶器灰吹であろう。外面には銹絵による折花文を
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認める。340は施釉陶器小瓶とした。胴部中央がわずか

に窪むが、備前人形徳利のように人形が付 くか、否か

は判断できない。341は施釉陶器瓶である。日縁部は玉

縁状を呈 し、外面及び口縁部内面には鉄釉を施釉する。

底体部境には幅 8 nlmを 測る面取 りを認める。

Ⅲ区S P cl12(B3区 S P03、 第131図 )342は肥前系

磁器筒形碗であろう。日縁部は直立し、端部は内倶1に

傾斜する。

血区S P cl17(B2区 S P05、 第131図 )343は施釉陶

器瓶である。玉縁状の口縁部で、341よ り光沢のある鉄

釉を施す。

土坑

Ⅲ区S K c04(B4区 S K03、 第132図)344は 中国産

青花碗 とした。不明瞭な呉須と光沢のある胎土から、

瀬戸・美濃系磁器の可能性も否定できない。345。 346

は肥前系磁器である。345は碗である。外面縁文様に二

重圏線を認める。346は仏飯器とした。畳付は無釉で、

アルミナ砂を全面に塗布する。

Ⅲ区S K o05(B4区 S K01、 第132図)347は軒丸瓦

である。巴頭は円形をなし、尾は細長 く延びる。珠文

径は大きく、 9個 を数える。

Ⅲ区S K c07(B2区 S K02、 第132図 )348～ 351は肥

前系磁器である。348・ 349は碗である。前者には二重

網目文を描き、18世紀後半の所産となる。349は撥高台

碗 (八字形に開く高台十腰張形碗)で、外面には草花文

を規則的に配置する。1770～ 1810年代。350はガヽ杯であ

る。外面には蛸唐草文、内面縁文様には四方欅文を描

く。18世紀後半。351は皿である。口縁端部は口銹とな

る。18世紀前半。352は瀬戸・美濃系陶器腰錆碗である。

口縁部外面には櫛描状の沈線を数条認める。353は焼締

陶器甕である。肩部外面にはカキメを入念に施し、外

面及び口縁部内面には塗土を認める。354は軒丸瓦であ

る。巴頭は円形をなし、尾は短 く巻き込む。胎土中の

赤色粒の粒径が大きく、その含有量もやや多い。

Ⅲ区S K c08(B3区 S K01、 第132図)355は施釉陶

器底部片である。外面には灰釉の可能性が高い釉を施

釉する。胎土や内面の色調は焼締陶器に酷似する。

Ⅲ区S K c09(B2区 S K01、 第132図)356は京・信

楽系陶器異形器形である。傾きは内面に残る稜ないし

ナデ調整から復元したが、天地の正否は明らかでない。

二次焼成を被るため元来の色調とは異なるが、胎土は

級密で、灰黄色の色調を呈する。釉は灰白色系の灰釉

を全面にやや厚 く施釉する。

4口 Ⅳ区(11・ 2区、1607区①②③)

整地層 (第 133図 )

357～ 361は 第 1面から第 2面への掘 り下げ中に出土

した遺物である。362～ 379は 第50図 5。 18・ 15層 に対

応するが、石垣が未確認の状況での取 り上げによるた

め、層位の年代を遺物の年代観が示さない。

1.1～ 0.9m 357は 肥前系磁器広東碗である。外面には

不賊文を認める。1780～ 1820年代。358は瀬戸・美濃系

陶器瓶掛である。日縁部外面にはソギを認める。全面

に施釉するが、口縁端部は敲打痕により、釉は剥落す

る。359は施釉陶器鉢である。日縁部は直立し、端部は

外方へ直角に屈曲する。口縁部には錆釉→掻取 (唐草

文)、 端部には灰緑色の釉を施釉する。近 。現代遺物の

混入の可能性も残る。360は堺・明石系摺鉢である。日

縁端部は断面三角形状を呈 し、内面にはわずかに段を

認める。白神編年Ⅱ型式の所産である。361は土師質土

器深鉢である。口縁部は内湾し、端部を内側に肥厚さ

せ、水平面を有する。内外面ともに顕著なローリング

痕を認める。

O.9～0.7m(0.9m以下)362～ 366・ 368・ 369は肥前系

磁器である。362～ 365は碗である。362の外面には窓内

梅花文を認める。363は外面に梅花文を描き、見込みに

は蛇の目釉剥ぎ→アルミナ砂塗布を認める。364は 外面

に二重網目文、内面に一重網目文 (斜格子文)、 見込み

に菊花文 (印判)を描 く。1700～ 50年代。365は端反碗で

ある。366は 蓋である。撥高台碗の蓋になろう。368は

小皿である。日縁部内面及び外面には鉄釉を施釉 し、

見込みには蝶を描き、透明釉を施釉する。鉄釉染付と

ここでは表現 しておくもなお、高台内は無釉である。

369は 皿である。高台は蛇の目凹形高台(低)で、見込み

には梅花文、口縁部内面には渦文他、口縁部外面には

源氏香他を認める。367は 関西系磁器端反碗蓋であろう。

呉須は淡青色の色調を呈し、ぼやけた印象が強い。外

面には桐文、雲文、雷文、天丼部内面には「成化年制」

め款銘、縁文様には雷文をそれぞれ描 く。なお、把手

内にも寿を抽象化 した款銘を認める。1820～ 60年代。

370は瀬戸・美濃系磁器端反碗である。文様構成は365

に共通するが、産地は異なる。1820～ 60年代。371は備

前系陶器鉢である。372は備前盤である。口縁部は短く

内湾し、端部は丸 く収める。底部には入念な板ナデ調

整を認める。373は 肥前系陶器刷毛目鉢である。見込み

に白泥による波状 。直線的な刷毛目を認める。374は土

師質土器十能である。受け部内面には煤が付着する。

石垣関連

V・ VttS Z o03裏込

(1102区 、 14区南側護岸裏込め、第134図 )

375は景徳鎮窯系青花皿である。見込みには宝文を描
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く(芙蓉手)。 二次焼成を受け、器表面に気泡を認める。

1590～ 1630年代。376・ 377・ 379は肥前系磁器である。

376は 一重網目文碗で、1650～ 60年代に位置付けられる。

377は青磁ないし染付皿である。17世紀中葉～末。379

は青磁碗である。日縁部は緩やかに開き、端部のみ小

さく外反する。1630～ 50年代。378・ 380は 肥前系陶器

である。378は小杯である。底部はわずかに高台を形成

するが、その決 り込みはやや浅く、砂及び釉が付着す

るため、現状では極めて浅くなる。17世紀前半。380は

壺である。高台は碁笥底を呈するが、扶 りは浅い。外

面上半及び内面下半には灰釉を施釉する。381は瀬戸 。

美濃系磁器端反碗である。幕末。382は瀬戸・美濃系陶

器蓋とした。突起状のつまみを有し、天丼部外面のみ

施釉する。底部内面には回転糸切 り痕を認める。383は

焼締陶器小壺ないし小瓶であろう。384は軒丸瓦である。

巴の尾は短 く巻き込み、珠文数は12個 を数える。385は

平瓦である。全面にキラコの塗布を認める。

Ⅳ区S Z c12裏込(11・ 2区、 1607区②③北護岸

裏込め、第134図 )

386・ 387は肥前系磁器である。386は青磁皿である。

内面にはヘラ彫 りによる施文を認める。1630～40年代。

387は 皿である。日縁部が大きく開く形態を呈する。

1630～ 40年代。388は信楽陶器甕である。外面には鉄釉

?を 施釉する。389は備前摺鉢である。スリメ間隔が広

い段階の所産である。390は土師質土器椀である。顕著

な摩滅 (ロ ーリング)を 受ける。391は土師質土器鍋であ

る。13世紀前半に属するであろう。器表面の摩滅は著

しい。392は軒丸瓦である。全面に顕著な摩耗を認める。

VttS Z c05周 辺(1102区立石周辺、第135図 )

393・ 394は肥前系磁器である。393は広東碗で、1780

～1820年代に位置付けられる。394は鉢であろう。日縁

部は緩やかに外反し、端部を横方向から下方に垂下さ

せる。18世紀後半～19世紀前半。395は備前鉢口縁部片

である。外面には「□」の刻印を認める。396は堺 。明

石系摺鉢である。日縁部内面には明瞭な段を有し、顎

下端を小さく拡張する。白神編年Ⅱ型式 2段階の所産

であろう。397は軒丸瓦である。円形をなす巴頭から尾

は円形に巻き込み、径の大きい珠文を12個認める。

Ⅳ区 S Z c03前面堆積土 (0.9～ -0.2m)(1102区 南

護岸前面堆積土 (0.9～ -0.2m)、 第135。 136図 )

398～ 406は肥前系磁器である。398～ 403は碗である。

398は薄手の半球形碗で、高台脇に連結輪状文を認める。

18世紀第 2四半期～18世紀後半。399は見込みに蛇の目

釉剥ぎを認めるくらわんか手の碗である。外面には蘭

を描 く。400はタト面文様に手描きとコンニャク印判を併

用する碗で、1690～ 1730年代に属する。401は小広東碗

である。見込み及び外面には草花文を認める。1770～

1810年代。402も 小広東碗になる可能性が高い。18世紀

末～19世紀前半。403は端反碗である。高台脇文様には

菱形文、外面には線描きの草花文、内面縁文様には雷

文を描 く。1820～ 60年代。4餌は異形器形である。体部

から連続する高台は八字形に強く開き、体部は直線的

に開く。見込みには明瞭な段を有 し、幾何学文、外面

には放射線状文を描 く。高台内にも幾何学文様を認め

る。1780～ 1810年代。405は青磁香炉である。三足を有

し、脚先端部は無釉である。残存 しないが、高台へ移

行する痕跡を認める。406は台皿である。高台高は1.6

cmと 高 く、日縁部は緩やかに開き、端部はさらに外反

する。日縁部内外面には八卦、見込みには人物像を認

める。18世紀後半。407は 京・信楽系陶器香炉である。

408は施釉陶器蓋である。内面には灰釉、外面には帯状

に淡い鉄釉を施釉する。外面には飛鉤痕を認める。409

は施釉陶器土瓶である。外面には丸彫 りによる斜め方

向の鏑と三足と考えられる形骸化 した脚を認める。外

面上半には極暗褐色、内面には暗褐色の鉄釉をそれぞ

れ施す。410。 411は備前灯明皿である。いずれも口径

は 8 cm前後であるが、前者は仕切板を有する。後者の

底部には回転ヘラケズリ調整に先行する回転糸切 り痕

を認める。412は瓦質土器羽釜である。鍔部は斜め下方

へ直線的に延び、端部を下方へ鋭 く引き出し、垂下さ

せる。底面に回転糸切 り痕を認め、底部外面及び内面

には丁寧な板ナデ調整を認める。日縁部外面には型成

形により文を陽刻する。

413・ 414は軒丸瓦である。413は 巴頭が大きく、尾は

極めて細長 く延び、圏線状をなす。珠文数は11個 に復

元できる。414は 巴頭が円形をなし、尾は短く、太 く巻

き込む。珠文径も大きく、 8個 を数える。415は軒平瓦

である。中心飾 りは半裁花菱文で、唐草は3転する。

肉厚なレリーフ状を呈し、キラコの塗布を認める。416

は円盤状木製品である。曲物の底部になる可能性が高

い。 2箇所の破損を認めるが、釘による修復を行って

いる。417は木製品組物部材であろう。上面両端及び突

部に木釘と考えられる痕跡があるが、機能は明らかで

ない。墨書を認めるが、識読できない。

Ⅳ区 S Z o03前面堆積土 (0.5～0.lm)(1102区南護

岸前面堆積土 (0.5～ 0.lm)、 第136図 )

418は産地不明磁器蓋である。焼き歪みはあるが口径

40cm前後を測る大型品で、把手を有する。内面外縁に

は 3 cm前後無釉の範囲があり、身との重ね積みによる

痕跡を認める。外面には雷文 。圏線で文様帯を形成し、

抽象化 した龍を描 く。肥前地域以外の地方窯産である。

18世紀後半～19世紀第 3四半期。

Ⅳ区S Z c12前面堆積土

(1102区北護岸前面堆積土、第137図 )

419は景徳鎮窯系青花碗底部片である。内外面及び断
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面は顕著なローリングを受ける。見込みには幾何学的

な花文、高台内には「大明成〇年製」の款銘を認める。

16世紀後半。420～423は肥前系磁器である。420は青磁

碗である。器表面の摩滅は激しく、元来の青磁釉の色

調は失われる。1630年代～17世紀末。421は猪口である。

外面には牡丹・蔓草文を認める。1780年代～19世紀前

半。422は鉢である。器表面及び断面の摩耗は著しい。

1630～ 50年代。423は青磁瓶である。碁笥底を呈し、体

部は底部から直線的に開く。内面にも油滴状に青磁釉

を認める。18世紀後半～19世紀前半。424は肥前系陶器

溝縁皿である。見込みには砂目を2箇所認める(復元で

は三箇所)。 425。 426は瀬戸・美濃系陶器内禿皿である。

前者は灰白色系、後者はオリーブ灰色系の色調を呈す

る灰釉を施釉する。大窯 3期の所産であろう。

427～ 430は 軒丸瓦である。いずれも巴の尾が細長 く

巻き込み、圏線状をなす。427,429は珠文数が17個前

後に復元でき、428・ 430は 12な いし13個 を数える。429

の瓦当には離れ砂を認める。

VttS Z c12004間 堆積土

(1607区③北側護岸と突堤間堆積土、第137図 )

431は淳州窯系青花皿である。日縁部は直線的に開き、

端部へ連続する。見込みには鏡 (段)を 有する。焼成温

度によるためか、呉須は青色には発色せず、赤橙色の

色調を呈する。畳付には粗い砂目(籾殻痕 ?)が付着す

る。1590～ 1630年代。432は備前摺鉢である。日縁部は

板作 りをわずかに留め、内面にはかすかな段を認める。

12条 1単位のスリメで、その間隔はスリメ端で l cm前

後を測る。乗岡編年近世 2b～ 3期の所産であろう。

433は軒平瓦である。中心飾 りは不明であるが、唐草

は上下に2転する。

Ⅳ区S Z o04検 出中

(1607区③突堤検出中、第138図 )

434は肥前系陶器呉器手碗である。高台の決 りは高台

脇とほぼ等しく、高台内中央がやや突出する。435は備

前摺鉢である。日縁帯はやや分厚い板状を呈し、内面

に明瞭な段を有する。乗岡編年近世 lbないし2a期
の所産であろう。436は土師質土器杯である。底部には

回転糸切 り痕を認め、底体部境が不明瞭である。黄白

色系の色調を呈し、胎土中には雲母粒の合有を認めな

い。

437は軒平瓦である。中心飾 りは宝珠文で、脇飾りを

認める。唐草は2転以上。

Ⅳ・VttS Z c03012検出中(1102区、 16・ 7区

②③南・北護岸検出中、第138図 )

438～ 441は肥前系磁器である。438・ 439は碗である。

438は外面に区画文と一重網目文を描き、魚 ?を認める。

439は高台内無釉の青磁碗である。高台タト傾1面から高台

内にはアルミナ砂の塗布を認める。440は青磁染付皿で

ある。高台径は小さく、高台内に砂の付着を認める。

441は 青磁台皿である。高台高は1.5cmと 高 く、畳付内

外には面取りを認める。442は肥前系陶器呉器手碗であ

る。高台横断面はアーチ状を呈し、扶 り込みは高台脇

と同じかやや深い。443は瀬戸・美濃系陶器水甕である。

見込みには胎土目を認める。444は瓦質焼成の焙烙であ

る。日縁部は水平方向に延び、端部を垂下気味に収め

る。

445～447は軒丸瓦である。445は 巴頭が不明瞭で、尾

は短 く巻き込む。珠文は小さく、その数は13個 に復元

できる。446・ 447は比較的明瞭な巴頭から尾は長く延

び、圏線状をなす。珠文数は前者が12個 、後者が11個

に復元できる。

Ⅳ区S Z o07008打 設木杭

(I区南護岸前面打設木杭、第139・ 140図 )

448～ 454は 木杭である。断面形状は方形が主体であ

るが、円形をなすものも含まれる(453・ 454)。 先端部

はちょうなによる加工を認め、先細る。その加工を観

察すると、角杭では隅角部分を削 り込み、4側面を加

工する一群 (450・ 451)、 その逆の行程を踏む一群 (449

0452)を認める。なお、貫穴を認める杭も含まれ(449

・452)、 柱材が転用された可能性が高い。

Ⅳ区S Z c13関連(1607区① A区護岸裏込め、裏込

石材検出中ほか、第141・ 142図 )

455～ 462は 肥前系磁器である。455～ 460は碗である。

455～ 458は コバル ト呉須を用いた型紙摺 りによる染付

がなされる。明治 。大正期。459。 460は コバルト呉須

のゴム印草花文を認め、460に は叩きによる施文もある。

明治 。大正期。461は蓋物である。外面にはコバルト呉

須と緑色の絵薬を用いた型紙摺 りによる草花文を描 く。

明治 。大正期。462は蛇の目凹形高台(低)の九皿である。

日縁部外面には丸文と源氏香が 3方向に交互に配する。

1780年代～19世紀第 1四半期。463は 関西系磁器小杯 (薄

手酒杯)である。日縁部は端部のみ端反る。見込みには

ゴム印の上絵で角枠に「大」の絵付けを認める。19世

紀後半。464は 肥前系磁器ないし関西系磁器碗である。

外面にはコバル ト呉須によリー重網目文を描 く。大正

～昭和。465は不明陶器碗である。外面には等間隔に鏑

状の段を認め、外表面にシワがある点から、型押成形

の可能性が考えられる。日縁部内外面には透明釉 ?を

施釉する。466～ 472は 軟質系施釉陶器である。466～ 467

は土瓶蓋である。466は外面に白泥を塗布し、櫛状工具

による放射線状文をコバル ト呉須で施した後、上絵 (鉄

絵)で その間隙に放射線状文を描 く。468は行平鍋ない

し鉢の蓋であろう。かえり部はなく、日縁部は天丼部

から連続し、外面に櫛描沈線を施す。469～ 471は土瓶

である。肩部に形態差を認めるが、にぶい黄橙色の胎
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土は共通する。472は器種不明であるが、受け部の存在

から土瓶になる可能性が高いであろう。内外面ともに

顕著な指押さえで成形され、体部内面のみ灰釉を施釉

する。指押さえには布圧痕を認める箇所 も存在する。

日縁部形態は異なるが、成形技法は当遺跡出±577に 酷

似する。473・ 474は施釉陶器甕である。473は T字形口

縁で、体部にカキメを認める。内外面に黒褐色の色調

を呈する釉 (鉄釉か)を 施釉する。大谷焼の可能性を考

えておきたい。42は 口縁部が玉縁状を呈し、内外面に

灰釉を施す。体部中位及び口縁部内面には白色の釉を

垂れ掛けする。475は京 。信楽系陶器香炉である。日縁

部は外傾気味に直立し、端部を内側に肥厚させる。胎

土は灰色系の色調を呈し、内外面には釉内に無数の気

泡を認める灰白色系のねっとりした灰釉を施釉する。

外面には色調は消失しているが、縁取 りのある唐草文

を上絵付けする。476は土師質土器火鉢と考えた。日縁

部は直立し、端部を外方へ折 り曲げ、口縁部は逆 L字

形を呈する。日縁端部には刻目文を施し、日縁部外面

には型成形による列点文と斜交文を陽刻文として表現

する。477は不明石製品である。長さ5.3cm、 径0.6cmを

測 り、数条の刻目を施す。材質は滑石と考えられ、両

端部に研磨痕ないし擦痕を認める点から火付け具=火

打ち石としての機能を想定しておきたい。

478～ 484は 軒丸瓦である。いずれも巴頭の肥大化・

扁平化が著しく、珠文も大きい。478を 除き瓦当面には

キラコの塗布を認める。485。 486は軒平瓦である。中

心飾りは半裁花菱文であろう。唐草は485が半肉状に盛

り上がり、486は 二重線によって表現される。486の 瓦

当面にはキラコの塗布を認める。487は軒込瓦である。

半肉状に盛 り上がる菊花文を瓦当文様とし、キラコの

塗布を認める。

488・ 489は 角礫凝灰岩製の石自の上自である。裏込

め石材からの出土であり、廃棄ないし転用されたと考

えられる。底面中央には下臼と組み合わせる窪みを認

め、横打込穴を一対認める。いずれも度重なる使用に

より底面の摩滅は著しく、溝の有無は判断できない。

Ⅳ区 S Z c13上面堆積土(0.8m～ S Z o13上面)

(A区護岸上面堆積土(0.8m～護岸上面)、 第143図 )

490～ 494は肥前系磁器である。490。 491は外面にコ

バル ト呉須を用いた型紙摺 りによる草花文、見込みに

は松竹梅繋ぎ文を認める。492は青磁染付碗である。外

面には青磁釉を施釉 し、草花文の花文を自泥塗布→釉

下彩 (桃色)、 葉・茎を緑・にぶい赤褐色の上絵で表現

する。内面には染付による草花文を描き、透明釉を施

釉する。493は碗蓋である。外面には鋼板転写による桜

窓内に梅に鶯、扇窓内に松文を認める。494は蓋物であ

る。端部内面は無釉で、外面には型紙摺 りによる草花

文を認める。以上、明治 。大正期の所産である。495。

496は京・信楽系陶器である。495は異形器形である。

灰白色系の色調を呈する胎土で、胎土内にはわずかに

気泡を認める。釉はやや黄色味を帯びた灰釉を施釉す

る。496は香炉としたが、向付のような器形となる。胎

土・釉調は495に 近似する。497は焼塩壷である。外面

には指押さえ痕、内面には布圧痕を認める。

溝状遺構

VttS D c12(1102区 1.lm s D01、 第143図 )

498は肥前系磁器端反碗である。内外面には型紙摺 り

による草花文・輪宝文を認める。明治 。大正期。499は

瀬戸・美濃系磁器端反碗である。外面には放射線状文、

内面縁文様には圏線を染付ける。器表面には無数の気

泡を認め、二次焼成を受けたことが窺える。500は 京 。

信楽系陶器碗である。貫入が激しく、端反碗に復元で

きる。501は 土製品外型である。脚部前側の型と考えら

れる。前後型合わせ。502は 土製品脚部である。偶蹄類

の脚部と考えられる。前後型合わせ。

VttS D cll検出中

(1102区 S D02検 出中、第143図 )

503・ 504は 肥前系陶器碗である。503は見込み及び高

台内に砂日、畳付には回転糸切 り痕を認める。504は 呉

器手碗である。にぶい黄色系の色調を呈する灰釉を施

釉する。505は京・信楽系陶器灯明皿である。506は土

師質土器火鉢である。底径11.4cmを 測り、三足と考えら

れる脚を有する。体部倶1面 には窓を有 し、端部に煤痕

の付着を認める8胎土中には多量の雲母粒 と角閃石を

含み、いわゆる下川津 B類土器の胎土と酷似する。

507～ 509は軒平瓦である。507は中心飾りに宝珠文を

配し、細い唐草が 3転する。

不明遺構

Ⅳ区S X o07(1102区 0.9m s X01、 第143図 )

510は 肥前系磁器碗である。18世紀後半～19世紀第 1

四半期。511・ 512は京・信楽系陶器である。511は 小碗

である。512は 端反碗である。灰白色系の磁器質な胎土

が選択される。513は 土師質土器小皿である。底部は回

転ヘラ切 りであり、下層遺構からの混入品と考えられ

よう。514は土製品外型である。

柱穴

Ⅳ区S P c193(1112区1.lm S P04、 第143図 )

515は 肥前系磁器端反碗である。外面には一重斜格子

文、内面縁文様には多重圏線及び縦線文を描 く。1820

～60年代。

VttS P c209(1102区 1.lms P28、 第143図 )

516は施釉陶器瓶である。大谷焼の可能性が高い。
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5.V区 (13・ 4区 )

整地層 (第 144図 )

517～ 529は 第64図 12～ 22層、530・ 531は 5～ 10層 に

ほぼ対応すると考えられる。

VttS X c09東 側整地層

(1304区 S Z01東側整地層)

517～ 522は肥前系磁器である。517・ 518は粗製のく

らわんか手の碗である。517は見込みには印判五弁花、

外面には草花文 。笹文を認める。18世紀後半。519は 蓋

物である。高台高は低 く、腰張 り気味となる。外面に

は氷裂文を地文とした菊花文散らしを認める。18世紀

後半。520は 小広東碗である。見込みには松樹文を描 くも

ガラス焼継の痕跡を認め、高台内には焼継材と同じ原

料を用い、「ヒ」という文字を描 く。焼継師による受注

後の混乱を避けるための目印と考えたい (日 下2002)。

521は端反碗である。外面には多重圏線と扇文 ?を描 く。

砥部焼の可能性が高い。522は 青磁蓋物である。タト面に

は陽刻の蔓草文を認める。523は肥前系陶器皿である。

見込み及び畳付には砂目を4箇所認める。524は 施釉陶

器瓶である。体部外面には鉄釉、底部には灰釉を施釉

し、底部外面には窯詰めに用いた砂が付着する。産地

不明。525は京・信楽系陶器火入れないし香炉である。

526は 軟質系施釉陶器皿である。器高は 3 cmと 低 く、向

付のような器形を想定することができる。内面には指

押さえ、外面には型押成形による鏑と葉文を認める。

胎土には灰白色の極めて級密な素地が選択され、明黄

褐色に発色する灰釉を施す。

527～ 529は軒丸瓦である。527・ 528は珠文径が大き

く、瓦当面にはキラコの塗布を認めない。529は 巴頭が

比較的明瞭で、尾は大 く、短 く巻き込む。珠文径はや

や小さく、16個 を数える。キラコの塗布を認める。

V区 0.9m以上整地層(1304区 0.9m以上整地層 )

530は瀬戸・美濃系磁器端反碗である。531は平瓦で

ある。端面には「扇に丸」の刻印を認める。

不明遺構

VttS X c09裏込

(1304区 S Z01内 (裏込め)、 第144図 )

532～ 534は 肥前系磁器である。532は 高台高が比較的

高く、腰部の張りが弱い器形である。533は 白磁碗であ

る。日縁部は内湾し、端部に口銹を施す。534は 型打成

形の菊皿である。日径 8 cmを 測る小型品である。端部

には口銹を認める。18世紀末～19世紀前半。535は 施釉

陶器である。器種は不明であるが、外面に飛鉤→白泥

塗布→櫛描沈線文を施す点から行平鍋ないし土瓶の可

能性が高い。536は 瓦質大甕である。日縁部は直線的に

内傾 し、端部を内方へ折 り曲げる。日縁部内面には石

灰と考えられる付着物を認める。537は 土製品・五重塔

である。前後別作 りないし壁掛け用の製品で、中空で

ある。外型成形。538は 土製品外型である。器表面は橙

色の色調を呈し、501・ 514の ような浅黄橙色系の色調

とは異なる。

VttS X o08(13区 S X02、 第144図 )

539は 肥前系磁器広東碗である。外面には水草と魚文

が対置する。1780～ 1820年代。

VttS X o09外堀

(1304区 S Z01外堀、第145～ 148図 )

第64図 28・ 29層 からの出土遺物である。540～ 548は

肥前系磁器である。540～ 546は 碗である。540は 外面に

二重網目文、内面に一重網目文、見込みに印判菊花文

を描き、1700～ 50年代に位置付けられる。見込みには

上絵により「東○○」、外面にも文字風の絵付けを認め

る。541・ 542は広東碗である。前者には竹文、後者に

は区画内四方欅文を外面文様とする。1780～ 1820年代。

なお、541の見込みには傷隠し痕を認める。543・ 544は

端反碗である。543は 区画文内に松文、竹文を描き、遺

存しない箇所には梅文が描かれよう。544に は楼閣山水

文を描 く。1820～ 60年代。545は 白磁色絵碗である。高

台は比較的シヤープで、外方へ開き、腰張 り気味の器

形を呈する。見込みには「清」の款銘を染付け、清朝

磁器の影響を認める。外面には色絵による文様を認め

るが、内容は不明である。色絵の大多数は消失してい

るが、赤橙色と赤灰色の色調を認める。1770～ 1810年

代。546は 広東碗に類似する底部形態を呈する碗である。

外面に草文、見込みには十字花を認める。ガラス焼継

による補修が行われる。1780～ 1820年代。547・ 548は

広東碗蓋である。把手径が広 く、547は 外面文様に把手

内も同じキヤンパスとして、鳥と葦文を描き、天丼部

内面には草花文を描 く。M8は外面に枝(藁)東文を描く。

釉の発色が悪 く、オリーブ灰色系の色調を呈する。地

方窯産。19世紀前半。549～ 551は瀬戸・美濃系磁器端

反碗である。550は 外面対方向に菱形文を描き、見込み

には陰刻沈線で松竹梅文を描き、ダミ状の呉須を塗布

する。外面文様は後述する566・ 567に 共通する。552は

関西系磁器小杯 (薄手酒杯)で あるも高台内には「孝字

生一」 ?と 判読可能な染付を認める。553～ 555は瀬戸

・美濃系陶器碗である。553は 鎧茶碗で、体部外面に列

点状の痕跡を認める。内面及び口縁部外面には緑釉、

体部外面には錆釉を施釉する。554は 柳茶碗である。胎

土は淡黄色系の比較的緻密なもので、淡黄色系の灰釉

を施釉する。外面には抽象化した柳を認める。555は刷

毛目端反碗である。内面全面に白泥を塗布 し、外面に

は直線的な刷毛目文を認める。556は 京 :信楽系陶器碗

である。灰白色系の磁器質な胎土で灰色の灰釉を施釉

する。外面には高松藩筆頭家老であり、後述するが絵

図では調査地点がその屋敷地にも該当する大久保家の

-48-



家紋=上 り藤を上絵付けする。盛 り上がりのある上絵

で、現状での色調はオリーブ黒色を呈する。理兵衛焼

の可能性を考慮しておきたい。557は 軟質系施釉陶器碗

である。見込みには文字の可能性もある下絵を暗褐色

系の絵薬で描 くが、素焼きのみで本焼きは行われてい

ない。高台内中央には「破風高」の刻印を認め、理兵

衛焼であることが窺える。558～ 560は 萩焼である。558

は口径7.2cmを 測る小碗で、日縁部は直立し、端部のみ

小さく外反する。底部は明瞭な渦高台である。内面に

は藁灰釉を施釉 し、外面には灰釉と鉄釉のピラ掛けを

行う。559・ 560は天目形の碗である。口縁部は強く外

反し、外面体部下半のヘラケズリは深 く、手際がよい。

底部は渦高台となり、見込みにも強いナデ調整による

渦状の痕跡を認める。施釉は内外面ともに灰釉と藁灰

釉の掛け分けを行う。561は軟質施釉陶器小杯である。

底部には回転糸切 り調整を認め、底体部境に面を有 し、

口縁部は直立する。口縁部内面から外面には柿釉ない

し透明釉を施 し、日縁部外面には白泥による花文を認

める。562は 不明陶器碗である6胎土・器表面の質感等

は前述した465に酷似する。外面には「池田名物 祖谷

○ 清月○」という文字を型押成形で表現する。見込

みには重ね積み痕を認める。563・ 564は肥前系磁器皿

である。563は見込みに草文を描 く。19世紀初～幕末。

564は 蛇の目凹形高台(低)の皿である。見込みには三方

割銀杏を描 き、口縁部内面には丸文を均等割付する。

外面には草花文を認める。18世紀末～19世紀第 1四半

期。565～ 567は 瀬戸・美濃系磁器皿である。565は 口縁

端部が小さな玉縁状を呈し、見込みに楼閣山水文を描

く。566・ 567は見込みに菱形文を描 く同一意匠の皿で

あるが、前者は外面に圏線を認めるのに対 し、後者は

無文である。568は 肥前系磁器瓶である。タト面には草花

文を描 く。569は 肥前系陶器鉢と考えた。見込みにはそ

れぞれの間隔が等しい足付きハマの目跡を5箇所認め

る。高台内には墨書を認めるが、判読できない。570は

軟質系施釉陶器瓶であろう。上げ底を呈する底部から

強く開き、明瞭な稜線をもって体部は反 り気味に立ち

上がる。外面全面には緑色に発色する釉を施釉する。

胎土は灰白色系の色調を呈する粉っぽい級密な素地で

ある。571は軟質系施釉陶器台付鉢である。570と 酷似

する胎土を用い、内外面には灰黄色に発色する灰釉 ?

を施釉する。内外面ともに明瞭なナデ調整を施し、体

部下半には刻印 (内容不明)を 認める。572は 軟質系施釉

陶器蓋と考えた。内面は無釉で、外面には型押成形と

考えられる花文を認め、灰釉を施釉する6軟質系施釉

陶器把手と考えたが、京 。信楽系陶器の可能性も高い。

胎土は灰白色系の色調を呈し、外面には六弁花と唐草

文を押印する。釉下彩として花文には黄色と赤色、唐

草文には緑色の釉、全面に灰釉ないし透明釉を施釉す

る優品である。574は 軟質系施釉陶器で角柱とした。一

辺 2 cmの四角柱で、型成形と考えられる。浅黄橙色の

級密な胎土を用い、外面には緑色釉施釉後、赤漆を塗

布する。575は 京 。信楽系陶器火入れであろう。外面に

は施釉前に自泥を塗布 し、銹絵染付を認める高台は丁

寧な割 り高台である。576・ 577は施釉陶器鉢で、セッ

ト関係となる。576は 蓋で内面は顕著な指押さえ成形が

なされ、天丼部のみ施釉する。外面には布圧痕を認め、

三方に延びる把手を有する。577は 内外面ともに連続す

る指押さえ成形がなされ、口縁部と体部境を蓋受けと

する。578は 施釉陶器土瓶蓋である。外面全面に白泥を

塗布し、銹絵による草文を描き、緑色釉を落とし掛け

する。579・ 580は 軟質系施釉陶器蓋である。579は 円形

のつまみを有 し、かえりがつかない形態であろう。内

外面ともに柿釉を施す。鉢ないし行平鍋の蓋か。580は

土瓶蓋で、落とし蓋となる。外面のみ施釉 し、天丼部

内面には回転糸切 り痕を認める。581・ 582,586は備前

灯明皿である。581は 口縁部とほぼ等しい高さの仕切を

有する。底部外面には回転ヘラケズリ調整に先行する

回転糸切 り痕を認める。586に は仕切がなく、口径10.2

cmと やや大型である。582は型により花形に成形する。

底部は平底を呈し、内外面ともに塗土を認める。583は

堺 。明石系摺鉢である。口縁部は内面に明瞭な段を有

し、顎をわずかに肥厚させる。白神編年 I型式の所産

であろう。584は 備前摺鉢である。乗岡編年近世 3期の

所産であろう。585は 施釉陶器壺である。頸部は短 く直

立し、口縁部は外方へ強く屈曲する。外面にはオリー

ブ黒色の釉を流し掛けする。587は大甕である。口縁部

は内傾する体部から「く」字形に屈曲し、端部をさら

に内側に折 り曲げ、日縁部内側には粘土を充填する。

端部上端には2条の凹線を施す。588は 土師質土器火鉢

である。さなが一体化 した二重構造となり、日縁部内

面には舌状の受けを貼付する。日縁部外面には「○春

花○」の刻印を認める。なお、外面全面には白泥の塗

布を認める。589は土師質土器大甕である。口縁部は三

角形状に肥厚 し、日縁部下 2 cmに は粘土帯を貼付 し、

断続指ナデを施す。胎土中には少量ではあるが、角閃

石の含有を認める。590～ 592は 土製品である。590は人

物像で、前後型合わせによる成形後、剥落し前面のみ

が遺存する。591は 亀である。外型成形であるが、型合

わせは行われない。592は 祠堂である。斜め方向の型合

わせである。底部には穿孔、器表面には胡粉の塗布を

それぞれ認める。593は 不明土製品である。円柱状を呈

し、穿孔を認める。端面には「三十二文」の刻印を認

める。用途は不明である。594は 石製硯である。凝灰岩

製か。595は箸である。ガラス製か。

596～ 598は軒丸瓦である。596は 巴頭が円形をなし、

尾は細 く、短く巻き込む。597は 巴頭が不明瞭で、尾は

大く、短く巻き込む。598は 巴頭が不明瞭で、尾は短 く

巻き込む。珠文数はそれぞれ12・ 11・ 9を数える。597

にのみキラコの塗布を認める。599～ 608は軒平瓦であ

る(605は軒桟瓦)。 中心飾 りには宝珠文 (599・ 600)、 菊
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花文 (601・ 608)、 半裁花菱文 (602～ 606)、 幾何学的な

文様 (607)が ある。半裁花菱文の一群は唐草を二重線で

表現する602・ 603、 一重線で表現する604、 半肉状にレ

リーフする605・ 606に細分でき、いずれもキラコの塗

布を認める。また、中心飾 りを宝珠文とする599・ 600

にもキラコの塗布を認める。609は丸瓦である。玉縁に

は丸内に「い」の刻印を認める。610は 平瓦である。

609と 同じく丸内に「い」の刻印を認めるが、同一の刻

印ではない。

6由 Ⅵ区(A102区 )

整地層 (石垣関連、第149～ 151図 )

611～ 617、 625～ 632、 639～647は第67図 19～ 32層 (S

Z c13に 伴う整地層上層)、 618～ 624、 633～ 638は 33～

39層 (S Z c13に伴う整地層下層)に対応する。

Ⅵ区S Z c13に伴う整地層上層(A区整地層 a)

611は 肥前系磁器薄手の半球形碗である。18世紀第 2

・ 3四半期。612・ 613は瀬戸・美濃系磁器である。612

は端反碗である。端部は染付の口銹となり、外面には

鋼板転写による文様を認める。613は 紅皿である。口径

4。6cmを 測り、逆台形状の器形を呈し、日縁部は小さく

外反する。外面には鋼板により牡丹・蝶文を転写し、

「寒製紅」という商品名を認める。614は京 。信楽系陶

器蓋である。天丼部には上絵による梅花文を描 く。色

絵は消失するがその痕跡より、梅花には緑、枝には青

の絵薬を用いたと考えられる。615は 瀬戸・美濃系陶器

腰錆碗である。藤澤編年第 7な いし8小期の所産であ

ろう(藤澤1987)。 616は施釉陶器鉢である。日縁部は玉

縁状を呈し、残存部位全面に灰釉の施釉を認める。617

は土師質土器焙烙である。口縁部は横方向に延び、端

部は明瞭に垂下させる。

625～ 628は軒丸瓦である。625。 626は比較的明瞭な

巴頭から尾は細長く延び、圏線状をなす。625は珠文径

がやや小さい。627・ 628は 巴の尾が長 く巻き込むが、

圏線状にはならない。珠文数は626・ 627が12個 を数え、

625。 628は復元では11個 となる。629～ 632は軒平瓦で

ある。中心飾りにはバリエーシヨンを認め、巴文 (629)、

幾何学文 (630)、 菱形文 (631)、 木葉文 ?(632)がある。

Ⅵ区 S Z c13に伴う整地層下層(A区整地層 b)

618・ 619は肥前系磁器小杯である。618は 外面に草花

文、高台内に「福」 ?の款銘を認める。1660～ 1680年

代。619は 高台脇形状が天目碗形を呈し、内外面青磁釉

ないし透明釉を施釉するが、高台内は無釉となる。外

面にはノミ彫 り状の鏑を認める。1630～ 1650年代。620

は肥前系陶器呉器手碗である。621は京・信楽系陶器碗

である。高台径は5.lcmと 大きく、日縁部は直線的に外

傾する。渦高台。623・ 624は備前摺鉢である。いずれ

もスリメ間隔が狭 く、スリメ端における間隔は前者が

3 1nm、 後者が 8 nlm前後である。乗岡編年近世 3期の所

産であろう。624は土師質土器焙烙である。日縁端部は

下方へ強く垂下させる。

633～ 636は軒丸瓦である。633は巴の尾が長く巻き込

み、圏線状をなす。珠文数は10個 に復元できる。634～

636は巴の尾が圏線状に巻き込まない。637・ 638は軒平

瓦である。中心飾 りは637が菱形文、638が宝珠文であ

る。
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Ⅵ区S Z c13に伴う整地層上層(AttS K01)

639は 月巴前系磁器端反碗であろう。焼成不良のため胎

土は陶器質状を呈する。型紙摺 りによって外面には団

扇内に松竹梅文、青波文、見込みには花枝繋ぎ文 (菊花

か)を 認める。

640～644は 軒丸瓦である。巴の尾が圏線状をなす一

群となさない一群に大別できるが、珠文数はいずれも

12を 数え、瓦当面にはキラコの塗布を認めない。645～

647は軒平瓦である。645は 中心飾 りに上向きの三葉文

を認め、唐草は細 く、 2転以上する。646は巴文の周囲

に珠文を配した中心飾 りを認める。647は 明瞭な中心飾

りがなく、唐草と連動する。瓦当面上端には幅 8 mnlを

測る面取 りを認める。

土坑

Ⅵ区S K c15(AttS K03、 第151図 )

648・ 649は肥前系磁器撥高台碗・蓋である。いずれ

も外面には同じモチーフの梵字崩れ文を描き、セット

関係をなすと考えられる。1760～ 1790年代。650・ 651

は瀬戸・美濃系陶器で、いわゆる太白手と呼ばれるも

のである。650は 広東碗である。外面には簡略化 した草

花文 (菊花文か)を 認める。651は 皿である。いずれも18

世紀末～19世紀前半の所産である。652～ 656は京 。信

楽系陶器碗である。652は端反碗である。653は小杉碗

で、高台内に二重菱形文の墨書を認める。654～ 656は

灯明皿である。654は受け部がなく、見込みには足付き

ハマの目跡ないし3条 1セ ットの櫛目を認める。655。

656は 受け部を有する形態であるが、胎土や器形が異な

り、後者は富田吉金窯産の可能性が高い。657は施釉陶

器瓶 (徳利)である。胴部最大径は中位より下半に位置

し、明瞭な稜を有する。外面には鉄釉を施釉するが、

底面は無釉である。大谷焼の「棗」であろう。658は土

師質土器焙烙である。日径40cm前後を測 り、底部から

直線的に開き、日縁部付近で短 く直立し、口縁部は強

く開く。内耳は小さく痕跡的となり、穿孔も貫通せず、

その間隔も3 cm弱 と狭いι佐藤分類AI-4型 式に該

当する。659は土師質土器火鉢である。脚を有し、窓を

認める。外面には型成形による陽刻文を認めるが、内

容は不明である。660は土製品・笠持ち僧である。前後

型合わせによる成形がバリ痕から窺える。

661は 軒丸瓦である。巴頭は円形をなし、尾は細長く

延びる。珠文数は12個 に復元でき、瓦当面にはキラコ

の塗布を認める。662は軒平瓦である。中心飾 りは宝珠

文で、唐草は3転する。瓦当面にはキラコの塗布を認

める。

Ⅵ区S K c16(AttS X02、 第151図 )

663は 瀬戸・美濃系磁器端反碗である。高台脇が肉厚

で、底部は厚いが断面形状では高台内の扶 り込みは深

い。外面には丸文を描き、見込みには足付きハマの目

跡を認める。664は瀬戸・美濃系陶器水甕である。

不明遺構

Ⅵ区S X c12(A ttS X07、 第151図 )

665は瀬戸・美濃系磁器碗である。型紙摺 りによる花

文、輪宝繋ぎ文を認める。明治 。大正期。

Ⅵ区 S X c16(AttS X08、 第152図 )

666は肥前系磁器碗である。外面縁文様に一重圏線を

認める。667は施釉陶器土鍋である。口径10cm前後の小

型品で、外面の施床由範囲も狭い。668は 口径、肩の張り

力Ⅵ さヽく、肩部に把手を有する点から施釉陶器瓶とし

た。口縁部内面には蓋受けを有する。外面には白泥塗

布→鉄絵→透明釉施釉を認める。器形的には685の よう

に復元できる。669は土師質土器七厘であろう。日縁部

は直線的に内傾 し、端部外側に粘土紐を貼 り付け、口

縁帯を形成する。体部上半には径 7 cm前後の円孔を認

める。橙色の色調、雲母粒や赤色粒を一定量含む胎土

は659に酷似する。

Ⅵ区 S x c10(A tt S X09、 第152図 )

670・ 671は肥前系磁器白磁碗である。670は外面三方

に赤色の上絵による笹文を上絵付けする。18世紀前半。

671は 文字を外面に上絵付けする。上絵の色調は明赤褐

色と赤黒色がある。672・ 673は肥前系陶器京焼風陶器

鉢である。器形に顕著な差異は認められないが、前者

の見込みに描 く楼閣山水文の簡略化は著しい。672は 18

世紀前半、673は 1690年代～18世紀初頭に位置付けられ

る。674～676は瀬戸・美濃系磁器である。674は端反碗

である。コバル ト呉須の使用を認め、明治・大正期の

所産であることが窺える。675は小碗である。外面には

鋼板転写による易者・松文を認める。明治後半～大正

期。676は瓶 (徳利)である。外面には鳳凰 。桐文を銅板

により転写する。677～680は京 。信楽系陶器である。

677～ 679は京 。信楽系陶器碗である。677は腰の張りが

強い形態の碗で、高台は径の広い渦高台を呈する。胎

土は灰白色の色調を呈し、黒色粒を多 く含有する。内

面及び外面高台脇には自泥の塗布を認め、銹絵染付に

より簡略化した草花文を描 く。678は腰の張りが少なく、

口縁部にわずかに内湾傾向を認める。外面には三葉文

を緑色絵薬で上絵付けし、その脇に赤色絵薬による葉

文 ?も 認める。679は銹絵碗である。日縁部は比較的長

く延び、日径に比して高台径はやや小さい。680は小碗

である。外面施釉範囲は狭 く、日縁部のみ確認できる。

681は関西系陶器碗である。淡黄色の色調を呈する陶器

質な胎土で、透明釉施釉前に内外面ともに白泥を塗布

し、外面には草花文を描 く(下絵)。 体部には深い凹線

を施し、器形を屈曲させ、高台脇には指押さえを認め

る。682は軟質系施釉陶器酒杯とした。見込みには二重

線の「+」 の刻印を認め、日縁部内面には鳳凰 。桐文
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をヘラ彫 りする。外面には顕著な指押さえ→ナデ調整

を認める。内面にのみ施釉 し、一部緑灰色を呈する箇

所もある。なお、外面高台際には「○昇」の刻印があ

る。683は堺・明石系摺鉢である。顎がわずかに張 り、

内面に小さな段を有する点から、白神編年Ⅱ型式 2段

階に属すると考えられる。

Ⅵ区 S X c15(AttS X03、 第152図 )

684は肥前系磁器皿である。底部は蛇の目凹形高台(高 )

の八角皿である。内面及び口縁部外面には型紙摺 り、

コバル ト呉須による松竹梅文、青波文、唐草文を認め

る。明治 。大正期。685は施釉陶器瓶であろう。日縁部

内面には蓋受け、外面肩部上位には把手を有する。外

面文様部には白泥を施し、呉須 。銹絵・緑色絵薬を用

いた文様を描 く。

686は軒丸瓦である。瓦当面に占める文様区の比率が

低 く、周縁が幅広 くなる。瓦当面にはキラコの塗布を

認める。687は軒平瓦である。中心飾りは半肉状に盛り

上がる半裁花菱文で、瓦当面を含め、ほぼ全面にキラ

コの塗布を認める。

Ⅵ区 S X o13(AttS K08、 第153～ 158・ 161～ 168図 )

688～ 700は肥前系磁器碗類である。688～ 692は くら

わんか手である。688・ 689は 口径 8 cm前後を測る小碗

で、18世紀第 2。 3四半期に属する。690に は雪輪を含

む梅花文を描 く。691・ 692の見込みには蛇ノロ釉剥ぎ

後アルミナ砂を施し、重ね積みによる高台の溶着痕を

認める。690～ 692は 18世紀後半の所産である。693は薄

手の半球形碗である。高台脇には鋸歯文、外面には草

花文を描 く。18世紀前半。694。 695は高台が極めて高

く、断面形状がU字形を呈する碗である。694は高台端

部内面にはわずかながら面を認め、18世紀第 2・ 3四

半期の製作年代が与えられる。695は外面にデフォルメ

された竜と虎を交互に認める。文様構成から有田以外

の肥前系磁器であることが窺える。18世紀前半。696は

白磁色絵碗である。外面 3方 に上絵付けで笹文を描 く。

723(蓋 )と セットになろう。697～ 699は朝顔形碗である。

697は 高台脇に明瞭な段を有し、高台は細く、シヤープ

である。外面には草花文を丁寧に描 く。18世紀前半。

698・ 699は青磁染付である。高台脇に凹線状の段を有

し、見込みには印判による五弁花、後者の口縁部内面

には四方欅文を施す。1740～ 1760年代。700は肥前系磁

器蓋物である。腰部が張り、高台は径が広 く、極めて

低い。18世紀後半。701は肥前系陶胎染付碗である。18

世紀前半。702は 肥前系陶器猪口である。底部は体部か

ら連続し、内部を削 り込んだ碁笥底を呈する。体部外

面及び外底面には白泥による直線的な刷毛目を認める。

18世紀前半。

703～ 715は京・信楽系陶器碗である。器形は日縁部

が内湾気味に立ち上がる704～ 707と 口縁部が直立する

709・ 710。 712があり、胎土の特徴も703～ 708が陶器質、

淡黄色系の色調であるのに対し、709・ 710。 712は 磁器

質、灰白色系の色調を呈し、器形と胎土の差異がそれ

ぞれ対応する。高台外端部に面取 りを認める個体が大

多数を占める。なお、711は 平碗を呈し、日縁部はわず

かに直立する。文様は703～ 711に は上絵付けにより笹

文、竹文、草花文、半裁菊花文、注連縄文、蕨手文を

外面及び見込みに描き、712・ 713は簡略化 した草花文

を銹絵染付により描 く。上絵付けは赤 。緑を基調とし、

わずかに青色 (空色)を用いる。710の 上絵付けは注連縄

文である。ウラジロ、ユズリハ及びワラが確認できる

が、その全体像が不明であり北條氏や日下氏が提示す

る注連縄文様類型に該当させることは困難である(北條

1998・ 2001)。 北條ゆう子氏より、器形と文様の組合せ

が初出例であるとのご教示を得た。また、内面を仔細

に観察すると、茶渋の痕跡を認め、喫茶の風習を想起

することができる(長佐古2002a)。 709に は螢手の技法

を用い、螢手部分には赤による珠文ないし線描きの上

絵付け、それ以外には緑色の上絵を面的に施す。712は

渦高台の高台内に「高」の刻印を認める。「破風高」で

はなく、「高」刻印の使用は3代理兵衛重治に限られる

ようであるが (豊 田1982)、 年代的にはやや矛盾する。

713は外面に銹絵染付の草花文を描き、胎土・釉調は712

に近似する。器高に比して口径が大きく、腰部がやや

張る形態を呈する。見込み周縁には擦痕を認め、長佐

古氏の碗内底面擦痕類型では、Aな いしA'類 に該当

し(長佐古2002a)、 喫茶に使用された可能性が極めて

高い。714は施釉前に白化粧土を内夕れこ塗布し、釉下彩

によりぼんやりとした釉調の草花文を描 く。胎土は濃

い灰色系の色調を呈し、緻密な素地が選択される。高

台径が大きく、腰が張 り、日縁部が直立する特徴的な

器形である。高台は渦高台である。715は 体部外面に入

念な飛鉤を施し、日縁部及び内面には鉄釉、体部外面

には錆釉を施釉する。京焼。716は 関西系陶器碗である。

二段口縁を呈し、高台は渦高台となる。高台脇には刻

目状の圧痕を等間隔に認めるが、性格は不明である。

外面には呉須の上絵付けにより草花文を描 く。717は 関

西系の京焼風鉢である。見込みには先端に花ないし実

が認められる枝束文を描き、花と枝を東ねる紐は呉須、

枝は銹絵で表現する。

718～ 720は瀬戸・美濃系陶器碗である。718・ 719は

腰錆碗である。藤澤編年第 7～ 8小期の所産であろう。

720は 小碗である。高台内の削 り込みは高台脇に比して

浅い。藤澤編年第 6～ 7小期の所産であろう。

721～ 735は肥前系磁器である。721～ 723は蓋である。

721は 把手内に渦福 (二重枠)、 見込みに手描き五弁花を

認める。18世紀後半。722は 青磁染付の蓋である。把手

内には721よ り簡略化した渦福を二重枠内に描き、見込

みには手描き五弁花を認める。18世紀後半。723は 白磁

である。外面には赤色の絵薬により笹文を上絵付けす
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る。696と セット関係をなす。18世紀前半。724は青磁

火入れである。底部は蛇ノロ高台である。1690年代～

18世紀中葉。725は 青磁仏花瓶である。口縁部は大きく

開き、端部を上方へ強く摘み上げる。肩部には桃葉と

実を形取った把手を貼付する。18世紀代。726は 油壺で

ある。18世紀前半。727～ 731は紅猪口である。727～ 730

の外面には笹文を認める。732～ 734は 仏飯器である。

732は 口縁部が直立し、外面に草花文を描 く。18世紀第

2・ 3四半期。733は 口縁部が大きく開き、直立しない

形態を呈する。18世紀前半～第 3四半期。734は口縁部

が直立する形態であろう。18世紀前半～第 3四半期。

735は小皿である。内面には印判による草文を認める。

1690～ 1730年代。736は 瀬戸・美濃系陶器蓋である。外

面には銹絵染付の枝葉文を認める。

737は 京 。信楽系陶器土瓶と考えられる。内底部には

輪状に砂が付着 し、緑釉の落とし掛けを認める。外面

無釉。外底部には「ケツ」の墨書描きがある。なお、

739と の接合関係を有する。738は産地不明の施釉陶器

である。器種認定、天地、傾きが異なる可能性も残る。

外面には亀甲繋ぎ文を下絵で描き、亀甲内に形骸化し

た花文を認める。灰色系の色調を呈する級密な胎土で、

灰白色系の厚 く、ねっとりした灰釉を施釉する。理兵

衛焼の可能性を考慮 しておきたい。739～ 741は土瓶で

ある。739。 740は 京 。信楽系陶器であろう。739のタト面

には銹絵の枝に、白泥の花を配した繊細な梅花文を認

める。741は 瀬戸・美濃系陶器であろう。外面には灰釉、

内面には鉄釉を施釉 し、白泥による笹文、草花文を認

める。

742～ 744は 肥前系陶器鉢である。742は 口縁部端部を

丸 く収め、高台脇に比して、高台内の削 り込みは著し

く深い。内外面には自泥による刷毛目文を認め、内面

は波状、外面は直線文を呈する。見込みには蛇ノロ釉

剥ぎと重ね積み痕跡を認め、高台端部には泥漿状の微

砂 (ア ルミナ砂と表現可能)を 塗布する。18世紀中葉～

末。743は小さな玉縁状の口縁部形態を呈し、高台脇に

比して高台の決 り込みは深い。内外面には直線的な刷

毛目文を認める。見込みは幅の広い蛇ノロ釉剥ぎがな

され、重ね積み痕跡を認める。18世紀中葉～末。744は

回縁端部が「く」字形に屈曲し、端部を内上方に小さ

く摘み出す。内面には白泥による刷毛目文を認め、日

縁部内外面には鉄釉を施釉する。18世紀代。

745～ 748は 瀬戸・美濃系陶器である。745は火入れで

ある。日縁端部は玉縁状を呈し、外面には丸ノミ彫 り

による鏑を認める。746は 香炉である。口縁端部は内側

へ鋭 く引き出し、外方には丸みを有する。外傾1に は櫛

描文状の沈線を施し、端部を除く口縁部外面及び口縁

部内面上部に鉄釉を施釉する。4足の脚を貼付するが、

同時期に属する香炉の大多数は3足である。747は 髪水

入れである。両側面には緑釉状の銹絵により草花文を

描 く。48は水甕である。日縁部は内側へ垂直に折 り返

し、水平面を有する。体部外面にはヘラ彫 り文を施 し、

緑釉を流し掛けする。高台は底部にV字状の切 り込み

を入れ、貼付する。内底部には胎土目積み痕があり、

畳付にもその痕跡を認める。また、高台内には「四十

六」と判読可能な墨書を認める。

749。 750は堺・明石系摺鉢である。749は 回縁端部内

面に段を有し、顎は小さく張る。スリメ間隔はわずか

に問隙を認め、スリメ端は丁寧にナデ消される。750は

高台風の底部を呈し、見込みには「*」 のスリメを施

す。いずれも白神編年Ⅱ型式の所産と考えられる。751

は備前摺鉢であろう。日径19.2cmを 測る小型品である。

スリメ間隔に狭い間隙を認め、見込みのスリメは体部

のそれに連続する。体部外面調整は回転ナデ調整を施

し、スリメ端のナデ消しは行われない。乗岡編年近世

4期の所産であろう。752は備前瓶 (徳利)である。体部

に顕著な凹みを認め、人形徳利である可能性が高い。

753は備前鉢である。日縁端部には煤痕を認める。754

は備前系の甕である。755は 施釉陶器鉢である。日縁部

は「く」字形に屈曲し、内外面に鉄釉を施釉する。756

は軟質系陶器甕である。日縁部は短 く直立し、外面肩

部にはカキメを認める。把手の剥離痕跡を肩部に認め

る。外面及び口縁部内面には鉄釉を施釉する。

757～ 759は土師質土器羽釜である。日径20cm前後と

1lcmの 二者を認めるが、形態に差異はない。口縁部は

短 く内湾し、端部を丸 く収め、 2対の縦方向の外耳を

貼付する。内耳には明瞭に貫通する穿孔を認めるが、

使用痕跡は確認できない。758の 内面には鍔部貼付に伴

うであろうヘラ状圧痕があり、鍔端にも不明圧痕が存

在する。760～ 763は土師質土器焙烙である。法量は回

径42cm前後と27cm前後の二者を認める。口縁端部がわ

ずかに垂下する760・ 761・ 763と 端部を下方に強く引き

出す762があり、その差異は口縁部から体部への連続性

に対応する。前者は底部から緩やかに内湾気味に立ち

上がり、日縁部に連続するのに対 し、後者は底部から

直線的に開き、日縁部手前で短 く直立し、日縁部に至

る形態を呈する。佐藤分類では前者が口縁部 1、 後者

が口縁部 2に該当する。内耳は 3個体で確認できる。

760。 763は片方の孔は貫通するが、もう一方は貫通せ

ず、吊すという機能は認め難い。佐藤分類のAI-2
型式に相当する。

764は 口径4.8cmを 測 り、口縁部は内湾 して立ち上が

る小皿で、底径と口径の差は少ない紅皿状の形態を呈

する。底部切 り離しは回転ヘラ切 り調整で、糸切 り痕

は認められない。胎土は後述する同遺構出土の小皿と

比べると、石英 。長石の含有量が多 く、その粒径 も大

きい。同様の器形の四国 。瀬戸内海沿岸における報告

例は少ない。管見では1lcm前後の口径の小皿が土師質

碗型土器として報告されているのみである。見込みに

は灯心油痕を認めるものが含まれ、灯明具としての用

途が考えられるが、それが認められない小型法量の土
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師質碗型土器が徳島県常三島遺跡で出土しており、京

都 。江戸の類例から小型の土師質碗型土器の用途を何

らかの祭祀具であったと推測されている(日 下1998)。

765～ 771は土師質土器小皿である。法量は 7～ 8 cm

(765～ 768)と 10～ 1lcm(769～ 771)の 2法量が存在する。

前者は766の みやや異なる器形であるが、製作後の「ヘ

たれ」による器形の変形と考えられ、いずれも同様の

器形を呈する。底部は小さく突出し、口縁部は内湾気

味に立ち上がり、わずかに外端面を有する。見込み外

縁には強いナデ調整を施し、見込み中央部も明瞭に窪

む。底部には回転糸切 り痕を認める。胎土は比較的級

密で、右英 。長石、赤色粒を一定量含み、雲母粒は認

められない。色調は橙色ないし浅黄橙色を呈する。後

者は底部に差異を認め、底部力測 さヽく突出する形態(770

。771)と 突出しない形態 (769)に分類可能であるが、製

作後の「へたれ」や摩耗状況を考慮すると、微細な差

異である。日縁部形状は中位に強いナデ調整を施 し、

それに連続して外端面を形成する769・ 771と 中位が肥

厚し、日縁端部が先細る770がある。また、見込み夕ヽ縁

は強いナデ調整により明瞭に窪み、見込みには螺旋状

の回転ナデ調整を認め、それによりわずかにへこむ。

底部切 り離し手法は回転糸切 り調整で行われ、胎土・

色調は前者に等しい。772は 土師質土器蓋である。タト面

には丁寧なヘラナデ調整を施し、天丼部と口縁部の境

には同調整による面取 りも確認できる。773・ 774は土

師質土器火鉢であろう。773は 最大径が中位よりやや下

方に位置し、日縁部は内湾気味に立ち上がり、端部を

内側に小さく肥厚させる。脚部を有し、その貼付位置

に刻目を施す。774は 口縁部が直線的にタト傾し、端部を

内外へ拡張させる。脚部の有無は確認できない。775は

土師質土器甕とした。口縁部は小さく屈曲し、端部を

断面三角形に肥厚させる。776・ 777は 焼塩壺である。

776は器高の低い寸胴形を呈 し、器高は7.5cmを 測る。

日縁部は印籠形の蓋受をわずかに認める。体部は板作

り成形で、内面に明瞭な接合痕を認める。体部内面に

は縦方向のケズリ状圧痕を認めるが、布圧痕は確認で

きない。胴音6外面には隅丸(隅切 り)一重枠「泉湊伊織」

の刻印を押捺する。底部成形は2ピ ースである。777は

板作 り成形で、体部内面 2箇所に接合痕を認める。日

縁部は印籠形を呈し、蓋受は776よ り幅が広 く、安定す

る。底部は2ピースで、底部内面に限り布圧痕を認め

る。胴音6外面には一重枠「サカイ 泉州磨生 御塩所」

の刻印が押捺される。胎土中に粒径 l cmを 測る赤チヤ

ートを含有する特徴的な胎土である8778は 焼塩壺蓋で

ある。天丼部は平坦で、内面に布圧痕を残す。胎土 。

色調・法量から判断して、776と セットになろう。

779～ 783は備前灯明皿である。法量は8.5cm、 10.4cm

前後、12.4cmの 3法量を認める。仕切の有無によって

細分でき、10.4cm前 後の法量に限り、仕切の存在 しな

い個体が存在する(782)。 仕切頂部は口縁部より低い。

いずれも底部回転ヘラケズリ調整に先行する回転糸切

り痕は認められない。784は 備前小皿である。形態はチ

ャツに似る。底部は回転糸切 り調整、日縁部外面は指

押さえを施す。日縁端部に煤痕を認め、灯明具として

の使用が窺える。

Ⅵ区S X c14(AttS K09、 第159～ 168図 )

前述したように、遺物の接合関係やその組成からS

X c13と 同一遺構である可能性が極めて高い。遺物抽

出はS X c13を 補完する形で行った。

785～ 789。 791～ 801は肥前系磁器である。785は 白磁

碗である。上絵付けを認めるが、色絵は消失する。17

世紀後半～18世紀第 1四半期。786は 白磁小杯である。

胎土の色調が灰白色より白色に発色し、肥前系磁器の

胎土とはやや異なる。18世紀代。787は 青磁猪口である。

日縁部は直線的に外傾 し、端部が先細る。18世紀第 2

四半期～1770年代。788,789は碗である。788は径がや

や小さく、低い高台を有 し、腰部に張 りを認める。日

縁部が比較的長く直立するため、小丸碗とは呼称でき

ない。外面には松竹梅文を認める。18世紀後半。789は

外面に若松文を描き、見込みに傷隠しを認める。18世

紀中葉～1780年代。791～ 793は紅猪口である。外面に

は笹文を描 く。794は型押成形の餌猪口である。タト面露

胎部分にはシワを認める。18世紀後半～19世紀前半。

795は 青磁仏花瓶である。口縁部は大きく開き、端部を

上方へ小さく摘み出す。18世紀前半～中葉。796～ 798

は皿である。796は青磁皿で、蛇ノロ釉剥ぎを認める。

高台脇から高台内は無釉である。17世紀後半。797は 型

打成形の輪花皿である。日縁部内面には(松 )竹梅文を

描く。18世紀第 2・ 3四半期。798は 見込みに印判五弁

花、高台内に枠なしの渦福を認める。18世紀前半。799

～800は碗蓋、801は合子類の蓋である。799は 外面に染

付による区画文、高台脇文様に「∃」を配し、さらに

魚文、海草文を上絵付けする。天丼部内面には梅花繋

ぎ文を認める。1750～ 70年代。800は笹文を染付で 1箇

所のみに描き、さらに染付と同じモチーフの笹文を外

面及び把手内に上絵付けする。上絵に金の使用を認め

る。18世紀前半に位置付けられる。801はかえりのある

蓋で、外面に印判による桐葉文を認める。18世紀前半

～第 3四半期。

790は 肥前系陶胎染付火入れである。胎土はにぶい赤

褐色の色調を呈し、外面には青磁釉を施釉 し、内面に

は青磁釉の釉垂れを認める。18世紀前半。

802～ 810は 京・信楽系陶器碗である。器形は内湾気

味に立ち上がる半球形碗 (803・ 805・ 807・ 808)、 口縁

部に直立傾向を認める碗(802・ 804)、 平碗(810)がある。

胎土は淡黄色系の色調を呈し、陶器質な胎土 (802・ 803

・807～ 809)と 灰白色系の色調を呈し、磁器質な胎土が

あり(804～ 806・ 810)、 S X c13で 示したような器形と

胎土の相関関係は認め難い。上絵付けは緑色、赤色を
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基調とし、灰白色の絵薬も認め、笹文・菖蒲文・葉文

・草花文を描 く。804の見込みには花文を上絵付けによ

り描 く。施釉前の下絵では、807の銹絵、810の銹絵染

付による菖蒲文がある。また、807の見込みには足付ハ

マの目跡を認める。

811は 陶器瓶であろう。碁笥底を呈し、高台内に超小

型の「破風高」印を認める。内外面に自化粧土を施す

が、本焼き前と考えられ、その剥落は著しい。理兵衛

焼。812は瀬戸・美濃系陶器小碗である。内面及び外面

上半には灰釉を施釉する。813は 陶器香炉ないし火入れ

である。瀬戸・美濃系ないし京 。信楽系陶器であろう

が、判然としない。日縁端部を内側へ鈍 く肥厚させ、

外面には渦文が彫 り込まれた三足を認める。口縁部内

面及び外面には白化粧土を塗布 し、透明釉を施釉する。

814は肥前系陶器皿である。高台脇に比して高台内は深

く決られる。内面には波状の刷毛目文を認め、内外面

に鉄釉を施釉する。見込みは蛇ノロ釉剥ぎされ、重ね

積み痕を認める。18世紀第 2・ 3四半期。815は備前鉢

である。底面に火欅、窯詰め時の痕跡と考えられる圧

痕を認める。816は備前摺鉢である。スリメ間隔にわず

かな問隙を認める。乗岡編年近世 4期の所産である。

817は土師質土器紅皿である。日径に比して器高が高

く、口縁部は直線的に外傾 し、端部を上方へ強く摘み

上げる。内面には赤色顔料の痕跡を認め、紅皿ないし

祭祀具としての使用が考えられる。818は土師質土器火

鉢であろう。平面形は方形を呈し、日縁部は内湾気味

に立ち上が り、端部を内方へ強く、外方へ小さく引き

出す。819は瓦質焼成の上師質土器羽釜である。日縁部

は内湾し、端部手前で直立し、茶釜形を呈する。その

屈曲は鈍 く、不明瞭である。820は土師質土器焙烙であ

る。口径34.lcmを 測 り、 S X c13で確認した 2法量と

は異なる(口径42cmと 27cm)。 口縁部形態は佐藤分類口

縁部 1に合致し、底部から緩やかな弧を描 く。内面下

半は板ナデ調整、上半はそれに後出する板ナデ・ヨコ

ナデ調整、体部外面下半は板ナデ調整、上半はそれに

先行する指押さえを認める。佐藤分類AI-2型 式で

ある。

821・ 822は 焼塩壺である。体部は板作成形で、底部

は2ピースである。底部内面には底部押圧時の工具先

端に被せられた布痕跡を留める。外面には一重枠「サ

カイ 泉州磨生 御塩所」の刻印を認めるが、822は下

半1/4を 欠く。摩滅による消失ではなく、元来押捺され

ない。日縁部は印籠形を呈する。821の胎土中に粒径 5

nm以上のチャートを含み、同じ刻印を押捺した777と 同

じ胎土である。823は焼塩壷蓋である。天丼部は平坦で、

内面に布圧痕を認める。法量・胎土・色調から821と セ

ットになろう。

Ⅵ区 S X c13出土土製品

824～ 826は土製品である。824は屋根形土製品である。

寄棟構造で、棟覆の表現がなされ、屋根の藁ないし茅

葺きを縦刷毛で表現する。内面四隅には壁との取 り付

け用の突起がある。内面には顕著な指押さえを認める。

外型成形。825は象であろう。外型成形による左右型合

わせである。中空。826は 土製飾馬である。外型成形。

鞍、鐙、手綱、尻繋を陽刻表現する。827は陶製煙管雁

首である。外面には透明釉を施釉 し、脂返しを施釉前

の鉄絵で表現する。828・ 829は銅製煙管である。830は

銅製箸である。鏡表裏には羽を広げた鶴を丁寧に彫刻

する。

Ⅵ区 S X o14出 土土製品

831～ 839は 土製品である。831・ 832は天神である。

前後型合わせの外型成形で、台部に径 l cmの 穿孔がな

される。同じモチーフであるが、前者は精良な胎土を

用い、細部まで丁寧に表現し、さらに表面に胡粉を塗

布するが、後者は赤色粒を含む粗い素地により製作さ

れ、前者に比して細部の表現は甘い。833は親子立像で

ある。前後型合わせの外型成形。底部に穿孔を認める。

834は笠持ち僧であろう。外型成形。表面には胡粉を塗

布し、一部に赤色顔料の痕跡を認める。底部に径 l cm

の穿孔がある。835は神将像の下半である。表面には胡

粉を施 し、底部に穿孔を有する。前後型合わせの外型

成形。836は
`鳥

である。鳩か。前後型合わせの外型成形。

底部から頸部にかけて斜めに円孔を穿孔する。837も 鳥

である。鶏であろう。前後型合わせの外型成形。表面

に胡粉を認め、底部には穿孔がある。838は猿であろう。

前後型合わせの外型成形で、底部は中空である。右足

を組み、右肘をそこに乗せる。表面には赤色味を帯び

た胡粉を塗布する。839は着流しを着た猿である。前後

型合わせの外型成形。表面にはわずかに胡粉が付着す

る。840は陶製の煙管吸口である。透明釉を施釉し、施

釉前に鉄釉により帯状の表現を行う。827と セットであ

ろう。841は陶製の大 (シ ーサー)である。前後型合わせ

の外型成形で、中空である。日部及び頸椎部に穿孔を

認める。表面には透明釉を施釉 し、日の部分のみ鉄釉

を施釉する。842は銅製煙管雁首である。

Ⅵ区S X o13014出 土瓦

S X c13・ 14か ら出土した瓦は20L入 リコンテナで

10箱以上を数える。その抽出に際しては、高松城跡 (西

の丸町)B地区で抽出された同箔関係を基軸とした型式

との対応関係を重視 した(佐藤2003刊 行予定)。 その認

定は佐藤竜馬氏と佐々木博子氏の手を煩わせた。当遺

構出土の軒瓦の型式については、観察表備考欄に記載

しているので、本文中では触れない。なお、レイアウ

トに関しては珠文数を第 1軸 とし、巴の尾の巻き方や

右巻き、左巻きといった差異を考慮 した。

843～887は軒丸瓦である。843は珠文数が14を数える。

巴頭は扁平な円形をなし、尾は短 く巻き込む。瓦当面
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にはキラコの塗布を認める。

M4～ 853は珠文数が13個 を数える一群である。845～

848は巴の尾が長く巻き込み、圏線状をなす。巴頭は明

瞭に円形を呈する秘5。 847・ 848と 尾との識別が困難な

844・ 846があり、後者は尾が重なった圏線の径が小さ

い傾向が窺える。848の瓦当面にはキラコの塗布を認め

る。849は 巴の尾が極めて長く延びるが、圏線状をなさ

ない。珠文径はやや大きい。なお、844・ 846～849は高

松城跡 (西の丸町)B地区では確認されていない型式で

ある。850～ 852は 巴頭と尾の境が不明瞭で、尾は大 く、

短 く巻き込む。851は新型式である。

854～877は珠文数が12個 を数える一群である。854～

858は巴の尾が細長く、尾の先端が長く間延びする一群

である。珠文径はいずれもやや大きく、巴頭と尾の識

別も容易である。855に はキラコの塗布を認める。856

は新型式。859～ 861は 巴の尾が比較的長く延びる一群

である。尾の先端は854～ 858で触れたように長 く延び

るものではない。860は新型式。862～ 871は 巴の尾が太

く、短 く巻き込む一群で、先端のみ細 くなる形状を呈

する。尾は圏線状ではないが、径 5 cm前後の円形を指

向するように巻き込む。865。 868の ように巴頭が円形

をなすものも含むが、尾との境が不明瞭な個体が多い。

867・ 869に はキラコの塗布を認める。866～ 868・ 870は

新型式である。872～ 874は 巴頭と尾の境が極めて不明

瞭で (「 ,」 状の巴尾を呈する)、 尾が短い一群である。

872の巴頭の間には「建宗」の陽刻を認め、珠文径は小

さい。873・ 874は 珠文径力ヽ 72に比してやや大きく、873

にはキラコの塗布を認める。874は新型式。875～ 877は

巴頭が扁平な円形を呈し、尾は短 く延び、径 6 cm前後

の円形を指向する。珠文径は小さく、配置間隔も広い。

いずれもキラコの塗布を認める。

878・ 879は珠文数11個 を数え、巴の尾が短 く巻き込

む。879に はキラコの塗布を認める。878は新型式。880

は珠文数が10個 を数え、巴の尾は径 4 cm前後の円形を

指向して巻き込む。巴は盛 り上がりを認めるが、扁平

に仕上げる。

881～ 886は 珠文数が 9ないし8個 を数える。881～ 883

は巴頭が円形をなし、尾は細長 く延びる。尾は円形を

指向せず、先端部が巻き込むことはない。884は珠文径

が極めて大きく、肥大化した巴頭から尾は短 く延びる。

885は 巴頭が大きく、尾は短 く、太い半肉状を呈する。

尾はかろうじて円形を指向して巻き込む。882・ 885は

新型式。886は細片ではあるが、珠文数は9個 に復元で

きる。

以上、軒丸瓦の概要を述べたが、それぞれの出土量

をまとめる必要がある。その際、新型式を数点確認し

た。高松城跡 (西の丸町)B地区では数字で表現されて

いるが、観察表備考欄に示したように新型式(軒丸瓦●)

とし、●はアルファベットとした。

888～ 905は軒平瓦である。888～ 891は 中心飾 りを半

裁花菱文とする一群である。888～ 890に は2転する二

重線の唐草文を認めるが、891は 一重線である。890を

除き、瓦当面にはキラコの塗布を認める。その差異は、

瓦当や文様区縦幅の法量にも認める。892～ 895は宝珠

文を中心飾りとし、キラコの塗布を認めない。896・ 897

は中心飾 りに四葉文を有 し、、唐草は3転する。896は

瓦当面上端に幅の広い面取 りを認める。898は 下向きの

三葉文を中心飾 りとし、唐草は2転する。新型式であ

る。899～ 901は逆ハー ト文様を中心飾 りとし、唐草は

2転ないし2転以上する。899は弦深が極めて浅く、瓦

当面上端は水平化が著しい。899に はキラコの塗布を認

める。902は下向きの三葉文を中心飾りとする可能性が

高く、文様区縦幅が極めて狭い。903・ 904は表現する

ことが困難な中心飾 りを有し、前者の瓦当縦幅ないし

文様区縦幅は極めて狭い。905の 中心飾 りは上向きの三

葉文の各先端に珠文を3点配する。弦深は深 く、3.4cm

を測る。

以下、軒丸瓦と同じく、高松城跡 (西の丸町)B地区

では確認されていない新型式の軒平瓦がある。観察表

備考欄に示したように新型式 (軒平瓦●)と し、●はア

ルファベットとした。

906。 907は 軒桟瓦である。906は平瓦部の中心飾りが

周囲の唐草に連動 し(二葉文)、 丸瓦部は巴文となる。

907は 丸瓦部の文様から、軒桟瓦31と 同籠ないし同文関

係にあるが、丸瓦部が取 り付 く方向が逆である。いず

れもキラコの塗布を認める。

908は土塀瓦である。軒丸部は方形となり、菊花文を

配する。弦深が極めて浅く、平部は直線的となる。キ

ラコの塗布を認める。

909～ 911は軒込瓦である。いずれも菊花文様を認め

るが、909は輪郭線により、菊花文を表現し、910・ 911

はレリーフ状に盛 り上がる。911は新型式。

912は 海鼠瓦である。確認できる一辺に段を有し、両

隅角に穿孔を認める。漆喰の痕跡は認められないが、

段を持たない両側辺には幅 2 cm前後の帯状に色調が異

なる箇所を認め、穿孔の周囲にも同様の痕跡がある。
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7.Ⅶ区(D405区 )

整地層 (第 169。 170図 )

913～ 923は第71図 A一 A'間 セクシヨン6・ 7層 、

924～ 931は 8～ 12層 、932～ 936は36層 からの出土遺物

である。

1.2～ 1.Om 913・ 914は肥前系磁器である。913は青磁

碗である。高台内にも施釉を認める。見込みには強い

回転ナデ調整により生じた段を有する。1630～ 1650年

代。914は 皿である。見込みには牡丹文を認める。1024

と器形 。文様に共通性を認める。1630～ 1640年代。915

。916は肥前系陶器皿である。915は底部と口縁部境に

明瞭な段を有し、日縁部は内湾気味に開く。916は 見込

みに砂目を認める。917は 京・信楽系陶器碗である。器

形は天目形を呈 し、日縁部は端部で小さく直立する。

灰白色系の磁器質胎土で、内外面にはガラス質の質感

を呈する灰釉を施す。外面高台脇は無釉となり、釉と

露胎境は赤 く発色する。外面には金と赤の絵薬による

上絵付けを認める。918は瀬戸・美濃系磁器小杯 (薄手

酒杯)である。端部には回銹、口縁部内外面には 1条圏

線の縁文様を認める。919は 備前摺鉢であるも口縁部断

面形状は三角形状を呈し、内面にはかすかな段を有す

る。スリメは8条 1単位で、スリメ間隔はその端で0.5

～ l cmを測る。乗岡編年近世 3期の所産である。920は

備前小壺であろう。底径4.8cmを測る小型品で、底部に

は回転糸切 り痕を認める。921は 土師質土器小皿である。

口縁端部には外端面を有する。端部には煤痕を認め、

灯明皿としての使用が窺える。922は 土師質土器杯であ

る。底径は6.6cmを測り、底部と口縁部境は極めて不明

瞭である。底面には回転糸切 り痕→板状圧痕を認める。

923は 有溝土錘である。粒径 8皿を越える石英 。長石を

多量に含む粗い胎土が選択される。

1.0～0.8m 924～ 926は肥前系磁器である。924・ 925は

碗である。924は丸碗であるが、腰部の張 りは小さく、

口縁部は内湾気味に長 く立ち上がる。925は腰が張 り、

口縁部は直立する。釉は畳付を除き全面施釉するが、

その発色は呉須同様悪 く、酸化気味の焼成不良品であ

る。1610～ 1640年代。926は皿である。925同様に呉須
。釉の発色は悪 く、酸化気味である。1610～ 1640年代。

927は 産地不明磁器碗である。見込みに段を有し、中世

前半の中国産磁器の可能性を考慮 したが、高台内への

施釉を認める。928は 肥前系陶器碗である。口縁部は直

線的に外傾 し、日縁部は先細る。929は瀬戸・美濃系陶

器内禿・折縁皿である。見込みには輪 ドチ痕を認める。

大窯 3期の所産であろう。930。 931は土師質土器小皿

である。930は口縁部を玉縁状に肥厚させ、底部には回

転ヘラケズリ痕を認める。下層遺構からの混入遺物で

あろう。931は底径力測 さヽく、日縁部は直立気味に長く

開く形態となろう。底面には静止糸切 り痕を認める。

938は軒丸瓦である。巴頭は円形をなし、尾は長く巻

き込み、圏線状ではないが、径 6 cm前後の円形を指向

する。珠文数は12個 を数える。939は軒平瓦である。中

心飾 りは五葉文で、唐草は2転する。

Ⅶ区S Z c01前面堆積± 932は中国産白磁碗であろう。

日縁部は直線的に開き、端部を丸 く収めるも口縁部下

内面と見込みには段を有 し、蛇の目釉剥ぎを認める。

タト面下半～高台内は無釉である。933は肥前系陶器碗で

ある。口縁部は小さく外反する。17世紀前半。934は焼

締陶器鉢である。内面ないし口縁部外面には塗土を施

し、端部と内面に釉垂れ状に灰釉の施釉を認める。935

は瓦質焙烙である。口縁部は大きく開き、端部に向け

て漸次肥厚する。体部内面には板ナデ調整、外面には

指押さえを認める。胎土はにぶい褐色の色調を呈 し、

粒径 3～ 10nlm前後の赤色粒を多 く含む。亀山系鍋の可

能性も残る。936は 土師質土器羽釜である。日縁部は直

線的にタト傾 し、端部は水平に収める。外耳が付 く形態

となろう。937は 漆器椀である。内面には赤漆、外面に

は黒漆を塗布 し、高台内には「一」の釘掻きを認める。

940。 941は軒丸瓦である。940は巴の尾が細長く延び、

圏線状をなす。941は比較的明瞭な巴頭から尾は大 く、

短 く延びる。珠文径は大きく、12個 を数える。両者に

はキラコの塗布を認める。

土坑

Ⅶ区S K c18(D4区 S X01、 第170図 )

942は石印である。背面と側面には丁寧な研磨による

面を有し、印面に「忘形見之言」と彫 り込まれる。「之」

は隷書、他は象書であり、両者が混在 した状況である。

さらに、「言」は彫 り違えており、稚拙な観が否めない。

印面には赤色顔料の付着を認める。

柱穴

Ⅶ区S P c315(D5区 S P01、 第170図 )943は月巴前系

陶器砂目積みの皿である。畳付には回転糸切 り痕を認

める。944は備前鉢である。内外面にはそれぞれ連続す

る回転ナデ調整を施す。945は土師質土器小皿である。

底部には回転糸切 り→板状圧痕を認める。

Ⅶ区S P c316(D5区 S P02、 第170図 )946は肥前系

磁器碗である。日縁端部のみ小さく外反し、端部は先

細る。外面には楼閣山水文を描 く。1630～ 60年代。947

は肥前系陶器皿である。内面に鉄絵を認める絵唐津で

ある。948。 949は肥前系磁器の可能性が高い碗である。

前者は高台高が l cmと 高 く、断面形態は方形を呈する。

畳付を除く全面に自磁釉を施釉する。17世紀代:949は

胎土が赤味を帯び、釉の発色も悪い焼成不良品である。

高台断面は三角形状を呈 し、見込みには明瞭な段を有

する。950は 肥前系磁器 (内野山窯産)碗である。高台横

断面形状はにぶいM字形を呈する。畳付を含め全面に

自磁釉を施釉 し、畳付には砂目痕を認める。1610～ 30
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年代。951は京 。信楽系陶器碗である。器形・絵付けか

ら917と 同一個体である可能性が高い。952は施釉陶器

瓶とした。底部は碁笥底状を呈し、内外面には鉄釉を

施釉する。953は 土師質土器小皿である。底径5.5cmを 測

り、回転糸切 り痕を認める。

井戸

Ⅶ区S E c01(D5区 S E01、 第170図)954は肥前系

磁器小杯であろう。畳付を除き全面施釉 した透明釉に

は無数の気泡を認める。17世紀後半。

土坑

Ⅶ区S K c20(D4区 S K01 0 S Kll D401、 第171図 )

955～ 961は肥前系磁器である。955。 956は碗である。

955の外面には丸みのある二重網目文を認める。17世紀

後半。956は腰部がやや張り、口縁部は直立し、端部が

先細る。外面には蔓草文を認める。957は 白磁小杯であ

る。口縁部は外傾し、端部のみ強 く外反する。高台内

には「太明○」の款銘を認める。17世紀後半。958～ 960

は皿である。958は 日縁部輪花の型打成形皿である。見

込みには草文を描く。959は見込みに魚文を認める。960

は高台高が著しく高 く、口縁部は緩やかに開く台皿で

あろう。口縁端部付近における立ち上がりを認めない

特徴的な形態である。見込みには桐葉文、九文、田文

を不規則に配する。17世紀後半。961は 白磁瓶である。

高台は安定 し、体部最大径は中位より下半に位置し、

明瞭な稜を持つ。高台内無釉で、外面には鉄釉を点状

に認める。17世紀後半か。962は肥前系陶器皿である。

見込みには明瞭な段を認め、端部を上方に小さく摘み

上げる。963～ 968は土師質土器小皿である。器形は大

きく3群 に分けられ、口縁部が内湾気味に立ち上がる

963～ 965、 短 く鈍い966、 中位が最も肥厚し、端部に僅

かではあるカウト端面を有する967がある。法量は口径8.5

cm前後の一群 (963・ 966)と 10cm前後の一群 (964・ 965・

967)がある。胎土は赤色粒を含有する963～ 965と 含ま

ない966～ 968に大別できる。なお、底部の切 り離し技

法は963・ 965。 968に 回転糸切 り痕を認める。器形と胎

土等の相関関係は不明瞭である。969・ 970は土師質土

器焙烙である。体部はボール状の形態とはいえず、幾

分浅い形態を呈し、日縁端部は969は垂下気味に収め、

970は上方へ小さく、下方へ強く肥厚する。内耳はいず

れも遺存状況が悪 く全容は不明であるが、比較的頑丈

な構造となり、前者には明瞭な穿孔を認める。調整を

970で確認すると、外面は体部上半には入念な指押さえ

→縦刷毛調整、下半にはそれに後出する横方向の板ナ

デ調整→ナデ調整を施す。内面上半には顕著な横方向

の板ナデ調整を認め、下半には板目を認めない板ナデ

調整が後出する。法量は口径30cmと 40cmの 二法量が確

認できる。いずれも在地における初現期の焙烙と理解

でき、佐藤分類AI-1型 式の基準となろう。

Ⅶ区S K c21

(D4区 S K06・ S Kll D406、 第171。 172図 )

971。 972・ 974は肥前系磁器であるも971は 白磁色絵

碗である。色絵は消失するが、外面には桜花文と流水

文を上絵付けする。17世紀後半。972は 白磁小杯である。

日縁部は端部のみ外反し、先細る。内外面の貫入は著

しい。17世紀後半～18世紀前半。974は青磁皿である。

日縁部は輪花を呈し、端部を水平に揃えるが、口銹で

はない。見込みには片彫 りと線彫 りによる芭蕉文を認

める(三股青磁窯産、中野1998)。 973は 内外面に鉄釉を

施釉した施釉陶器碗である。975。 976は肥前系陶器で

ある。975は溝縁皿口縁端部片である。976は鉢と考え

た。端部は玉縁状を呈 し、口縁部内面には白泥による

直線的な刷毛目文を認める。977～ 986は土師質土器小

皿である。胎土・色調による分類後、器形 。法量によ

り細分できる。977～ 979は胎土中に雲母 。赤色粒を少

量ではあるが含有し、にぶい橙色系の色調を呈し、980

～986は雲母・赤色粒を含まず(但 し、982の み赤色粒を

含む)、 浅黄橙色～灰白色系の色調となる。器形では前

者は口縁部中位外面に横ナデ調整を加えることにより、

端部にわずかではあるが外端面を作 り出す。口径は 9

～10cmを 測る。後者はさらに2群に細分できる。980～

982は 日縁部中位に横ナデ調整を加え、外端面を有し、

日径10cm前後を測る。983は口縁部が内湾気味に立ち上

がり、端部を丸 く収め、口径12cmを測る。底部のみで

あるが、胎土・色調から984～ 985は 980～ 983の一群に

帰属すると考えられる。なお、底部にはいずれも回転

糸切り痕を認める。987は土師質土器焙烙である。口縁

端部は明瞭に垂下させ、明瞭な端面を有する。988は 土

師質土器足釜である。脚部断面形状は方形を呈する。

989は 軒丸瓦である。巴頭はやや不明瞭で、尾は極め

て長 く延び、径 5 cm強の圏線をなす。珠文数は12個 に

復元できる。

柱穴

Ⅶ区S P c323(D5区 S Pll、 第172図 )990は土師質

土器小皿である。日縁部は分厚 く、短い。底部には不

明瞭ながら回転ヘラ切 り痕→板状圧痕を認める。

Ⅶ区S P c329(D5区 S P14、 第172図 )991は瀬戸・

美濃系陶器溝縁皿であろう。

Ⅶ区S P c325(D5区 S P17、 第172図 )992は見込み

に胎土目積み痕跡を認める肥前系陶器碗である。畳付

の摩耗は著しい。

土坑

Ⅶ区S K c23(D5区 S K01、 第172図 )

993・ 994は肥前系磁器碗である。993は腰部に張りを

認めず、日縁部が直線気味に開き、外面に山水文を描

く。日縁部内面縁文様には二重圏線を認める。995～

1000は 肥前系陶器である。995～ 997は碗である。995は
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口縁部が直線的に立ち上がり、端部のみ小さく外反す

る。996は 畳付から高台内に砂目痕を認める。釉はオリ

ーブ黒色の色調を呈する濃い灰釉である。997は 高台脇

に比して、高台内の決 りが浅く、畳付には砂目痕を認

める。釉は灰釉であるが、その色調は薄く、灰白色の

色調を呈する。998～ 1000は溝縁皿である。胎土は998

がにぶい橙色、999。 1000が灰色系の色調を呈し、灰釉

の色調も前者がにぶい赤褐色であるのに対 し、後者は

灰色系となる。998の 見込みの釉は使用による消失ない

し製作時のぬぐい取 りにより、現状では認められない。

1001は京・信楽系陶器碗とした。lollと 器形・胎土 。

釉調が酷似する。1002～ 1006は土師質土器杯ないし小

皿である。胎土・色調によって二群に分類できる。1002

は胎土中に雲母 。赤色粒を含有せず、灰白色系の色調

を呈し、1003～ 1006は雲母 。赤色粒を含み、にぶい橙

色の色調である。1002は 口縁部は直線的に開き、中位

がわずかに肥厚 し、端部は先細る。底部には回転糸切

り→板状圧痕を認め、日縁端部内外面には煤が付着す

る。1003～ 1005は 口縁部が直線的にタト傾 し、端部を上

方へ強く摘み出し、明瞭な外端面を有する。さらに見

込み周縁には回転ナデ調整による強い凹線を認める。

日径10cm前後と8.5cm前後の二法量がある。底部はいず

れも回転糸切 りである。1006は 口縁端部が肥厚 し、上

方へ強く引き出すことにより、外端面というよりは日

縁帯に近い端部形状を呈する。1007は 焼塩壺である。

底部は剥落しているが、表面及び断面観察から、 3ピ
ース成形であることが窺える。内面のみ被熱痕を認め

る。

Ⅶ区S K c25(D5区 S K02、 第172図 )1008は肥前系

陶器碗であろう。日縁部は内湾気味に立ち上がり、端

部を小さく摘み出す。1009は 土師質土器小皿である。

胎土中に赤色粒を含み、にぶい黄橙色の色調を呈する。

日縁端部には痕跡的な外端面を有 し、見込み周縁には

強い凹線を認める。端部内外面には煤が付着する。

Ⅶ区S K c24(D5区 S K03、 第172図 )1010は肥前系

陶器溝縁皿である。にぶい黄橙色系の胎上で、浅黄色

系の灰釉を施釉する。1011は京 。信楽系陶器碗である。

腰部の張りが強く、日縁部が直立する形態の筒形碗で、

胎土は灰色の色調を呈 し、その素地は粗 く、内外面に

は緑色の釉の施釉を認める。1012は土師質土器杯であ

る。日縁部と底部境が不明瞭で、日縁部はわずかに内

湾気味に開く。胎土中に赤色粒・雲母を含まず、灰白

色系の色調を呈する。底部切 り離しは回転糸切 り調整

で、板状圧痕を認める。

8.Ⅷ区 (Dl～ 3区 )

整地層 (173～ 177図 )

1013～ 1049は 第77図 9層 ないし第78図 8層 、1050～

1074は 第77図 9層 ないし第78図 8層 の下端部分、1075

～1079、 1080～ 1087は 中世包含層 (第 77図 17層 )直上か

らの出土遺物である。

1.3～ 1.lm 1013は瀬戸・美濃系磁器碗である。内外面

には放射線状文を描 く。1014～ 1016、 1018～ 1028は肥

前系磁器である。1014～ 1016は碗である。1014は 口縁

部が直立するように図化 したが、傾きが異なる可能性

も残る:外面には草花文を描 く。1630～ 50年代。1015

は広東碗である。二次焼成によるためか、器表面には

黒色斑点、気泡を認める。1780～ 1820年代。1016は湯

呑碗である。内外面縁文様に雷文、外面に丸文を描 く。

1820～ 1860年代。1018は 自磁色絵碗である。ガラス焼

継痕を認める。1019は 鉢である。18世紀前半～中葉。

1020は紅猪口である。外面には印判による丸文を認め

る。1690年代～18世紀前半。1021は小杯である。外面

には蘭を描 く。胎土は陶器質で、釉・染付の発色もや

や悪い。1630～40年代。1022は猪口である。明瞭な高

台を有 し、日縁部は直線的に開く。18世紀後半。1023

～1026は 皿である。1023は 小皿で、見込みに菊花文、

草花文、口縁部外面に唐草文を認める。18世紀後半。

1024は 口径に比して高台径が小さく、日縁部は端部付

近で短 く直立し、さらに端部で小さく外反する。見込

みには牡丹、雲文、口縁部内面には蝶を描 く。なお、

見込みに焼成時の溶着物を認める「傷モノ」である。

1630～40年代。1025は青磁皿である。見込みには片彫

り、線彫 りによる芭蕉文を認める。波佐見窯産。1630

～40年代。1026は型打成形の菊花皿である。高台は蛇

の目凹形高台 (高 )である。19世紀初～幕末。1027・ 1028

は蓋である。1027は かえり部を有し、その内側にはア

ルミナ砂の塗布を認める。1820～ 60年代。1028は碗蓋

である。18世紀後半。1017は 関西系磁器碗である。高

台は細長 く、八字形に開く。外面には細かい線描きに

より草花文を描 く。1820年代～幕末。1029。 1030は軟

質系施釉陶器土瓶である。橙色の胎土が選択され、外

面上半には同じ色調を呈する釉を施釉する。肩部外面

には飛鉤による施文を認める。1031は施釉陶器鉢であ

る。京 。信楽系陶器の範疇になろうが、胎土 。釉調か

ら富田焼 (吉金窯産)の可能性を考慮しておきたい。1032

・1033は京 。信楽系陶器であろう。1032は小碗とした。

外面には銹絵による草花文を認める。1033は火入れと

したが、内底部にも施釉を認める。1034は施釉陶器甕

である。口縁部は短 く直立し、端部を外倶1に折 り返し

て端部を肥厚させる。内外面には鉄釉の施釉を認める。

1035～ 1039は備前摺鉢である。1035。 1036は板状の口

縁部を呈し、乗岡編年近世 lb期の所産となる。1037

は顎の張 り出しが強 く、断面形状は三角形を呈する。
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スリメ間隔は広 く、上端部間で 3 cm前後を測る。乗岡

編年近世 2a期の所産となろう。1038は片口部である

ため断面形状は変形するが、顎の突出は明瞭で、日縁

部内面の段も不明瞭になる。スリメ間隔は狭 く、 0～

0.8cm前後である。乗岡編年近世 3期 まで下るであろう。

1039は 口径16cm前後を測る小型品である。体部外面の

ナデ調整、スリメ端のナデ消しは行わないといった点

から備前としたが、胎土がやや粗 く、焼成も甘いとい

う点に問題を残す。いわゆる “備前もどき"である。

1040は肥前系陶器三島手の皿である。口径32cmを 測る

尺皿で、内面には象眼による文様を認める。1041は京

・信楽系陶器灯明皿である。見込みには足付きハマの

目跡を認め、口縁端部内外面に煤が付着する。1042・

1043は瓦質土器焙烙である。いずれも外型成形となり、

日縁端部の特徴から1042は 佐藤編年AⅡ -4系型式、

1043は AⅡ -2型式に該当する。1044は瓦質土器羽釜

である。日縁部は内湾し、端部を丸 く収める。1045は

土師質土器火鉢である。脚部を有し、体部下半には窓

を認める。外面には白泥を塗布 し、器形、胎土、調整

技法も588に 酷似する。さなが一体化した上部構造とな

ろう。1046は土師質土器浅鉢である。残存部位による

限り、底部は平底を呈し、日縁部は直線的に外傾する。

口縁部内面には煤痕が付着する。微細な雲母粒を一定

量含む精良な胎土が選択される。1047は土師質土器甕

ないし火鉢である。日縁部は直立し、端部内面に粘土

帯を貼付 し、内側に肥厚させる。1048は土師質土器火

消壺の蓋である。

1049は軒込瓦である。輪郭線によって菊花文を表現

する。

1.1～ 1.Om 1050～ 1055は肥前系磁器である。1050～

1052は碗である。1050は高台高が高 く、U字形の断面

形状を呈する碗である。外面には樹木・草文を描 く。

1690～ 1730年代。1051は 18世紀前半～中葉に位置付け

られる。1052は外面に二重網目文、内面に一重網目文

を認め、1700～ 1750年代の所産となる。1053・ 1054は

皿である。前者は内面文様に墨弾きを認める。10Mは

口縁部内面に草花文、外面に唐草文を描 くが、見込み

中央には文様は存在 しない。高台内には「太〇年○」

の款銘がある。いずれも1690年代～18世紀初頭。1055

は瓶である。透明釉は水色の釉調を呈し、肩部には粗

い筆致で渦巻文、草花文を描 く。1630～40年代。1056

～1058は 肥前系陶器である61056。 1057は 皿である。

いずれもにぶい黄橙色系の胎土に灰白色の灰釉を施釉

し、同一個体の可能性も残る。1058は二彩手の鉢であ

る。内面には白泥による直線的な刷毛目→灰釉施釉→

緑色釉の点掛けを認める。1059・ 1060は瀬戸・美濃系

陶器碗である。1059は丸碗である。内面及び外面上半

には鉄釉を施釉 し、見込みには目跡を3箇所認める。

高台内には「み○」の墨書書きがある。1060は天目碗

である。日縁部は短 く直立した後、端部のみ小さく外

反する。1061は瀬戸・美濃系磁器型打皿である。高台

は蛇の日高台状を呈するが、外縁のみ突出し、変形蛇

の目凹形高台となる。端部は口銹で、見込みには山水

文、草花文を認める。19世紀後半。1062は備前瓶肩部

である。外面には黄ゴマが顕著に降灰 し、記号化 した

ヘラ彫 り文を認める。1063・ 1064は 備前摺鉢である。

日縁部は断面三角形状を呈 し、内面の段は消失する。

スリメは 1単位13条 を数え、スリメ間隔は上端で 1～

1.5cmを 測る。体部外面中位に重ね積み痕跡と色調の差

異を認める。乗岡編年近世 3a期の所産であろう。1064

は顎に張 りをわずかに認めるが、日縁部は板状を呈し、

内面にかすかな段を認める。スリメ間隔は上端部で0。7

cmを 測る。乗岡編年近世 2a期の所産か。1065は土師

質土器杯である:口径13.6cmを 測 り、不明瞭な底部境

から口縁部は内湾気味に開く。底部切 り離しは回転糸

切 りである。雲母 。赤色粒を含まない灰白色系の色調

を呈する胎土である。1066は京・信楽系陶器灯明皿で

ある。口縁部内面には煤痕跡、外面には煤が付着する。

1067・ 1068は土師質土器摺鉢である。口縁部は内湾気

味に開き、端部を「く」字形に内側に折 り返し、口縁

帯を作 り出す。スリメは3な いし4条 を一単位とする。

1069は土師質土器浅鉢である。1070・ 1071は瓦質土器

焙烙である。いずれも型成形により、外面は未調整、

剥離材 (離れ砂)が付着する。後者の口縁部内面には一

重枠内に「勇」の可能性が高い刻印を認める。1072は

焼塩壺である。日縁部は印籠合わせとなり、その突出

は極めて高い。体部は板作 り→ナデ調整であり、一重

枠「御壺塩師堺湊伊織」の刻印を認める。底部は剥落

するが、断面観察から3ピースによる成形であること

が窺える。胎土中にはごく少量ではあるが、チャー ト

を含有する。1073・ 1074は瓦質土器火鉢である。1073

は方形の平面形を呈し、口縁部は直線的に外傾 し、端

部を内方へ肥厚させる。外面には丁寧な板ナデ調整→

ヘラミガキ、内面には粗い縦方向の板ナデ調整→ナデ

調整をそれぞれ施す。両側辺がなす隅角には幅 8111m前

後の面取 りを認め、脚は未確認で、少なくとも隅角に

は存在 しない。10%は器形は1073に共通するが、小型

で、隅角に脚を有する。

1.1～ 0.9m 1075は 肥前系磁器皿である。1024と 同器

形、同文様である。見込みには牡丹文、口縁部内面に

は蝶を描 く。1630～40年代。1076は肥前系陶器刷毛目

碗である。日縁部は緩やかに外反する。内外面には白

泥による波状刷毛目文を認める。胎土は灰褐色の赤黒

い色調を呈する。1077は瀬戸・美濃系陶器ひだ皿であ

る。日縁端部は波状を呈し、煤がわずかに付着する。

畳付には胎土目ないしその痕跡を4箇所認める。1078

は中国産白磁皿である。底径は小さく口縁部は端部付

近で小さく直立する。見込み周縁に段を有するが、片
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彫 りによる文様は確認できない。横田・森田分類白磁

皿Ⅵ類に該当するか(横 田 。森田1978)。 1079は土師質

土器杯である。日縁部は直線的に開き、端部を小さく

直立させる。底部の摩滅は著しいが、その調整は回転

糸切 り→板状圧痕と考えられる。なお、日縁部内外面

には連続して煤痕が付着する。

1.lm以下 1080～ 1082は肥前系磁器である。1080・ 1081

は碗である。1080は直線的に開いた後、端部手前でわ

ずかに直立する。外面には草花文を描き、さらに口縁

端部及び体部下端にそれぞれ2条の陰刻沈線を認める。

17世紀前半 ?。 1081は腰部の張りが少なく、丸みをも

って立ち上がる口縁部で、見込みは明瞭に窪む。高台

高が高 く、その断面形状は方形ないし逆台形を呈する。

1082は青磁火入れないし香炉である。日縁部は直線的

に外傾し、端部を内側に折 り曲げ、上端部に水平面を

作 り出す。外面には2条 1対の突帯を上下 2段削 り出

す。1083は軟質系施釉陶器碗である。高台高は l cm以

上と細長 く、断面形状は方形を呈する。日縁部外面下

半は回転ヘラケズリ、上半には回転ナデ調整を認める。

畳付を含め、全面に鉄釉を施釉する。1084は肥前系陶

器皿である。日縁部は大きく開き、見込み周縁には段

を有する。高台内の削 り込みは極めて浅いが兜巾をな

し、畳付には回転糸切 り痕を認める。見込みには鉄絵

によって草花文を描 く。窯詰めは砂目積みで、見込み

には3箇所の砂目痕跡を認める。1085は信楽焼鉢と考

えた。日縁部は内湾気味に立ち上がり、日縁端部を四

角 く収める。底面には粗いヘラ切 り痕、口縁部下半に

は回転ヘラケズリ、上半及び口縁部内面には回転ナデ

調整をそれぞれ認める。1086は 土師質土器鍋である。

口径は30cm弱 に復元できるが、器高は10cm以 下と浅い。

日縁部は内湾し、端部手前でさらに内側へ屈曲させ、

その外面境に縁帯状の段を作 り出す。さらに縁帯上下

を繋ぐように孔径 711mの孔を 7 cm間隔で穿つ。佐藤分

類土師質土器鍋 C形式。当遺跡では1576と 合わせ、 2

点のみの出土である。

1087は軒丸瓦である。珠文数が極めて多 く、復元で

は20個前後を数える。巴頭は比較的明瞭で、尾は長 く

延びるが、圏線をなさない。一部、珠文との間隔が極

めて狭 くなる箇所も認める。瓦当面には剥離材に用い

られた離れ砂が付着する。

石垣関連

Ⅷ区 S Z c01関連 (第 178～ 187図 )

1088～ 1098は護岸構築以前の堆積層 (第79図 D― D'

2層 )出土遺物である。

1088は 中国産白磁碗である。日縁端部を外方に小さ

く引き出し、水平面を有する。横田・森田分類白磁碗

V類。1089は肥前系陶器筒茶碗の可能性が高 く、17世

紀代に位置付けられる。1090・ 1091は土師質土器小皿

である。1090は 口縁端部に明瞭な端面を有し、1091は

口縁部長が短く、底部は回転ヘラ切り調整である。1092

は土師質土器甕である。1093は土師質土器鍋 (外耳付き)

であろう。日縁部の折 り返しは強く、外面に強い指押

さえ、日縁端部に横ナデ調整を加え、鍔部は小さく突

出する。1094は 口縁部が短 く直立する形態を呈する土

師質土器羽釜である。1093・ 1094は胎土中に多量の雲

母を含有する。1095は土師質土器摺鉢である。日縁部

はわずかに内湾し、断面観察では端部に粘土紐を貼付

し、内側に屈曲する日縁端部を形成する。1096は下端

に面を認め、五徳の可能性を考慮 したが、当該部分は

削 り取った感が否めず、土師質土器移動式竃の窓と判

断した。表面は瓦質化する。1097は須恵器高杯である。

日縁端部は丸みを有 し、日縁部と体部との境に明瞭な

沈線を有する。1098は須恵器魅である。頸部と口縁部

境に突帯を巡らし、文様帯を創出し、細かいピッチの

波状文を施す。1097・ 1098は いずれも表面に顕著な摩

耗が認められる。

以上、 S Z c01構 築以前の堆積層出土遺物のうち、

最も新 しい様相を示す遺物は17世紀代に位置付けられ

る1089の肥前系陶器筒茶碗である。しかし、後述する

D区護岸築造時期を示す層位からの出土遺物は16世紀

第 4四半期に位置付けられ、混入と考えておきたい。

1099～ 1103はⅧ区 S Z c01裏込め礫中からの出土遺

物である。第79図 D一 D'間 6層 出土遺物である。

1099は景徳鎮窯系白磁皿である。口縁部は大きく外

反する。16世紀後半～17世紀初頭。1100は瀬戸・美濃

系陶器天目碗であるも器高は低 く、全体に厚手である。

口縁部はわずかに外反し、体部下半に錆釉を認める。

大窯 3期前半 (第 5小期)の所産であろう。1101は土師

質土器杯である、椀の可能性も残る。下層遺構からの

混入であろう。1102は土師質土器鍋(外耳付き)で ある。

日縁部は内側へ強く折 り返し、鍔部は口縁部と一体化

する。外耳は鍔部から連続 し、斜め上方に延びる。胎

土中には多量の雲母を含む。1lo3は 凹石である。ほぼ

全面に研磨痕を認めるが、凹部のそれは著しい。

以上、裏込め礫中出土遺物は1100が16世紀中葉に位

置付けられる。

1104～ 1107は護岸構築に伴う整地層 (第79図 D一 D'

4・ 7層 )出土遺物である。

1lo4は 中国産磁器皿 (景徳鎮窯系)で ある。青味の強

い釉調を呈し、外面には牡丹文、見込みには草花文を

認める。16世紀後半。1105は肥前系陶器溝縁皿である。

1620～ 1630年代。1106・ 1107は備前摺鉢である。1106

は板作 りを留める口縁部形態を呈し、内面には突線状

の稜を有する。乗岡編年近世 lb期 に位置付けられよ

う。1107は スリメ間隔がなく、ほぼ全面にスリメを認

める。乗岡編年近世 2b期以降の所産である。
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以上、Dl区護岸に伴う整地層出土遺物のなかで、

最も新 しい様相を示す遺物として、1105の肥前系陶器

溝縁皿と1107の備前摺鉢が挙げられ、前者は1620～ 30

年代に位置付けられる。後者は混入の可能性を考慮す

る必要がある。さらに、1105・ 1107が 出土した土層観

察用の畦の土層を再検討すると、護岸構築に伴う整地

層というよりは、B区護岸構築に伴う整地層最上層の

可能性が高いと考えられ、ここでは除外 して考えたい。

中国産磁器 (景徳鎮窯系)が16世紀後半、備前摺鉢が16

世紀第 4四半期に位置付けられ、護岸構築時期も護岸

前面堆積土最下層(黒灰色粘質土)出土遺物の対比から、

16世紀第 4四半期に位置付けたい。

1108～ 1138・ 1270は 黒灰色粘質土 (最下層、第79図 D
一D'24層 )出土遺物である。S Z c01機 能時に堆積し

た層位と考えられる。

1108。 1109は 中国産磁器皿(景徳鎮窯系)である。1109

は自磁である。畳付は無釉で、内面に粗い砂が付着す

る。いずれも16世紀末～17世紀初頭に位置付けられる。

1110。 1111は 中国産磁器 (樟州窯系)で ある。1110は皿

で、見込みに人物像を認める。高台は畳付が尖り、無

釉である。16世紀末～17世紀初頭。1111は 白磁碗であ

る。黄色味を帯びた釉調を呈する。16世紀後半～17世

紀初頭。1112は朝鮮王朝白磁茶器である。内外面とも

に貫入が激しく、ピンホールには茶褐色を呈する上絵

を認める(傷隠しか)。 16世紀末～17世紀初頭。1113は

白磁碗である。端部は先細 り、日禿となる。産地不明。

1114・ 1115は肥前系陶器皿である。いずれも内湾して

立ち上がる形態を呈し、にぶい褐色系の胎土にオリー

ブ色系の濃い釉を施釉する。1116～ 1118は瀬戸・美濃

系陶器である。1116は天目碗である。日縁部は端部手

前で短 く直立し、端部のみ小さく外反する。1117は 内

禿皿である。口縁部は外反するが、折縁皿にはならな

い。高台内には輪 ドチ痕を認める。大窯 3期。1118は

灰釉丸皿である。日縁部はわずかに外反する。1119～

1123は土師質土器小皿である。日縁部が長 く、大きく

開く形態を呈する1119～ 1121と 器高が高 く、杯とも呼

称可能な1123が ある。前者の底部調整は静止糸切 りで

ある(1119・ 1120)。 いずれも口縁端部に煤痕を認め、

灯明皿としての使用が窺える。1124は土師質土器鍋で

ある。体部はボール状を呈 し、口縁部は大きく開く。

内耳の一部が遺存 じ、径が大きく、明瞭に貫通した孔

を認める。亀山系鍋に近い形態を呈するが、器壁厚が

全体に厚手であり、口縁端部を上方にかすかに摘み上

げる形態、外面に刷毛調整が認められない点から亀山

系鍋を模倣 した在地産土師質土器鍋と考えたい。1125

は瓦質土器亀山系鍋である。ボール状の体部から口縁

部は強く屈曲し、端部は上下に肥厚する。内耳は内側

へ強く突出し、径 l cmを 測る穿孔を認める。体部内面

には明瞭な横刷毛調整、外面には縦昂1毛調整を施す。

1126は土師質土器深鉢口縁部であろう。外耳付き鍋の

可能性も考慮 したが、口縁端部がやや間延びしており

深鉢と判断した。1127は土師質土器把手付き鍋である。

日縁部は内側へ強く折 り返し、鍔部は口縁部と一体化

する。1128は土師質土器羽釜である。口縁部は短 く直

立し、端部内側に面を有する。1261で器形を窺うこと

ができる。1126～ 1128の胎土中には多量の雲母を含む。

1130は土師質土器足鍋脚部である。体部も一部残存し、

内面には顕著な刷毛調整を施す。脚部は断面四角形を

呈する。1129は 土師質土器摺鉢である。底径11.6cmを

測る。1131は有溝穿孔土錘である。1132・ 1133は備前

摺鉢である。積極的に同一個体であると判断できる材

料に乏しく、内外面及び断面の色調が近似する程度で

ある。1132は片口を有し、端部は横ナデ調整により先

細 り、内面にかすかな段を認める。なお、残存部位に

スリメは認められない。1133は底部片である。放射状

スリメに加え、斜めないし横方向にもスリメを付加す

る。乗岡編年近世 lb期の所産であろう。1134は備前

甕ないし壺底部片である。1135。 1136は備前 (小 )壷片

である。1137・ 1138は備前注目付き鉢である。日縁部

が強 く内湾する形態 (1137)と 体部から緩やかに開き、

日縁部に連続する形態 (1138)を 認める。いずれも口縁

部外面に重ね積みによる痕跡ないし色調の変化を認め

る。時期差、形態のバリエーシヨンのいずれに起因す

るかは不明であるが、1138に は後出的な要素であろう

塗土を口縁部外面に認める。

1270は 軒平瓦である。幾何学的な中心飾 りを有 し、

唐草は4転する。二次焼成を被る。

以上、黒灰色粘質土出土遺物は、輸入磁器がおおむ

ね16世紀後半～17世紀初頭、瀬戸・美濃系陶器が16世

紀後半、備前摺鉢が16世紀第 4四半期の所産であり、

出土遺物からの最終埋没時期は16世紀第 4四半期に位

置付けられ、16世紀末の埋没が想定できよう。その年

代観は肥前系陶器が全 く確認できない点とも呼応する。

1139～ 1163は暗青灰色砂質土から出土した遺物であ

る。第79図 D一 D'20～ 22層 出土となる。

1139～ 1144は 中国産磁器 (景徳鎮窯系)で ある。1139

は小杯である。外面には唐子を認める。16世紀末～17

世紀初頭。1140。 1142～ 1144は皿である。1142は高台

内を中心に茶褐色を呈する粗い砂の付着を認め、高台

内に顕著な鉤痕が残る。見込みの文様モチーフは不明

である。16世紀末～17世紀初頭。1143は端反の口縁部

形態を呈し、出土層位は異なるが、1179と 同一個体な

いし同一器種である。日縁部端部内面には渦巻文、見

込みには如意雲文を認め、日縁部外面には青海文を透

彫 りする(陰刻沈線)。 畳付は無釉で、高台内には鉤痕

跡を放射状に認める。1144は 圏線は一切なく、見込み

に不明文様を描 く。畳付は無釉である。1143・ 1144は

16世紀中葉～後半の製作年代が与えられる。1141は碗
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である。16世紀第 4四半期～17世紀初頭。1145は 中国

産 (福建・洋州窯系)白磁端反碗である。釉調は淡黄色

を呈し、見込みに段を有する。1111に酷似する。16世

紀後半～17世紀初頭。1146は 朝鮮王朝白磁皿である。

1147～ 1150は 瀬戸・美濃系陶器である。1147・ 1148は

天目碗である。前者の回縁部は直立し、端部のみ小さ

く外反する。体部外面下半に錆釉を認める。大窯 3期

(第 6小期)の所産であろう。1148の外面下半には錆釉

は確認できず、大窯 4期 になろう。1149。 1150は 内禿

皿である。1149は 口縁部が内湾し、全体に厚手である

が、1150は 薄作 りである。釉調は前者が淡黄色系を呈

するのに対 し、後者は緑灰色である。いずれも高台内

には輪 ドチ痕を認める。大窯 3期 に位置付けられ、

1150は第 6小期の所産になろう。1151。 1152は肥前系

陶器である。1151は碗、1152は皿である。いずれもに

ぶい赤褐色系の色調を呈する胎土に、オリーブ灰色の

濃い釉を施釉する。1153・ 1154は土師質土器小皿であ

る。1153は 口縁部が長く、大きく開き、日縁部内外面

に煤痕の付着が認められる。1154は 口縁端部が「て」

の字状に屈曲する形態を呈する。底部調整は回転ヘラ

切 り(R)である。京都系土師器小皿の口縁部を模倣 し

た在地産の土師質土器と考えられる。下層遺構からの

混入遺物。1155は瓦質土器鍋である。ボール状の深い

体部から口縁部は強く屈曲し、内面体部境に鋭い稜を

認める。端部は丸みを有する。内外面ともに丁寧な板

ナデ調整を施し、体部外面下半にのみ粗い縦方向の板

ナデ調整ないし平行叩き調整を認める。亀山系鍋を模

倣 した在地産と考えられる。また、日縁部内面に付着

する煤痕がほぼ円形に認められ、蓋の存在を想定する

ことができる。さらに蓋の痕跡には、幅 4 cmを測る突

出した部分があり、把手付きである可能性が高い。後

述する1269が示すように、二孔一対の穿孔を認める内

耳を有する器形となる。1156は土師質土器摺鉢である。

日縁部は「く」の字状に内湾し、幅 6 cm前後を測る片

口部を認める。1162は 瓦質土器風炉脚部片である。丁

寧に面取 りした脚部を有し、体部には雷文、蓮弁文を

認める。内面は瓦質化する。1163は 飯蛸壺である。

1157・ 1158は備前摺鉢である。1157は 日縁部内面に明

瞭な段を認め、顎は小さく張り出す。日縁帯凹線は 1

条ないし2条である。乗岡編年近世 lb期の所産であ

る。1158は 口縁部断面が三角形を呈し、矮小化が著し

い。口縁帯凹線は2条である。乗岡編年近世 2a期 に

位置付けられる。1159は備前注目付き鉢である。日縁

部が強く内湾する形態を呈し、注目を有する。体部中

位には重ね積み痕跡を認める。1160は備前筒物である。

1161は 焼締陶器大甕である。日縁部は大きく外反し、

端部には沈線を有する。外面及び断面は灰色を呈する

が、内面は暗赤灰色を呈する。常滑焼の可能性が高 く、

そうであれば下層遺構からの混入となる。

以上、暗青灰色砂質土層から出土した遺物は、中国

産磁器がおおむね16世紀後半～17世紀初頭、瀬戸・美

濃系陶器が16世紀中葉～後半、肥前系陶器が16世紀末

～17世紀初頭を示す。しかし、備前摺鉢は乗岡編年近

世 2a期 に位置付けられ、1620～ 1650年 の製作年代が

与えられる。1158を 除くと17世紀第 1四半期に位置付

けられるが、その存在を重視すると、暗青灰色砂質土

の最終埋没時期は17世紀第 2四半期となる。

1164～ 1177は暗青灰色砂質土層と赤灰掲色砂層から

出土 した遺物である(第79図 D― D'11～ 19層 )。

1164～ 1166は 中国産磁器 (景徳鎮窯系)で ある。1164

は碗である。高台脇に比して、高台内の決 り込みは深

い。見込みには折菊文を認める。15世紀中葉～後半。

1165・ 1166は皿である。1166は 白磁で、端反口縁とな

る。釉調は灰白色を呈する。16世紀後半～17世紀初頭。

1167は朝鮮王朝白磁皿である。見込みには段 (鏡)を 有

する。16世紀後半～17世紀初頭。1168～ 1170は瀬戸・

美濃系陶器である。1168は天目碗である。口縁部は短

く直立し、端部のみ小さく外反する。外面下半に錆釉

はなく、大窯 4期 に位置付けられる。1169は折縁皿で

ある。大窯 3期 (第 6小期)に位置付けられる。1170は

口縁部が波状を呈し、刻文 (ソ ギ)を認める。定林寺東

洞 1号窯に類例を認め、大窯 3期 (第 6小期)に位置付

けられよう。1171は肥前系陶器皿である。見込みに砂

目を認めるが、釉調 (灰釉)が濃 く、胎土目積み製品と

併焼した可能性が高い。1600～ 1620年代。1172・ 1173

は土師質土器小皿である。1172は 口縁部が大きく開き、

底部は小さく突出する。1173は底径が広 く、日縁部は

中位が最も肥厚する。底部調整は1172が静止糸切 り、

1173が回転糸切 りである。1174は土師質土器杯である。

日縁部は内湾気味に立ち上がり、底部に板状圧痕ない

し静止糸切 り調整を認める。1175は土師質土器甕であ

る。全体的に厚手で、日縁部は短 く開く。1176は瓦質

焼成の亀山系鍋である。ボール状の体部から口縁部は

大きく開き、端部は上下に肥厚する。体部内面には顕

著な刷毛調整、外面上半は指押さえ、下半は縦方向の

板ナデ調整を認める。内耳の一部が遺存 じ、径 8 nlm前

後の明瞭に貫通する穿孔を認める。1177は土師質土器

深鉢 (火鉢)と 考えられる。棒状の脚部を有する。1178

は土師質土器羽釜である。日縁部は「く」字形に屈曲

し、端部を上方へ摘み上げる。胎土は比較的精良で、

淡黄色の色調を呈する。大和 12型、Ⅲ-1型式と考

えられる搬入品である (り |1口 1990)。

以上、暗青灰色砂質土と赤灰褐色砂層が混在 した層

位からの出土遺物は、中国産磁器が15世紀中葉～17世

紀初頭、瀬戸・美濃系陶器が16世紀中葉～17世紀初頭、

肥前系陶器が1600t1620年代の製作年代が与えられ、

出土遺物による限りは、17世紀第 1四半期に位置付け

られる。

1179～ 1213・ 1271～ 1274は赤灰掲色砂層からの出土遺
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物である(第79図 D一 D' 8～ 10層 )。

1179。 1180は 中国産磁器 (景徳鎮窯系)皿である。1179

は1143と 同一個体ないし同一器種である。日縁端部内

面には渦巻文を描き、日縁部外面には青海文を透彫 り

する。16世紀中葉～後半。1180は 白磁である。1181は

中国産白磁端反碗である可能性が高い。中国産であれ

ば、明末 (16世紀中葉)に位置付けられる。1182。 1183

は中国産磁器 (津州窯系)で ある。釉を厚 く施し、露胎

の色調はにぶい黄橙色を呈する。1182は碗である。外

面には花井文を認める。1183は皿である。見込みの圏

線は完周せず、渦巻き状を呈する。いずれも16世紀末

～17世紀初頭。1184は朝鮮王朝白磁皿である。高台は

安定し、畳付ないし見込みに9箇所の砂目に復元可能

な砂目を認める。1185。 1186は肥前系陶器である。1185

は皿である。口縁部は二段階に開き、端部を四角 く収

める。釉は灰白色の色調を呈する灰釉である。17世紀

末に位置付けられ、18世紀まで下る可能性も残す。1186

は片口鉢である。口縁端部は玉縁状を呈し、片口部を

有する。内面及び外面上半には釉調が極めて濃い鉄釉

を施す。1590～ 1630年代。1187～ 1197は瀬戸・美濃系

陶器である。1187～ 1191は天目碗である。1187・ 1188

は外面下半に錆釉を認め、1187は体部から緩やかに口

縁部に連続し、端部のみ小さく外反する。大窯 3期の

所産である。1189は体部下半の錆釉を認めず、口縁部

は短 く直立した後、小さく外反する。下半は遺存 しな

いが、1190は 1189に 口縁部形態が酷似 しており、とも

に大窯 4期 に位置付けられよう。1191は 口縁部が短 く

内傾 し、端部のみ強く外反する。錆釉の有無は不明で

あるが、大窯 4期の所産であろう。1192～ 1197は皿で

ある。1192は灰釉丸皿である。口縁部は内湾し、高台

内に輪 ドチ痕を認める。1193は 内禿皿である。高台の

決 りは極めて浅く、削 り出し高台である。大窯 3期 に

位置付けられる。1194～ 1197は折縁皿である。1194・

1195は刻文 (ソ ギ)を認める。大窯 4期 (第 7小期)。 1196

は刻文 (ソ ギ)を 有し、見込みに菊花を押印する。大窯

3期 (第 6小期)に位置付けられる。1197に は刻文は認

められない。高台は削 り出し高台であるが、矮小化が

著しい。見込み及び高台内に輪 ドチ痕を認め、高台内

にはその一部が熔着する。大窯 4期 (第 7小期)に位置

付けられよう。1198は磁器であろう。外面にのみ明緑

灰色の色調を呈する釉を施釉する。器種 。器形ともに

不明。1199は 関西系磁器染付皿である。内面に指押さ

え痕、外面に貝状の型痕ないしシワを認め、型押成形

であることが窺える。外面は無釉、内面には染付→透

明釉を施す。1820～ 1860年代。1200t12o2は 備前摺鉢

である。1200は 口縁端部内面に稜を認め、日縁帯の凹

線は 3条 である。顎の張 りは小さく、丸みを認める。

乗岡編年近世 lb期の所産である。1201は 口縁端部を

摘み上げ、内面に段とも表現可能な稜を有する。日縁

帯には2条の凹線が施され、顎は断面三角形状に小さ

く張り出す。乗岡編年近世 lb期の所産であろう。1202

は底体部片である。放射線状に施すスリメに後出し、

斜め方向のスリメも付加される。1203は備前瓶である。

平底、筒形を呈し、底面にヘラ記号が記される。1204

は備前注目付き鉢である。注目の一部が遺存する。体

部に穿孔した後、粘土板により注目部を形成する。底

面にはヘラ記号を施す。1205は 備前瓶口縁部である。

日縁端部は肥厚し、玉縁状を呈する。鷺口。1206は備

前系陶器瓶底部片である。高台は碁笥底状を呈し、高

台内の削 り込みは極めて浅い。1207は土師質土器小皿

である。口縁部は長 く、大きく開き、底部は小さく突

出する。底部調整は不明であるが、静止糸切 り調整で

ある可能性が高い。1208・ 1209は土師質土器杯である。

1209は 口縁部が直線的に開き、日径に比して器高が高

い器形を呈する。底部に静止糸切 り痕を認める。1210

は土師質土器小皿であるが、瀬戸・美濃系陶器内禿皿

の器形に酷似する。底部には回転ヘラ切 り→板状圧痕

を認める。1211は土師質土器足釜である。日縁部の矮

小化が著しく、小さな鍔部を認める。佐藤分類足釜B

Ⅳ型式に該当する。1212は 内外面ともに瓦質化する亀

山系鍋である。体部はボール状を呈し、口縁端部は上

下に肥厚 し、断面三角形を呈する。内耳の一部を認め

る。1213は 土師質土器火鉢である。口縁部は内湾し、

端部を内方へ摘み出し、水平面を有する。

1271・ 1272は軒丸瓦である。1271は 巴頭と尾の境が

不明瞭で、尾は太 く、短 く巻き込む。珠文径は小さく、

復元では12個 を数える。1272は比較的明瞭な巴頭から

尾は細長 く延び、径 6 cm強 の円形を指向する。珠文径

は小さく、その数は17個 と多い。1273・ 1274は軒平瓦

である。中心飾りは不明であるが、唐草は細長 く、流

線状に延びる。いずれも二次焼成を被る。

以上、赤灰褐色砂層出土遺物は、輸入磁器が16世紀

中葉～17世紀初頭、肥前系陶器16世紀末～17世紀末、

瀬戸・美濃系陶器が16世紀中葉～17世紀初頭、備前摺

鉢が16世紀第 4四半期の製作年代が想定でき、17世紀

第 1四半期の最終埋没を想定したい。その際、1185の

肥前系陶器皿と1199の 関西系磁器染付皿は混入と理解

する。

1215～ 1237・ 1275は暗青灰色砂質土、暗青灰色砂質

土と赤灰掲色砂層、赤灰掲色砂層から出土した遺物で

ある。B区護岸構築に伴う整地層と考えられる。第79

図D― D' 8～ 22層 出土遺物である。

1215。 1216は 中国産磁器 (景徳鎮窯系)で ある。1215

は碗である。外面には柘相を認める。1216は 小杯で、

外面には小鳥を描 く。いずれも16世紀末～17世紀初頭。

1217・ 1218は肥前系陶器である。1217は碗である。日

縁部は内湾気味に立ち上が り、端部は小さく直立し、

九みを有する。底部は残存しないが、胎土目積み段階

の所産である可能性が高い。1218は皿である。見込み
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に砂目を認め、高台は削 り出し高台である。釉調が濃

く、17世紀前半に位置付けられよう。1219～ 1224は瀬

戸・美濃系陶器である。1219。 1220は 天目碗である。

口縁部はわずかに直立 し、端部のみ小さく外反する。

前者の体部外面下半には錆釉を認めるが、1220は施釉

されない。それぞれ大窯 3期 (第 6小期)、 大窯 4期 (第

7小期)の所産と考えたいが、1219は 4期 まで下る可能

性も残る。1221は 内外面に鉄釉を施釉 した皿である。

大窯 3期の所産である。1222・ 1223は 内禿皿である。

底部は碁笥底状を呈し、高台内の削 り込みは極めて浅

い。1222は見込み段内側の釉を剥ぎ、高台内も含めて

施釉するが、1223は見込み段の内側だけでなく、外側

高台脇以下も無釉である。前者は大窯第 6及び7小期、

後者は大窯 4期 (第 7小期)の所産と考えられる。1224

は皿底部細片である。高台は削り出し高台である。1225

は軟質系施釉陶器筒形碗である。外面は自化粧土を塗

布した後、緑灰色の釉調を呈する下絵を描き、透明釉

を施す。一方、内面には虹色の光沢を放つ釉を認める。

楽焼の可能性が高い。1226・ 1227は 備前摺鉢である。

1226は 日縁端部に強いヨコナデ調整を加え、内面に稜

を残す。顎は断面三角形を呈するが、その張 りは強く

ない。乗岡編年近世 lb期 の所産であろう。1227は底

体部片である。放射状スリメに加え、斜めないし横方

向のスリメを施す。見込みのスリメはウールマーク状

に復元できる。1228～ 1232は 土師質土器小皿である。

1228の底部には回転糸切 り痕を認める。1229～ 1231は

底径が小さく、口縁部は大きく開き、底部は小さく突

出する。1232は底径が広 く、口縁部長はやや短い。底

部調整はいずれも静止糸切 りである。1229。 1232の 口

縁端部に煤痕を認め、灯明具として用いられたと考え

られるが、1230の底部中央には径 5 nlmを 測る孔が穿孔

され、用途が異なる。1233は土師質土器鍋である。鍔

部は口縁部と一体化するが、小さく突出する。1234は

土師質土器摺鉢である。1235は土師質土器火鉢であろ

う。日縁部は内湾し、端部に粘土紐ないし粘土帯を追

加し、内方へ強く屈曲させて貼付する。同様の貼付法

は1095(土 師質土器摺鉢)に も認められる。1236は有溝

穿孔土錘である。1237は大形土製品である。型成形は

行われていない。

1275は軒丸瓦である。巴頭は大きく、尾は細長 く延

びる。瓦当面には離れ砂の付着を認める。

以上、Ⅱ期護岸に伴う整地層出土遺物は、輸入磁器

が16世紀末～17世紀初頭、肥前系陶器が16世紀末～17

世紀前半、瀬戸・美濃系陶器が16世紀中葉～17世紀初

頭、備前摺鉢が16世紀第 4四半期の製作年代が想定で

きる。1218に やや新 しい様相を認めるが、おおむね17

世紀第 1四半期の埋没が想定できる。

1238～ 1246は 護岸前面堆積土下層出土遺物である。

下層は第79図 D一 D'24層 にほぼ対応する。

1238は 中国産磁器染付皿 (景徳鎮窯系)で ある。口縁

部は端反 り、外面には花井文を認める。16世紀前半～

中葉。1239は朝鮮王朝白磁皿である。見込みには段 (鏡 )

を有する。16世紀。1240～ 1243は土師質土器小皿であ

る。1240は 底径3.4cmを測 り、突出した底部形態となる。

1241は 全体に摩耗が著 しく、底体部境は丸みを有 し、

不明瞭である。いずれも底部調整は静止糸切 りである。

1242・ 1243は底径に比して口径が大きく開き、底部は

小さく突出する。底部調整は静止糸切 りである。1243

の内面には点状に煤痕を認め、鉄片が付着する。鉄片

は軸の痕跡と考えられる。1244は土師質土器摺鉢であ

る。1245は瓦質土器火鉢であろう。日縁端部は断面三

角形を呈し、形骸化 した鍔部を有する。1246は有溝土

錘である。拳大より小さく、溝は完周 しない。

以上、下層出土土器は輸入磁器が16世紀前半～中葉

に位置付けられるが、年代を想定できる資料に乏しい。

1247～ 1250は護岸前面堆積土上層 (赤灰褐色砂層)出

土遺物である。上層は赤灰褐色砂層にほぼ対応する。

第79図 D一 D' 8～ 10層 出土となる。1247は 白磁碗で

ある。日縁端部は外反し、水平面を有する。内面には

櫛状工具により花文を施す。横田 。森田分類V-4b
類。1248は龍泉窯系青磁碗である。体部外面に鏑のな

い蓮弁文様を配する。横田・森田分類 I-5a類。129

は中国産磁器染付皿 (景徳鎮窯系)で ある。1250は瓦質

土器甕底部である。内外面には二次焼成痕跡を認める。

1251は 護岸前面堆積土、標高0.7～ 0.4m掘 り下げ中に

出土した遺物である。瀬戸 :美濃系陶器溝縁皿。内面

には刻文 (ソ ギ)を 有する。大窯 4期 (第 7小期)の所産

である。

1252～ 1259・ 1276・ 1277は護岸前面堆積土、標高1.0

～0.65(0.6)m掘 り下げ中に出土した遺物である。1252

～1254は肥前系磁器である。1252は碗である。外面に

は印判による松文を押印する。18世紀前半。1253・ 12M

は蓋である。1253は 外面に青海文と兎、丸文を描き、

端部外面にアルミナ砂の塗布を認める。18世紀後半～

19世紀初頭。1254は外面に手描きによる蛸唐草文を描

く。1780～ 1820年代。端部外面にアルミナ砂を塗布す

る。1255は 中国産磁器染付碗 (景徳鎮窯系)である。1256

は朝鮮王朝白磁皿と考えられるが、北九州産の可能性

も残る。朝鮮王朝産であれば、16世紀の製作年代が与

えられる。1257は 軟質系施釉陶器皿ないし鉢である。

日縁部は型打成形により輪花を呈し、内面には稜、外

面には鏑を認める。1258は備前瓶である。1259は土師

質土器摺鉢である。日縁部は短 く、「く」字形に内側ヘ

屈曲する。片日の一部を認める。

1276は軒丸瓦である。巴頭は円形をなし、尾は径 5

cm前後の円形を指向して巻き込む。珠文径が大きく、
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12個 を数える。筒部には2孔の釘穴を認める。混入遺

物か。1277は軒平瓦である。中心飾 りは扇文で、唐草

は2転する。

1260は 護岸前面堆積土、標高1.0～ 0.lm掘り下げ中に

出土した遺物である。瀬戸・美濃系陶器内禿皿である。

削 り出し高台で、高台内まで施釉する。見込み及び高

台内には輪 ドチ痕を認め、その熔着も一部みられる。

大窯 3期 (第 6小期)の所産である。

1261は護岸前面堆積土、標高0.65mか ら出土した遺

物である。土師質土器羽釜である。日縁部は短 く直立

し、穿孔を有する2個 1対の外耳を認める。

1262～ 1269は護岸前面堆積土から出土した遺物であ

るが、層位不明である。参考までに提示する。1262は

中国産磁器染付碗 (景徳鎮窯系)である。17世紀初頭。

1263・ 1264は 中国産磁器染付皿 (津州窯系)で ある。16

世紀後半～17世紀初頭。1265は 華南彩釉陶器である。

型打成形により、外面は凹凸を認める。外面には鮮や

かな水色の色調を呈する瑠璃釉 (翡翠釉)を 施す。1266

は軟質系施釉陶器碗である。楽焼。1225と 同一個体で

あろう。1267は瀬戸 。美濃系陶器天目茶碗である。体

部下半には錆釉を認める。大窯 3期。1268は瀬戸・美

濃系陶器志野 (灰志野)丸皿である。大窯 4期の所産で

ある。1269は瓦質土器鍋である。1124・ 1155と 同様に

亀山系鍋を模倣 した在地産土器である。重厚な内耳を

有 し、径 l cm前後を測る2孔 1対の穿孔を有する。胎

土中には雲母微粒を多量に含有し、1124・ 1155に共通

する。

1278～ 1280は 護岸裏込めに用いられた石製品である。

1278。 1279は 五輪塔である。1278は 球体形を呈 し、

わずかに肩部の張りを認める。上面には窪みを認める

が、下面は水平である。材質は角礫凝灰岩であるが、

含有する礫は l cm以 下と小さい。1279は肩部に張 りを

認め、逆台形状を呈する。上面には径10cm弱 の窪みが

あり、下面は側面との境に明瞭な稜を有して凹む。材

質は角礫凝灰岩であるが、含有する礫は粗 く、粒径が

4 cmを越えるものも存在する。1280は石臼(上自)で あ

る。横打込穴を認めるが、下辺は使用による摩耗で消

失 しつつある。材質は角礫凝灰岩である。含有礫の最

大粒径は 2 cm前後を測 り、1278。 1279の両者とは異な

る内容を示す。

1281は下駄である。歯が台部と同じ一本から取 り出

した連歯下駄となる。鼻緒孔の位置から左足用と考え

られる。前歯に比して、後歯の摩耗は著しい。

柱穴 (第 188図 )

Ⅷ区S P c348(S A c06)(Dl区 S Pll(S A01))

1282は肥前系陶器皿である。畳付には砂目ないしそ

の痕跡を3箇所認める。釉は灰釉で、「テラテラ」した

釉肌を呈する。1590年代～。

Ⅷ区S P c372(Dl区 S P14)1283は肥前系陶器溝縁

皿である。見込み及び高台内には砂目(痕跡)を 認める。

内面のみ二次焼成を確認することができる。

Ⅷ区S P c367(Dl区 S P04)1284は 土師質土器小皿

である。日縁部は直線的に開き、中位が最も肥厚する。

見込み周縁にはかすかに凹線を認める。端部には煤痕

が付着し、灯明皿としての使用が窺える。

Ⅷ区S P c463(D2区 1.lm s P01)1285は瓦質焼成

の焙烙である。体部は日縁部手前で短 く直立し、日縁

部は垂下気味に開く。

Ⅷ区S P c388(D2区 1.lm s P09)1286は肥前系陶

器碗である。日縁部は直立し、端部のみ小さく外反す

る。胎土は灰白色を呈し、灰白色の灰釉を施釉する。

呉器手碗になろう。

Ⅷ区S P c405(D2区1,lms P10)1287は 肥前系陶

器注目付き鉢である。日縁部は玉縁状を呈し、内外面

には白泥による刷毛目を認める。遺存状況はよくない

が、注口を有する。

Ⅷ区S P c392(D3区 0.9m s P29)1288は土師質土

器小皿である。日径8.8cmを測り、口縁部はかすかに外

反する。底部切 り離しは回転ヘラ切 りにより、板状圧

痕を認める。中世前半に属する。

Ⅷ区S P c381(D2区 1.lm s P03)1289は土師質土

器小皿である。日縁部は端部のみ小さく外反し、中位

やや下半が最も肥厚する。

Ⅷ区S P c455(D2区1.lms Pll)1290は 瀬戸・美

濃系磁器碗である。内面には透明釉、外面には緑釉を

施釉し、上絵による草文を認める。明治 。大正期。

Ⅷ区S P c430(D2区1.lmS P14)1291は 施釉陶器

火入れである。口縁部は直線的に外傾 し、端部には水

平面を認める。外面及び口縁部内面には鉄釉を施釉す

る。

Ⅷ区S P c459(D2区1.lms P25)1292は 肥前系陶

器皿である。日縁部は直線的に開き、内面及び口縁部

外面に灰釉を施釉 し、端部には鉄釉の流し掛け?を 認

める。

Ⅷ区S P c471(D3区 1.lm s P06)1293は施釉陶器

火入れであろう。1294は備前摺鉢である。口縁部は厚

手になり、板作 りとは言い難いが、内面には明瞭な段

を認める。顎の張 りは強く、口縁帯には2条の凹線を

施す。乗岡編年近世 2期 の所産。

溝状遺構

Ⅷ区S D c13(D2区 1.lm s D02、 第188図 )

1295は肥前系陶器皿である。口縁部は内湾気味に開

き、内面及び口縁部外面には釉調の濃い灰釉を施釉す

る。胎土は級密で、灰色系の色調を呈する。
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井戸

Ⅷ区S E c02(D2区 S E04、 第188図 )

1296は 土師質土器井戸枠である。口径は75.4cm前後

を測る。外面口縁部下には文様帯を有し、縦方向の刷

毛目を配する。日縁端部の上部には井戸枠接合時に用

いたモルタルが付着する。

Ⅷ区S E c03(D2区 S E03、 第188図 )

1297は土師質土器井戸枠である。日縁部は三角形に

肥厚し、外面口縁部下に文様帯を創出し、板状工具の

小口を押 し当てて斜格子文を描 く。

Ⅷ区S E c04(D3区 S E01、 第188図 )

1298は軟質系施釉陶器土瓶蓋である。乳頭状の把手

を有し、天丼部に穿孔を認める。天丼部内面には二重

枠内「屋島」の刻印を押印し、「平」の墨書もある。

Ⅷ区S E c05(D2区 0.9m s E01、 第188図 )

1299～ 1301は肥前系陶器碗である。いずれも赤味を

帯びた灰色系の色調を呈する胎土で、オリーブ灰色系

の濃い釉を施釉する。1299は 内湾気味に立ち上がる口

縁部形態となる。1300・ 1301は いずれも兜巾を有 し、

後者は見込みないし畳付に胎土目を認める。1302は備

前大平皿である。日縁端部を「く」字形に屈曲させる

が、破損する:口縁部外面には重ね積み痕跡を認める。

1303は土師質土器把手付き鍋である。日縁部は強く内

湾し、外面には短 く突出する鍔部を認める。

1304は軒平瓦である。中心飾 りは上向きの三葉文で、

支枝を認める。唐草は3転以上。

不明遺構

Ⅷ区S X c17(D2区 0.9m s X06、 第189図 )

1305は瀬戸・美濃系陶器丸皿である。見込み及び高

台脇の釉は厚 く施釉する。1306は土師質土器把手付き

鍋である。日径23.3cmを 測 り、器高は10cm前 後に復元

できる。口縁部は内湾して立ち上がり、端部外面下に

鍔部を有する。鍔部の突出はにぶ く、不明瞭である。

外耳は鍔部に連続し、外側から内側に穿孔するが、そ

の使用痕は確認できない。胎土中には多量の雲母粒を

含有する。外面鍔部下 2 cm前後から下半には顕著な被

熱痕を認め、褐色に変色する。底部には体部の被熱痕

跡とは異なる二次焼成痕跡を認め、赤紫色の色調を呈

する。

土坑

Ⅷ区S K c26(Dl区 S K04、 第189図 )

1307・ 1308は 景徳鎮窯系磁器である。1307は 白磁皿

である。畳付は無釉。1308は青花皿である。口縁部は

内湾気味に立ち上がり、端部は尖る。見込みには青花

を認める。1309は肥前系陶器皿である。灰色系の胎土

に濃い緑色の灰釉を施釉する。1310は焼塩壺蓋である。

内外面は二次焼成を受け、にぶい橙色に変色 し、一部

煤も付着する。1311は土師質土器小皿である。口縁部

は直線的に開き、中位が最も肥厚する。底部には回転

糸切 り痕を認める。胎土中には赤色粒を含有 し、にぶ

い橙色の色調を呈する。1312は瓦質焼成の亀山系鍋で

ある。体部はボール状を呈 し、日縁部は水平に開く。

端部は上方へ摘み上げて小さく拡張する。

Ⅷ区S K c27(D2区 1.lm s K02、 第189図 )

1313～ 1315は肥前系磁器である。1313は外面に二重

網目文碗である。18世紀後半。1314は かえり部を有す

る蓋である。外面には菊花散らしを認め、地詰文に斜

格子を施す。かえりにはアルミナ砂を塗布する。18世

紀後半～1810年代。1315は蓋であろう。18世紀末～幕

末。1316・ 1317は京 。信楽系陶器である。1316は 京・

信楽系陶器小杉碗状の器形の小杯である。渦高台を呈

し、高台には残存部位で 2箇所の切り込みを認める(復

元すると3箇所か)。 高台脇には幅の狭い削りによる段

を有する。外面には銹絵により植物文様を描き、白乳

色の灰釉を施す。1317は瓶ないし甕であろう。底部は

碁笥底を呈し、畳付は0.5cmと 幅広い。外面には化粧土

(白 泥)塗布後、灰釉を施す。内底部には油滴状に白泥

が落ち、さらに重ね積みによる高台痕跡を認める。1318

は瓦質土器火鉢の可能性が高い。体部は直立し、下端

部上1.5cmの位置に底部を認めるが、底部をなすのか、

縁状に幅狭 く配されたものかは判断できない。タト面に

はその単位が識別できないヘラミガキ調整によって、

丁寧に研磨される。

Ⅷ区S K c28(D2区 1.lm s K04、 第189図 )

1319は瀬戸・美濃系磁器端反碗である。日縁部内面

縁文様及び外面に陰刻沈線を配し、薄ダミを施す。1320

は肥前系青磁碗である。日縁部は内湾気味に開き、端

部のみ小さく外反する。

Ⅷ区S K c29030(Dl区 S K02003、 第189図 )

1321は肥前系陶器皿である。見込みに段を有 し、口

縁部は直線的に開く。日縁部内面には鉄絵による区画

文 ?を認める。胎土は灰色系を呈し、釉は濃い緑色で

ある。1322は 土師質土器小皿である。底径が小さく、

日縁部は大きく開く形状となろう。底部には静止糸切

り痕を認める。
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不明遺構

Ⅷ区S X c18(Dl区 S X03、 第189～ 191図 )

1323は肥前系磁器碗である。1630～ 60年代。1324・

1325は土師質土器皿である。口径13.5cm前後を測 り、

口縁部は内湾気味に開く。底部は回転糸切 り痕を認め

る。胎土中に雲母の含有はなく、灰白色系の色調を呈

する。1326は 焼塩壺である。内面には布圧痕を認め、

日縁部内面に強いナデ調整を施すことにより、端部断

面形は三角形になる。内面のみ顕著な二次焼成を認め

る。1327～ 1331は ちゅう木である。全長15cm前後を測

り、板状の断面形状となる一群 (1327・ 1328)と 全長21

cm前後を測 り、割箸状を呈する一群 (1329～ 1331)に 大

別できる。前者は1327が示すように先端部が肥厚する

ものを認めるが、個別の特徴なのか、一形式として認

定できるかは不明である。後者は下端が先細 り、基部

と先端部として識別できる。

1332～ 1336は軒丸瓦である。1332・ 1333は比較的明

瞭な巴頭から尾は細長 く延び、圏線状をなす。1332は

珠文径が小さく、1333は やや大きいが、いずれもその

数は12個 を数える。1334・ 1335は 円形をなす巴頭から

尾はやや長めに延び、径の大きい珠文が 8な いし9個

配置される。1336は珠文数が12個前後を数える。1337

は軒平瓦である。中心飾 りは扇文で、唐草は2転する。

1338は鬼瓦である。幅 3 cmの段によるタト縁を有し、宝

珠文が付 く。背面の宝珠文裏には吊り手を認める。

Ⅷ区S X c50(D2区 1.lm s X02、 第191。 193図 )

1339は京 。信楽系陶器碗である。高台は剖 り高台で

ある。見込み周縁にわずかな段を有 し、外面には面取

りを認める。1340は備前灯明皿である。日径 8 cm前後

に復元でき、日縁部より低い仕切を有する。

1341は軒平瓦である。中心飾 りは宝珠文で、脇に子

葉を認める。1348は 壁材に用いられた漆喰であろう。

3方 に面を有し、もう一面には棒状部材の圧痕を認め

る。

1362は大甕とした。日縁部は直立し、端部を三角形

に肥厚させる。胎土中には角閃石を少量含む。1363。

1364は大甕底部である。

Ⅷ区S X o20(D2区 0.9m S X04、 第191図 )

1342は京 。信楽系陶器平碗である。灰色系の色調を

呈する磁器質胎土で、畳付付近まで灰釉の施釉を認め

る。口縁部外面には不明溶着痕があり、同遺構から出

土した同一個体と考えられる見込み片には胎土目が付

着する。1343は肥前系陶器水指と考えた。体部は直線

的に外傾 し、日縁部は内側に強く屈曲させる。内外面

には白泥による直線 。波状刷毛目文を認め、緑釉を施

釉する。さらに外面には鉄釉を流し掛けする。1344は

軟質系施釉陶器碗である。日縁部は直線的に開くg胎

土は灰白色系の色調を呈し、級密で含有鉱物が混じら

ない精良な胎土が選択される。外面には灰オリーブ色

と黄色に発色する絵薬により星形文を描き、灰釉を施

釉する。1345は京・信楽系陶器灰吹きとした。浅黄色

系の陶器質胎上で、淡黄色系の灰釉を残存部位全面に

施釉する。外面には赤褐色の絵薬により斜格子文を上

絵付けする。1346は備前摺鉢である。日縁部断面形状

は三角形を呈し、内面に明瞭な段を有する。スリメ端

がわずかに確認できるが、その間隔は不明である。乗

岡編年近世 2a期の所産であろう。1347は土師質土器

小皿である。日縁部はわずかに外反し、外端面を有す

る。胎土中には雲母粒 。赤色粒を含有し、にぶい橙色

の色調を呈する。端部には煤が付着し、日縁部内外面

には煤痕を認める。

Ⅷ区S X c21(D2区 1.lm s X05、 第191・ 192図 )

1349は瀬戸・美濃系磁器端反碗である。1820～ 60年

代。1350は 京 。信楽系陶器の可能性が残る瓶である。

口縁部は波状に呈し、注目を有する。内面及び外面に

は白泥を塗布し、胴部上半より上に灰釉を施釉し、端

部及び注目付近のみ緑釉を認める。口縁部外面には暗

赤褐色の絵薬により斜格子文を絵付けする。1351は軟

質系施釉陶器土瓶蓋である。落とし蓋で、天丼部内面

には回転糸切 り痕を認める。1352は瓦質焼成の焙烙で

ある。外型成形により、佐藤分類AⅡ -1ないし2型

式に該当する。

1353～ 1355は軒丸瓦である。1353は不明瞭な巴頭か

ら尾は極めて長 く延びるが、圏線状をなさず、かろう

じて円形を指向して巻き込む。珠文径は小さく、16個

を数える。1354は 円形に肥厚 した巴頭から尾は細長く

巻き込み気味に延びる。珠文径は小さく、その数は12

個を数える。1355は 明瞭な巴頭から尾は細長 く延びる。

珠文径が大きく、10個 を数える。瓦当面に占める文様

区の割合が低 く、円形を指向する巴径も3.5cm前後と小

さい。キラコの塗布を認める。1356は鬼瓦である。前

面に高さ 5 cm、 幅 l cmの 外縁を認め、内面には起伏の

激しいケズリ調整を認める。外面には同一工具による

刻目が顕著に残る。

Ⅷ区S X c22(Dl区 S X01、 第192図 )

1357・ 1358は肥前系磁器広東碗である。1357は外面

に柳文、草花文を描き、内面縁文様には二重圏線を認

める。18世紀前半。1358は 1780～ 1820年代。1359は土

師質土器土管である。1360は窯構築部材であろう。隅

丸三角錐状を呈し、三側面には上下 2箇所に斜め方向

の刻目を施す。なお、端面は一方のみ顕著に焼き締ま

り、小口面を窯体内に向けていたことが窺える。

1361は軒桟瓦である。平瓦部の中心飾 りは半肉状に

盛り上がる半裁花菱文である。瓦当面を含め、ほぼ全

面にキラコの塗布を認める。
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9.X区 (E区 )

整地層 (第 194～ 196図 )

1365は第89図 6・ 7層(第 1面構成層)、 1366～ 1389、

1413・ 1414は 8。 9。 11層 (第 2面構成層)、 1390～ 13%、

1415は 10・ 12～ 15層 (第 3面構成層)、 1395～ 1412、 1416

は16～ 19層直上層位 (第 4面構成層=中世土器包含層直

上層位)か らの出土遺物である。

第 1面構成層 1365は肥前系青磁染付碗蓋である。18

世紀後半。

第 2面構成層 1366は津州窯系白磁皿である。日縁部

は大きく外反し、端部は先細る。自色系の磁器質の胎

土で、厚く施釉する。16世紀後半～17世紀初頭。1367・

1368は景徳鎮窯系青花である。1367は碗である。見込

みは慢頭心状に盛 り上が り、十字花を認める。高台内

には「大明年造」の款銘を認める。16世紀後半。1368

は皿である。高台内には鉤痕が残る。16世紀末～17世

紀初頭。1369～ 1373は肥前系磁器である。1369。 1370

は碗である。1369は撥高台碗で、外面高台脇には蓮弁

文、日縁部外面には牡丹文、見込みには梅花繋ぎ文を

認める。1370は波佐見窯産の九碗である。見込みには

蛇の目釉剥ぎ後、アルミナ砂の塗布を認め、さらにそ

の上部に重ね積みによる高台痕跡がある。18世紀後半。

1371～ 1373は皿である。1371は 回縁部口銹を呈し、内

面には印判による紅葉文、外面には唐草文を認める。

1690年代～18世紀第 1四半期。1372は高台径が比較的

大きく、日縁部は大きく開き、端部付近で短 く直立す

る。見込みには魚文と水草文を描 く。1640～ 60年代。

1373は底部片である。見込みには牡丹文 ?、 高台内に

は款銘を認める。1374・ 1375は肥前系陶器である。1374

は刷毛目碗である。胎土はにぶい赤褐色の色調を呈し、

内外面には暗オリーブ色の灰釉を施釉する。外面には

波状刷毛日、内面には打刷毛を認める。1375は 皿ない

し鉢である。見込みには白泥による刷毛目を認める。

1376は京・信楽系陶器髪盤 (髪水入れ)で ある。外面に

は銹絵による草花文を認める。1377は瀬戸・美濃系陶

器 (志野)向付である:内面には布圧痕を認め、内外面

には赤褐色の絵薬により丸文ほかを下絵付けする。1378

。1379は備前摺鉢である。1378は板作 りの口縁部形態

を呈し、乗岡編年近世 lb期 の所産であろう。1379は

見込みに「 *」、内面全面にそれぞれスリメを施す。外

面には窯詰めに用いた緩衝材が付着する。1380。 1381

は備前大平鉢である。日縁部は大きく開き、端部のみ

小さく直立する。1382は備前灯明皿である。口縁部と

ほぼ同じ高さの仕切を有する。1383は焼締陶器摺鉢で

ある。日縁端部を内上方へ鋭 く、横方向へ強く引き出

し口縁帯を創出する。片口部。1384は不明鉄器である。

長さ17.2cm、 両端部幅は2.4cmと 0。8cmを 測り、厚みは0.8

cmを 測る。使用痕はなく、用途は不明であるが、楔状

鉄器に近い機能を想定しておきたい。1385。 1386は土

師質土器鍋である。体部から内湾気味に立ち上が り、

口縁部は「く」字形ににぶく屈曲する。日縁部と体部

境には痕跡的な鍔部 (縁帯)を 認める。1387は土師質土

器摺鉢である。日縁部は「く」字形に屈曲する。胎土

中に雲母粒を含み、それを含まない1385。 1386と は胎

土を違える。1388は土師質土器足釜である。鍔部を強

く引き出し、外上方へ突出する。1389は瓦器椀である。

端部に沈線を認めないが、日縁部下1.5cmが最も肥厚す

る断面形状や幅の狭いヘラミガキから楠葉型瓦器椀と

判断できる。

1413は軒丸瓦である。巴頭は肥厚 し、尾は長 く巻き

込む。珠文径は大きく、その数は11に復元できる。1414

は軒平瓦である。中心飾 りは上向きの三葉文の可能性

が高 く、唐草は上下に2転する。

第 3面構成層 1390。 1391は肥前系磁器である。1390

は碗である。18世紀前半。1391は肥前系青磁鉢とした。

日縁部は内湾気味に立ち上がり、端部は内方へ小さく

引き出す。日縁部は水平とならず、部分的な割 り込み

を認める。外面には明瞭な凹線を数条施 し、日縁端部

外面には赤褐色の絵薬による口銹、内面には幾何学文

を上絵付けする。胎土から瀬戸・美濃系磁器の可能性

も残る。1392は肥前系陶器絵唐津皿である。1393は土

師質土器摺鉢である。日縁部を「く」字形に屈曲させ、

体部より厚 く肥厚させる。1394は備前大平鉢である。

1415は軒丸瓦である。巴頭が明瞭に円形をなし、尾

は細長く延びる。珠文径は大きく、 9個 を数える。

第 4面構成層 1395は景徳鎮窯系青花皿である。16世

紀末～17世紀前半。1396は洋州窯系青花皿である。口

縁部は内湾気味に開き、底部は碁笥底となろう。16世

紀後半。1397～ 1399は肥前系磁器である。1397は碗で

ある。1398。 1399は段重である。1398は 口縁部が直立

し、底部との境は明瞭に屈曲し、当該箇所にも施釉す

ることから最下段であることが窺える。外面には草花

文を窓内に認める。18世紀末～19世紀前半。1399は 口

径5.lcmを 測る小型品で、化粧道具 (白粉入れ)と 考えら

れる。口縁部は直立し、底部重ね合わせ部にはアルミ

ナ砂の塗布を認める。外面には染付圏線内に赤色絵薬

により矢羽状文を上絵付けする。18世紀末～19世紀前

半。1400は肥前系陶器皿である。内面には鉄絵を認め

る。1401は施釉陶器碗である。灰白色系の胎土に釉表

面の光沢が強い灰釉を施釉する。日縁部は直線的に開

き、端部は内外面にそれぞれ水平面を有する。肥前系

陶器か。1402は京・信楽系陶器である。平面形は半月

形を呈し、半円側には直角に折れる立ち上が り部を有

する可能性が高い。外面には型成形により草花文を表

現する。灰白色系の磁器質胎土で、薄緑色を帯びた灰

白色の色調を呈する灰釉を施釉する。1403・ 1404は 瀬
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戸・美濃系陶器である。1403は天目碗である。日縁部

は短 く直立した後、小さく外反する。1404は皿とした。

口縁部には強い回転ナデ調整を施し、緩やかに外反す

る。内外面には灰釉の施釉を認める。1405は施釉陶器

瓶ないし火入れであろう。口縁部は内側に強く拡張し、

口縁部内面及び外面には鉄釉を施す。1406は土師質土

器小皿である。底径は小さく、日縁部は大きく開く。

底部には静止糸切 り痕を認める。日縁部内外面には煤

痕が付着する。1407は瓦質焼成の亀山系鍋である。径

0.8cmを測る穿孔が 2孔ある内耳を有する。1408は土師

質土器摺鉢であろう。スリメは認められない。1409は

移動式竃であろう。体部からL字状に屈曲する鍔部を

認める。内外面ともに顕著な被熱を受け、赤色から明

赤褐色に変色し、一部煤痕も付着する。1410は土師質

土器七厘とした。底部残存部位には円孔を認め、脚部

を有する。底部外面に被熱痕ないし煤痕の付着は認め

られないが、内面には激しく付着する。胎土中に多量

の雲母粒を含む。1411は漆喰である。 1面のみ平滑に

仕上げられ、その逆面には若竹の可能性がある木質痕

跡を認める。1412は碁石である。

1416は軒丸瓦である。比較的明瞭な巴頭から尾が延

び、径 6 cm弱の円形を指向して巻き込む。筒部外面に

は顕著な板ナデ調整、内面には布目→鉄線切 りを認め

る。

不明遺構

XttS X c24(EttS K05、 第197図 )

1417は和泉型瓦器椀である。内外面ともに顕著な二

次焼成を受け、器表面の剥落は激しいが、外面には分

割ヘラミガキを認める。尾上編年Ⅱ-1ないしⅡ-2
期の所産か(尾上1983、 以下和泉型瓦器椀の年代観はこ

れに依拠する)。 1418は 瀬戸・美濃系陶器天目碗である。

露胎部分に錆釉は認められない。大窯 4期か。1419は

同安窯系青磁碗である。内面には片彫 りによる抽象化

した花文及び櫛状工具による施文、日縁部下 2 cmに は

沈線を認める。横田・森田分類 I-la類 に該当する。

1420は石仏頭である。背面は欠損しており、その剥離

痕から元来は後背を有するか、浮き彫 りされた石仏で

あった事が窺える。また、その剥離面を含め残存部位

全面に被熱痕を認め、赤灰色に変色する。材質は凝灰

岩製である。高麗系石仏の可能性が高いという指摘を

受けた。1421は 青銅鏡 (禾日鏡)である。面径11.lcm、 縁

高1.Ocmを 測る。 1/4程度は欠損し、錆化が激しく肉

眼では構図を窺うことはできない。X線撮影によると、

鏡面は界線により内区と外区に分けるが、構図はこれ

を無視 して展開する。下半には垣根を表現し、上半に

かけて蔓草文、草花文が流れるような曲線で表現する。

柱穴

XttS P c494(E tt S P21、 第197図 )1422は土師質

土器深鉢であろう。底部の可能性も考慮したが、屈曲

状況から口縁部とした。直線的に内傾し、端部を内側

に屈曲させる。外面には左上がりの平行叩き、内面は

板ナデ→ナデ調整を認める。

XttS P c486(E tt S P34、 第197図)1423は備前摺

鉢である。内面には斜め方向に走るスリメを認める。

乗岡編年近世 1期。

XttS P c483(EttS P53、 第197図 )1424は足鍋鍔部

片である。

土坑

XttS K c31(E tt S K07、 第197図 )

1425は瀬戸・美濃系陶器天目碗である。口縁部は短

く直立し、日縁端部を強く外反させる。1426は 口径64.4

cmを 測る備前大甕である。日縁部はタト側に折 り曲げ、

日縁帯を作 り出し、 3条の凹線を施す。端部を中心に

顕著な黄ゴマの降灰を認める。天正から文禄期の口縁

部形態に類似する(備前市教育委員会1998)。 1427は土

師質土器鍋である。外耳が付 く形態となろう(1306ほ

か)。 端部を |く 」字形に強く屈曲させ、外由に縁帝を

設ける。胎土中には雲母粒を一定量含み、当遺跡出土

の大多数の外耳付き鍋の胎土に共通する。外面は縁帯

(形骸化 した鍔部)か ら下半のみ煤痕の付着を認める。

XttS K c32(E tt S K10、 第197図 )

1428は 中国産磁器皿である。明末。1429は備前甕底

部片であろう。

XttS K c33(E tt S K06、 第198図 )

1430は肥前系磁器皿である。口縁部は端反り形態を

呈し、釉肌に無数の気泡を認める。17世紀代。1431は

肥前系陶器皿である。見込み周縁には明瞭な段を有 し、

口縁部は大きく開き、端部を上方に小さく摘み上げる。

日縁部内面には鉄絵を認める。1432は瀬戸・美濃系陶

器鉄釉ひだ皿である。見込みには鏡状の段、外面底口

縁部境には稜を認める。見込みには胎土目痕を3箇所、

高台内には輪 ドチ痕が残る。大窯 3期。1433は備前甕

であろう。日縁部内面及び外面には灰赤色の色調を呈

する塗土を塗布する。1434は備前摺鉢である。内面に

は斜め方向のスリメを認める。乗岡編年近世 1期の所

産であろう。

1435は軒丸瓦である。珠文数は不明であるが、その

径はやや小さい。1436は軒平瓦である。中心飾 りは不

明であるが、唐草は流線状に細長 く延びる。1437は平

瓦である。狭端面に「丸に一」の刻印を認める。
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柱穴

XttS P c520(E tt S P08、 第198図 )1438は 土師質

土器深鉢であろう。内外面には煤痕の付着を認め、外

面器表面の剥落は著しい。

XttS P c517(EttS P12、 第198図 )1439は 軒平瓦

である。

XttS P c505(E tt S P37、 第198図 )1440は 軒平瓦

である。

土坑

XttS K c34(E tt S K12、 第198図 )

1441・ 1442は土師質土器小皿である。いずれも底径

が小さく、底面に静止糸切 り痕を認める。1441は全面

に二次焼成を受け、橙色から赤灰色に変色する。

不明遺構

XttS X c26(E ttS X04、 第198図 )

1443は津州窯系青花皿である。碁笥底形態となろう。

一部断面が赤化 しており、二次焼成を受ける。16世紀

後半。1444は肥前系陶器皿である。日縁部は二段階に

開き、端部を上方へ小さく摘み上げる。内面には赤色

の色調を呈する鉄絵を認める。1445。 1446は備前底部

片である。

1447は軒平瓦である。中心飾 りは不明であるが、唐

草は流線状に細長 く延びる。

XttS X c27(E ttS X05、 第198図 )

1448・ 1449は備前摺鉢である。日縁部は極めて薄い

板作 りで、内面には放射状スリメに後出する斜め方向

のスリメを認める。乗岡編年近世 lb期。

XttS X c25(E ttS X06、 第198図 )

1450は備前摺鉢である。日縁部は板作 りで、口縁端

部内面に段を有し、端部は細長 く延びる。乗岡編年中

世 6b期 まで下る可能性がある。

柱穴

XttS P c537(E ttS P06、 第198図)1451は 土師質

土器小皿である、底径は3.8cmと 小さく、底部に静止糸

切 り痕を認める。1452は土師質土器鍋としたが、日縁

部が細長く間延びし、体部が直立する点から深鉢の可

能性も考慮する必要がある。

XttS P c534(E区 礎石 7、 第198図)1453は 土師質

土器摺鉢である。スリメは下端付近を中心に摩耗が著

しく、使用頻度の多寡が窺える。なお、使用段階では

なく、破損後に二次焼成を受けており、遺存部位上部

断面に煤が付着する。

XttS P c533(E tt S P27、 第199図 )1454・ 1455は

瀬戸・美濃系磁器である。1454は端反碗である。染付

は全体的に不明瞭な輪郭となり、淡青色の不鮮明な呉

須を用いる。1820～ 60年代。1455は型打皿である。口

縁部は輪花を呈し、端部は口銹となる。見込みには楼

閣山水文を描き、目跡を4箇所認める。19世紀初頭～

幕末。1456は備前瓶であろう。日縁端部は玉縁状に肥

厚 し、内外面には鉄釉を施釉する。

土坑

XttS K c39(E tt S K09、 第199図 )

1457～ 1459は肥前系磁器である。1457・ 1458は それ

ぞれ撥高台碗、広東碗である。1457は見込みに抽象文、

高台脇に「∈」の文様を認める。1458は 口縁部内外面

に捻文、見込みには十字花の周縁文様を描 く。1780～

1820年代。1459は紅猪口である。外面には笹文を描 く。

1460は瀬戸・美濃系陶器の可能性が高い鉢である。残

存部位から直線的に外傾する体部が想定でき、植木鉢

のような器形に復元できる。1461は焼締陶器甕とした。

口縁部は短 く直立し、端部を内外方へ拡張する。外面

にはカキメを施 し、口縁部内面及び外面には塗土を認

める。1462は堺 。明石系摺鉢である。日縁部は厚 く肥

厚 し、日縁部内面にはかろうじて沈線を認める。片口

部。白神編年Ⅱ型式 1段階の所産であろう。1463は土

師質土器台皿とした。台部高さは 5 cm以上は測る。ほ

ぼ全面に被熱痕を認め、赤灰色から灰黄色に変色する。

1464は軒丸瓦である。尾は太 く、短 く延び、円形を

指向して巻き込む。珠文径は大きく、復元では12個 を

数える。瓦当面にはキラコの塗布を認める。1465は軒

平瓦である。

井戸

XttS E c07(E tt S E02、 第199・ 200図 )

1466は肥前系磁器小広東碗である。外面にはシダ文、

日縁部内面縁文様には二重圏線文を認める。1770～ 1810

年代。1467は瀬戸・美濃系磁器小杯である。クロム青

磁を用い、 明治・大正期の所産であることが窺える。

1468は肥前系陶胎染付碗である。日縁部は直線的に外

傾 し、外面には簡略化した草花文を認める。18世紀前

半。1469。 1470は土師質土器大甕 (井戸枠)で ある。日

縁部は直立し、端部内側に粘土板を貼付 し、肥厚させ

る。外面口縁部下の文様帯にも粘土板を貼付 し、1469

は断続ナデ調整、1470は斜格子文をそれぞれ施す。い

ずれも胎土中に角閃石の含有を認める。

1471は軒丸瓦である。巴頭は肥大化し、尾は短 く延

びる。珠文径は大きく、復元では11個 を数える。瓦当

面にはキラコの塗布を認める。1472～ 1478は軒込瓦で

ある。いずれも菊花文を主文様とし、輪郭線によって

表現する1472～ 1475と レリーフ状に盛 り上がる1476～

1478に大別できる。さらに菊花の花弁数による細分が
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可能であり、1472～ 1475の一群は、1472が 16枚、1473

が13枚、1474・ 1475が 12枚 を数える。いずれもキラコ

の塗布は確認できない。1476～ 1478も 1476が 16枚、1477

・1478が 12枚 を数え、1478の みにキラコの塗布を認め

る。

XttS E c08(E tt S E03、 第201図 )

1479は肥前系磁器盃洗であろう。日縁部内外面縁文

様には掻き落とし技法を認め、外面には楼閣山水文を

描 く。1480は土師質土器大甕 (井戸枠)で ある。日縁部

は直立し、内側には井戸枠接合時に用いたモルタルが

遺存する。胎土中には角閃石を含まない。

XttS E c09(E ttS E04、 第201図 )

1481は 土師質土器井戸枠である。日縁部は直立 し、

外面に三角形の粘土帯を貼付する。胎土中には角閃石

は含まないが、多量の雲母微粒を含有する。1482は土

師質土器大甕底部である。平底の底部から体部へ強く

開く。底面には不定方向の粗い板ナデ調整を認め、内

面には付着物が遺存する(糞尿か)。 遺構は井戸である

が、機能停止後に廃棄された遺物であろう。

1483～ 1485は軒込瓦である。いずれも菊花文を認め、

輪郭線により菊花を表現する1483・ 1484と 半肉状に盛

り上げる1485に 大別でき、前者は瓦当面径、菊花形、

花弁枚数に差異を認める。1484に のみキラコの塗布を

認める。

1486・ 1487は 曲物である。いずれも口径14cm前 後、

器高は前者が 7 cm、 後者が1lcmを測る。綴じ合わせ部

には桜の樹皮を用い、その方法は微妙に異なる。1486

には底板が遺存 し、印籠合わせで接合 した後、側面か

ら木ビスを打ち込む。1487は底板が遺存しないが、木

ビスの痕跡を数力所確認できる。さらに側面には一重

枠内に「獄署」の焼印を認める。当遺構が明治期に当

該箇所に設置された高松監獄署に関連することが分か

る。

10日 X区 (J区 )

整地層(第202・ 203図 )

1488～ 1493は C層 、1494～ 1498は A層、1499は 第97

図A一 A'12層 、1500～ 1503は 同 9層 、1504～ 1512は

D層、1513～ 1520は E層からの出土遺物である(いずれ

も調査時の取 り上げ単位に基づ く)。

X tt C層  1488は肥前系磁器皿である。内面縁文様に

は墨弾きの技法を認める。1489は瀬戸・美濃系陶器折

縁皿である。ソギ入 りである。大窯 4期 (第 7小期)の

所産であろう。1490は備前摺鉢である。日縁部を欠く

が、残存部位から板作 りであることが窺える。体部内

面には放射状のスリメを認める。1491は備前瓶 (徳利)

である。1492は土師質土器摺鉢である。日縁端部を内

倶1に折 り曲げ、肥厚させる。胎土中には多量の雲母粒

を含む。1493は瓦質焼成の亀山系鍋である。頑丈な内

耳を有し、明瞭に貫通する穿孔を認める。口縁部は端

部に向かい漸次肥厚 し、上方へ小さく摘み出す。

X tt A層  1494。 1495は 肥前系陶器砂目皿であろう。

いずれも口縁部は底部から短 く立ち上がった後、内湾

気味に大きく開き、端部を上方へ軽 く摘み上げる。見

込みには砂目を認める。1496は土師質土器小皿である。

日径のほぼ 1/2程度の径を測る底部から口縁部は緩

やかに開く。底部には回転糸切 り痕を認め、小さく突

出する。1497は焼塩壺蓋である。胎土中には特徴的な

鉱物として、チャートを認める。

1498は軒丸瓦である。比較的明瞭な巴頭から尾は長

く延び、径 6 cm前後の円形を指向して巻き込む。珠文

数は12個 を数える。

X区第97図 A― A'12層  1499は瓦質焼成の亀山系鍋

である。日縁部は大きく開き、端部に向かい漸次肥厚

する。内耳を有し、径 l cm前後を測る穿孔を認める。

X区第97図 A一 A'9層  1500は 中国産白磁皿である。

景徳鎮窯系か。1501は淳州窯系青花皿である。陶器質

な胎土で、橙色の色調を呈する。日縁部内外面縁文様

には一重圏線を認める。1502は土師質土器小皿である。

静止糸切 り痕を認める突出した底部から口縁部は大き

く開く。見込み周縁には強い横ナデ調整を加え、明瞭

に窪む。1503は瓦質焼成の鍋である。体部はボール状

の形態をなさず、焙烙と同じく浅い器高となる。端部

は上方へ強く摘み上げ、肥厚させる。内耳を有し、明

瞭な穿孔を認める。当遺跡出土の亀山系鍋はこの 1点

を除き、ボール状の深い体部形状を呈する。

X tt D層  1504・ 1505は和泉型瓦器椀である。1504は

外面にヘラミガキをわずかに認め、見込みに連結輪状

文ヘラミガキを施す。尾上編年Ⅱ-3期 ないしⅢ-1
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期の所産であろう。1505は外面のヘラミガキが稀薄で

あり、見込みには平行線状ヘラミガキを施す。尾上編

年Ⅲ-2期 の所産か。1506・ 1508は 須恵器椀である。

外面には回転ナデ調整により生じた稜線部分に回転ヘ

ラミガキを施す。内面には回転ヘラミガキをかすかに

認める。西村産須恵器椀。1508は 断面形状が丸い高台

を貼付する6西村産須恵器椀か。1507は須恵器小血で

ある。底部には回転糸切 り痕を認める。1509は須恵器

鉢である。口縁部は直線的に開き、端部をわずかに肥

厚させる。1510は土師質土器杯ないし椀である。灰白

色の色調を呈する比較的精良な胎土である。1511は土

師質土器椀である。高台は細 く、高い。二次焼成によ

るためか、白色の色調を呈し、粒径 4 nlm前後の赤色粒

を少量含む胎土である。1512は 土師質土器鍋である。

口縁部はにぶく開き、端部を横方向に引き出す。体部

内面には入念な板ナデ、外面には指押さえ→縦方向の

板ナデ調整を認める。吉備系土師器鍋。

X tt E層  1513～ 1515は和泉型瓦器椀である。1513は

外面に散漫なヘラミガキを認め、尾上編年Ⅲ-1期の

所産であろう。1514の外面には、ラミガキはなく、日

径に比して器高は極めて低い。尾上編年Ⅲ-2ないし

Ⅲ-3期の所産となろう。1516・ 1517は西村産須恵器

椀である。1516は外面に回転ヘラミガキ、内面にもコ

テ当てに後出して回転ヘラミガキ調整を認める。1518

は須恵器甕である。外面にはナデ調整に先行する右上

がりの平行叩きを認め、十瓶窯産須恵器と考えられる

(佐藤1998)。 1519は 中国産白磁碗である。日縁部は玉

縁状を呈 し、横田・森田分類白磁碗Ⅳ類に該当する。

1520は吉備系土師器椀と考えた。高台は細長 く、粒径

がやや大きい石英 。長石が少量含有する灰白色系の胎

土である。

柱穴

XttS P c599(J ttS P43、 第203図 )

1521は土師質土器甕である。口縁部は「く」字形に

屈曲し、内面には明瞭な稜を有する。胎土中には多量

の雲母粒 を含有する。

XttS P c557(JttS P46、 第203図 )

1522は土師質土器小皿である。底部には回転ヘラ切

り→板状圧痕を認める。

溝状遺構

XttS D c14(JttS D02、 第203図 )

1523は肥前系陶器刷毛目碗である。胎土はにぶい褐

色系の色調を呈し、内外面には直線的な刷毛目を認め

る。1524は瀬戸・美濃系陶器天目碗である。残存率は

低いが、扁平な器形であることが窺える。口縁部は小

さく直立した後、大きく端反る。鉄釉はオリーブ褐色

系の色調である。1525は備前短頸壷であろう。口縁部

は直線的に外傾 し、端部を外方へ丸 く肥厚させる。日

縁端部上面には黄ゴマの降灰を認める。

井戸

XttS E cll(JttS E02、 第203図 )

1526は瀬戸・美濃系陶器丸皿である。内外面には鉄

釉を施釉する。

土坑

XttS K c40(JttS K03、 第203～ 205図 )

1527は 中国産磁器碗である。口縁部は内湾気味に立

ち上がり、内面縁文様に二重圏線文、外面には草花文

を描 く。1528は 中国産白磁皿である。日縁部は緩やか

に外反し、見込みにかすかな段を認める。景徳鎮窯系。

1529。 1530は 肥前系磁器である。1529は 小杯である。

外面には蘭を描 く。1530は青磁皿とした。見込み周縁

には沈線を認める。遺構の所属時期を判断する上で重

要な組成であるため、細片ではあるが図化 した。1531

～1547は 肥前系陶器である。1531～ 1540は 碗である。

日縁部形状から4形態に分類できる。1531は わずかに

内湾傾向を認め、灰オリーブ色の濃い灰釉を施釉する。

1532。 1533は 口縁端部力測 さヽく外反し、前者には灰黄

色、後者には灰白色の色調の灰釉を施釉する。1534は

緩やかに外反する口縁部から、端部はわずかに直立す

る。1533に 近似する灰白色を呈する灰釉を施釉する。

1535・ 1536は直線的に外傾する日縁部形態を呈し、前

者は灰白色のやや粗い胎土にかすかに青味を帯びた灰

白色の灰釉、後者はにぶい黄橙色の胎土に灰黄褐色に

発色する灰釉を施す。1536の見込みには砂目を2箇所

認める。1537～ 1539は底部片である。1537・ 1538は小

さな兜巾を認め、日縁部下半以下は基本的には施釉さ

れない。1539は高台内の削 り込みが深 く、高台脇と等

しい。断面形状は方形を呈しく畳付も含め全面施釉す

る。1540は黄味を帯びた灰白色系の色調を呈する胎土

に淡黄色系の灰釉を施し、日縁端部はかすかに端反る。

呉器手碗となろう。1541～ 1546は皿である。1541は 口

縁部が内湾し、碁笥底を呈する胎土目積みの皿である。

日縁部外面には窯詰め時に付着 した粗い砂が付着 し、

日縁端部から内面にかけて釉調の厚い部分を認める。

また、見込みに残る胎土目には煤が付着し、日縁部外

面の灰釉も上半と下半では色調を違えるため、内面及

び上半に二次焼成を受けた可能性を考慮する必要があ

る。1542は 日縁部が強く内湾し、端部を上方へ強 く摘

み上げる。lM3は 直線的に開く口縁部内面に鉄絵を認

める。1544は 口縁部が緩やかに外反し、端部を強 く上

方へ引き出す。見込みには砂目を認める。散漫な煤痕

の付着を認め、灰釉の色調の差異を考慮するとほぼ全

面に二次焼成を受けた可能性が高い。1545も 砂目皿で

ある。見込み及び高台内外に砂目を認め、見込みには
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重ね積みによる高台痕が溶着する。1546は溝縁皿口縁

部細片である。1547は鉢である。口縁部は大きく開き、

端部手前内面に稜を残してさらに開く。内面には鉄絵

及び胎土目を認める。橙色の色調を呈する胎土に、赤

味が強いにぶい褐色系の灰釉を施釉する。1548。 1549

は瀬戸・美濃系陶器である。1548は天目碗である。外

面下半の露胎部分には錆釉の施釉を認める。大窯 3期。

1549は瓶 (徳利)と した。1550・ 1551は軟質系施釉陶器

碗である。いずれも灰白色の瀬戸・美濃系陶器に酷似

する胎土が選択され、釉肌に光沢を有する透明釉 ?を

施釉する。1550は 日縁部が直線的に内傾 して端部内面

に面を認める。内外面には暗緑灰色、にぶい黄褐色、

黄色の 3色の絵薬を上絵として流し掛けする。1551は

見込みににぶい橙色、暗緑灰色の絵薬により草花文 ?

を上絵付けする。両者は接合関係はないが、同一個体

と考えられる。楽焼系の初期京焼の可能性が高いであ

ろう。1552は不明施釉陶器瓶とした。強いナデ調整に

より激しい凹凸を認め、端部は外方へ小さく引き出す。

胎土はやや級密さを欠き、色調は黄灰色を呈する。内

外面には灰釉を施釉し、その釉肌 。色調は萩焼に似る。

1553は備前摺鉢である。口縁部はやや肥厚するが、内

面には明瞭な段を有し、口縁帯外面には2条凹線を施

す。乗岡編年近世 lc～ 2a期の所産であろう。1554

は備前瓶とした。口縁部は直角に開いた後、直立する。

1555は備前壺(無頸壺)で あろう。肩部の張りは顕著で、

口縁部は極めて短 く直立する。1556～ 1574は土師質土

器小皿ないし杯である。器形・成形技法・胎土等によ

る分類が可能である。1556・ 1557は底部は遺存 しない

が、底径の小さな底部から、口縁部は直線的に小さく

開き、端部外面に端面を認める。いずれも胎土中には

雲母粒 。赤色粒を含有する。器表面の色調はにぶい橙

色を呈するが、1556は二次焼成を受け、現状では灰白

色を呈する。1558・ 1559。 1561は 口縁部が比較的長 く

延び、中位に強いナデ調整を加えることにより、口縁

端部に外端面を作 り出し、さらに見込み周縁にも強い

ナデ調整を加える。日径は10cm前後を測る。底部切 り

離しは糸切 り調整によるが、回転力が弱 く、同心円状

にはならない。胎土中に雲母・赤色粒を含有し、にぶ

い橙色の色調を呈する。1560の胎土・色調は1558ほ か

に酷似するが、日径が 8 cmと やや小さく、日縁部形態

にやや差異を認める。日縁部は内湾気味に立ち上がり、

鋭 く明瞭な外端面を認める。底部には回転力の弱い糸

切 り調整を認める。法量による器形のバリエーシヨン

と考えられ、ここでは1558～ 1561を 同分類としておき

たい。1562～ 1569は突出したやや小さい底部から、口

縁部は内湾気味に大きく開く。底部切 り離しは回転糸

切 りではあるが、やはりその回転力は弱く、静止糸切

り状となる。胎土には赤色粒を含むが、雲母粒の合有

は認めない。にぶい橙色から灰白色の色調を呈し、安

定しないもなお、1565の端部内外面には煤痕が付着す

る。1570は 口縁部が短 く開き、その中位が最も肥厚す

る。口径は8。9cmを 測る。見込み周縁には強い回転ナデ

調整が加わり、凹凸が激しい。底部は回転糸切りによ

る切 り離しで、小さく突出する。胎土中には雲母粒の

合有を認めず、1560と は区別した。なお、端部外面及

び口縁部内面には煤が顕著に付着する。1571は 口径10

cm前後を測 り、口縁部は外反気味に開き、端部付近は

極めて薄い。見込み周縁は強い回転ナデ調整により、

明瞭に窪む。底部には回転糸切 り痕を認める。底部付

近の径 7 cm前後から口縁部は立ち上がるが、さらにそ

の内側には糸切 り痕を認め、わずかに突出した底部が

ある(径5.6cm前後)。 見込み周縁に施した強い回転ナデ

調整との前後関係により、こうした底部形態となる可

能性もあるが、詳細な観察は行えていない。胎土中に

は雲母 。赤色粒の合有はなく、その色調は浅黄橙色か

ら灰白色を呈する。1572・ 1573は 口縁部がかすかに内

湾して開き、底部には回転糸切 り痕を認める。見込み

周縁には明瞭な凹線を残す。胎土には雲母 。赤色粒を

含まず、灰白色系の色調を呈する。諸属性において1571

に酷似するが、底部形態に差異を認める。日縁部と底

部の境には明瞭な稜を有し、底径 6～ 6.5cmを 測り、底

部外周の l cm前後がかすかに凹む点に差異を見い出せ

る。1573は底部片であるが、にぶい黄橙色の色調を呈

し、胎土中に赤色粒を含むため、1571～ 1574と は異な

る一群であることを明記しておくことに留めたい。1575

は土師質土器鉢である。日縁部は「く」字形に内側に

屈曲し、日縁帯を形成する。日縁帯には叩き成形によ

る格子目を残すが、成形段階の痕跡ではなく、意図的

な加飾であろう。胎土中には赤色粒を含むが、雲母粒

はなく、浅黄橙色から灰白色の色調を呈する。1576は

土師質土器鍋である。日径45cmを 測 り、器高は不明で

あるが、10cm以下となり、広 く、浅い器形に復元でき

る。口縁部は体部から連続して、強 く内湾し、口縁部

と体部境外面には縁帯 (形骸化した鍔)を 設け、上方か

ら斜め下方に穿孔する。穿孔は径 5皿以下で、ほぼ 7

～ 8 cm間隔で認める。仔細に観察しても使用痕は確認

できず、過飾を意図した穿孔であることが窺える。胎

土には雲母粒・赤色粒を含有し、浅黄色の色調を呈す

る。佐藤分類土師質土器鍋 C形式。1577は瓦質焼成の

羽釜とした。口縁部は短 く直立し、端部を内側に鋭 く

引き出す。

1578は軒丸瓦である。瓦当面形はわずかに楕円形を

呈し、径11.2～ 11.7cmを 測る小型品である。植物文様を

モチーフとし、焼成は良好で堅級に焼き締まる。

1579は鉄釘である。錆化が著しく、周囲には砂も多

く付着する。

XttS K c41(J ttS K04、 第205図 )

1580は肥前系青磁皿である。1581・ 1582は軒丸瓦で

ある。1581は 円形をなす巴頭から尾は極めて細長 く延
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び、圏線状を呈する。珠文径は小さく、その数は12個

を数える。1582は 明瞭な巴頭から尾は長 く延び、円形

を指向して巻き込む。珠文径はやや大きく、12個 に復

元できる。

XttS K c42(」 区 S K05、 第206図 )

1584は朝鮮王朝白磁碗である。日縁部は小さく外反

し、端部を丸 く収める。1585～ 1589は肥前系陶器であ

る。1585は小杯である。日縁部は直線的に開き、端部

を上方へ小さく摘み上げる。灰色系の級密な胎土に灰

オリーブ色の濃い灰釉を施釉する。1586～ 1589は皿で

ある。1586は 方形の平面形と考えられ、屈曲箇所の端

部は窪む。1587は底部から短 く開いた後、内面に明瞭

な稜 を残 し、日縁部は強 く内湾 して立ち上がる。

1588・ 1589は砂目皿である。前者は蛇の目状の高台を

呈し、畳付幅は1～ 1.5cmを 測る。1589は短 く立ち上が

った後、直線的に開く口縁部形態を呈し、端部を丸 く

収める。砂目は見込みに4箇所、高台内及び畳付にも

復元すると、 4箇所を認める。1590は肥前系磁器皿で

ある。日径20cmを 波Iり 、口縁音5は 大きく開き、端音5を

小さく外反させる。高台径は8.8cmを測 り、口径に比し

て 1/2を やや下回る。見込み及び口縁部内面には力

強い筆致により同一意匠の草花文を描 く。1591は施釉

陶器碗である。朝顔形碗に似た底部形態を呈し、畳付

を除く全面に鉄釉を施釉する。灰白色の色調を呈する

緻密な胎土である。1592は焼塩壺蓋である。胎土中に

はチャートを含み、1497に酷似する。1593～ 1599は土

師質土器小皿ないし杯である。器形・胎土・色調等に

よる分類が可能である。1593～ 1595は見込み周縁に極

めて強いナデ調整を加えて日縁部下位を短く直立させ、

そこから口縁音6は 直線的に開く。日径は10～ 1lcmを測

る。底部調整は回転ヘラ切 りか糸切 り調整かは判断で

きない。胎土中には石英 。長石に混じり、雲母粒 。赤

色粒を含有し、にぶい橙色の色調を呈する。1596～ 1598

は底部が強く突出し、口縁部は内湾気味に大きく開く。

底部には回転力の弱い回転糸切 り痕を認める。胎土中

には赤色粒を含むが、雲母粒は含有せず、色調は浅黄

橙色を呈する。前述した1562～ 1569と 同じ一群である。

1599は 口径13.8cmを 測 り、日縁部は直線的に開き、端

部を丸く収める。見込み周縁はわずかに凹み、中央部

には回転ナデ調整に後出するナデ調整を施 し、窪ませ

る。底部には回転糸切 り痕を認め、日縁部境が不明瞭

な形態となる。前述した1572に 通ずる一群であろう。

1600は土師質土器火鉢とした。日縁部は直立し、端部

を四角 く収める。1601は軒込瓦である。

XttS K c43(J ttS K07、 第206図 )

1602・ 1603は肥前系磁器である。1602は小杯である。

青味の強いくすんだ透明釉を施す。1603は 皿とした。

日縁部は輪花をなす。1604は瀬戸・美濃系陶器内禿皿

である。日縁部は大きく開き、底部は碁笥底である。

鉄釉を施し、高台内には輪 ドチ痕を認める。

1605は軒丸瓦である。巴の尾はきわめて細長 く延び、

珠文径も小さい。1606。 1607は軒平瓦である。いずれ

も中心飾 りは宝珠文の可能性が高い。1608・ 1609は軒

込瓦 (小菊瓦)で ある。

XttS K c44(JttS K06、 第207図 )

1610は肥前系陶器皿である。灰白色を呈する極めて

級密な胎土に淡黄色の色調を呈する灰釉を施釉する。

見込みには砂目を2箇所認める。

XttS K c46(JttS K09、 第207図 )

1611は瀬戸・美濃系陶器天目碗である。日縁部は直

立し、端部のみ小さく外反する。大窯 4期 の所産か。

1612～ 1614は土師質土器小皿である。底径 6 cm弱、日

径 8 cm前後を測 り、コップ状の形態を呈する。口縁部

は底部から直線的にタト傾 しt端部は先細る。底部は回

転ヘラ切 りである。胎土中には赤色粒を含みく雲母粒

の合有は認められない。色調は浅黄橙色からにぶい橙

色である。1615は土師質土器摺鉢である。口縁部は「く」

字形に内湾し、外面には稜を認める。胎土中には微細

な雲母粒を多量に含む。端部及び内面には煤痕を顕著

に認める。

XttS K c45(JttS K08、 第207図 )

1616は瀬戸・美濃系陶器天目碗である。日縁部は小

さく直立し、端部をかすかに外反させる。外面下半の

露胎部分に錆釉は認められない。1617は土師質土器摺

鉢である。内面のスリメは顕著な使用により、消失し

かかる。1615と 同じく、胎土中には微細な雲母粒を多

量に含有する。

XttS K c48(Jtt S K12、 第207図 )

1618は備前摺鉢である。内面には放射状スリメに後

出する斜め方向のスリメを認める。乗岡編年近世 1期

の所産である。1619は土師質土器足釜とした。日縁部

は内湾し、外面体部境には鍔部を有 し、日縁帯を形成

する。外面のみ被熱を受け、明褐灰色に変色する。

XttS K c50(JttS K13、 第207図 )

1620は土師質土器摺鉢であるも雲母の含有を多量に

認め、端部には煤痕が顕著に付着する。1615と 同一個

体かもしれない。

XttS K c51(JttS K15、 第207図 )

1621は管状土錘である:端面は平滑に仕上げられる。
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11.X区 (97年度調査区 )

柱穴

X区 S P c607(97年度調査区 S P 9702、 第208図 )

1622は瀬戸・美濃系陶器ソギ入 りの溝縁皿である。

内禿を呈し、高台内には輪 ドチ痕を認める。1623は土

師質土器小皿である。日径7.2cmを 測り、回縁部は底部

から直線的に外傾する。胎土中には赤色粒を含有する

が、雲母は認められない。色調は橙色を呈する。

X区 S P c627(97年度調査区 S P 9707、 第208図 )

1624は土製紡錘車ないし土錘である。断面形状は算

盤玉状を呈し、径 l cm弱の穿孔を認める。

X区 S P c630(97年度調査区 S P 9709、 第208図 )

1625は瀬戸・美濃系陶器折縁皿である。

溝状遺構

X区 S D c15(97年度調査区 S D 9701、 第208図 )

1626は管状土錘である。にぶい黄橙色の色調を呈し、

胎土中には角閃石を少量含む。

井戸

X区 S E c13(97年度調査区 S E 9701、 第208図 )

1627・ 1628は 中国産白磁碗である。高台は方形ない

し逆台形の安定した断面形状を呈する。見込みには蛇

の目釉剥ぎを認め、外面高台脇以下は無釉となる。横

田・森田分類白磁碗Ⅷ類に該当する。1629。 1630は肥

前系陶器である。1629は碗である。高台は碁笥底状を

呈し(明瞭な高台をなさない。1630は皿である。日縁

部は端部手前で小さく屈曲し、端部は上方へかすかに

摘み出す。1631は焼締陶器瓶とした。底部は碁笥底を

呈し、畳付幅は l cmと 広い。内底部には黄ゴマの降灰

を認める。備前焼の可能性が高い。1632は土師質土器

鍋である。外耳を有する形態であろう。日縁部は体部

から連続 して内湾し、外面体部境はにぶく突出し、縁

帯をなす。胎土中に雲母粒の含有を認めるが、極少量

である。外面全面には煤痕の付着を認める。

土坑

XttS K c52(97年 度調査区 S K 9702、 第208図 )

1633は管状土錘である。

井戸状遺構

X区 S E c14(97年度調査区 S K 9701、 第208・ 209図 )

1634～ 1638は肥前系磁器である。1634～ 1637は碗で

ある。1637は筒形碗であるが、日径には歪みを認める。

外面には雷文、内面には二重圏線を縁文様として口縁

部外面には円窓内に薄、地詰文に青海文を描 く。1610

～30年代。1635は端部内外に面を有する高い高台を有

し、口縁部は直線的に開く。外面には柳文 ?を認める。

1640～50年代。1636は 白磁碗である。口縁部は端部の

み外側に小さく摘み出す。1630～ 50年代。1637は青磁

碗である。日縁部は直線的に夕ヽ傾 し、端部はかすかに

開く。1630～ 50年代。1638は香炉である。内面には透

明釉、端部内面から外面には鉄釉を施釉 し、外面高台

脇以下は無釉となる。日縁部は無花果状を呈し、端部

のみ小さくかつ強く外反する。1630～ 50年代。1639は

備前摺鉢である。見込みのスリメは体部から断絶し、

T字形に施す。底部外面には使用による著しい摩耗を

認め、体部内面のスリメにもわずかな摩耗を認める。

内底部を中心に煤痕が付着する。斜め方向のスリメは

なく、乗岡編年近世 2a期の所産と考えられる。1640

～
1646は土師質土器小皿ないし杯である。1640は底径

が小さく、静止糸切 り痕を認める。日縁部が長 く、大

きく開く形態となろう。1641・ 1642・ 1644は底部が強

く突出した形態を呈 し、底面には回転力の弱い回転糸

切 り痕を認める。口縁部は内湾気味に大きく開く形態

となろう。1643は 日縁端部に強い回転ナデ調整を施し、

端部外面に端面を形成し、見込み周縁に明瞭な凹凸を

認める。日径10cm。 胎土中には雲母粒 。赤色粒を含み、

にぶい橙色の色調を呈する。前述した1560と 同じ一群

であろう。1645は 口径11.2cmを 測 り、日縁部は大きく

開き、端部が先細る。底部には回転糸切 り痕を認め、

日縁部との境が極めて不明瞭である。見込みにはナデ

調整を不定方向に施 し、見込みを凹まし、見込み周縁

には回転ナデ調整を加え、底部内径を広 くする。胎土

中に雲母粒はなく、灰白色の色調を呈する。前述した

1571と 同じ一群となろう。1646は底部から内湾して立

ち上がり、口縁端部を丸 く収める。見込みは不定方向

のナデ調整により明瞭に窪み、見込み周縁にはそれに

先行する回転ナデ調整を施す。底部には回転糸切 リマ

板状圧痕を認め、日縁部との境は明瞭である。外周 1

cm付近のみわずかに上げ底を呈する。胎土中には雲母

を認めず、浅黄橙色の色調を呈する。前述した1572・

1573と 同じ一群になろう。なお、見込みには煤痕の付

着を認める。1647は土師質土器鍋である。日縁部は体

部から連続して内湾し、端部を丸 く収める。外面体部

は小さく突出し、日縁帯を形成する。胎土中には雲母

粒を多量に含み、同器形の鍋でもその含有量には差異

を認める(例 えば、1632に は少量の含有に留まる)。 日

縁部内面及び外面全面には煤痕が付着し、さらに外面

器表面は被熱による剥落を認める。1648は有溝土錘で

ある。拳大よリー回り小さく、残存最大長8.7cm、 最大

幅6.7cmを 測る。胎土は極めて粗 く、石英 。長石の粒径

は 5111m以 上を測るものが大半を占める。1649は備前鉢

である。焼き歪みが著しく、日縁部は強く内傾し、端

部は玉縁状を呈する。

1650・ 1651は鉄製錠である。稜端部はにぶく折 り返

し、先端は扇状に開く形態を呈する。1652は鉄釘であ

る。1653は 銅製煙管吸口である。1654は 銅銭である。
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洪武通実 (宝 )で ある。1655は石製硯である。墨堂か海

に該当するためか、顕著な窪みを認める。材質は緑色

泥岩であろう。

不明遺構

X区 S X c29(97年度調査区 S X 9701、 第209図 )

1656は土師質土器鍋である。日縁部は体部から連続

して内湾 し、外面体部境にはかすかな突出を認める。

胎土中には少量の雲母粒を認める。突出部以下には煤

痕の付着を認める。

第 7節 中世遺物
XttS X c30(」 区 S Xl100、 第210・ 218図 )

1657・ 1658は土師質土器小皿である。日縁部は短 く

外反し、底部には回転ヘラ切 り痕を認める。1659は土

師質土器杯である。明瞭な底部を認めず、椀になる可

能性も残る。端部は外反し、日縁部下半には明瞭な変

化点を認める。胎土は灰白色の色調を呈する。1660は

西村産須恵器椀である。外面は回転ナデ調整により生

じた凸部に回転ヘラミガキを施す。1661は吉備系土師

器椀とした(山本1993、 以下吉備系土師器椀に関しては

これに依拠する)。 高台は細長 く、径も7.6cmと 大きい。

1662～ 1666は瓦器椀である。1662は楠葉型瓦器椀であ

る。日縁部断面形状は端部下1.5cmが最も肥厚する。1663

～1665は和泉型瓦器椀である。外面のヘラミガキをわ

ずかに認める1663・ 1664と それを認めず、内面のヘラ

ミガキが稀薄な1665が あり、前者は尾上編年Ⅲ-1な
いしⅢ-2期、後者はⅢ-3期の所産である。1666は

底部片である。見込みには斜格子状ヘラミガキを認め

る。全面に二次焼成痕を認め、赤色～にぶい黄橙色に

変色する。1667・ 1668は須恵器鉢である。1667は端部

を上下に小さく突出させ、重ね積みにより、内面と口

縁端部及び外面の色調が異なる。1668に比して含有鉱

物量が多 く、粗い胎土が選択される。1668は端部を上

方へ軽 く摘み上げ、日縁部外面にはナデ調整に先行す

る左上が りの平行叩き痕跡を認める。胎土は級密で、

器表面は瓦質化する。十瓶窯産。1669は土師質土器甕

口縁部細片である。日縁部内面は平滑に仕上げられ、

端部との境に稜を有する。胎土は粗 く、石英 。長石の

他、多量の赤色粒を含有する。

1843は 不明木製品である。基部から二股に分かれ、

「レ」状の側面形を呈する。全長は90cmを測り、断面形

状は5× 6 cmの方形である。分かれて延長する側の長

さは基部から48cm前後を測 り、 5× 5 cmの方形断面と

なる。基部は土筆状に肥厚 し、側面にはちょうな痕を

認める。その用途に関しては、本碇ないし碇石を固定

する装着部材の可能性が高いと考えられる。

XttS X c31(EttS X02、 第210～ 212図 )

1670～ 1675は土師質土器小皿である。1670は 回径8。4

cmを測り、日縁部は短く開き、端部を丸く収める。1671

は口縁部が強 く外反し、端部を丸 く収める。径 8 cm。

1672は底部から丸みをもって立ち上がり、日縁部は外

反する。日径 8 cm。 1673は 口縁部が短く開き、端部に

向かい漸次先細る。径7.5cm。 1674・ 1675は底部と口縁

部境に明瞭な稜を認め、日縁部は短 く開く。径 8 cm前

後を測る。以上、小皿はいずれも底部切 り離しは回転

ヘラ切 りである。なお、1675は全面に被熱痕を認める。

1676・ 1677は瓦器皿である。1676は 回縁部は直線的に

開き、端部のみ強く外反する。1678は土師質土器杯で

ある。日径13.9cmを 測り、口縁部はガヽさく外反する。内

-77-



外面に顕著な被熱痕を認め、一部器表面も剥落する。

1679～ 1681は土師質土器椀である。1679は正三角形の

高台を有し、底部は高台より突出する。胎土には灰白

色の精良な胎土が選択される。1680は細長い高台を有

するが、胎土中にはチャートを含有する。全面に被熱

痕を受け、調整は不明瞭であるが、外面には指押さえ

のみ認める。1681は 三角形に矮小化 した三角形の高台

が付 く。日縁部外面は指押さえのみの調整であり、瓦

器椀の可能性も残る。1682・ 1683は黒色土器 (A類 )椀

である。1682は 口径14.5cm、 高台径 7 cm、 器高4。2cmを

測 り、器高に比して口径の大きい器形を呈する。内面

には板ナデ→散漫なヘラミガキ、外面にはヘラミガキ

を認める。非西村産。1683は外方へ踏ん張る高台を認

める。1684は須恵器椀である。日縁部は内湾気味に立

ち上がり、端部のみ小さく外反する。内面には4分割

ヘラミガキ、外面には回転ヘラミガキを施す。見込み

には重ね積みによる高台痕があり、それに伴う色調の

変化を口縁端部内外面に認める。1686は吉備系土師器

椀である。日径17cmを測 り、内面にはコテ当て痕を認

める。1685。 1687～ 1690は和泉型瓦器椀である。1685

。1687～ 1689は 口縁部が内湾気味に立ち上がり、器高

が 5～ 6 cmを 測る。内外面にはヘラミガキを認め、尾

上編年Ⅱ-1～ 3期 に属する。1690は 口径16.6cmを 測

り、器高は 4 cmを 測る。前者より口径がやや大きく、

器高は低 くなる。外面のヘラミガキも消失し、高台も

矮小化が著しい。尾上編年Ⅲ-3期 まで下る可能性が

高い。1691～ 1697は 中国産磁器である。1691～ 1693は

白磁碗である。1691は高台が細長い逆台形を呈し、見

込みには櫛状工具による施文を認める。横田 。森田分

類白磁碗V-4b類 。1692は 口縁端部が小さく肥厚 し、

横田・森田分類白磁碗 I-4類ないしⅡ類に該当する。

1693は端部が玉縁状を呈する白磁碗Ⅳ類である。1694

は白磁皿である。口縁部は大きく開き、端部のみさら

に外反する。見込みには蛇の目釉剥ぎを認め、周縁に

は段を有する。横田‐・森田分類白磁皿Ⅲ類。1695～ 1697

は同安窯系青磁碗である。外面には櫛状工具による施

文、内面には同工具を用いたジグザグ状文を認める。

横田 。森田分類同安窯系青磁碗 I-lb類。1698。 1699

は須恵器である。1698は十瓶窯産の鉢である。日縁部

は内湾気味に開き、端部手前で小さく外反する。端部

は上方に強く摘み上げ、日縁帯を認める。外面には平

行叩き後、回転ナデ調整を認め、底部外縁のみケズリ

状の強いナデ調整を施す81699は十瓶窯産甕底部片で

ある。外面調整は左上がりの平行叩き後にナデ調整を

認め、底部タト縁にはケズリ状の強いナデ調整を施す。

1698が やや瓦質化するのに対 し、1699は堅級に焼き締

まる。1700は亀山系須恵器甕である。底部は平底を呈

し、体部は丸みをもって立ち上がる。外面調整には平

行叩き、内面調整には指押さえ、横ナデ調整を認める。

外面叩きを仔細に観察すると、平行叩きに後出した格

子叩きを認める。内面の当て具痕は後出する調整によ

り消失して不明であるが、現状では同心円文は確認で

きない。なお、底部外縁に施されるケズリ状のナデ調

整は認められない。1701は土師質土器甕である。日縁

部は「く」字形に屈曲し、端部を四角 く収める。胎土

中には多量の雲母粒を含み、器表面の光沢を帯びる。

1702は土師質土器鍋である。日縁部は体部からにぶく

屈曲し、外反する。内面には入念な板ナデ調整、外面

には指押さえ後、縦刷毛調整を認める。精良な胎土が

選択され、吉備系鍋の可能性が高い。山本編年Ⅱ期の

所産であろう(山本1997、 以下吉備系土師器鍋に関して

はこれに依拠する)。 1703は 土師質土器鍋である。日縁

部は「く」字形に屈曲し、端部を上方に強く、下方に

小さく拡張する。内外面には被熱痕を認める。

X区 S X c33(H9年度調査区 S X 9702、 例の落ち込み、

第212・ 213図 )

1704～ 1709は土師質土器小皿である。口縁部形態に

バリエーシヨンを認め、1704は 口縁部が長 く外反し、

1705～ 1707は短 く外反し、1708。 1709は短 く直立する。

底部切 り離 しはいずれ も回転ヘラ切 りで、1704・

1705。 1707・ 1709に板状圧痕を認める。1710は東播系

須恵器杯である。底径4.6cmを測る小さな底部から口縁

部は大きく開く。底部には回転糸切 り痕を認める。胎

土は緻密さを欠き、粒径 2 nlm以下の石英 。長石を一定

量含む。1711～ 1713は土師質土器杯である。1711は 口

縁部が直線的に開き、端部をわずかに外反させる。底

部には回転ヘラ切 り痕を認める。1712は 口縁部は直線

的に延びる口縁部であるが、底部との境は極めて不明

瞭である。両者の胎土には顕著な差異はないが、前者

は浅黄橙色、後者は灰白色の色調を呈する。1713は底

部と口縁部境が不明瞭で、見込み周縁はにぶく肥厚す

る。底部には回転ヘラ切り痕→板状圧痕を認める。1711

と同じく、浅黄橙色からにぶい橙色の色調を呈する。

1714は黒色土器 (B類 )椀である。日径13.2cm、 器高4。2

cmを 測 り、口縁部は直線的に開き、日縁部下 2 cm前後

の位置で明瞭に屈曲する。口径に比して、器高が極め

て低い形態を呈 し、非西村産黒色土器と考えられる6

1715～ 1718は須恵器椀である。日縁部に内湾傾向を認

めず、直線的に開く。外面調整は回転ナデ調整により

生じた凸部に回転ヘラミガキを施す。高台は断面三角

形ないし方形で矮小化し、粗 く貼付する。1715。 1716

は西村産須恵器椀であろう。なお、1715の 内面には煤

痕の付着を認める。1718は焼成不良により、灰白色か

ら淡黄色の色調を呈し、須恵器椀の可能性を考慮 して

おきたい。日縁部は直線的に大きく開き、外に踏ん張

る高台を有する。1719～ 1721は吉備系土師器椀である。

灰白色の色調を呈する精良な胎土で、粒径 3 nlmを 越え

る石英 。長石を少量認める。山本編年Ⅱ期～Ⅲ-1期
の所産であろう。1722・ 1723は 和泉型瓦器椀である。
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器高は浅く、日縁部の内湾、深椀傾向は認められない。

高台の矮小化は著しく、1723は高台径3。4cmと 極めて小

さい。外面のヘラミガキは消失ないし回縁部付近に数

条認める程度であり、内面も同じく簡略化は著 しい。

尾上編年Ⅲ-2ないしⅢ-3期の所産となろう。1724

～1730は 中国産磁器である。1724～ 1728は 白磁碗であ

る。1724は 口縁端部のみ小さく外反させ、水平面を認

める。横田 。森田分類白磁碗V-4a類 。1725は 口縁

部が直線的に開き、端部内外には面を有する。日縁部

下内面には沈線を 1条認める。横田・森田分類白磁碗

Ⅷ-2類。1726・ 1727は 白磁碗Ⅳ類である。日縁部は

玉縁状を呈 し、底部内面の削 り込みは極めて浅く、見

込みに段を有する。1728は高台が細長 く、逆台形を呈

し、見込みには段を有する。横田・森田分類白磁碗Ⅶ

類ないしⅧ類。1729。 1730は青磁碗である。1729は 自

縁部外面に櫛状工具による施文、内面には同工具を用

いたジグザグ状文、片彫 りによる花文を認め、さらに

口縁部下 2 cmに は幅広の沈線がある。

横田 。森田分類同安窯系青磁碗 I-lb類 に該当する。

1730は 口縁部は直線的に開き、内面には片彫 りによる

花文を認める。横田・森田分類龍泉窯系青磁碗 I-2
類。1731～ 1733は須恵器である。1731は鉢である。日

縁部は直線的に開き、端部を極めて小さく外反させる。

外面には回転ナデ調整に先行する左上がりの叩き痕跡

を認める。十瓶窯産か。1732は東播系捏鉢である。日

縁部は玉縁状をなし、砂粒を多 く含む粗い胎土が選択

される。森田編年第Ⅱ期第 2段階の所産になろう(森田

1995、 以下東播系捏鉢の年代観に関してはこれに依拠

する)。 1733は 鉢とした。口縁部は内湾気味に立ち上が

り、端部手前で直立し、四角 く収める。底部は平底、

未調整である。外面調整は下半に不連続なケズリ調整、

上半に回転ナデ調整後のヘラミガキ、内面は回転ナデ

調整後に、散漫な間隔でヘラミガキを施す。十瓶窯産

の可能性が高い。1734は土師質土器甕である。張 りの

弱い肩部から口縁部は「く」字形に屈曲し、内湾気味

に立ち上がる。端部付近にはわずかに直立傾向を認め、

端部を内側に小さく肥厚させる。胎土は粗 く、雲母微

粒を多く含有 し、1701に酷似 した胎土である。1735は

土師質土器鍋である。逆台形状を呈するであろう体部

から口縁部は強く開き、端部を上下に小さく拡張する。

内面には顕著な板ナデ調整を認め、日縁端部外面にも

同工具を用いた板ナデ調整をかすかに認める。内外面

には顕著な被熱痕を認め、煤が付着し、にぶい橙色か

ら明赤褐色に変色する。1736は吉備系土師器鍋である。

日径33.6cm、 器高は復元では14cm前 後を測る。口縁部

はボール状の体部から「く」字形に屈曲し、端部を横

方向に引き出す。体部内面には入念な板ナデ調整、外

面上半には指押さえ→縦刷毛、下半には指押さえ→横

刷毛調整を認める。日縁部外面にも縦刷毛を認めるが、

口縁部を整形するナデ調整により消失しつつある。そ

の前後関係から、口縁部を屈曲させた段階は外面調整

後であることが窺える。灰白色の比較的精良な胎土が

選択される。外面全面には煤が付着する。山本編年Ⅲ

-1期の所産である。1737は土師質土器移動式竃とし

た。日縁部は直線的に内傾 し、端部を丸く収める。胎

土中には多量の雲母粒を含み、1701・ 1734の胎土に酷

似する。内面を中心に煤が付着し、端部から口縁部下

2.5cmま でに多く認める。外面には煤痕は認められない

が、一部赤化する。

Ⅷ区S X c34・ 41(D203区中世護岸、第213～ 215図 )

出土遺物の整理不足から、S X c34と 41が混在 した

レイアウトとなった。S X c41出土遺物は、175。 1752

・ 1753。 1759。 1761-1764・ 1766・ 1773・ 177521シ 蟄り、

それ以外がS X c34と なる。

1738～ 1748は土師質土器小皿である。1738は 口縁部

が底部から内湾気味に短 く立ち上がり、端部を丸 く収

める。回転力を利用するが、器壁は厚 く、端部成形は

甘い。1739は底部からにぶく屈曲し、日縁部は強く開

く。見込み周縁には明瞭な窪みを認める。1740は 口縁

部がやや長く外反し、見込み周縁に強い回転ナデ調整

を加え、内面断面形状は箱形を呈する。1741・ 1742は

口縁部が短 く外反し、見込み周縁が盛 り上がる。1743

～1748は外面底口縁部境に明瞭な稜を認め、日縁部は

比較的長く外反する。底部にはいずれも回転ヘラ切 り

痕を認め、1%0。 1744・ 1745。 1748に は板状圧痕を認

める。1749～ 1751は瓦器皿である。口径は 8 cm代 を測

る。1752～ 1755は土師質土器杯である。含有鉱物に顕

著な差異は認められないが、1752。 1753は 浅黄橙色、

1754。 1755は橙色の色調を呈する。前者は口径14.6cm(

8.5cm前 後、器高3.5～ 3.8cmを 測 り、日縁部は直線的に

開く。底部には回転ヘラ切 り痕を認め、1753に は板状

圧痕を残す。1754は口径14cm、 底径5。 7cm、 器高3.6cmを

測 り、日縁部は直線的に開き、端部のみ小さく外反す

る。法量 。器形は前者に近似するが、日縁端部形態や

口縁部の回転ナデ調整の凹凸が強い点に差異を見い出

せる。底部には回転ヘラ切り→板状圧痕を認める。1755

は底部と口縁部境が極めて不明瞭で、底部には静止糸

切 り痕を認める。1756は土師質土器椀である。日縁部

は直線的に開き、端部を丸 く肥厚させる。高台断面形

状は方形を呈し、径5。6cmを 測る。見込み及び口縁部外

面、日縁端部内面には重ね積み痕を認め、赤 く発色す

る。吉備系土師器椀と考えられるが、粒径の大きい石

英 。長石は認められない。色調は淡黄色を呈する。1757

は黒色土器 (A類 )椀である。高台は外方へ踏ん張 り、

断面形状はやや丸みを帯びる。見込みにはヘラミガキ

を認める。1758は須恵器椀である。外面には被熱痕を

認め、一部赤化する。1759は 吉備系土師器椀である。

端部は丸 く肥厚 し、日縁部下 3 cmに明瞭な屈曲点を認
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める。高台高は l cmを 測 り、断面形状は細 く長い。内

外面にはヘラミガキ、見込みには重ね積み痕跡を認め

る。胎土中には粒径 5 nlmを 上回る石英・長石を少量含

み、浅黄橙色の色調を呈する。山本編年 I-3期の所

産であろう。1760は楠葉型瓦器椀である。口縁部は直

線的に開き、端部内面に沈線を認める。高台は矮小化

が著しく、断面三角形を呈する。内外面にはヘラミガ

キ、見込みには連結輪状ヘラミガキを認め、その幅は

l IIlm以下と極めて細い。1761～ 1766は和泉型瓦器椀で

ある。外面ヘラミガキの有無によつて、1761～ 1764と

1765。 1766に大別でき、器形は前者が内湾傾向をかす

かに指向し、器高も5 cm前後を測るのに対 し、後者は

器高が浅 く、口縁部が大きく開く形態を呈する。さら

に前者は外面ヘラミガキ範囲による細分が可能である。

1761・ 1763は ヘラミガキは下半には及ばず、1762:1764

は散漫ではあるが、ほぼ全面に認める。器形・外面ヘ

ラミガキの範囲を重視すると、1762・ 1764が尾上編年

Ⅱ-2ないしⅡ-3期、1761。 1763が Ⅱ-3ないしⅢ

-1期、1765・ 1766は Ⅲ-2ないしⅢ-3期の所産で

あろう。1767～ 1770は 中国産白磁碗である。1767は 口

縁部が外反し、内面端部下に沈線を認める。横田・森

田分類V-1類。1768は 口縁部が内湾気味に立ち上が

り、端部を小さく横方向に引き出す。内面口縁部下に

は沈線を認め、残存部位全面に白磁釉を施釉する。横

田・森田分類V-4a類 。1769。 1770は 口縁部が玉縁

状をなし、高台は厚 く、削 り込みは極めて浅い。見込

みには明瞭な段を認める。1769は外面下半に特異な回

転ヘラケズリを認める。器壁に当てるヘラ状工具の角

度に起因し、そのケズリ痕跡が口縁部中位と下位にお

いて傾 きを違え、矢羽状を呈する結果となる。なお、

幌輔回転方向に変化は認められない。横田・森田分類

白磁碗Ⅳ-la類。1771・ 1772は十瓶窯産須恵器であ

る。1771は鉢である。体部は直線的に開き、口縁端部

を四角 く収める。外面には回転ナデ調整に先行する格

子叩きを認め、底部外縁にはケズリ状の強いナデ調整

を施す。焼成は良好であるが、須恵質焼成ではなく、

瓦質化する。片口部を有 し、内底部を中心に摩耗する。

1772は 甕である。肩部の張 りの弱い体部からにぶく屈

曲し、日縁部は大きく開く。外面調整は体部には横方

向の格子叩き、日縁部には回転ナデ調整に先行する右

上がりの格子叩きを認める。焼成は良好で、堅級に焼

き締まる。1773・ 1774は土師質土器甕である。1773は

直線的に外傾する体部から「く」字形に屈曲し、口縁

部は内湾気味に開く。内面には明瞭な稜を認め、端部

を丸 く収める。胎土中には彩しい量の雲母粒を認める。

同様の胎土は前述した限りでは、1701・ 1734。 1737で

確認できる。1774は体部はボール状を呈し、口縁部は

「く」字形に屈曲する。体部外面上半には縦刷毛、下半

には同一工具による横刷毛を認める。縦刷毛は口縁部

まで及ぶが、後出するナデ調整により消失しかかる。

胎土は極めて粗 く、粒径 2 nlm前後の石英 。長石を多量

に含む。全面に被熱痕を認め、赤黒色に変色する。1775

は管状土錘である。

S X c35(Dl区 中世護岸、第215図 )

1776・ 1777は土師質土器小皿である。底部と口縁部

境が明瞭で、日縁部は内湾気味に開く。底部は回転ヘ

ラ切 りによる切 り離しで、1777に は板状圧痕も認める。

1778は和泉型瓦器椀である。日縁部はわずかに内湾し、

復元による限り底部径は極めて小さい。外面ヘラミガ

キは疎らで、数条認めるに過ぎない。尾上編年Ⅲ-1
期の所産であろう。1779は 中国産白磁碗である。日縁

部は直線的に開き、端部を横方向に強 く屈曲させる。

横田 。森田分類白磁碗V類。1780は東播系捏鉢である。

端部を内上方に強く突出させ、日縁帯を形成する。重

ね積みにより、日縁帯外面のみ色調に差異を認める。

森田編年第Ⅱ期第 1段階の所産であろう。

Ⅷ区S X o42(Dl区 S K07、 第215図 )

1781は土師質土器小皿である。日縁部は長 く外反し、

外面底口縁部境は明瞭である。底部には回転ヘラ切 り

痕を認める。1782は瓦器皿である。底部が強く突出し、

口縁部は大きく外反する。見込みには平行線状ヘラミ

ガキを認める。1783は土師質土器椀とした。高台径は

7 cmと 広 く、高台は外方へ強く踏ん張る。内面には被

熱痕を認め、煤がわずかに付着する。土師質土器椀と

したが、この煤痕を評価すると、黒色土器 (A類 )椀の

可能性も残る。1784。 1785は和泉型瓦器椀である。1784

は内湾傾向を認め、口径に対 し器高が高い形態を呈す

る。高台径は5。9cmと 広 く、断面三角形を呈する。外面

全面には疎らではあるが、ヘラミガキを認める。1785

は口径が大きく、器高が浅い形態を呈し、外面のヘラ

ミガキは認められない。1784は尾上編年Ⅱ-2な いし

Ⅱ-3期、1785は Ⅲ-2な いしⅢ-3期の所産であろ

う。

Ⅷ区S X c38(D3区 S X01、 第215図 )

1786は須恵器椀である。内外面にはヘラミガキを認

める。

Ⅷ区S X c39(D3区 S X02、 第215図 )

1787は 土師質土器小皿である。底部は厚みを有 し、

明瞭に突出する。口縁部は強く外反し、外面底口縁部

境に明瞭な稜線を認める。

Ⅷ区S X c40(D2区 S X03、 第215図 )

1788は器壁厚がやや厚いが瓦器椀と考えた。残存部

位が小さく、元来の形状を正確には示さないであろう

が、口径が大きく、器高が低い形態となる。日縁部は

内湾気味に大きく開き、内外面には、ラミガキを認め
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る。

Ⅶ区 S X c42(D4区 S K07、 第216図 )

1789は 土師質土器小皿である。日縁部は短 く開き、

端部は先細る。1790～ 1793は土師質土器杯である。い

ずれも回径13cm代 、器高は 3 cm前後を測る。日縁部形

態は1790。 1791が 内湾するのに対 し、1792・ 1793は直

線的に開き、端部のみ小さく外反する。前者は二次焼

成を受け、元来の色調を留めないが、後者は灰白色の

色調を皇する。いずれも底部には回転ヘラ切 り痕→板

状圧痕を認める。1794・ 1795は須恵器椀である。1794

は口径に比 して器高が低い器形を呈する。外面には回

転ヘラミガキ、内面にはヘラミガキを認め、端部内外

面には重ね積み痕跡を残す。腰部から底部にかけての

器壁は厚 く、西村産須恵器椀とするには躊躇を覚える。

1795は器高に比して、口径がやや大きいが、日縁部に

はかろうじて内湾傾向を認める。径目指数34。 内面の

ヘラミガキの有無は不明であるが、外面には回転ナデ

調整により生じた凸部にのみ回転ヘラミガキを認める。

佐藤分類AⅡ -7型式に該当する西村産須恵器椀であ

ろう。1796は 瓦器皿である。口縁部の歪みは著 しく、

平面形は楕円形を呈する。1797は瓦器椀である。高台

は断面三角形に矮小化 し、見込みには平行線状ヘラミ

ガキを認める。1798は土師質土器移動式竃である。口

縁部は直線的に外傾 し、端部を内側に小さく肥厚させ

る。外面には指押さえ→縦刷毛調整を施し、端部のみ

ナデ調整を認める。内面には横方向の板ナデ調整を全

面に認める。胎土中には多量の雲母微粒を含有する。

Ⅶ区S X c48(D4区 S K08、 第216図 )

1799は 土師質土器小皿である。日径8.3cmを測 り、口

縁部は小さく外反する。見込み周縁には凹凸の激しい

ナデ調整、底部には回転ヘラ切 り痕を認める。

Ⅶ区S X c44(D5区 中世護岸、第216図 )

1800は土師質土器小皿である。口縁部は内湾し、外

面に段を有する。底部切 り離しは回転糸切 り痕により、

見込みにも回転糸切 り痕らしき痕跡を認める。1801は

土師質土器杯である。日縁部は直線的に開き、端部を

丸く収める。底部調整不明。1802は吉備系土師器鍋で

ある。日縁部は「く」字形に屈曲し、外反気味に開く。

端部は上方に小さく引き出し、下方を肥厚させる。内

面には顕著な板ナデ調整、外面には指押さえ後、縦刷

毛調整を認める。胎土中には角閃石の可能性が高い光

沢のある方柱状の黒色の鉱物を一定量認める。端部の

特徴から山本編年Ⅱ期の所産と考える。1803は土師質

土器移動式竃と考えた。断面形状はL字形を呈し、外

側のみ煤の付着を認める。竃前面の鍔部と体部の接合

部分である可能性が高い。胎土には多量の雲母粒を含

有する。

Ⅶ区S X c45(D5区 S X02、 第216図 )

1804・ 1805は 中国産青磁碗である。1804は外面に櫛

状工具による放射線状文、内面端部下2.3cmの位置に沈

線を認める。同安窯系青磁碗 I-lb類 。1805は外面

に鏑のない蓮弁文を認め、龍泉窯系青磁碗 I-5a類
に該当する。1806は瓦質焼成の土鈴である。鈴部は円

形をなし、底部に平坦面を有する。円錐状の吊り手に

穿孔を認め、底面には線上の切 り込みを入れ、その両

端には円孔が連続する。外面には縦方向のヘラミガキ

を認める。混入品か。

Ⅶ区S X c46(D5区 S K06、 第216図 )

1807は瓦器皿である。1808は西村産須恵器椀であろ

う。高台は外方へ踏ん張り、外面には回転ヘラミガキ

を認める。焼成不良のため、灰白色の色調を呈する。

1809。 1810は瓦器椀である。1809は 回縁部が大きく開

き、器高が浅い器形を呈する。外面上半にヘラミガキ

を認め、尾上編年Ⅲ-1ないしⅢ-2期の所産となろ

う。1810は底部片である。見込みは広 く、斜格子状ヘ

ラミガキがあり、外面にも分割の可能性も残るヘラミ

ガキを認める。1811は土師質土器甕である。直立する

体部から「く」字形に屈曲し、口縁部は内湾気味に開

く。端部のみ小さく外反し、四角 く収める。器形的に

は1701に 通 じるが、胎土中の雲母含有量は多 くない。

外面には被熱痕を認め、黄灰色に変色する。

Ⅶ区S X c47(D5区 S X01、 第217図 )

1812は吉備系土師器椀である。日縁端部には横ナデ

調整が加えられ、端部下1.5cmに 不明瞭ながら屈曲点を

認め、端部を小さく外方へ引き出す。高台径は5.5cmを

測 り、断面形状は細 く、高い三角形を呈する。内外面

にヘラミガキは認められず、山本編年Ⅱ期の所産とな

ろう。内外面に煤痕を認め、被熱を受けていることが

窺える。1813は和泉型瓦器椀である。日縁部は大きく

開き、器高は低い。径目指数は32。 高台は矮小化が著

しく、断面形状は小さな三角形を呈する。外面のヘラ

ミガキは省略されつつあり、上半にのみ認める。なお、

高台内には釘描きによる「×」を認める。尾上編年Ⅱ

-3ないしⅢ-1期の所産である。1814は 中国産白磁

碗Ⅳ類である。

IttS X c50(C区 赤石、第217図 )

1815t1821は 土師質土器小皿である。口縁部形態を

中心にバリエーションを認める。1815は底部からにぶ

く屈曲し、日縁部は短 く開く。1816・ 1817は底部が小

さく突出し、日縁部は内湾気味に開く。1818は外面底

口縁部境が明瞭で、日縁部は短 く外反し、端部は先細

る。1819は 底部が突出し、日縁部は細 く、内湾する。

1820。 1821は 口縁部が分厚 く、長 く開く。いずれも底

部切 り離しは回転糸切 りにより、1819に は板状圧痕を
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認める。1822・ 1823は瓦器皿である。1822は見込みの

遺存状況は良好であるが、ヘラミガキは認められない。

1824。 1825は土師質土器杯である。1824は底部からに

ぶく立ち上がり、日縁部は内湾気味に開き、端部を丸

く肥厚させる。口径に比して底径が小さく、口縁部と

底部境が不明瞭である。1825は破片が小さく径復元に

問題を残すが、口径が比較的大きく、底径も広い。日

縁部は底部からにぶ く立ち上が り、小さく外反する。

いずれも回転ヘラ切りにより底部切り離し手法で、18Z

には板状圧痕も認める。1826～ 1828は須恵器椀である。

1826・ 1827は わずかに内湾傾向を認めながらも口縁部

は大きく開く。後者は全面に被熱痕を認め、前者の外

面には回転ヘラミガキを認める。西村産須恵器椀。1828

は底部片である。断面四角形の高台を粗 く貼付 し、見

込みには板ナデ、外面には回転ヘラミガキを認める。

西村産須恵器椀の可能性も残すが、胎土に緻密さを欠

く。1829～ 1831は和泉型瓦器椀である。1829。 1830は

口縁部が大きく開き、器高が低い形態を呈する。いず

れも高台の矮小化が著しく、外面のヘラミガキも確認

できない。尾上編年Ⅲ-2ないしⅢ-3期の所産であ

る。1831は底部片である。見込みは広 く、日縁部が大

きく開く形態となろう。残存部位外面にはヘラミガキ

は確認できない。1832・ 1833は 土師質土器椀である。

1832は口縁部が大きく開き、端部下2.5cm付近に明瞭な

屈曲点を認める。口径に比して、器高が浅い形態を呈

し、高台は細 く、高い。胎土は灰白色の色調を呈する

が、石英・長石の量がやや多い。見込みには重ね積み

痕跡を認める。吉備系土師器椀の可能性を考えたいが、

胎土に問題を残す。吉備系土師器椀ならば、山本編年

Ⅲ-1期の所産になろう。1833は高台径6.6cmと やや広

く、細長い形状を呈する。胎土は在地産の土師質土器

小皿に酷似する。1834は吉備系土師器椀である。高台

は細長 く、見込みには重ね積みによる赤化した高台痕

を認める。粒径 5111m前 後の石英 。長石をごく少量含み、

吉備系土師器椀であることは疑いない。1835～ 1837は

中国産磁器である。1835は 白磁碗である。日縁部は直

線的に開き、端部を横方向に小さく引き出す。内面に

は花文を彫 り込む。白磁碗V-4b類 。1836は 白磁碗

である。見込みには段を認め、高台の削 り込みはやや

深い。Ⅳ-1類。1837は青磁碗である。内面には蓮葉

文の片彫 りを認め、龍泉窯系青磁碗 I-2b類 に該当

する。1838・ 1839は須恵器甕である。1838は 口縁部が

大きく外反し、端部を横方向に引き出す。外面には回

転ナデ調整に先行する格子叩きを認める。須恵質に還

元し、内外面には自然釉が降灰する。1839は直線的に

開き、端部を上方へ摘み上げ、下方に引き出して拡張

する。外面にはナデ調整に先行する左上がりの平行叩

きを認める。焼成は瓦質焼成である。亀山系須恵器の

可能性が高い。1840は土師質土器甕である。日縁部は

強く外反し、端部に向けて漸次先細る。1841は吉備系

土師器鍋である。日縁部はにぶく屈曲し、端部を横方

向へ引き出す。内面には顕著な板ナデ調整を認め、外

面は指押さえ後、縦刷毛を粗 く施す。山本編年Ⅲ-1
期の所産である。1842は土師質土器鍋である。体部は

口縁部手前で短 く直立し、日縁部は大きく開く。口縁

部と体部境内面には明瞭な凸部を認める特徴的な器形

である。端部は上下に小さく肥厚させ、端面には板ナ

デ調整を認める。外面には煤が付着する。
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第 8節 攪乱出土遺物 (第 219・ 220図 )

1844～ 1851は攪乱土坑出土遺物である。1844は肥前

系磁器碗である。外面及び口縁部内面には鉄釉、内面

には透明釉を施釉する。1845は 土師質土器杯である。

口縁部は内湾気味に立ち上がり、外面底部と口縁部境

が極めて不明瞭である。見込み周縁にはナデ調整によ

る明瞭な凹線を認める。底部切 り離しは回転糸切 りに

より、「わ」の墨書を認める。

1846～ 1850は軒丸瓦である。1846・ 1849は珠文径が

大きく、明瞭な巴頭から尾は細 く延びる。1847は やや

不明瞭な巴頭から尾は円形を指向して巻き込む。珠文

数は12個 を数える。1848は肥大化 した巴頭から尾は「,」

状に延び、径5。 5cm前後の円形を指向する。1850は明瞭

な巴頭から尾は細長 く延びる。珠文数は 9個 と少ない。

1852～ 1877は撹乱ほか出土遺物である。焼塩壺、中

国産磁器、在地産陶磁器、石製品を中心に図化 した。

出土遺構については観察表に記載しているため、ここ

では遺物のみの観察を行う。

1852～ 1855は焼塩壷である。1852・ 1853は輪積み成

形により、日縁部内面に強いナデ調整を加え、外面は

わずかに窄まる。体部外面にはわずかに縦方向の面を

認め、内面には布圧痕が残る。いずれも胎土は橙色の

色調を呈し、特徴的な鉱物として、チヤートを含有す

る。1852は 2ピ‐スによる底部成形がなされ、外面に

刻印を認める。刻印の内容は判読できないが、一重枠

内に「天下一堺 ミなと藤左衛門」銘である可能性が高

い。1853の底面には布圧痕を認める。1854・ 1855は板

作 りにより、日縁部は印籠形を呈する。胎土中には雲

母細粒を一定量含有 し、にぶい橙色の色調を呈する。

1854の体部外面には一重枠に「泉湊伊○」の刻印を認

める。1856～ 1859は焼塩壷蓋である。1856。 1857は小

皿を天地逆にしたような器形を呈し、1856の天丼部内

面には布圧痕を認める。1858。 1859は 円盤状を呈し、

下方の外周を短 く突出させ、天丼部外面は水平に仕上

げる。内面には布圧痕を認める。1859の胎土中には雲

母粒を一定量含む。1860～ 1862は洋州窯系五彩手鉢な

いし盤である。いずれも灰色の色調を呈する磁器質な

胎土に青味を帯びた透明釉を厚 く施釉する。1860は 内

外面に花奔文が赤・緑 。黒の上絵具を用いて上絵付け

する。1861は 内面にのみ上絵を認め、赤 。緑・黒によ

る花奔文を認める。1862は底部片である。底面には同

心円状のケズリ痕を認め、粗い砂が付着する。見込み

には赤・緑・黒 ?の絵薬により鳳凰文らしき文様を上

絵付けする。1863は淳州窯系磁器皿ないし鉢底部片で

ある。高台は頑丈で、日縁部は大きく開き、見込みに

明瞭な段を認める。畳付を含め、内タト面全面に緑灰色

を呈する透明釉を厚 く施釉し、外面には虫喰い(ピ ンホ

ール)が 目立つ。畳付から高台内には粗い砂(籾殻か?)

が付着する。仔細に観察したが、上絵は確認できない。

1864は肥前系磁器碗である。高台は高いU字形を呈 し、

底部の厚みは 9111mと 分厚い。畳付内外を中心に砂が多

く付着する。外面には圏線、見込みには花奔文を赤を

主体とした絵薬で上絵付けし、一部緑の可能性が高い

絵薬も認める。1865は磁器鉢である。口縁部は二段階

に立ち上がり、端部を丸 く収める。内外面縁文様には

赤黒い絵薬による圏線、口縁部外面には柿色の絵薬に

よる丸文と四方欅文をそれぞれ上絵付けする。産地不

明。1866・ 1867は瀬戸 。美濃系陶器(志野)向付である。

1866は 日縁部片である。口縁部は直立し、外面には鉄

絵による下絵を認める。1867は底部片であろう。厚み

は0.8cmを 測 り、内外に長石釉を厚 く施釉する。底面に

はケズリ調整による稜を認める。1868は瀬戸・美濃系

陶器皿である。日縁部は短 く直立し、端部を小さく外

反させる。1869～ 1873は軟質系施釉陶器である。いず

れも極めて級密な粉状を呈する胎土で、白色の色調を

呈する。1869は異形器形である。外面には型成形によ

る花文と斜格子文、格子文を認め、全面に薄く緑釉を

施釉する。1870は碁笥底を呈する皿であろう。内面に

は型成形による花唐草を陽刻し、全面に緑釉と黄色の

釉を施釉する。1871は浅鉢状の器形の口縁部として図

化 した。体部は直立し、幅 l cm強 を測る面取 り部分を

経て、口縁部は内側に直角に屈曲する。日縁部上面に

は蓮弁文を型成形による陰刻で表現する。全面に緑釉

の施釉を認める。1872は大皿とした。型成形の焙烙に

似た器形を呈し、外面口縁部と体部境には2条以上の

突線を認める。内面及び体部外面には黄色釉、端部外

面及び口縁部外面には緑釉を施釉する。以上、1869～

1872は源内焼の可能性を考えておく必要があろう。1873

は軟質系施釉陶器把手付き皿である。平面形は六角形

を呈し、口縁部は小さく内湾する。残存部位では 1箇

所のみ端部に取 り付 く把手を認め、対置部にも把手を

有する可能性が高い。見込みには黄色釉を基調とし、

輪郭には緑釉を用いた火焔文を3箇所に認め、さらに

菊花文・ジグザグ状文をスタンプにより刻印する。畳

付を除く全面に淡黄色の色調を呈する灰釉を施釉 し、

釉肌の光沢は著しい。産地不明。1874は備前小壷であ

る。肩部に明瞭な張 りを認め、口縁部は短 く直立する。

内面に付着物を認め、お歯黒壷の可能性が高い。1875

はミニチュア土製品蓋である。径3.3cmを測 り、上面に

は「キ」状の突起があり、羽釜の蓋になろう。型成形

により、器表面には胡粉の塗布を認める。1876は石製

硯である。海から墨堂にかけての部分で、墨痕跡を認

める。底面には釘描きによる「中井」という文字を認

める。1877は チャー ト製の火打ち石である。全面に剥

離痕、敲打痕を認める。
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攪乱ほか出土京・信楽系陶器 (第221～ 223図 )

Ⅵ区攪乱 (路床下)1878。 1879は いずれも灰白色の色

調を呈する磁器質な胎土を選択 し、緑灰色の灰釉を施

す。前者には笹葉文、後者には草文十井桁文の上絵付

けを認める。

Ⅵ区1.5m精査 1884は文様パターンが1879に 酷似する。

1885は小杉碗である。外面には銹絵による根無し若松

文を認める。やや大振 りで、渦高台をなす。胎土は陶

器質な質感を呈し、黄色系の色調となる。

Ⅵ区S X o13 1889は異形器形とした。口縁部は大き

く開き、端部に口銹を施す。内面には銹絵染付による

草花文を認める。胎土は灰白色の色調を呈し、その素

地は級密な “まったり"胎土となる。1890・ 1891は銹

絵染付碗である。前者には松文、後者には草花文 (葡萄

か)を認める。1894・ 1895は 平碗である。見込みには意

匠不明の草花文を描き、上絵には緑 。赤色+「金」の

使用を認める。1896は碗である。肥前系磁器と識別で

きない灰白色の級密な胎土が選択され、内外面にはガ

ラス質状を呈する釉を施す。1897は高台径が著しく小

さい碗である。

Ⅱ区側溝中 1912は銹絵染付碗である。外面には草花

文を認める。

I区攪乱 1915は 灰白色の色調を呈する “まったり"

した質感の胎土で、灰白色の釉を厚 く施す。外面には

赤色絵薬による草花文を認める。1916は碗である。濁

黄白色系の色調を呈する灰釉を厚 く施す。外面には三

方に「三葉葵」を認め、上絵は消失気味であるが、「金」

の絵薬による輪郭線を留める。1917は天目碗形を呈す

る碗である。灰色の色調を呈する “まったり"した質

感の胎土で(灰白色の灰釉を厚 く施す。高台脇には連

続する鏑を認め、灰釉に先行する鉄釉を施す。1920は

銹絵染付碗である。外面に草花文を認める。1911と 同

一個体の可能性が高い。1924は灰白色の色調を呈する

“まったり"した質感を呈する胎土で、灰白色の釉を厚

く施す。外面には赤黒い絵薬による宝珠文を認める。

Ⅲ区攪乱 1923は銹絵染付碗である。灰白色の磁器質

な胎土が選択される。

Ⅷ区1.lm精査 1925は 小型の碗である。高台脇には明

瞭な段を認め、外面には銹絵により草花文 ?を描 く。

顕著な渦高台となり、畳付には切 り込みを認める。

Ⅷ区攪乱 1926は火入れである。口縁部は内湾気味に

立ち上がり、端部を内側へ小さく肥厚させる。外面及

び口縁部内面には灰釉、外面には緑色の垂れ掛けを認

める。1928は碗である。腰部に張りを認め、日縁部が

外反する形態を呈する。胎土中にわずかな間隙を認め、

灰黄色の色調を呈する。内外面には灰黄色の灰釉を薄

く施し、外面には橙色の絵薬による「三葉葵」を認め

る。

Ⅶ区攪乱 1930・ 1931は灰白色の色調を呈する “まっ

たり"した質感を呈する胎土で、灰白色の釉を厚 く施

す。1930は瓶で、口縁部に花弁状の加飾を施す。1931

は香炉で、把手の破損痕跡を認める。1932は異形器形、

宝珠の置物であろう。胎土は間隙を認める素地で、灰

黄色の色調を呈する。外面にはガラス質状を呈する灰

釉を薄く施す。上下別作 り。1933は香炉である。灰白

色の色調を呈する “まったり"し た質感を呈する胎土

で、灰白色の釉を施す。赤 。青 。緑色十「金」の絵薬

による繊細な描写の草花文を認める。

Ⅶ区壁面中 1934は火入れである。

I区攪乱 1936は碗である。腰が張り、口縁部が直立

する形態の碗であるも胎土は灰白色の色調を呈する “ま

ったり"した質感となり、内外面には白泥の塗布を認

める。1937は碗である。高台脇までの施釉を認め、露

胎部分は赤 く発色する。

X区攪乱 1939は茶入れである。底部には回転糸切 り

痕、底部外縁には超小型の「破風高」印を認める。外

面には鉄釉を厚 く施す。理兵衛焼。露胎部分は赤 く発

色するが、素地は灰色の色調を呈する “まったり"胎

土である。

Ⅵ区 整地層 (0.8～ 1.4m)1952は 瓦葺き屋根の置物

である。胎土は黄橙色の色調を呈し、素地は通常の土

器の胎土と大差はない。瓦葺き屋根は、軒丸瓦と軒平

瓦を組み合わせたもので、軒桟瓦は認められない。軒

丸瓦瓦当面には巴文、軒平瓦には左右に一転する簡略

化した唐草文を認め、瓦当面にのみ緑色の釉を釉下彩

として施す。屋根には透明釉ないし灰釉を薄く施釉す

る。軒には垂木を粘土帯を貼付することにより表現し、

その剥落痕には刻目を認める。軒部は無釉であるが、

黒色の不明材を塗布する。類例として、栗林公園にあ

る『九重塔』が挙げられ、細部の微細な構造を含めて

酷似する。
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第 3章 総括

第1節 中世礫敷遺構について

第 2章第 4・ 6節では、各調査区で検出した遺構に

ついて個別に報告 した。ここでは、それを踏まえ高松

城跡 (西の丸町地区)に おける中世礫敷遺構について検

討する。なお、西の丸町B地区でも同様の遺構が確認

されている(佐藤2003刊 行予定)。 方形状に張 り出した

旧地形の緩斜面部に安山岩板石を張 り付けるように敷

設した遺構で、その脇には数列の横木を杭で固定した

木組みも存在する。報告者によって詳細な検討が加え

られており、合わせて参照していただきたい。

1.遺構

第225図 に西の丸町地区における中世礫敷遺構の分布

を示した。面的に安山岩板石の広がりを認める遺構を

礫敷遺構、土坑状の掘方を有するものを不明遺構とし

て報告した。それぞれ不規則に分布するように見える

が、旧地形を考慮すると、極めて興味深い配置状況と

なる。不明遺構はⅦ・Ⅷ区とⅨ区中央部で確認でき、

その検出面は中世段階の基盤層となる基本層序 I層 )。

礫敷遺構はⅧ区では北端部と南端部に位置し、Ⅸ区も

同じく北端部と南端部にあり、南端部の礫敷遺構はX

区に連続する。さらに、 I区西端部や測区北東隅にも

分布する。その検出レベルは、Ⅷ区北端部では北へ傾

斜し、南端部はわずかではあるが南に傾斜する。Ⅸ区

南端部は北西へ、Ⅸ区南端部からX区は南にそれぞれ

傾斜する。 I区では北西方向へ傾 く。つまり、礫敷遺

構はいずれも旧地形の斜面地に分布することになる。

一方、不明遺構は低地に挟まれた現状での平坦地に分

布し、いずれも検出面は基盤層となる。こうした状況

を考慮 して、第225図 では礫敷遺構を破線で繋いだ。

不明遺構が分布する破線の内側は比較的安定した旧地

形の高い箇所に位置し、礫敷遺構は緩やかに傾斜する

斜面部に分布するという旧地形の復元が可能である。

同図には、西の丸町C地区で検出した最も南に位置す

るS Z c01の石垣前面ラインを表現 した。高松に入部

した生駒氏が高松城築城時に構築 した石垣に該当し、

16世紀末の構築年代が付与できる。高松城は第 4図の

『生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』にあるように海に北

面し、西外曲輪の北辺をなす S Z c01の北部が海域で

あったことは疑いない。S Z c01と 復元した旧地形の

北辺ラインが合致する点は極めて示唆的であり、復元

した旧地形は、当時の汀線に該当すると考えられる。

Ⅷ区からⅦ区南半部には、細長く延びる砂州状の突出

部を認め、Ⅸ区中央部でも短く西に突出する。X区南

半やその南に位置する高松城Ⅸ 西の丸町A地区)で は、

礫敷遺構は確認できず、北東にわずかに突出するB地

区 S X b16が最南端に位置する礫敷遺構となる。おそ

らくは、ここから内湾気味に湾入した旧地形であった

と推され、B地区S X b16と C地区礫敷遺構群は水域

により画されていたと考えられる。時代はやや下るが、

1650年代前半に描かれた『高松城下図屏風』では、西

外曲輪の中央に位置する鍵形街路の直上にB地区SX
b16が位置し、西外曲輪北辺に描かれた屋敷の南付近

が礫敷遺構北辺の汀線に相当する(第 6図 )。 この絵図

では、外堀内側の城内は区画整備が進み旧地形を窺う

ことはできないが、城外にはかろうじて旧地形を確認

できる。なかでも、外堀の西側に広がる汀線は示唆的

である。潟とは呼称できないが、内湾気味に入 り組ん

だ状況が窺え、海域には砂州状に細長 く延びる地形も

認める。こうした内容は、西の九町地区で検出した中

世段階の旧地形を少なからず反映するものと考える。

2.出土遺物

出土遺物の年代観は、和泉型瓦器椀は尾上編年Ⅲ―

1期～Ⅲ-3期 (尾上1983)、 東播系捏鉢は森田編年第

Ⅱ期第 2段階(森 田1995)、 吉備系土師器椀は山本編年

Ⅱ期～Ⅲ-1期 (山本1993・ 1997)、 輸入磁器は龍泉窯

系青磁碗 。同安窯系青磁碗ともに I類碗を認め、山本

氏のC期後半が主体を占め、D期の後半の標識磁器で

ある龍泉窯系青磁碗 I-5類 も認める(山本1995)。 よ

って、おおむね12世紀後半～13世紀前葉を主体とした

所属時期を想定することができる。B地区 S X b16で

は、12世紀前半が主体となリー部12世紀後半まで及び、

明瞭に所属時期が分かれる。

第 2表 に一定量の遺物量を認める礫敷遺構、不明遺

構からの出土遺物の産地別器種組成をまとめた。破片

数計測を行い、鍋や甕といった大型品の比率が高 くな

る可能性も残すが、出土遺物の様相を考える有効な手

段と考える。また、出土遺物の特徴を明確にするため、

松並 。中所遺跡Ⅲ区B・ C S D01出土遺物との比較を

第226図で行った。松並 。中所遺跡は、高松平野の北部

に位置し、高松城跡 (西の丸町地区)か ら直線距離で3.5

kmし か離れていない(松本2000)。 Ⅲ区B o CSD01は

屋敷地を区画する溝で、出土遺物は12世紀末～13世紀

前葉に位置付けられる。以下、C地区礫敷遺構と松並
。中所遺跡出土遺物を比較しつつ、その特徴について

検討する。産地別器種組成では、在地産と考えられる

土師質土器の比率が少なく、逆に搬入品がそれを確実

に上回る組成を占める。遺物組成 2に おいて、供膳具

における在地系土器と搬入品の比較を行っているが、

松並 。中所遺跡とは正反対の内容となる。ここに礫敷

遺構出土遺物の最大の特徴を認める。なかでも、瓦器

椀・皿の比率は37.4%を 数え、松並 。中所遺跡の 2倍

近い数値を占める。その大多数は和泉型瓦器椀となり、

B地区 S X b16で一定量確認されている楠葉型瓦器椀

は皆無に等 しく、時期差を反映すると考える。また、

吉備系土師器も椀・鍋を中心に一定量確認でき(6%)、

松並 。中所遺跡に比して高い数値を占める。一方、中
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国産輸入磁器は約 2%を 占め、白磁が青磁の比率を上

回る。松並 。中所遺跡では0.6%と 低いが、青磁を上回

る白磁の組成や搬入される器種に差異は見出せない。

東播系須恵器も同様にC地区では捏鉢のみの確認に留

まるB地区 S X b16で は小皿・杯 。甕が確認される)。

その比率も0。7%と なり、松並 。中所遺跡よりわずかに

高いに過ぎない。須恵器椀では既に指摘されているよ

うに(古野ほか2000)、 十瓶 。西村産須恵器椀が一定量

確認できるが、非十瓶・西村窯の椀もあり、両者が混

在 した状況を示す。松並・中所遺跡との比較では、高

い数値を示すが、黒色土器を加えた比率では、ほぼ同

数となり、消費された状況を想定 したい。

遺物組成 3と して、機能別組成をまとめた。松並 。

中所遺跡に比して、供膳具比率がわずかに高 く、煮沸

具組成が低い傾向を認めるが、顕著なものではない。

また、土器・陶磁器以外に注目すべき出土遺物が 2

点ある。第 1は XttS X c30で 検出した報文番号1843

として図化 した木製品である6基部から二股に分かれ、

「レ」状の側面形態を呈する。その用途については不明

な点が多いが、「木碇」ないし石を装着する碇部材と考

える。前者は松浦資料博物館蔵の『外国船具図巻』に

所載された碇に類例を認める(小り|12001)。 後者の類例

は民俗例として散見できる。なお、舟を着岸させる際

に用いるフックの可能性も残る。いずれにしても、舟

に関連した遺物と考えられる。第 2は Ⅸ区S X c24で

検出した和鏡と石仏頭部片である。掘方を有する土坑

状の不明遺構から、和鏡、石仏頭部が出土し、共伴遺

物として、同安窯系青磁碗、和泉型瓦器椀を認める(1418

の瀬戸・美濃系陶器天目碗は混入と判断した)。 出土遺

物の年代観より、12世紀中葉の所産と考える。第225図

に示したように、南側の砂州状地形の先端部付近に位

置し、周辺には北側の砂州状地形で検出した不明遺構

は確認できない。 S X c24は出土遺物から墓としての

性格も付与できるが、石仏頭部の存在は問題を残す。

類例は確認し得ていないが、ここでは何らかの埋納行

為が行われたと考えておきたい。

3.礫敷遺構の性格

以上、C地区礫敷遺構について、遺構では礫敷遺構

が中世段階の汀線に沿った箇所に位置することを確認

し、遺物では瓦器椀・皿の多量出土といった特徴を抽

出した。以下、その性格について検討 したい。

礫敷遺構の類例として福岡市博多遺跡群第89次調査

区第 2期遺構護岸跡 (16世紀後半)、 佐賀県唐津市徳蔵

谷遺跡D区石列遺構と杭列 (13世紀前半～15世紀)、 青

森県市浦村十三湊遺跡121次調査区(15世紀)が挙げられ

る(佐藤2003刊 行予定)。 いずれの遺跡も海岸や後背湿

地の汀線に礫敷きを敷設したもので、海運を主体とし

た港湾都市として著名な遺跡である。西の丸町地区で

検出した礫敷遺構は、汀線に沿って位置し、容易に海

岸線の保護=護岸を目的とした敷設を想定することが

できる。しかし、わずかな傾斜を認める斜面部に敷設

された礫敷は、石材を丁寧に積み重ねたり、敷き詰め

たものではなく、無造作に設置したものである(佐藤氏

は「積み上げる」のではなく、顧占り付ける」と表現)。

使用時における乱れも想定しなければならないが、元

来から乱雑に敷設された状況が想定できる。加えて、

礫敷上端レベルはわずかに旧地形を反映した傾斜を認

めるがほぼ水平となり、斜面を平坦化 した状況が看取

できる。つまり、汀線の保護を意図したというよりは、

砂地における安定した足場を確保するために、安山岩

板石を敷設したと評価できる。さらに博多遺跡群や十

三湊遺跡では、舟底を安定させるための施設に伴う杭

列を認め、B地区 S X b16の木組み遺構との関連が注

目でき、舟を係留させる船着き場ないし小型の船蔵的

な施設と評価される(佐藤2003刊 行予定)。 B地区では、

こうした船着き場的な施設は確認できないが、X tt S

X c30で 出土した「木碇」ないし碇部材の二部であろ

う木製品も船着き場としての性格を反映すると考える。

こうした状況を考慮すると、西の丸町地区で検出し

たこれらの礫敷遺構は、12世紀～13世紀前葉にかけて

の船着き場、湊であつた可能性が高い。礫敷遺構出土

遺物は搬入品比率が高いという特徴、なかでも和泉型

瓦器椀・皿の出土量が消費地では考えがたい40%に近

い数値を占める状況はそれを補強する。既に佐藤竜馬

氏によつて、西の丸町地区は和泉型瓦器椀にかんして

は「二次集積地」としての位置付けが想起されており

(佐藤2003刊行予定)、 筆者もそれに同調する。一方、

東播系須恵器 。中国産輸入磁器は松並・中所遺跡に比

して高い組成を占めるが、顕著なものではなく、地理

的条件に起因した内容を示す可能性が高く、流通ルー

トが異なる可能性が高い。吉備系土師器に関しては、

約 6%を数え、松並 。中所遺跡に比して著しく高い数

値を示し、完形に復元できる椀も一定量認める。地理

的要因によるものか、主要な搬入品目であつたのかは

判断できない。県内の吉備系土師器椀の動向は、山本

編年Ⅱ-2期～Ⅲ-2期 にかけて漸次増加する傾向が

震i

第227図 『外国船具図巻』所載の「木碇」(小り112001よ
り抜粋 )
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指摘されており(片桐1992)、 C地区はまさにその増加

する段階に位置付けられる点は留意すべきであろう。

こうした港湾施設との関連が指摘できる状況を踏ま

えると、 S X c24か ら出土した和鏡と石仏頭部は鏡背

を上に向けた出土状況を考慮すると、埋納された可能

性が高い。出土遺物の年代観も12世紀中葉に位置付け

られ、C地区における礫敷遺構との年代差もなく、礫

敷遺構の港湾施設としての性格を考慮するならば、S

X c24は航海の安全ないし繁栄を祈願 して、和鏡と石

仏頭部及び輸入磁器を埋納 した遺構の可能性を想定す

ることができる。

また、S Z c01と 旧地形の北端が一致する点は、高

松城築城時の旧地形を考える上では、看過できない。

C地区礫敷遺構群の出土遺物は12世紀後半～13世紀前

葉、B地区 S X b16は 12世紀前半の年代観を示す。当

初B地区S X b16に 船着き場が存在したが、湾入した

潟内の埋積作用の進行に伴い、C地区へ移動した可能

性が想定されている(佐藤2003刊 行予定)。 C地区では

13世紀中葉から築城段階までの遺構は確認できず、潟

内の埋積はさらに進展 した状況が窺える。さらに、西

の丸町地区では、最も古 く位置付けられる近世遺構面

の直下層は自然堆積土であり、築城時には潟内は完全

に埋没していたようである。しかし、 S Z c01の前面

に堆積した層位には、17世紀初頭前後の遺物を多量に

含有しており、少なくともS Z c01の前面まで埋積作

用は進行していない。つまり、築城段階まで礫敷遺構

の北辺部は汀線であったと考えられる。こうした状況

を考慮すると、 S z c01と 礫敷遺構北端部の一致は、

築城に際して旧地形を最大限生かし、海域を埋め立て

るという大規模な土木工事の最小化を意図した縄張り

の設定が看取でき、築城時の状況を考える上でも意義

深い内容となろう。
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第 2節 各石垣の所属時期 について

C地区における遺構変遷を理解する上では、石垣の

構築年代を明確にする必要があり、ここでは、出土遺

物や遺構の重複関係から各石垣の構築年代を検討する。

1.S Z c01

①出土層位

事実報告では調査時の遺物取 り上げに依拠し、第79

図 2層 を構築以前の堆積層 (1088～ 1098)、 6層 を裏込

礫中(1099～ 1103)、 4～ 7層 を裏込礫中ないしSZc
01構築に伴う整地層 (1104～ 1107)、 23・ 24層 を黒灰色

粘質土 (最下層、1108～ 1138)、 20～22層 を暗青灰色砂

質土 (下層、1139～ 1161)、 11～ 19層 を暗青灰色砂質土

と赤灰褐色砂層混在層 (中層、1164～ 1177)、 8～ 10層

を赤灰褐色砂層 (上層、1179～ 1213)と して報告 した。

概報段階では、肥前系陶器溝縁皿 (1105)の年代観に従

い、その構築年代を17世紀前葉と想定 した(古野ほか

2000)。 しかし、整理の進捗に伴い、概報時とは異なる

想定を行った。ここでは、各層位からの出土遺物を再

検討する。検討に際し各層位名やその性格について下

表のようにまとめる。事実報告で記したように、A層

は S Z c01構 築に伴う層位であり、構築年代を示す。

B層 はS Z c01前面堆積土最下層位で、粘性の高い埋

土となる。 S Z c01が機能中に堆積 した層位と理解で

きる。C～ E層 は色調は異なるが、土質が極めて酷似

しており、比較的短期間に形成された一連の堆積土と

理解できる。S Z c01の北約20mに S Z c02が位置し、

その構築に伴う整地層=海域の埋め立て土と判断した。

但 し、前記した層位理解は、第79図 D― D'間セクシ

ョンでは整然と説明できる。しかし、E tt E'間 セク

ションではやや問題を残す。調査時には、 8～ 15層 を

S Z c01構築に伴う整地層として捉えていた。前述し

た肥前系陶器溝縁Щ l105)も 同層位からの出土となる。

しかし、裏込土である16・ 17層 を明瞭に切 り込み、さ

らに前面堆積土上層である18層 (赤灰褐色砂層)や SZ
c01石材の上位に堆積 した30～31層 に連続する堆積状

況を示す。よつて、本報告では 8～ 15。 18・ 30～ 31層

をS Z c01前面堆積土上層である赤灰褐色砂層 (A層 )

と判断した。

新層位 上段 :層位名、下段 :層位の性格

A層
S Z c01構築に伴う整地層、裏込礫中

S Z c01構 築関連

B層
S Z c01前面堆積土黒灰色粘質土 (最下層 )

S Z o01機 能中の堆積土

C層
S Z c01前面堆積土暗青灰色砂質土 (下層)

S Z c02に 伴う整地層

D層
S Z c01前面堆積土CoE層混在層 (中層)

S Z o02に 伴う整地層

E層
S Z c01前面堆積土赤灰褐色砂層(上層)

S Z c02に 伴う整地層

②各層位出土遺物

次に、各層位から出土した遺物について検討する。第

3表 にS Z c01層 位別遺物組成をまとめた。横軸に前

記した層位、縦軸に生産地を設定し、器種別にその点

数及び比率を積算した。積算に際しては、いずれも破

片数計測を採用し、それを第228図にグラフ化した。ま

た、第 4表には、縦軸に層位、横軸に生産地別を設定

し、出土遺物の所属時期を明記した。土器編年は、瀬

戸・美濃系陶器は藤澤編年 (藤沢1993)、 肥前系陶器は

大橋編年(大橋2000)、 備前系陶器は乗岡編年(乗岡2000)

にそれぞれ依拠し、中国産磁器の年代観は大橋康二氏

のご教示による。以下、これに基づき各生産地別に組

成、生産地編年からの検討を加える。

中国産磁器

景徳鎮窯系と津州窯系磁器の顕著な組成差は認めら

れない。層序の堆積状況に呼応 して、出土遺物が新し

くなる傾向は認められないが、A層 には16世紀後半に

属する景徳鎮窯系青花皿(E群 )を 認め、B～ E層 から

出土する16c末～17c初頭に属する遺物は含まれない。

よって、A層 /B～ E層 という構図が描ける。

瀬戸・美濃系陶器

A・ B層 は藤澤編年 3期のみで構成されるが、C～

E層 には4期が含まれ、A・ B層 /C～ E層 という構

図が描ける。

肥前系陶器

A層 には確認できないが、B～ E層 からは各層 1～

5点前後出土する。 I-2期 (1590～ 1610年代)に属す

る遺物が大半を占めるが、砂目積み皿(D層 出±1171:

胎土目積み併焼時期 (1600～ 1620年代))、 C～ E層 出土

1218:17世 紀前半)、 溝縁皿(E層 出土と判断1105:1620

～30年代)に新 しい傾向を認める。これにより、A層 /
BoC層/DoE層 という構図を描 くことができる。

なお、E層 から出土した皿 (1185)は 17世紀末に位置

付けられ、18世紀まで下る可能性も残し、ここでは混

入と理解した。

備前系陶器 (摺鉢 )

C層 を除く、各層から乗岡編年近世 lb期 (16c第 4

四半期)の摺鉢が出土。但し、C層からlc期～2a期

に属する摺鉢が出土する(1158)。 よって、A・ B層 /
C層 という構図を描 くことができる。

その他

亀山系鍋はA層 を除く各層から出土しているが、形

態差や出土点数に差異を認めることはできない。朝鮮

王朝白磁は各層から少量ながら出土する。また、D層

から大和 12型羽釜が出土している(1178、 16c第 4四

半期)。 淡黄白色の色調を呈する級密な胎土が選択され、

大和からの搬入品と考えられる。同じく搬入品として、

C～ E層 を含む層位から出土した犬形土製品がある

(1237)。 細部表現まで含めた形状 。規模は、大坂城出

土の大形土製品Aiタ イプに酷似し(江浦2000)、 搬入
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品の可能性が高い。

③各層位生産地別組成

一方、層位別出土遺物産地組成について検討する。

第228図では各層の横のかっこ内に出土遺物総′点数を記

載したが、A層 は15点 と少なく実態を反映するもので

はない可能性も残る。これによると、C～ E層 は極め

て酷似 した組成を示し、瀬戸・美濃系陶器の出土量が

やや少ないが、B層 もC～ E層 に近似 した内容を示す

ことが窺える。出土点数が少ないため、過大評価する

ことはできないが、A層では肥前系陶器が未確認とな

り、遺物組からはA層/B～ E層 という構図を想定す

ることができる。

④各層位の形成年代

次に、上記の検討・各層位の性格を踏まえ、各層位

の形成年代について言及したい。

A層

S Z c01構築に関連した層位であり、そこからの出

土遺物は構築年代を示す。輸入磁器が16世紀後半、瀬

戸・美濃系陶器が大窯 3期、備前摺鉢が乗岡編年近世

lb期 にそれぞれ位置付けられ、16世紀第 4四半期の

形成年代を付与することができる。高松城は、天正15

(1588)年 に高松に入部した生駒親正により、その翌年

から築城が開始されており、出土遺物の年代観から、

S Z c01は生駒氏入城時に構築された石垣であること

が指摘できる。なお、総点数は少ないが、肥前系陶器

は未確認であり、B層 とは時期差を設けることができ

る。

B層

S Z c01の前面に堆積 した層位であり、その構築以

降、存続期間中に堆積した層位と理解できる。輸入磁

器が16世紀後半～17世紀初頭、瀬戸・美濃系陶器が大

窯 3期、肥前系陶器が大橋編年 I-2期に該当する。

A層 とは肥前系陶器の有無によって識別でき、出土遺

物が示す年代観は16世紀第 4四半期～17世紀初頭とな

り、おおむね S Z c01の存続期間を示すと考える。但

し、出土遺物の年代観は、生産地における年代観であ

り、高松城跡 (西の丸町地区)ま での流通のタイムラグ

や使用期間には問題を残す。また、瀬戸・美濃系陶器

は3期 (1555～ 1585)の みで構成されるが、出土点数は

3点 と少なく、過大評価すべきではない。後述するC
～E層 との関連から、大窯 4期 に属する遺物は存在 し

ていた可能性を想定したい。

C～ E層

比較的短期間に形成された層位で、S Z c02に 伴う

整地層と判断できる。よって、出土遺物の年代観はS

Z c02の構築年代を示す。輸入磁器は16世紀後半～17

世紀初頭、瀬戸 ,美濃系陶器は大窯 3・ 4期がほぼ同

量、肥前系陶器は大橋編年 I-2期が主体を占め、Ⅱ

期まで下るものも存在する。D層砂目皿が1600～ 20年

代 (1171)、 E層溝縁皿が1620～ 30年代 (1105)、 片口鉢

が1590～ 1630年代に属する(1186)。 備前摺鉢では、乗

岡編年近世 lb期が主体を占めるが、1158は近世 lc
～2a期 まで下る。C～ E層 出土遺物の主体は16世紀

第 4四半期～17世紀初頭に属するが、上記した1620γ

30年代まで下る時期に属する遺物が問題となる。C～

E層 はS Z c02に伴う整地層であり、 S Z c01の機能

段階の堆積土であるB層 とは時期差を想定しなければ

ならない。こうしたやや新 しい傾向を示す一群はSZ
c02の構築時期を示すとして重視すべきである。よっ

て、その形成時期を1630年代前後とする。一方、こう

した新 しい傾向を示す遺物はごく一部に留まり、その

大多数はB層 出土遺物との差異を見出すことはできな

い。その要因として、整地層としての性格を挙げるこ

とができる。 S Z c01か ら02へ の拡張は海域を埋め立

てる行為であり、約20m北側に位置することを考慮す

ると、相当量の埋め立て土が必要となる。埋土中に限

定された時間幅を有 し、かつ一定量の遺物を包含する

点を考慮すると、それ以前に生活面であった整地層の

削平土を転用した可能性を想定することができる。つ

まり、C～ E層 は生駒氏が入部してS Z c01を 構築し

た段階からS Z c02を 構築するまでの期間の遺物を含

むことになる。B層 もS Z c01を 構築以降、 S Z c02

構築段階までの堆積土であり、前者に構築段階の遺物

を含む以外は、両者は同じ内容を示す層位と理解でき

る。よって、C～ E層 に含まれるS Z c02の構築段階

を示すやや新 しい傾向を示す土器を除く、その他大多

数の遺物がB層 と近似 した状況を呈することになる。

さらに、C～ E層 における瀬戸 。美濃系陶器が、大窯

3期 と4期がほぼ同数認められる点を考慮すると、B

層には大窯 4期 に属する遺物が認められない点は時期

差を示すものではなく、瀬戸・美濃系陶器大窯 4期の

有無によるB層 とC～ E層識別は妥当なものではない

と考える。

⑤高松城様相把握との比較

各層位出土遺物を高松城様相把握と対比すると(松本

・佐藤2001、 松本2002a、 第 3章第 4節 )、 A層は肥前

系陶器の欠落と瀬戸・美濃系陶器大窯 3期のみといっ

た点から17世紀初頭に属する様相 1に先行する16世紀

第 4四半期(1589～ )と なり、様相 0に位置付けられる。

B層 は様相 1、 C～ E層の大多数も様相 1と なるが、

新 しい傾向を示す一群は様相 2と 判断できる。

③出土遺物が示す諸問題

B～ E層 は肥前系陶器が確実に共伴するが、瀬戸 。

美濃系陶器の出土量を上回ることはない。大坂城では、

豊臣前期 (16世紀末)に肥前系陶器は出現し、16世紀末

～17世紀初頭 (豊 臣後期)に は、その出土量は激増 し、
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それまで主要な組成を占めていた瀬戸・美濃系陶器の

出土量を凌ぐようになる。筆者が理解した大坂城編年

を第229図 にまとめた。積山氏による編年を基軸とし(積

山1994)、 鋤柄・森両氏による細分 (鋤柄 。森1999)、 難

波氏による編年 (難波1992)を 参考とした。以下これに

基づき、 S Z c01の各層位出土遺物と大坂城出上の土

器・陶磁器組成を比較する。

A層 は瀬戸・美濃系陶器が大窯 3期のみで構成され、

一定量の輸入磁器を認め、豊臣前期に併行すると考え

る。肥前系陶器の欠落については、出土総点数が少な

い点もあり、その有無を議論することは困難であるが、

流通状況の差異を示すかもしれない。B層 及びC～ E

層の大多数は、豊臣後期～徳川初期にかけて併行する

資料と考えたい。しかし、瀬戸・美濃系陶器を凌ぐ肥

前系陶器組成は認められず、瀬戸・美濃系陶器も大窯

3期 と4期の比率がほぼ同数となり、大坂城の陶磁器

組成とは異なる状況を示す。こうした組成が、遺構の

一括性の低さに起因するものか、高松城跡 (西の丸町地

区における流通状況を反映したものかは即断できない。

様相 1基準資料のB地区 S X b192で は(17世紀初頭 )、

胎土目積みのみで構成される肥前系陶器を認め、その

出土量は明らかに瀬戸・美濃系陶器を凌駕し、大坂城

編年における豊臣後期～徳川初期に酷似 した遺物組成

を示す。一方、B～ E層 に酷似 した内容を示す資料と

して、東ノ丸 (香川県歴史博物館地点)の第 4遺構面上

層がある(北山1999)。 整地層資料で、出土遺物による

限りその一括性は高い。第 4章で再度検討するが、中

国産磁器では、景徳鎮窯系青花 。白磁皿、淳州窯系青

花 。白磁皿、瀬戸・美濃系陶器では大窯 3・ 4期 を認

め、やや 3期の比率が高いようである。志野 。
(青 )織

部向付、瀬戸黒碗もある。その組成は、肥前系陶器を

明らかに上回る。肥前系陶器では、砂目積み製品を少

量認めるが、胎土目積みが主体となり、溝縁皿は確認

できない。備前系陶器では、摺鉢 (乗岡編年近世 lb・

c期主体)。 注目付き鉢・杯を認める。その他、朝鮮

王朝白磁皿、華南彩釉陶器、丹波摺鉢、亀山系鍋、関

西系焙烙も少量ながら出土する。出土遺物の様相とし

て、17世紀初頭 (～ 1620年代)に収まる内容を示し、肥

前系陶器が出現するにも係わらず、瀬戸・美濃系陶器

に優位性を認める。B～ E層 、第 4遺構面上層はいず

れも包含層資料、S X b192は 遺構資料であり、こうし

た差異を反映する可能性が高いと考えられる6しかし、

陶磁器の流通状況や使用期間に関連した重要な問題を

提起しており、資料の増加を待って再度検討する必要

が残る。

2口  S Z c02

S Z c02は 前述したS Z c01の 北側約20mに位置し、

その構築時期はS Z c01前面堆積土C～ E層 出土遺物

が示し、その形成年代は1630年代前後と考える。

寛永 4(1627)年 に記載された『讃岐探索書』には、

築城から40年近く経過し、石垣や塀が崩れていた状況

が記され、寛永13(1636)年 に幕府老中より石垣の修築

が許可されたという文献記載から(『 生駒家文書』、香川

県1988)S Z c02の 構築は寛永13年以降である可能性が

高 く、ここでは1630年代後半の構築を想定しておきた

い。

遺構との重複関係では、18世紀前半に位置付けられ

る石組溝(S D c07・ 09)が S Z c02よ り北まで延長す

る状況が窺え、少なくとも18世紀前半以前の所産であ

ることは明白である。

3. S Z c03

S Z c03は S Z c02の北約40mに位置する。報文番

号375～ 385に その裏込埋土から出土した遺物を提示し

たが、出土遺物には瀬戸・美濃系磁器を含み、これに

よる限り19世紀までその構築が下ることになる(概報で

は遺物の混乱により、381を S Z c12の 裏込から出土し

た遺物として報告し、 S Z c12の構築年代を幕末頃と

想定した。しかし、381は S Z c03裏 込出土遺物であり、

ここで訂正しておきたい)。 その他の出土遺物の所属時

期にも混在した状況を認めるが、17世紀前半に属する

遺物がやや多い。裏込石材には人頭大からその 2倍前

後の石材が用いられ、石材間には間隙を多 く認める。

本来であれば、裏込出土遺物は遺構の構築年代の決定

を担うものであるが、石垣に関しては信憑性を欠くも

のと理解したい。ここで重視すべきは、Ⅳ区西端部に

おける遺構の重複関係である。 S Z c03に は構築時に

石垣内に埋設された階段状施設であるS Z c06と その

脇から連続し、北側に突出する立石群 (S Z c05)が伴

う。当該箇所では、 S Z c03前面石材は失われている

が、その前面に沿って打設された杭列 (S Z c07)か ら

第49・ 60図のような復元が可能である。ここで注目す

べきは、SDcllで ある。 S Z c03手前で「く」字形

に屈曲し、北端部は確認できないが、海域へ排水する。

屈曲する要因として、 S Z c03に伴うS Z c05・ 06を

避けた可能性が高 く、少なくともS Z c03の構築はS

D cllの 構築以前であったことが指摘できる。よって、

S Z c02が構築された1630年代後半～18世紀前半まで

に築造されたと判断できる。なお、 S D cllは C地区

I・ Ⅱ区から連続 し、さらにB地区にも確認でき、西

外曲輪を南北に縦断する広域地割であり、『高松城下図』

に記載された大久保家屋敷地と西御屋敷を区画する施

設と評価されている(佐藤2003刊 行予定)。

S Z c02の構築は、出土遺物の所属時期より生駒氏

によることが窺え、生駒氏はその直後の寛永17(1640)

年に生駒騒動により改易される。高松城には、寛永19

(1642)年 に松平頼重氏が入城する。入部後頼重は、石

垣の修築、天守閣の改築、東ノ丸・北ノ丸の増設とい

つた城下の整備に着手し、高松城の普請は延宝 5(1677)
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年には完成する。こうした歴史事象や裏込出土遺物か

ら、S Z c03の構築は松平頼重が入城した1642年以降、

17世紀中葉前後であった可能性が高いと考えたい。

さらに絵図との比較では、『讃岐高松丸亀両城図 高

松城下図』と『高松城下図屏風』の差異に注目したい。

前者に製作年代の記載はなく、正確な製作時期は不明

であるが、『生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』(1638～ 39

年)に は描かれない西浜舟入の侍屋敷の西側に町人屋敷

や東浜の海岸部の石垣が描かれている。こうした普請

を数年で行うことは困難であり、松平氏が入城した寛

永19(1642)年 以降の所産である可能性が指摘されてい

る(森下1996)。 さらに、『高松城下図屏風』は明暦 2

(1656)年に成願寺の南東に移転した無量寿院が西浜舟

入の西に描かれていることから、それ以前の製作年代

が想定されており(森下1996)、 本報告では1650年代前

半とした。両者を比較すると、『高松城下図屏風』には

西外曲輪北辺に鍵形道路に規制されない独立した屋敷

地が新たに追加されていることが窺える。さらに、こ

の屋敷地を除く西外曲輪の屋敷割が近似 した状況も窺

え、鍵形街路も両者に描かれる。さらに、西外曲輪北

西隅から延びる突堤状施設の位置関係 もほぼ等 しい。

こうした状況を考慮すると、『高松城下図屏風』と『讃

岐高松丸亀両城図 高松城下図』の西外曲輪における

差異は、北端に設置され屋敷地の存在となる。SZc
03は S Z c02か ら40mも 北に位置し、まさに『高松城

下図屏風』に描かれた西外曲輪北端の石垣であった可

能性が高い。『讃岐高松丸亀両城図 高松城下図』の北

端部には石垣の表現はなされないが、その北辺はSZ
c02に対応する。つまり、 S Z c03の構築年代は、『讃

岐高松丸亀両城図 高松城下図』の製作年代以降『高

松城下図屏風』製作年代までとすることができる。よ

って、頼重入城時の寛永19(1642)年 以降の1640年代～

50年代前半という構築年代を想定することができる。

4口  S Z c12

S Z c03の北側約 5mに位置する。事実報告で記し

たように、 S Z c03に は明らかに後出する時期の所産

である。5mの拡張をどう評価するかは問題であるが、

「拡張」と称するよりは、「修繕」ないし「修築」とし

た方が妥当かもしれない。その構築時期を示す裏込出

土遺物 (386～ 392)の 年代観は、おおむね1630～40年代

に位置付けられる。しかし、想定したS Z c03の構築

年代とは矛盾をきたす。遺構の重複関係では、前記し

たように、18世紀前半に属する石組溝(SDcll)が S

Z c03に付設するS Z c05・ 06を 避けるために、屈曲

させた状況があり、 S Z c03は石組溝の構築時期まで

存続し、かつ S D cllが機能した18世紀前半代まで継

続使用されていた可能性が高い。それを示すように、

補修痕跡と判断したS Z c07を 確認しており、SZc
03の存続時期幅を比較的長 く見積もることは可能であ

る。さらに、 S Z c12の前面堆積土からの出土遺物に

は、18世紀末～19世紀前半に属する陶磁器を認める。

こうした状況から、 S Z c12の構築時期を18世紀後半

と考えておきたい。

5. S Z c13

S Z c13は S Z c12の約20m北 にあり、C地区で確

認 した石垣のなかでは最北端に位置する。裏込出土遺

物が示すように(456・ 459。 470。 473)、 コバル ト呉須

+型紙摺 りの肥前系磁器を認める段階であり、明治期

の所産と考えられる。さらに、 S Z c13が機能を停止

し、再度拡張が行われた段階に施行されたS Z c13上

面堆積土からの出土遺物にも同様の陶磁器を認める。

さらに、その上面で捉えた遺構面 (想定第 0面 )は本報

告は行っていないが、それに伴う遺構埋土よリゴム判

の使用を認める肥前系磁器皿、眠平焼コップ状碗が共

伴 しており、大正 8年 (1919年 )以降の所産であること

が窺える。
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出土層位

＼
名称

A層 B層 C層 D層 E層

裏込め,整地層

SZ cOl構 築に伴う整地層

黒灰色粘質土

SZc01岸機能中の堆積層

暗青灰色砂質土

SZ c02に伴う整地層

C層 IE層 憫樹

S Z c02に伴う整地層

赤灰褐色砂層

SZc02に伴う整地層

1景徳鎮窯系青花 1(6.7%) 2(2.0%) 7(6.6%) 2(5.0%) 5(2.9%)

中国産磁器 1面f曇素薔花 1(6.7%) 1(1.0%) 1(0。 9%) 4(2.3%)

1   中国産青花合計 2 (13.2%) 3(3.0%) 8(7.40/0) 2 (5.0%) 9(5.3%)

犠 1(6.7%) 2(2.0%) 2(1.9%) 1(2.5%) 2(1.2%)

朝鮮王朝白磁 1(6.7%) 2(2.0°/0) 1(0,9%) 1(215%) 1(0.6%)

産地不明磁器 1(1.0%) 2(1.2%)

瀬戸・美濃系陶器

鉄釉 天 目碗

鉄釉 皿

鉄釉 その他

灰釉 皿

灰釉 その他

志野

2(13.2%) 2 (2.0%) 4 (3.7%) 1(2.5%) 11(6.4%)

1(2.5%)

2(2.0%) 5 (4.6%) 3(7.5%) 16(9.3%)

1(6.7%) 1(0.9%) 1(0.6%)

1瀬戸・ 美濃系陶器合計 3(20.0%) 4 (4.0%) 10(9。 3%) 5(12.5%) 28(16.4%)

肥前系陶器 2(2.0%) 4(3.7%) 1 (2.5%) 4(2.3%)

施釉陶器 1(6.7%)

1橘鉢 1(6.7%) 3(3.0%) 3(2.8%) 3(7.5%) 5(2.9%)

備前系陶器 1注 目付き鉢 5(5.0°/0) 1(0。 9%) 3(1.8%)

|そ の他 8(8.0%) 9(8.4%) 1(2.5%) 15(8.8%)

1   備前系陶器合計 (6。 7%) 16(16.0%) 13(12.0%) 4(10.0%) 23(13.4%)

焼締陶器 (産地不明) 1(1.0%)

土師質土器 亀山系鍋 4(4.0°/0) 4(3.7%) 1(2.5%) 12(7.0%)

小皿・杯 3(20.0%) 35 (35. o%) 36(33.3%) 17(42.5%) 57 (33.3%)

ココ合豊 1(1.0%) 1(0.6%)

橘鉢 1(6.7%) 11(11.0%) 13(12.0%) 2(5.0%) 16(9.3%)

土師質土器 外耳付き鍋 2(13.2%) 9(9.0°/0) 1(0。 9%) 1(2.5%) 2(1.2%)

足鍋 2(2.0%) 3(2.8%) 1(2.5%) 3(1.8%)

亀山系鍋模倣鍋 2(2.0%) 5(4.6°/0)

その他 1(1.0%) 2(5.0%)

火鉢 4(3.7%) 2(5.0%) 10(5,9%)

土師質土器合計 6(40.00/0) 61(61.0%) 62(57.4%) 25(62.5%) 89(52.0%)

その他 土錘 4

(4.0%)

土錘 3(2.8)

蛸壺 1(0。 9)

増蝸 ?1

(0.6%)

明らかな混入遺物 (中世ほか) 239

(点数記載,0内 には各層位別の比率を表示)

第 3表 Ⅷ区S Z c01層位別遺物組成
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A層 (15)

B層 (100)

C層 (108)

D層 (40)

E層 (171)

靱
■
□

中国産青花

肥前系陶器

その他

蔓

□

中国産白磁

備前系陶器

躊

鯰

朝鮮王朝磁器

土師質土器

lllllll瀬戸・美濃系陶器

国   亀山系鍋

第228図 Ⅷ区S Z c01層位別の産地組成

層
中国産磁器 瀬戸・美濃系陶器

(藤澤大窯編年)

肥前系陶器

(大橋編年)

備前橘鉢

(乗 岡編年)

その他

劃
裏込・整地層

(S Z c01右 等多ヨこ

に伴 う整地層他)

景徳鎮系青花 1点

渾州窯系青花 1点

景徳鎮系白磁 1′点

天目碗 1点 (3期 ) な し 近世 lb期

(16c第 4四半期)

H05・ 1107は 混入

劃
黒灰色粘質土

(S Z c01機能中の堆積土)

景徳鎮系青花 2点

障州窯系青花 1点

景徳鎮系白磁 1′点

津州窯系白磁 1′点

天目碗 2点 (3期 ?)

内禿皿 1′点(3期 )

皿 2点 (細 々片)

I-2期 ?

近世 lb期

(16c第 4四 半期)

朝鮮白磁 1′点

亀山系鍋

劃
暗青灰色砂質土

(S Z c02構築に伴 う

整地層)

景徳鎮系青花 7′点

津州窯系青花 1点

景徳鎮系白磁 1′点

津州窯系白磁 1点

天目碗 2点

(3・ 4期各 1点 )

内禿皿 3点 (3期 )

皿 1点 (1152)

I-2期
(1590～ 1610年代)

碗 1点

近世 lb期

(16c第 4四半期)

近世 lc～ 2a期

(1158、 17c前半)

朝鮮白磁 1′点

聖
C層十E層 (混在)

(S Z c02構築に伴 う

整地層)

景徳鎮系青花 2点

景徳鎮系白磁 1′点

天目碗 1′点(4期 )

内禿皿 1点 (3期 )

折縁皿 1′点(3期 )

皿 1点 (1171)

砂目積み

(胎 土目積み併焼段

階の所産)

な し 亀山系鍋

大和 12型羽釜

(1178)

劃
赤灰褐色砂層

(S Z c02構築に伴 う

整地層)

景徳鎮系青花 5点

渾州窯系青花 4点

景徳鎮系白磁 1′点

不明白磁 1点

天目碗 8点

(3期 4点,4期 4点 )

内禿皿 3点 (3期 )

折縁皿 6′点

(3期 2点,4期 4点 )

2′点(1105。 1186)

溝縁皿 (1105)

(1620～ 1630年 代 )

片口鉢 (1186)

(1590～ 1630年代)

近世 lb期

(16c第 4四 半期)

朝鮮白磁 1′点

亀山系鍋

第 4表 Ⅷ区 S Z o01層位別出土遺物
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第 3節 遺構 変 遷 につ い て

C地区では複数の整地面を検出した調査区は一部に

留まり、大多数の調査区では2面ないし1面で複数時

期の遺構を確認する結果となった。しかし、前章で述

べたように、C地区では築城時から明治期まで 5列 の

石垣を確認 し、その変遷を捉えることができる。基本

層序を提示する際に、海域を埋め立てて構築された石

垣に伴う想定整地面という概念を用いて、その変遷を

示した(第 16図 )。 そこで想定した整地面は石垣の変遷

のみに立脚 したもので、石垣に伴う整地面があるであ

ろうという概念的な把握であり、方法論としては正し

くない。南接するB地区では6面の近世整地面が捉え

られ、C地区においても呼応した変遷は存在 したと考

えられる。わずかに確認した遺構面変遷や遺構出土遺

物の年代観から、B地区の各整地面に対応 した遺構変

遷を提示することもできるが、出土遺物からの年代決

定には限界があり、出土点数が少ない遺構の時期決定

は困難を極める。こうした状況を考慮すると、C地区

では石垣の変遷を基軸とした変遷で遺跡を評価するこ

とが妥当であろう。

第16図 で示 した想定整地面は石垣の所属時期のみに

立脚した変遷で、各調査区で検出した遺構面や遺構の

内容は勘案 していない。一部、第 2章第 2節でも先行

して、その内容を記したが、 IoⅡ 区における遺構面

変遷とI・ Ⅱ・Ⅳ区に跨 り、さらにB地区まで連続す

る石組溝の検出面を考慮すると、石垣の変遷による想

定面を細分することができる。第230図 に最終的な整地

層概念図を提示した。縦軸には想定整地面、横軸には

各調査区を配置した。想定整地面は、第16図 に遺構面

変遷や遺構の重複関係等を加え、想定第 2面 と第 3面

を、2b面 。2a面、 3b面 。3a面 に細分 した。そ

れぞれの整地面に伴う石垣を検出した調査区の位置に

配置した。また、調査区は図面の右側を北側 (海側)と

して配置しており、順次海域へ拡張する石垣は、右上

がりの配置となる。第 2章第 3節では各調査区で検出

した遺構面に従い報告しており、各調査区の遺構面を

想定整地面に対応させた。例えば、想定第 2b面 は図

面右端に配置したS Z c12に伴う整地面で、X区では

同一遺構面、Ⅸ区では第 2面、Ⅱ区では第 1面上位、

Ⅲ区では第 1面、Ⅳ・V区では第 2面 に対応すること

になる。なお、各調査区で捉えた遺構面が複数の想定

整地面に該当する場合は、縦方向に区切 りを設けない

枠として表現 した6例 えば、Ⅸ区第 2面 は想定第2b
・ 2a・ 3b面を同一面で検出したことになる。

なお、左端には高松城跡 (西の丸町B地区)で確認さ

れた整地面を配置 した。対応関係を想定するに際し、

まずBoC地区に跨る石組溝を基軸として、B地区第

4面 を想定第 3b面 に対応させた後、B地区の各整地

面の年代とC地区で検出した石垣の構築年代との関係

を考慮 して対応関係を把握 した。整地面の土質、火災

に伴う焼土・炭化物層、検出した標高での対比も試み

たが、これによる明確な対応関係を捉えることはでき

なかった。以下、各想定整地面の内容について記す。

なお、絵図との対比を試みるが、その出典ないし絵図

の年代観は、註釈がない限り、森下1996に依拠する。

1.想定第 5面 (付図 3左 )

16世紀末に構築された S Z c01に伴う想定整地面で

あり、検出した遺構もS Z c01以南に位置する。SZ
c01は高松に入部した生駒氏がその築城時に構築した

石垣と考えられ、検出した石垣のなかでは最南端に位

置する。想定第 6面は、 S Z col構築段階からその北

側約20mに位置するS Z c02の構築時期までとし、石

垣の構築年代から16世紀末～1630年代前半までの年代

を付与できる。高松城の変遷を考慮すると、生駒氏前

期に帰属することになる。但 し、想定第 5面のみに帰

属する遺構面は確認できず、次段階の想定第 4面 に伴

うS Z c02の構築年代を下限とし、 S Z col以南に位

置する遺構という前提を踏まえ、出土遺物の年代観に

基づき抽出した。井戸や土坑を中心に確認し、一部に

は区画施設の可能性も残る柵列も認める(S A c14)。

井戸は一定の間隔を保ち、Ⅷ区 S E c05・ 06は ほぼ同

一地点に位置する。 S E c06の石材が消失している点

を考慮すると、 S E c05の構築にはその石材を転用し

た可能性が高い。短期間における重複関係は、この位

置に丼戸を築く必要性を示し、屋敷地割を復元する示

唆的な材料となろう。B地区整地面との対応関係では、

C地区想定第 5面 を第 6面 に対応させた。調査区中央

に位置する鍵形街路とその両脇に展開する複数の屋敷

地を認める。

絵図との比較では、その想定時期と絵図の製作時期

との関係から、かろうじて『生駒家時代讃岐高松城屋

敷割図』 (寛永15～ 16(1638～ 39)年 、第 4図 )と の比較

が可能である。西外曲輪は道路により東西に三分され、

南北は 5区画に区切られるが、拝領者名の記載に主眼

が置かれたことに起因して地割は均等割 りとなる。鍵

形道路は表現されていないが、松平初期の1650年代前

半に描かれた『高松城下図屏風』では、西外曲輪を南

北に縦断する鍵形道路を認め、規模の異なる複数の屋

敷地が展開する(第 6図 )。 1650年代前半以前と考えら

れる『讃岐高松丸亀両城図 高松城下図』 (第 5図 )に

も屈曲する街路を認め、絵図では鍵形道路は松平初期

に確認できる。B地区第 6面は生駒氏入城時から松平

初期に属 し、検出した鍵形道路は松平初期に帰属する

ことになる。しかし、道路屈曲部の南東隅に位置する

S K b152(S X 8 D206)や S K b192(S X A05)が 鍵形

に沿った平面形を呈し、その出土遺物が17世紀初頭の

年代観を示すことから、鍵形街路ないしその前身とな

る鍵形地割は生駒期初期まで遡ることは明白である。

こうしたB地区の成果から、『生駒家時代讃岐高松城屋
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敷割図』との比較では、測区で検出したS A c14が「上

坂丹波」の屋敷地の北限である可能性が想定されてい

る(佐藤2003刊行予定)。 よって、鍵形道路の屈曲部が

「上坂丹波」。「松山斉宮」と「入谷小浜衛」。「橋本伝左

衛門」付近となろう。しかし、絵図では西外曲輪の北

端に位置する石垣までに「入谷小浜衛」。「入谷角太夫」

。「蔵」の3区画が存在するが、S A c14か らS Z c01

までは50m前後しかない。絵図の年代観は1638～39年

であり、想定第 5面段階の西外曲輪北端としたSZc
01の構築年代とは離嬬を認め、むしろ後述するSZこ

02の 年代観に呼応する。こうした状況を考慮すると、

想定第 5面 と『生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』との

対比は困難であり、それ以前の絵図と対比する必要が

ある。『讃岐探索書』(寛永 4(1627)年 )が唯一の絵図で

あるが、西外曲輪北辺には石垣表現がなされていない。

発掘調査では16世紀末に構築されたS Z c01を 確認し

ており、矛盾が生じる。1627年 までに崩壊 し、砂に埋

もれていた可能性も想定できるが、絵図の性格や精度

に起因するものと理解したい。

2.想定第 4面 (付図 3右 )

1630年代後半に構築されたS Z c02に 伴う想定整地

面である。 S Z c02の北側約40mに位置するS Z c03

の構築年代を考慮すると、1630年代後半～17世紀中葉

前後に属する整地面であり、生駒氏末期～松平氏初期

の年代が想定できる。 S Z c02は S Z c01の20m北 に

位置し、想定第 5面段階では海域であった箇所を埋め

立て、城下を拡張した様子が窺える。想定第 4面 に属

する遺構は、 S Z c02以南に位置し、 S Z c03の構築

年代を考慮すると、1640年代以前という前提条件を付

与することができる。加えて、 S Z c02に伴うⅡ区第

2面で検出したS X c04と それに構造が酷似する I区

第 2面 S X c02と S X c01を 抽出した。

S X c02と S X c04は拳大からその 2倍前後の石材

を列状に配置したもので、両者の主軸方位は等しいが、

同一線上に並ばず、約 lmの 間隔を認める。一方に面

を認める構造ではなく、B地区第 5面で確認された鍵

形路地を構成する石列とは性格を違える。その検出位

置もB地区第 5面の石列ではなく、第 6面で検出され

ている鍵形街路の東惧1柵列に連続する位置関係を示し、

鍵形道路に関連 した性格を想定しておきたい。また、

Ⅷ区東端部で検出した柵列を検出したが (S A c06～

08)、 出土遺物が稀薄であり、遺構面の変遷からの想定

も困難である。当該整地面に帰属するのか、次段階の

想定第 3a面 とすべきか判断できないため、両整地面

に配置した。屋敷地の東辺を画する施設となり、後述

するS Z c04(突堤)か ら復元できる中堀の西側石垣か

らの距離は8m前後を測る。 S A c06では礎板を認め

るが、 S A c07・ 08で は確認できず、所属時期が異な

る可能性も否めないが、両者を境として屋敷地が異な

る可能性を指摘することもできよう。

絵図ではS Z c02の構築年代から、『生駒家時代讃岐

高松城屋敷割図』との比較が可能である(第 4図 )。 そ

の内容に関しては前述したため、ここでは省略するが、

西外曲輪中央を縦断する道路の両脇に複数の屋敷地が

展開し、北辺には石垣が表現される。S Z c02は その

所属時期から、ここに描かれた石垣に対応する可能性

が極めて高い。石垣の前面には砂浜と判断できる白抜

き部分があり、 S Z c02使用石材に蛎殻等の付着を認

めない状況から推される海水に浸かつていない見解に

一致する(古野ほか2000)。 さらに、西外曲輪東西縁部

にも道路が記載されている。絵図では中央部と東側の

道路幅は等しく、B地区で確認された道路幅が8m前

後を測り、Ⅷ区S A c06～ 08と 推定中堀の西側石垣の

幅に共通しており、Ⅷ区の柵列が屋敷境を示す蓋然性

は高い。また、前述したB地区の成果から、 S A c14

が「上坂丹波」の屋敷地の北限に該当する可能性が高

く、鍵形街路屈曲部は「上坂丹波」・「松山斉宮」と「入

谷小浜衛」。「橋本伝左衛門」付近となる。ここからS

Z c02ま での距離は約70mを 測 り、絵図では中央道路

に東側に「入谷小浜衛」。「入谷角太夫」。「蔵」の 3区

画が存在する。Ⅶ・Ⅷ区北端部はS Z c02に 近接して

おり、「蔵」と記載された地点に該当するが、それを示

す遺構 。遺物の確認は行えていない。「入谷小浜衛」の

屋敷地はⅨ 。測区となり、「入谷角太夫」の屋敷がⅧ・

Ⅶ区南端部及び I区東半付近にそれぞれ該当する。想

定第 4面 に帰属し得た遺構は稀薄で、屋敷地割を復元

する材料は皆無に等しい。しかし、S A c06の 礎板の

存在を重視すると、 S A c06と S A c07・ 08の境に「入

谷角太夫」と「蔵」の屋敷境を設けることもできる。

ここで注意すべきは、『讃岐高松丸亀両城図 高松城下

図』である。それぞれの年代観やその差異に関しては、

第 3章第 2節で述べたように、『讃岐高松丸亀両城図

高松城下図』は松平氏入城直後に描かれた絵図である

が、生駒氏末期の状況を色濃 く残した絵図という評価

ができる。西外曲輪の屋敷割は、『生駒家時代讃岐高松

城屋敷割図』に示されたような均割ではなく、異なる

規模で表現される。さらに、『高松城下図屏風』では屋

敷地の分割を認めるが、近似 した屋敷割が表現される。

つまり、松平初期に描かれた『讃岐高松丸亀両城図

高松城下図』と『高松城下図屏風』から生駒期の地割

ないし屋敷割が踏襲された松平初期の様子を窺うこと

ができる。一方、『生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』で

は、西外曲輪は東西に三分、南北に 5区画を認めるが、

『讃岐高松丸亀両城図 高松城下図』では4区画しか認

められない。屋敷地の統合ほか多様な要因を想定でき

るが、詳細は不明である。こうした絵図の比較・検討

を踏まえ、検出した遺構との対応関係について言及し

なければならないが、遺構密度の稀薄性から、その作

業は行えていない。
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3.想定第 3a面 (付図 4左 )

前項での検討では、『讃岐高松丸亀両城図 高松城下

図』(第 5図 )の 製作年代以降、F高松城下図屏風』(第 6図 )

が描かれた1650年代前半以前の構築年代を想定できる

S Z c03に 伴う想定整地面である。 S Z c03に伴う遺

構面では、18世紀前半期に属する石組瀬 Ⅳ区S D cll)

を確認し、S Z c03に 伴う階段状施設であるS Z c06

を避けるために、屈曲させた状況を確認した。こうし

た遺構の重複関係から、S Z c03は 少なくともSDc
ll構築段階までは機能していた可能性を想定した。加

えて、 S Z co3の北約 5mの箇所に位置するS Z c12

の構築年代を18世紀後半に想定したため、 S Z c03に

伴う想定整地面の存続時期幅が150年 近くになる。こう

した状況から、想定第 3面 をS Z c03構築段階～SD
c ll(石組溝)構築以前の段階とS D cll構築～SZc
12構築段階までの 2時期に細分し、前者を想定第3a
面、後者を想定第 3b面 とした。よって、想定第3a
面は(1640年代～50年代前半)～ 18世紀初頭、3b面 は

18世紀前半～18世紀後半までに属する。さらに、B地

区における整地面の変遷を考慮すると、石組溝による

広域地割は、それ以前の鍵形道路を基軸とした地割と

の断絶を認める。石組溝を検出したB地区第 4面構成

土中に焼土・炭化物を認め、出土遺物の年代観を考慮

すると、第 5面から第 4面への整地の契機は享保 3

(1718)年 の高松大火によるものと理解される(佐藤2001

a)。 これに従うと、想定第3a面は(1640年代～50年

代前半)～ 1718年 となる。よって、想定第3a面に帰属

する遺構は、S Z c03以 南に位置し、出土遺物は(lM0

年代～50年代前半)～ 1718年に属するという前提条件を

付与することができる。 I区第 2面は石組溝検出面(I

区第 1面、想定第3b面)の下位面となり、さらに想定

第 4面 に伴うS Z c02構築段階の整地土直上に設置さ

れた整地層上面で確認しており(第 18。 19図基本層序Ⅸ

層)、 想定第3a面 と判断した。B地区では年代観より

第 5面を対応させた。

想定第3a面に属する遺構には、石垣に関連する施

設のほか、様相 4の基準資料であるⅦ区 S K c20・ 21、

測区S E c14を 出土遺物の年代観から抽出した。Ⅷ区

東端で検出した柵列は(S A c06～ 08)、 前述した想定

第 4面ないし当該面に帰属する可能性が高い。

S Z c03は Ⅳ区ほぼ中央部でわずかに屈折し、V区

東半では検出されていないが、西半には認める。SZ
c03に組み込まれた階段状施設 (S Z c06)の下段に配

された花向岩切石の設置角度から、Ⅳ区西端部でやや

明瞭に屈曲し、V区東半中央付近で再度屈曲する復元

が可能である。Ⅳ区東端部においてS Z c03に連続す

る突堤を確認した(S Z c04、 図版22・ 23)。 その連結

箇所は調査区外へ延長するため未確認であるが、想定

第3b面で後述する杭の存在からS Z c03と 同時期の

所産であると判断した。復元では、19m以上の長さで

北に突出し、その東端石積みは中堀の西側石垣に繋が

る可能性が高い。さらに、 S Z c03に付随する施設と

して、 S Z c05・ 06がある。 S Z c06は S Z c03の内

部に組み込まれた階段状施設であり、石垣の構築段階

から存在 していたと考える。その脇から北倶1へ突出す

る立石群(S Z c05)と セット関係を呈する水面への昇

降施設であった(図版24)。 前節で述べたように、SZ
c03は 『高松城下図屏風』に描かれた西外曲輪北辺の

石垣に該当し、絵図の製作年代から1640年代～50年代

前半の構築年代を想定した。 S Z c03の西側は調査区

外へ延長し、屈曲部は確認できないが、V区西端部か

ら40m前後西において南に屈曲する可能性が高い。な

お、『高松城下図屏風』では、突堤も階段状施設も描か

れず、屈折する状況も表現されていない。

屋敷割を復元するに際し、『讃岐高松丸亀両城図 高

松城下図』と『高松城下図屏風』の差異は示唆的であ

る。前者の西外曲輪北端は S Z c02、 後者の北端部石

垣はS Z c03にそれぞれ対応する。つまり、『高松城下

図屏風』における西外曲輪北端に位置する広大な屋敷

地が拡張により追加されたと考えることができ、SZ
c02か らS Z c03ま での範囲がこの屋敷地に対応する

ことになる。この屋敷地は「西御屋敷」であるという

説もあり、注目できる。しかし、調査ではこれに関連

した遺構を確認することはできなかった。絵図では土

塀により南北に区画された状況が窺え、それを境とし

て石垣の色彩が異なる(第 6図 )。 色彩が異なる箇所の

前面は拡張された石垣に該当し(S Z c03)、 それより

南と北端部屋敷地の中央に位置する東西土塀の下に位

置するであろう石垣をS Z c02と みなすこともできる。

しかし、絵図に描かれた鍵形街路の屈曲部とB地区で

検出した鍵形道路の位置関係から、その蓋然性は低い

と考えられる。また、『高松城下図屏風』では、西外曲

輪北端部屋敷地の東端土塀は中堀西側に合致する。Ⅷ

区東端部で検出した柵列は中堀西側から8m前後の間

隔を認め、絵図に認める道路の存在が想定でき、西外

曲輪北端部の屋敷の東土塀ではなく、その南に位置す

る屋敷地の東を画する施設の可能性が高いg s z c04

(突堤)か ら復元できる中堀西側に北端部屋敷地の東土

塀が存在すると考えられるが、現道路の下位に位置す

る。

上記 した内容は『高松城下図屏風』に描かれた景観

に対応する内容である。 B地区では第 6面で検出した

幅 8m前後を測る鍵形街路を基軸 とした地割が第 5面

にも継続する状況が確認されている(佐藤2003刊行予定)。

しかし、その幅は 1～ 2mと 狭 くなり、路地的な内容

に変化 し、さらに公的施設の可能性が高い甕倉が鍵形

地割を超過 して存在する。つまり、 B地区第 5面の機

能 した17世紀中葉～享保 3(1718)年のいずれかの時期

には鍵形道路を基軸 とした地割が解消された可能性が

高い。 C地区想定第 3a面では、 I区 においてその状
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況が確認できる。 IttS B c01と それに伴う施設と考

えられるS D c01は、B地区の鍵形路地の延長線上に

位置し、鍵形地割が解消された以降の所属時期が想定

できる。なお、 S K c20・ 21は 17世紀後半に属する土

器・陶磁器を認め、第 3a面のなかでも後出した所属

時期を示す。一方、 S E c14は 17世紀中葉前後の陶磁

器を多 く認め、F高松城下図屏風』に近い時期の所産で

ある可能性が高い。鍵形街路との位置関係から、北辺

に位置する大型屋敷地を含め、北から3区画目の屋敷

地に該当するが、絵図には井戸の記載は認められない。

4.想定第 3b面 (付図 4右 )

S Z c03に伴う想定整地面であり、前記した細分に

より、石組溝の構築時期～ S Z c12構築時期までとな

り、実年代では1718年 ～18世紀後半の年代観が付与で

きる。 S Z c03の前面に沿って、石垣の補修を示す可

能性の高い杭がほぼ lm間隔で列状に打設された状況

を確認しており、さらに一部 S Z c03の根石を外した

箇所にも打設されることから、それに後出することは

明白である。想定整地面から導き出したS Z c03の機

能時期は長く、長期間の使用に伴う補修痕跡として理

解できよう。杭が打設された正確な時期は不明である

が、想定 3b面 に伴う可能性を想定しておきたい。

3b面の主要遺構は石組溝となる。 IttS D c02、

Ⅱ区 S D c09・ 10、 Ⅳ区 S D cllは連続する一連の石

組溝で、南接するB地区S D b28ま で続 く。その総延

長距離は120mを 超過し、西外曲輪を縦断する広域地割

として評価される(佐藤2003刊 行予定)。 享保年間に描

かれた『高松城下図』では、西外曲輪が東西に区画さ

れ、西佃1に 「大久保飛騨」、北東傾1に 「西御屋敷」の記

載を認め(第 7図 )、 西外曲輪の西半は大久保家屋敷地、

北東部は藩主の居住域であったことが窺える。ここで

検出した石組溝は両者を画する施設である。よって、

想定第3b面では、石組溝以西には大久保家屋敷、石

組溝北東部は「西御屋敷」に該当することになる。

前述したように、広域地割となる石組溝は、 I・ Ⅱ

・Ⅳ区において、同一線上に直線的に延び、 S Z c03

に取 り付 く手前で「く」字形に屈曲する。連続する石

組溝であるが、その構造は地点により異なる。 I区北

端とⅡ区では、当初 1。 1～ 1.2m前後を測る内法が、0.4

～0.5mの 内法に規模を縮小 した状況が確認できる。 I

区北端ではS D c02西倶1石 とS D c03で構成される段

階から、 S D c02の東西側石へ、Ⅱ区ではS D c02の

東西側石から、西側石と中傾l石で構成する段階ヽと変

化する。こうした石組溝の組み替えは、当然時期差な

いし段階差を反映するが、Ⅱ区S D c09出 土遺物は上

層からの混入遺物を除くと、ほぼ18世紀前半に収まる。

西の丸町B地区における調査成果から、石組溝による

区画は高松大火を契機としたものであり、上限は享保

3(1718)年 となる。よって、出土遺物からは1718年以

降、18世紀前半代における石組溝の改築としか判断で

きない。改築を確認 した位置は、 I区北端部～Ⅱ区と

なり、 I区南端部やⅣ区では確認できない。付け替え

の痕跡とした IttS D c03は遺存状況に起因して南に

は延長しない。しかし、 I区南端部には、S D c03と

は異なる構造を呈するS D c04が存在する。 S D c04

はS D c03と は異なる延長線上に位置し、広域地割で

あるS D c02に 西側側石を接するように設置しており、

同時構築であった可能性が高い。北端部は後出する東

西主軸のS D c05に より破壊されるが、両者の境を I

区中央部に設けることができ、S D c05は それを反映

した施設と評価することもできる。『高松城下図』の「西

御屋敷」とその南に位置する区画との境は、内堀の南

側を延伸した位置となり、C地区ではX区付近が該当

する。よって、「西御屋敷」は I・ Ⅱ区東半、Ⅲ区、Ⅳ

区南半、Ⅶ～Ⅸ・X区に相当し、東西主軸の IttS D

c05は、「西御屋敷」内における施設と評価できる。こ

うした状況から、広域地割の石組溝の改築は、西御屋

敷内のほぼ中央部分のみに限られ、何らかの突発的な

要因を想定する必要がある。一方、文化年間の『高松

市街古図』では、「西御屋敷」部分は「原」へ変化 し、

その南には「籾蔵」が出現する(第 8図 )。 さらにその

南には、 L字形に屈曲する施設を認める区画があり、

『高松城下図』の「西御屋敷」の南に位置する区画に対

応する。つまり、両絵図のこの区画が同一区画であれ

ば、『高松市街古図』に登場する「原」と「籾蔵」は、

『高松城下図』の「西御屋敷」の区画を分害Jし たもので

あり、 IttS D c05を 「原」と「籾蔵」を画する施設

という評価も可能である。所属時期、絵図の年代やそ

の精度といった多岐におよぶ問題を残すが、一仮説と

して提示しておきたい。

また、Ⅱ区 S D c07・ 08は IttS D c02・ Ⅱ区SD
c09に ほぼ平行する石組による溝である。北端部では

西にわずかに曲がり、その延長部は確認できない。南

はⅡ区南端部において集水枡状の施設を形成するか、

西に屈曲して S D c09に 取 り付 くかは判断できない。

その位置は、「西御屋敷」に該当し、その排水施設と評

価できる。

なお、『高松城下図』では南東部にL字形に屈曲する

建物が表現され、『高松市街古図』(文化年間、第 8図 )、

『天保15年 高松之図』(1844年、第 9図 )に もほぼ同位置

で描かれ、幕末頃の製作年代を想定できる『高松城全

図』では、「腰掛」と記載されている(第 10図 )。 こうし

た状況から、石組溝の南東部には腰掛建物が存在する

と考えられる。想定第 3b面では、腰掛建物を示す建

物は確認できなかったが、X区東端部では南北方向の

溝とそれに沿った箇所に位置する柵列を認める(SDc
14、 S A c13)。 S A c13は S D c14埋 没後に設置され

た柵列とし、布堀の柵列ではないと判断している。S

A c13か らの出土遺物はないが、S D c14か らは第203
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図に示したような陶磁器が出土する。報文番号1523は

18世紀前半、1524・ 1525は 17世紀初頭前後の年代観を

示す。推測の域を出ないが、後者は溝の埋没時期、前

者は柵列の時期を示す可能性が高い。西の丸町C地区

の南には、A地区が位置する(古野2001)。 A地区では、

C地区S D c14と 同一線上に位置する溝状遺構があり

(S D a01)、 やはりその上位にllu列 が位置する(SAa
01、 古野2001)。 柵列は杭によるもので、担当者により

布堀の可能性は否定されている。 S D a01の 出土遺物

は、17世紀初頭前後の位置付けられる一群と18世紀前

半に属する一群があり、C地区に呼応 した状況を示す。

おそらく、S D a01は 17世紀初頭段階の区画溝であり、

S A a01は 18世紀前半の区画施設となる。いずれも同

位置にあることから、基軸となる地割線であったと推

される。検出位置 。出土遺物の様相から、C地区で検

出したS D c14と S A c13は A地区S D a01と SAa
01に 対応 した施設である可能性が高い。こうした点か

ら、ここで検出した柵列 (S A c13)は、18世紀前半に

属し、『高松城下図』にある「西御屋敷」の南に位置す

るL字形建物を含む区画に関連した施設であったと考

えられる。

また、高松大火以降、C地区の大多数は、『高松城下

図』に記載された「西御屋敷」に該当するが、区画施

設や一部で確認した石組溝を除き、それに関連した施

設は検出できなかった。その要因を後世における土地

利用の在 り方にも想定できるが、「三葉葵」をモチーフ

とした鬼瓦を廃棄する際には、家紋を削り落とす状況

と同じく、藩主の居住施設の移転に際しては、その痕

跡すら残さなかった状況を推測しておきたいも

5.想定第 2a面 (付図 5左 )

18世紀後半前後に構築されたS Z c12に伴う想定整

地面を2面 とした。18世紀後半～幕末までの年代が想

定できる。大型礎石建物を主要遺構とし、Ⅲ区におい

てその下位に属する遺構面を確認したため、想定第 2

面は細分できることになる。B地区における整地面の

変遷では、 2面から1面への整地の契機として、文政

4(1821)年の火災が想定されている(佐藤2001a)。 当

調査区では、火災の痕跡を示す証左は得られなかった

が、大型礎石建物を検出した整地層 (第 18・ 19図基本層

序測層)出 土遺物の年代観が、19世紀前半となり、大型

礎石建物はそれに後出することが窺える。よって、18

世紀後半～1821年 に属する遺構面を想定整地面 2a面
とし、1821年 ～幕末までを2b面 とした。

想定第2a面の状況を示す絵図として、『高松市街古

図』がある(文化年間(1804～ 1818)、 第 8図 )。 西外曲

輪の西半には「大久保飛騨頼都」、北東部には「原」、

東部中央には「籾蔵」、南東部には「西下馬」と記載さ

れる。想定第3b面 に関連した『高松城下図』からの

地割の変化はなく、「西御屋敷」が「原」に変化 し、「籾

蔵」が新たに設定された状況が窺える。「原」とは防火

対策用の緩衝地を示し、建物等がない空き地であった

と考えられる。

前段階の想定 3b面では石組溝を確認し、大久保家

の屋敷地と「西御屋敷」を区画する施設であると判断

したが、その出土遺物はいずれも18世紀前半代に収ま

り、出土遺物の年代観に限れば、当該想定整地面まで

は継続 しない。しかし、絵図では西外曲輪の西半分に

は大久保家の屋敷地が継続して設置されており、何ら

かの区画施設を想定する必要がある。前記したように、

想定整地面は層位的な整地面の変遷に基づくものでは

なく、石垣の変遷や一部で確認 した複数の遺構面、複

数の調査区に跨る遺構から導き出した概念的な想定面

である。石組溝検出面を主体的に想定第 3b面 に位置

付けた机上での作業があり、出土遺物の年代観により

当該想定面まで石組溝を継続させていない。B地区第

3面では(18世紀前半～中頃)、 第 4面から継続する石

組溝があり、大久保家の屋敷地の東端を画する。B地

区における整地面の変遷では、石組溝は文政4(1718)

年の火災を契機とした第 2面から第 1面へ整地された

段階に消滅し、同位置で土塀の基礎が確認されている

(佐藤2003刊 行予定)。 こうした状況を考慮すると、C
地区においても石組溝は、想定 2a面 まで継続する可

能性が高いが、出土遺物の年代観等から敢えて想定 2

a面に帰属させることを避けた。

想定第 2a面 に帰属する遺構は、 I・ Ⅲ oX区を中

心に確認した。 IttS D c06は 、想定第3b面のSD
c02に後出する重複関係を有 し、想定第 2面 に帰属す

る遺構と判断した。素掘 り溝に礫を充填した溝状遺構

で、暗渠施設となるが、関連する建物等は確認できな

い。その検出箇所は絵図では大久保家の屋敷地に位置

する。Ⅲ区は『高松市街古図』では「原」と記載され

た箇所に該当するが、東西主軸の柵列ないし建物基礎

の可能性の高い石敷遺構を検出している。F天保15年高

松之図』 (1844年、第 9図 )で はこの地点には「籾倉 。

長屋アリ」と記載されており、その関連も想定できる

が、想定第2a面 はⅢ区における遺構面の変遷を踏ま

えて設定しており、Ⅲ区第 1面の大型礎石建物を想定

第 2b面 として捉え、Ⅲ区第 2面 を出土遺物の年代観

を考慮 して、想定第 2a面 に位置付けた。『天保15年高

松之図』は1844年 に製作された絵図で、その年代観は

想定 2b面の時期となり、矛盾をきたす。『高松市街古

図』では、「原」とあるが、簡易な建物が存在 していた

可能性を想定しておきたい。

また、前述したように想定 2a面 は18世紀後半～文

政 4(1821)年 に属する遺構面とした。しかし、Ⅵ区 S

X c13・ 14か らは、高松城様相把握における様相 6の

基準資料としても用いるほど、一括性の高い土器 。陶

磁器が出土している(様相 6、 18世紀第 3四半期)。 そ

の検出箇所を点線で示したが、18世紀後半に築かれた
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石垣 (S Z c12)の北に位置する。つまり、出土遺物が

示す時期には、海域であった箇所に位置し、V区で確

認されていない S Z c12が北へ突出する状況も想定し

た。しかし、 S Z c12の北に位置するS Z c13に伴う

整地面上層で検出しており、その構築時期である明治

期以降の所産であることは明白である。出土遺物の総

破片点数2147点のうち、 7点のみ明治期まで下る遺物

を認め、通常であれば混入遺物として排除する出土量

であるが、これを重視 し、明治期における廃棄と判断

した。

6.想定第 2b面 (付図 5右 )

S Z c12に伴う想定整地面である。想定第 2面 を前

述したように細分し、当該想定面には文政 4(1821)年

～幕末までの年代を付与できる。『天保15年高松之図』

(1844年 )の絵図では、『高松市街古図』(1804～ 1818年 )

からの地割の変化は認められない。しかし、西外曲輪

の西半には「西御屋敷」、北東部には「籾蔵・長屋アリ」

と記載され、南東部にはL字形配置の建物が描かれる。

「西御屋敷」という記載は大久保家が藩主の公族であっ

た点に起因したと考えられ、同時期の絵図である『東

讃高松絵図』では「大久保」と記載されている(弘化年

間(1844～ 1848)、 森下1996)。 なお、幕末頃の製作と考

えられる F高松城全図』には、西外曲輪の東半部が描

かれ、北東部には「畑地」、中央部には「御籾倉」、南

東部にはL字形建物である「腰掛」が描かれる(第 10図 )。

一部描かれた西半には「西御屋敷」とあり、大久保家

屋敷地が設置されていたようである。よって、絵図の

変遷では、高松大火 (享保 3(1718)年 )～幕末まで、西

外曲輪の西半には大久保家の屋敷地が設置され、北東

部は「籾倉 。長屋アリ」二「畑地」、北東部にはL字形

の「腰掛」建物が設置されていることが窺える。さら

に、『高松城全図』には、東半部中央に「御籾倉」とあ

り、『天保15年高松之図』では、北東部を含め、「籾倉・

長屋アリ」と簡略化された記載であったことが窺える。

想定第 2b面では大型礎石建物を中心に確認してい

る。建物はⅡ～Ⅳ区で検出した。Ⅱ区中央部に大久保

家屋敷地の東端を画する地割が位置する。西の丸町B

地区の調査成果を考慮すると、土塀による区画が想定

できるが、前段階と同様に区画施設は確認できない。

ここで留意すべきは、Ⅱ区 S B c02・ 03の検出箇所で

ある。その東端部は想定第3b面で確認した石組溝の

上位に位置し、石組溝の廃絶後に構築された建物とな

る。石組溝は西外曲輪を縦断する広域地割であり、B

地区では、この段階に石組溝に代わり、土塀が同位置

で設置されている。C地区で検出した S B c02・ 03は

その地割に一部重複するため、明治期以降の所産であ

る可能性も否定できない。しかし、Ⅱ区における遺構

面の変遷と出土遺物の年代観から、当該整地面に位置

付けた。 I区で検出したS D c06も 同様に、広域地割

である石組溝に重複する。こうした状況を考慮すると、

石組溝を区画施設とした段階には、西の丸町B地区か

らC地区まで直線的に縦断する地割であったが、この

段階には、B・ C地区間で鍵形に屈曲する状況を想定

しておきたい。一方、Ⅲ区からⅣ区では大型礎石建物

を検出した。S A c04に は2石の大型石材を礎石とし

ており、門の可能性が高 く、その北にS B c07・ 08が

位置する。当初、その検出位置や規模から、『高松城下

図屏風』に描かれた西外曲輪北端にある広大な屋敷地

に描かれた建物である可能性を想定していたが、出土

遺物には、肥前系磁器小広東碗 (報文番号333)、 大谷焼

瓶 (報文番号341)を 含むことから、19世紀第 2四半期以

降の所産と判断した。『天保15年高松之図』では、「長屋

・籾倉アリ」と記載され、『高松城全図』の記載内容か

ら、西外曲輪北東部の区画の北に長屋、南に籾倉があ

る可能性を想定した。検出箇所は、北東部北側に位置

し、絵図に記載された長屋の可能性が想定できる。し

かし、その構造や規模は長屋構造ではなく、問題を残

す。

なお、X区では東西主軸を呈する2列の柵列を確認

した。絵図では、L字形の「腰掛」建物がある区画に

位置し、それに関連した施設と考えられる。

7.想定第 1面 (付図 6左 )

明治期に構築された S Z c13に 伴う想定整地面で、

出土遺物の年代観より明治期に属する整地面であるこ

とが窺える。 S Z c13上面堆積土の上面で検出した遺

構面は今回報告しなかったが (想定第 0面 )、 ゴム印を

使用 した磁器皿と眠平コップ状碗が共伴する柱穴を認

め、大正期の所産と考えられる。よって、想定第 1面

には明治期の年代が付与できる。但し、検出した遺構

を出土遺物のみで想定第 1面 ないし第 0面 に帰属させ

ることは困難であり、今回提示した想定第 1面には両

者が混在する。

明治28年 に作成された『高松市街明細全図』(第 11図 )

では、西外曲輪全域が一区画として統合され、「監獄署」

が設置されている。明治15年の『讃岐高松市街細見新

図』では、「懲役バ」と記載され(森下1996)、 ここで検

出した遺構は監獄署に伴う施設であつた可能性が高い。

それを示すように、Ⅸ区 S E c09か らは、「獄署」銘の

焼き印を認める曲物が出土している(報文番号1487)。

なお、B地区ではS X b02よ り「重禁錮」と記載され

た本札や「カンゴク」と刻まれた人形外型が出土して

いる(佐藤2003刊 行予定)。

第 1面で注目すべきは、VttS X c09の 存在である。

ほぼ南北を指向する石積遺構で、南寄りでは西に面を

認める石垣状を呈する箇所があり、出土遺物の大多数

が18世紀末～幕末までに属することから、当初は近世

遺構の可能性を想定していた。しかし、S Z c03と の

関連やS B c09と の位置関係及びわずかに認める明治
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期に属する出土遺物から、想定第 1面 に伴う遺構と判

断した。

なお、Ⅵ区 S X c13・ 14か ら出土した土器 。陶磁器

は高松城様相把握の基準資料として用いるほど、極め

て一括性の高いものである(18世紀第 3四半期、松本 。

佐藤2001、 松本2002a、 本報告書第 3章第 4節 )。 しか

し、その検出位置は18世紀後半に構築されたS Z c12

の北側に位置し、遺構出土遺物が示す18世紀第 3四半

期には、検出箇所は海域であったし S Z c12は V区で

は未確認であり、Ⅳ区西端部から北に突出する可能性

も考慮 したが、 S X c13・ 14は S Z c13に伴う整地層

上面で検出しており、その可能性は低い。しかし、Ⅵ

区で検出した遺構は石垣の変遷からすべて想定第 1面

に帰属する遺構となるが、各遺構からは所属時期であ

る明治期に属する遺物の出土量を圧倒的に凌ぐ量の18

世紀後半～19世紀前半の土器・陶磁器を認める。その

要因について言及することはできないが、筆者が認識

できなぃ内容を示す可能性もあり、ここに明記してお

きたい。
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第 4節 西 の丸 町地 区 出上 の陶磁 器 について

B地区では6面 に及ぶ近世遺構面が確認され、各整

地面ないし整地層構成土から火災廃絶資料や紀年銘資

料を含む良好な土器 。陶磁器が出土している。これら

一括性の高い土器・陶磁器に高松城跡 (西の丸町B地区)

における遺構面変遷を踏まえて時間軸を付与し、様相

というかたちで捉えた。欠落する箇所は、C地区にお

ける一括性の高い資料で補った。その内容については、

高松城様相把握として既に紹介しているが(松本 。佐藤

2001、 松本2002a)、 ここで再度検討を加えておきたい。

1口 基準資料 とその概要

第 5表に基準資料についてまとめた。報告書遺構名

の後にかっこ付きで調査時遺構名を掲載している。後

述するが、様相 1は 17世紀初頭、様相 8は 1821年 ～1872

年までの実年代となり、ほぼ同一地点における江戸時

代を通じた変遷を捉えることが可能である。なお、様

相 6の S X c13・ 14に 関しては、二次移動に伴う土器

・陶磁器であり、暫定的な基準資料として用いる。近

年、高松市教育委員会の調査によつて、様相 6併行な

いしわずかに後出するが、様相 7ま では下らない一括

資料が確認されている(大嶋2002)。

なお、基準資料の土器 。陶磁器消費者層は様相 1～

4は比較的上級クラスの武家屋敷、様相 5～ 8に 関し

ては高松藩筆頭家老 (大老)で ある大久保家屋敷からの

出土遺物である。

以下、各様相についてその概要を記す。

第 5表 各様相基準資料

様相 l S K b192:17世 紀初頭

肥前系磁器 (伊万里)出現以前の段階で、磁器は輸入

磁器のみで構成される。肥前系陶器 (唐津)は大橋編年

I期で構成され(大橋2000)、 碗・絵唐津を含む皿等が

ある。窯詰めはすべて胎土目積み。その他、瀬戸・美

濃系陶器ソギ入 り折縁皿、志野向付・丸皿、備前陶器

摺鉢 。大平鉢・注目付き鉢等が伴う。基準資料におけ

る肥前系陶器と瀬戸・美濃系陶器の比率は、明らかに

前者が後者を凌ぐ出土量を占める。

様相 1に併行する資料として、高松城跡 (東 ノ丸跡、

歴史博物館建設地点)S E06、 第 4遺構面上層出土遺物

がある(北 山1999)。 後者は整地層中からの一括出土遺

物 ?で、明瞭な混入遺物を除くとその一括性は高い。

磁器は輸入磁器のみで構成される(景徳鎮窯系・津州窯

系・朝鮮王朝白磁)。 肥前系陶器には(天 目)碗・皿があ

り、窯詰めは胎土目積みが主体を占め、少量の砂目積

みを認める。また、明らかに肥前系陶器を凌駕する瀬

戸・美濃系陶器(天 目碗、鉄釉丸皿、灰釉丸皿、内禿皿、

折縁皿、志野、(青 )織部、瀬戸黒)に は注意する必要が

ある。その他として備前系陶器 (摺鉢、注口付き鉢、大

平鉢、杯)・ 丹波摺鉢、亀山系鍋、関西系焙烙、華南

彩釉陶器瓶が伴う。西の丸町C地区のⅧ区 S Z c01の

前面堆積土出土資料も瀬戸・美濃系陶器の優位性を認

め、S K b192と は異なる様相を示す。いずれも包含層

資料であり、形成年代は17世紀初頭であるが、廃棄土

坑とは異なる形成過程に起因したものと理解したい。

なお、第 3章第 2節で検討したように、 S Z c01裏

込めないしS Z c01構築に伴う整地層出土遺物は、輸

入磁器、瀬戸・美濃系陶器、備前摺鉢のみで構成され、

肥前系陶器は確認できない。出土総点数が少なく現時

点では高松城跡 (西の九町地区)で普遍化できるもので

はないが、様相 1に 先行する仮称様相 0と して捉える

ことができるかもしれない。

様相 2 S K b255中 ～最下層 :1620～ 1630年代

元和10年 (寛永元年 :1624年 )銘木簡が共伴する紀年

銘資料である。肥前系磁器では1630～40年代に属する

碁笥底の瓶 (と 碗)を 認めるが、陶磁器の主体は肥前系

陶器が占め、碗・皿・鉢を認める。窯詰め法は砂目積

みが主体をなし、畳付が摩耗 した胎土目積みの絵唐津

を少量含む(長期間の使用)。 輸入磁器、瀬戸・美濃系

陶器も一定量認めるが、その出土量は様相 1に比して、

減少する。

様相 3 S K b2290 S K b178:1640-50年 代

肥前系磁器の出土量が激増 し、肥前系陶器と同量な

いしそれを凌ぐ組成を占めるようになる。肥前系磁器

には、初期伊万里碗、高台内無釉碗、高台径の小さい

皿、鏑入福寿染付小杯に加え、三股青磁窯産の青磁皿

(芭蕉文片彫 り、中野1998)、 自磁皿を認める。肥前系

陶器では灰釉溝縁皿 (砂 目積み)が出現し、主体を占め

るようになる。備前陶器は摺鉢を中心に一定量の組成

を占めるが、輸入磁器、瀬戸・美濃系陶器は激減する。

基準資料

様相 1
S K b192(S X 8 A05)

S K b152(S X 8 D209)

様相 2 S K b255(S DB17中 ～最下層 )

様相 3

S K b229(S K 8 B30)

S K b170・ 171(S K 8 A33・ 34)

S K b178(S X 8 C203)

様相 4 S K c20・ 21(S KllD401・ 406)

様相 5
8A・ C区 Ⅱ層 (第 1遺構面直下層 )

S K b65(S X c04・ 05)

本資本目6 S X c13・ 14(AttS K(SX)08・ 09)

本資本目7
S X b06(S X 8 C200)

S K b63(S K 8 D206)

様相 8 S D b04(S D05。 S D 8 A01・ S D 8 C001)

様相 9 S X b01002(S X 8 A01・ 02)
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様相 4 S K c20021:17世紀後半

肥前系磁器では高台断面三角形碗、端反小杯、高台

径がやや小さい皿、台皿、芭蕉文を片切 り。線彫 りし

た三足付き青磁皿を認める(三股青磁窯産、中野1998)。

大橋編年Ⅲ期 (17世紀後半)に属する肥前系磁器が主体

を占める。肥前系陶器では溝縁皿や刷毛目鉢をごく少

量認めるが、出土量は減少する。輸入磁器や瀬戸・美

濃系陶器は完全に姿を消す。土師質土器小皿も様相 3

からの連続性や様相 5への継続性に合致した内容を示

し、基準資料として用いた(松本2002a)。

様相 5 8A・ C区 Ⅱ層 :18世紀前半(1718～1747年 )

西の丸町B地区の 8A・ C区 Ⅱ層は延享 4(1747)年

に藩主の子息である松平頼辰が大老大久保家の家督を

相続したことを契機とした 3面から2面への整地に伴

う出土遺物であり、1747年 を下限として捉えることが

できる。上限は 3・ 4面の存続幅とも関連するが、高

松大火 (享保 3(1718)年 )を 契機とした 5面から4面ヘ

の整地年代を想定しておきたい。

肥前系磁器碗では、高台断面三角形・U字形の碗、

薄手の半球形碗、印判を認める碗が主体を占める。皿

では深手十回縁部端反皿、浅手の丸皿、蛇ノロ釉剥ぎ

+底部無釉皿を認める。その他、紅皿、仏飯器、蓋物、

鉢、香炉 。火入れといった器種も一定量を占め、多様

な器種構成を示す。装飾技法として、コンニャク印判

の使用が目立ち、わずかに型紙摺 り、墨弾き、掻取が

確認できる。肥前系陶器では、呉器手碗、京焼風陶器

碗・鉢、刷毛目碗が目立ち、銅緑釉皿も少量出土する。

また、陶胎染付碗も若千量確認できる。備前陶器は摺

鉢 。灯明皿を中心に一定量の組成を占めるが、様相 5

では堺・明石系摺鉢が萌芽的に出現し、これ以降、摺

鉢に占める出土量は減少傾向にある。京 。信楽系陶器

も様相 5か ら出現するが、その出土量は稀薄である。

なお、様相 1に併行する西の九町C地区Ⅷ区 S Z c01

前面堆積土や東ノ丸 (香川県歴史博物館建設地点)第 4

遺構面上層からは、楽焼系の初期京焼の出土を認める。

様相 6 S X c13014:18世紀第 3四半期

主軸方位を揃え、隣接する2基の土坑である。出土

遺物の年代観から一括性を認めたいが、 S Z c12の北

に位置し、明治期に構築された S Z c13に伴う整地層

上面で検出しており、明治期に二次移動に伴い廃棄さ

れた遺構と判断できる。しかし、当該期の基準資料を

欠き、ある程度の一括性を認めることから、暫定的な

基準資料として用いる。

肥前系磁器碗では薄手の半球形碗、高台断面U字形

碗、くらわんか手の碗 (梅樹文)、 青磁染付の朝顔形碗

等を認める。皿の出土量は少ないが、深手の端反皿、

蛇の目釉剥ぎの皿を認める。その他、様相 5か ら引き

続き、紅皿、仏飯器、蓋物、鉢、香炉・火入れも一定

量の組成を占める。肥前系陶器は量的に減少し、陶胎

染付碗・刷毛目鉢等をわずかに認める。また、様相 5

では確認できない瀬戸・美濃系陶器が再出現する。碗

形態では腰錆碗、灰釉丸碗が主体を占め、香炉・火入

れ、髪水入れ、土瓶、水甕を認める。備前系陶器では、

灯明皿が主体を占める。摺鉢では堺 。明石系摺鉢が備

前系陶器をわずかに凌駕する出土量となる。

また、様相 6の特徴として京 。信楽系陶器が肥前系

磁器を凌ぐ組成を占める点が挙げられる。丸碗を主体

とし、平碗、鉢・皿、瓶、土瓶等を認め、陶磁器組成

に占める比率は、30。 6%を数える。

S X c13・ 14は B地区における整地面変遷から導き

出した様相ではないが、小広東碗や撥高台碗がなく、

東大編年Ⅵ a期 に併行すると考える(堀 内1997)。 様相

5。 7の年代観や出土遺物から18世紀第 3四半期の年

代を付与し、暫定的な基準資料として捉えておきたい。

様相 7 S X b06・ S K b63:1821年火災廃棄資料

(18世紀第 4四半期～19世紀初頭 )

外堀に近接 した大型土坑である(水溜状の施設)。 埋

土に炭化物や焼土を含み、遺構検出面が火災により廃

絶する点を考慮すると、火災後に一括廃棄された遺物

群と考えられる。出土土器 。陶磁器の年代観は18世紀

第 4四半期～19世紀初頭を示し、文政 4(1821)年の火

災による廃棄土坑と理解する。

肥前系磁器では、前様相からの薄手の半球形碗、く

らわんか手の碗、朝顔形蓋付碗 (青磁染付)に加え、小

広東碗、撥高台碗、広東碗、小丸碗を認め、多様な碗

形態を示す。皿では深手の端反皿 。浅手の丸皿に加え、

型打輪花の見込みに一枚絵を描 く皿や蛇ノロ凹形高台

(低)を 認め、 S K b63では 1点のみではあるが、蛇ノ

目凹形高台 (高 )の皿も確認できる。肥前系陶器は皆無

に等 しい。瀬戸・美濃系陶器も様相 6の組成に加え、

碗形態のバリエーションが豊富になり、拳骨碗、刷毛

目碗が加わる。京・信楽系陶器は様相 6か ら引き続き、

丸碗を中心に高い組成を占める(12～ 13%)。 焼締陶器

では備前摺鉢が激減し、堺・明石系摺鉢が主体を占め

るようになる。備前系陶器は様相 5以降、灯明皿を生

命線として、12～ 17%の組成を保持する。

なお、S X b06出 土遺物には17世紀後半に属する遺

物も一定量含まれる。

肥前系磁器における小広東碗、撥高台碗、広東碗の

存在や典型的な肥前系磁器端反碗 。湯呑碗、瀬戸・美

濃系磁器、京 。信楽系陶器端反碗の欠落といった遺物

の器種構成は、東大編年Ⅶ期に対応する(堀 内1997)。

しかし、整地面変遷の解釈から、前述したように文政

4(1821)年の火災によリー括廃棄された遺物群である

と理解 したい。所属時期を下げる根拠として、肥前系

磁器菊皿、一枚絵を描 く型打輪花皿が主体を占める点、

蛇ノロ凹形高台 (高 )の存在を挙げたい。
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様相 8‐ S D b04:1821年 ～1872年

第 1面で検出した遺構で、整地面の変遷から判断す

ると、明治 5(1872)年の監獄署の設置による廃絶時期

を下限とし、上限は文政 4(1821)年の火災とする。

前代までには認められなかった肥前系磁器端反碗、

瀬戸・美濃系磁器 (端反碗 )、 京 。信楽系陶器端反碗が

出現し、様相 8の指標となる。磁器の比率では肥前系

磁器が主体を占め、瀬戸・美濃系磁器の出土量はさほ

ど多くない。また、前様相まで多様な内容を示した瀬

戸・美濃系陶器や京 。信楽系陶器は稀薄となり、肥前

系陶器は長期間の使用ないし混入を除くと、完全に姿

を消す。また、様相 7に おいて萌芽的に出現 し、本様

相で激増する京 。信楽系陶器灯明皿の盛行により、備

前系陶器・灯明皿の出土量は減少する。

様相 9 S X b01002:19世紀末

大型の堀状の落ち込みで、一部に石積みを伴う。落

ち込み内の埋土下位からは、焼け歪んだ陶磁器や巨鉢

・輪 トチン・ トンバリ等の窯道具 。構築材が多量に出

土する。明治 5(1872)年 に設置された高松監獄におけ

る窯業生産に伴う一括廃棄 (物原)で、 S X b02に は明

治26(1893)年銘の本簡が伴う。明治27～ 31年に10代 目

理平衛が監獄での陶磁器生産を指導しており(森下2002)、

それに伴う遺物群と理解できる。それを示すように、

「カンゴク」と掘 り込まれた土製品外型が出土する。

肥前系磁器では端反碗・型紙摺 りの丸碗を認める。

なお、高松監獄産の製品には磁器盃・煎茶碗・蓋付碗
。鉢・角鉢 。徳利・急須・コーヒーカップ(?)、 軟質

系陶器急須 。土瓶 :行平・火入れ 。植木鉢、土師質土

器焙烙・火鉢 。蛸壺があり、蛸壺の外型や土製品外型

も出土する。

2.様相別組成

第 6。 7表 に様相別の器種組成を考える礎となる土

器・陶磁器の生産地別、各器種の出土点数をまとめた。

いずれも破片数計測によるカウントを実施した。さら

に、Aと して陶磁器組成に占める各器種の比率、Bと

して土器・陶磁器組成に占める各器種の比率をそれぞ

れパーセントで示した。以下、これに基づき様相別の

各組成について検討する。

様相別材質組成

第231図 。第 8表に土器/陶器/磁器/軟質施釉陶器

/そ の他の材質別組成をまとめた。出点数が稀薄な様

相 4基準資料 S K c20・ 21は実態を反映するものでは

ないが、その動向を窺うことができる。土器は40%前

後の組成を占める。微細な変化について言及できない

が、様相 7・ 8では20%以下まで落ち込む(18世紀第 4

四半期～幕末)。 様相 5に萌芽的に出現する軟質系施釉

陶器の存在による相対的な出土量の減少と理解できる。

陶器は、様相 1に は瀬戸・美濃系陶器、肥前系陶器、

備前系陶器を中心に50%を 越える組成を示すが、それ

以降肥前系磁器の普及に伴い減少 し、様相 4で は10%

以下まで落ち込む。様相 5に は肥前系陶器の刷毛目碗、

京焼風陶器の出現に伴い、30%ま で増加し、様相 6以

降も京 。信楽系陶器、瀬戸・美濃系陶器、鉄釉を施す

鉢等の盛行によって、安定した組成を示す(30～ 40%)。

磁器は、様相 1で は中国産磁器により9%前後の組成

を占め、様相 2に は肥前系磁器の出現を認めるが、そ

の比率は2%に留まる。様相 3以降、肥前系磁器が急

速に普及し、安定した組成を示す。しかし、様相 6で

は京 。信楽系陶器の普及により、14%ま で落ち込む。

様相 7に は20～30%ま で増加し、様相 8では瀬戸・美

濃系磁器の出現もあり、30%の組成を維持する。

様相別器種組成 (土師質土器 )

土師質土器の組成は様相 1～ 5ま で小皿・杯類が50

%を越える組成を占めるが、様相 6以降その出土量は

激減する。灯明具としての用途が想定でき、備前系な

いし京・信楽系陶器の陶器灯明皿の動向との関連が想

起される。後述するが、陶器では様相 5に おいて備前

系陶器灯明皿が出現・盛行し、11%の 組成を示し、続

く様相 6。 7においても20%を越える。様相 7に は萌

芽的な京・信楽系陶器灯明皿の出現を認め、様相 8に

は両者の組成は逆転し、12%前後の組成を占める。土

師質土器小皿・不類は、様相 6以降減少しており、陶

器における灯明具の出現とは連動しない。しかし、様

相 6以降、羽釜、焙烙、深鉢が盛行 し、それにより小

皿 。杯類の数値が減少する可能性が高 く、相対的な出

土量では、陶器灯明具の出現により緩やかに減少する。

しかし、その変化はドラステイックなものではなかっ

たと考えたい。外耳付き鍋は様相 1で は33%と 高い数

値を示すが、その後は減少し、様相 4以降は確認でき

ない。その後、煮沸具形態は焙烙に転換し、様相 4以

降20%を 越える組成を示し、様相 7では50%に近い数

値となる。一方、同じく煮沸具である羽釜は様相 1～

7ま で認めるが、その形態は大きく変化する。様相 1

～ 3の羽釜は外耳付きの羽釜で、中世後半からの系譜

を認める形態である(報文番号1261)。 外耳には穿孔を

認めるが、吊すという機能的なものではなく、形骸化

する。様相 5～ 7では器壁は薄くなり、瓦質化 し、日

縁部が茶釜形を呈する一群 (報文番号819)と 内湾する一

群が存在する鮮風文番号757)。 外耳には穿孔を認めるが、

やはり穿孔に使用痕は認められない。焙烙との製作技

法、焼成に共通性を認める。その動向は、前者は様相

1において2.3%、 様相 3に おいて2%前後の数値を示

し、それ以降は後者に転換する。中世後半からの系譜

を認める摺鉢、外耳付き鍋も様相 3か ら様相 4にかけ

て消滅し、17世紀後半は土師質土器における画期と評

価できる。後者は様相 5ではわずかに2.6%の数値を示
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すが、様相 6では40%近 くまで激増し、様相 7に は姿

を消す。様相 7に おける陶器土瓶、行平鍋の増加に連

動した現象と理解したい。また、摺鉢は前記したよう

に、中世後半からの系譜を引き、様相 4に は消滅する。

出土量は10%を前後する組成を示す。スリメが顕著に

摩耗する個体もあり、摺るという用途は明白であるが、

被熱痕、煤痕の付着を認める個体も一定量認め、一部

には煮沸具として用いられた可能性が高い。最後に深

鉢の動向であるが、貯蔵具、煮沸具、暖房具、植木鉢

といった様々な用途に用いられ、それを包括して深鉢

としており、問題を残す。その出土量は江戸時代を通

じて一定の組成を占めるが、微細な動向については言

及できない。

様相別器種組成 (陶器 )

陶器組成には、軟質系施釉陶器も含め積算した。

陶器の様相別器種組成をみると、様相 5に画期を見

出すことができる。様相 1～ 4では、碗、皿・鉢、摺

鉢、瓶類で構成されるが、様相 5以降、香炉・火入れ

類、土瓶、灯明皿が組成に加わり、多様な器種組成を

示し、さらに様相 7に は行平鍋が出現する。これによ

り、様相 5以降、様相 1～ 3で主体を占めた碗、皿 。

鉢類の比率は相対的に減少する傾向にある。

碗は、様相 1～ 3で は肥前系陶器、瀬戸・美濃系陶

器の盛行により組成の中心をなす。様相 5に は京 。信

楽系陶器が出現し、様相 6では肥前系磁器を凌ぐ比率

を占めるが、様相 7に は軟質系施釉陶器の土瓶類の出

現・盛行によって、相対的な出土量は減少することに

なる。なお、様相 6・ 7における京・信楽系陶器丸碗

(半球形碗)。 小杉碗、瀬戸・美濃系陶器腰錆碗といっ

た小型陶器碗や小型磁器碗 (小広東碗等)の増加の背景

には、喫茶 (点てない茶)の普及が想定でき(長佐古2002

b)、 土瓶の出現 。盛行とも連動した動向と理解できる。

なお、急須は明治期まで未確認である。

様相別器種組成 (磁器 )

磁器の様相別器種組成の動向は、陶器と同じく、紅

皿 。仏飯器の出現により様相 5に画期を見出すことが

できる。碗では、江戸時代を通じて60%前後の安定し

た組成を示す。しかし、その生産地や用途は大きく異

なる。様相 1・ 2では輸入磁器が主体をなし、見込み

周縁に螺旋状の擦痕を認める個体が存在することから

(茶先擦れ)、「点てる」茶への使用が想起できる。同時

期の陶器碗には瀬戸・美濃系陶器天目碗や肥前系陶器

碗を認める。口径に比 して、器高が高い形態を呈 し、

喫茶への使用が想定できる。様相 2に は肥前系磁器を

認めるが、その普及は続 く様相 3か らであり、激増す

るという表現が妥当である。様相 3では、やはり器高

が高い碗が主体を占める。漆器碗の動向は明らかでは

ないが、様相 5に は口径が広い大振 りの碗や粗製のく

らわんか碗を多量に認め、一部には飯碗への使用が考

えられるも様相 5に は器種構成が多様になるにも係わ

らず、碗組成は60%前後の数値を示す。こうした動向

は様相 8ま で認め、様相 6に は青磁染付の朝顔形蓋付

き碗、様相 7に は腰張+八字高台碗 (撥高台碗)、 広東

碗といった飯碗に用いる大振りの蓋付き碗が盛行する。

一方で、薄手の半球形碗、小碗、小広東碗も一定量の

出土を認め、18世紀前半以降、陶器小型碗とともに「点

てない」茶に用いられたと考えられる。

様相別産地組成 (陶磁器 )

朝鮮白磁、軟質系施釉陶器、施釉陶器、産地不明陶

器等に関してはその他陶器とし、関西系磁器は瀬戸・

美濃系磁器に、在地窯の理兵衛焼は京 。信楽系陶器に

含めた。また、富田吉金窯に関しては、肥前系磁器、

京・信楽系陶器、瀬戸・美濃系陶器に酷似 した製品を

生産しており、それぞれに含めた。

以下、陶磁器組成を概観する。

中国産磁器 様相 1で は12%前後を占めるが、様相 2

では4%前後まで減少する。さらに様相 3では肥前系

磁器の急速な普及に伴い、未確認の遺構も存在し、様

相 4に は完全に姿を消す。

肥前系陶器 様相 1・ 2では40～ 60%と 陶磁器の主体

を占めるが、様相 3に は肥前系磁器の普及によりその

組成は逆転し、様相 4で は肥前系磁器の 1/5以下に

まで激減する。続 く様相 5で は刷毛目碗・鉢、呉器手

碗、陶胎染付碗、京焼風碗・鉢の出現 。盛行により、

その組成を維持するが、様相 6以降、 5%以下まで激

減する。

肥前系磁器 様相 2に萌芽的な出現を認め(碁笥底の瓶)、

様相 3に は激増し、S K b229で は61%を 占め、肥前系

陶器に代わり陶磁器組成の主体となる。様相 4の基準

資料であるS K c20・ 21の遺物総点数が少ない点を考

慮 しても、様相 4。 5では50%以上の組成を占めるこ

とは明白である。しかし、様相 6・ 7では京・信楽系

陶器の普及に伴い、35%以下まで減少する。

なお、様相 8では27%を 占め、瀬戸・美濃系磁器の

出現 。普及に伴う顕著な減少傾向は認められない。そ

の要因として、在地産の富田吉金窯ないし愛媛県砥部

焼製品を肥前系磁器に含めてカウントを行ったことが

挙げられよう。

瀬戸・美濃系陶器 様相 1では8%前後の組成を占め、

様相 2・ 3で はわずかに増加する。しかし、様相 4。

5では4%以下まで激減する。続 く様相 6では腰錆碗

・灰釉丸碗、香炉類、水甕を中心とした器種が出現す

ることにより6%前後まで増加 し、様相 7で も刷毛目

碗・拳骨碗が出現し、一定量の組成を維持する。

京・信楽系陶器 様相 5か ら碗類を中心に9%の数値

を示し、様相 6では31%ま で激増し、肥前系磁器を凌

ぐ比率を占める。様相 7では、軟質系施釉陶器土瓶の
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盛行により、13%前後と相対的な出土点数は減少する

が、その出土量は極めて多い。様相 8で は灯明皿の普

及を認めるが、前様相と同等の数値に留まる。

備前系陶器 様相 1～ 3ま では摺鉢、大平鉢、注目付

き鉢、徳利、甕t壺等を主要器種として、20%以上の

高い数値を示す。様相 5～ 7に は灯明皿を生命線とし、

15%前後を維持するが、摺鉢に限ると様相 5に おいて

初現的に出現した堺 。明石系摺鉢が、様相 6・ 7に お

いて摺鉢組成の主体を占めるようになる。さらに様相

8に は灯明皿も京・信楽系陶器に圧倒され、その出土

量は6%ま で減少する。

3日 各生産地別陶磁器の変遷について

第236～ 253図 に各陶磁器を様相別に配置した変遷図

を作成した。編年表とは呼称できないが、高松城跡 (西

の丸町地区)における陶磁器変遷を考える指標となるべ

く作成したものである。以下、これに基づき各陶磁器

の動向について概観する。

中国産磁器 (第236図 )

中国産磁器は様相 1～ 3ま で認める。生産地を単位

として、津州窯系、景徳鎮窯系、青磁・白磁の 3者に

大別した。青磁・白磁については、築城以前の中世前

半に属する白磁碗Ⅳ類や同安窯系青磁碗を認め、混入

と理解できる。一方、青磁碗には見込みに印花文の押

印ないし陰刻により花奔文を施す中世後半の碗を認め

る。混入品か、伝世品かについては言及できないが、

調査地点では中世後半に属する遺構は確認できない点

を明記しておきたい。

青花では津州窯系青花 と景徳鎮窯系青花を認める。

両者の比率は、S K b192で は津州窯 :景徳鎮窯=10点

:1′点、 S K b152で は 2`点 :3`点、 S K b255で は 2

点 :3点、 S K b229で は 1点 :1点、 S K b170で は

0′点 :3′点、S K b178で は4点 :6`点 と多様な様相を

示す (第 6・ 7表 )。 様相 1基準資料S K b192に おいて

津州窯系青花が突出するが、様相 1に併行する第237図

に挙げたⅧ区 S Z c01前面堆積土出土遺物では、津州

窯 :景徳鎮窯=7点 :17点 (第 3表 )、 東ノ丸 (歴史博物

館建設地点)の第 4遺構面上層出土遺物では、津州窯 :

景徳鎮窯=46点 :34点 となる。こうした出土遺物の組

成から、両者の搬入状況を検討することは困難である。

碗ではF群や高台内を蛇の目釉剥ぎするE群が目立

ち、皿ではBoE群が主体を占め、F群 をわずかに認

める。

Ⅷ区 S Z c01前面堆積土出土遺物では、白磁皿C群、

染付皿BoE群が主体をなし、C群 をわずかに認める。

碗ではE群の出土が目立つほか、唐子や鳥を描 く小杯

も一定量認める。

その他中国産陶磁器として、華南彩釉陶器の出土を

様相 1に併行する資料で確認できる。Ⅷ区 S Z c01前

面堆積土出土の報文番号1265は、連続する鏑状の起伏

を有する瓶で、外面には鮮やかな瑠璃釉を施釉する。

同様の製品は、東ノ丸 (歴史博物館建設地点)の第 4遺

構面上層未報告遺物にも確認できる。

朝鮮王朝白磁

基準資料からの出土は確認できないが、大多数が様

相 1に併行するC地区Ⅷ区 S Z c01前面堆積土出土遺

物には、見込み周縁に鏡と呼称される段を有し、複数

の砂目積みの皿を認め(報文番号1112・ 1167・ 1184等 )、

様相 2に fiF行するS K c42に は碗を認める(報文番号

1584)。 さらに、様相 1に併行する東ノ丸 (歴史博物館

建設地点)第 4遺構面上層出土遺物にも、口縁部が大き

く開き、端部をわずかに外反させる皿を認める。日径

は16cm前後を測 り、見込みには複数の砂目を認める(北

山1999、 報文番号504～ 509)。 全陶磁器に占める朝鮮王

朝白磁の組成は2.9%を 数える。

肥前系陶器 (第238～ 240図 )

肥前系陶器は大きく様相 1～ 3と 様相 5、 様相 6に

大別できる推移を示す。なかでも様相 1～ 3では陶磁

器組成の中心となる組成を示し、その変化の方向性も

極めてスムーズである。

様相 1は肥前系陶器の出現期に位置付けられる(大橋

編年 I期、大橋2000)。 碗・皿・鉢・瓶を認め、摺鉢や

甕は皆無に等しい。基準資料ではいずれも胎土目によ

る窯詰めがなされ、区画文を中心とした絵唐津を一定

量認める。碗では、底部から直線的に外傾する形態が

主体を占め、一部には天目碗も認める。釉調は暗緑灰

色の色調が中心となり、藁灰釉は認められない。皿で

は絵唐津、胎土目積み皿のほか、なぶり口縁を呈する

ものも認める。なお、様相 1に併行する資料には胎土

目積みが主体をなし、わずかに砂目による窯詰めを認

める。釉調は暗緑灰色を呈 し、大橋編年Ⅱ期のなかで

も初期の製品と考えられる。

様相 2は、砂目積みによる窯詰めが主体をなし、胎

土目積み製品は、畳付の摩耗が著しく、伝世的な使用

が想定される(松本・佐藤2001)。

様相 3では、胎土目積み製品が姿を消し、砂目積み

が窯詰めの主体となる。溝縁皿の出現・盛行を指標と

して捉えることができる。碗では腰部に屈曲点を有 し、

そこから直線的に外傾する形態の碗に加え、淡黄色の

色調を呈する極めて精良な胎土の碗が出現する(内野山

窯系 )。 鉢類は確認できない。

続 く様相 4は、出土総点数が少なく、実態を示して

いない可能性を残すが、肥前系陶器は激減し、わずか

に、溝縁皿や砂目皿を認めるに留まる。しかし、次段

階の様相 5に盛行する白泥による刷毛目を施す鉢が出

現する。

様相 5では、それ以前の肥前系陶器とは胎土・釉調

・器形等において、著しい隔たりを認める。碗類では、
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刷毛目碗、呉器手碗、京焼風陶器鉢が出現・盛行する。

刷毛目碗は内外面ともに直線的な刷毛目が主体をなし、

わずかに波状文を認める。京焼風陶器鉢は17世紀後半

には出現するが、基準資料では様相 5か らの確認とな

る。見込みにはやや抽象化 。簡略化が進行 した楼閣山

水文を認め、高台内に「清水」。「柴」の刻印を押印す

る。一方、鉢では刷毛目を主体とした二彩手製品や三

島手の鉢を認め、瓶類にも刷毛目製品が盛行する。こ

うした器種構成は、様相 1～ 3か ら様相 4～ 5に かけ

て緩やかに進展したものと考えられる。

なお、農村部における様相 5併行資料の様相と比較

すると、農村部では京焼風陶器鉢は皆無に等しく、西

の丸町地区でも多 く認める刷毛目碗や呉器手碗を一定

量有し、さらに城下では稀薄な出土である陶胎染付碗

・銅緑釉皿が盛行するという搬入状況の差異を指摘で

きる(松本2002a)。

続 く様相 6は、碗では陶胎染付碗、鉢では刷毛目鉢

(蛇 の目釉剥ぎ→アルミナ砂塗布)の 出土を認めるが、

その出土量は激減し、様相 7・ 8では伝世的な使用な

いし混入遺物をわずかに認める程度になる。

瀬戸 :美濃系陶磁器 (第241図 )

瀬戸 。美濃系陶磁器は大窯製品で構成される様相 1

～3と 空白期を経て再出現 した様相 6・ 7、 さらに磁

器が出現する様相 8と いう画期を設定できる。

様相 1は、基準資料では天目碗、灰釉丸皿 。折縁皿、

志野向付を認める。東ノ丸 (歴史博物館建設地点)の第

4遺構面上層出土遺物では、天目碗、灰釉丸皿 。折縁

皿・折縁ソギ皿、内禿皿、鉄釉丸皿、志野向付・菊皿、

(青 )織部向付、織部黒碗の出土を認める。出土遺物は、

藤澤編年大窯 3段階後半～4段階が主体を占める(藤澤

1993)。 様相 2。 3においても基本的な器種構成や出土

遺物の年代観は様相 1と 大差はなく、伝世的な使用に

伴う廃棄と理解できる。

続 く様相 4・ 5では瀬戸・美濃系陶器は確認できず、

18世紀第 3四半期に属する様相 6に再出現する。腰錆

碗、灰釉丸碗、香炉・火入れ、水甕、土瓶、髪水入れ、

蓋を認める。藤澤編年第 7・ 8小期に属するものが主

体を占める(藤澤1987)。 様相 7で は、新たに拳骨碗、

刷毛目碗 (内外面打ち刷毛)、 柳茶碗、鎧手碗、片口鉢

が加わり、碗形態は多様性を帯びる。出土遺物の年代

観は藤澤編年第 8・ 9小期に属する。なお、様相 6・

7では京 。信楽系陶器色絵丸碗 (半球形碗)が盛行する

が、瀬戸・美濃系陶器色絵丸碗の出土は皆無に等しい。

さらに、様相 8で は瀬戸・美濃系磁器が出現する6

端反碗や、陰刻沈線を認める皿、木型打込皿、瓶、薄

手酒杯等を認めるが、その出土量は肥前系磁器を凌駕

するものではない。

以上、瀬戸・美濃系陶磁器の変遷を概観 したが、そ

の組成・流通に関して若干の問題点を指摘 しておきた

い。高松城は大窯製品がほとんど出土しない中国地方

以西の第三次流通圏に該当する。しかし、摺鉢を除く、

碗+小皿のセット関係は第二次流通圏にも通ずる組成

を示す。その要因として、第 3段階後半に第三次流通

圏における流通上の画期が想定され(藤澤1993)、 背景

には豊臣系大名の進出に伴う大窯製品の流通と指摘さ

れる(藤澤2000)。 高松城を築城した生駒氏は豊臣系大

名であり、第三次流通圏における碗・小皿の出土要因

を明確に示している。また、西の丸町地区出土遺物や

東ノ丸 (歴史博物館建設地点)の第 4遺構面上層出土遺

物では、藤澤編年大窯 3・ 4期がほぼ同数確認できる。

その埋没時期は17世紀初頭 (1620年 代)と なり、廃絶時

期より1段階以前に属するものが主体を占める状況が

指摘できる(第 3章第 2節 )。 同様の傾向は、安土城や

大坂城でも確認されている(藤澤2000、 鈴木2001)。 そ

れは、陶磁器への価値観の差異を反映するものと理解

でき、大窯製品については、他の陶磁器より高い価値

観が見出されていた可能性が高く、長期間の使用ない

し保管を示すものと理解したい。同様の傾向は、中国

産磁器においても確認できる。Ⅷ区 S Z c01前面堆積

土出土遺物では、16世紀中頃～後半に属する景徳鎮窯

系青花を一定量認め、最終埋没時期との離齢を認める。

備前系陶器 (第242・ 243図 )

様相 1基準資料では、摺鉢と小壺類に限られるが、

東ノ丸 (歴史博物館建設地点)の第 4遺構面上層、西の

丸町C地区Ⅷ区 S Z c01前面堆積土出土遺物には、杯

・摺鉢 。大平鉢・注目付き鉢 (報文番号1137・ 1138・

1159)。 瓶 。小壺類を認め、様相 1・ 2における基本的

な器種構成となる。精級な編年案が提示されている摺

鉢では(乗岡2000。 2002)、 様相 1では乗岡編年近世 1

b期、様相 2で は近世 lb・ c期、様相 3では近世 1

c～ 2a期 に属するものが主体を占める。様相 3では、

日縁部が直立する形態の鉢を新たに認めるがその上限

は明らかではない。様相 4は資料上の制約から、その

動向を窺うことはできないが、様相 5では灯明皿が出

現・盛行する。摺鉢は近世 2b期～ 3期 に属する。様

相 6では、堺 。明石系摺鉢の盛行により、摺鉢に占め

る備前摺鉢の比率は減少する。堺・明石系摺鉢は様相

5において萌芽的に出現し、備前 :堺 。明石=87.5:

12.5%、 様オロ6で は40:60%、 相計目7で は6:94%と

なり、堺 。明石系摺鉢との競合により、様相 6以降急

激な衰退化傾向を示す。一方、様相 5に 出現した灯明

皿は、続 く様相 6,7に盛行 し、備前系陶器の生命線

となるが、様相 7に おいてわずかに出現し、様相 8に

盛行する京・信楽系陶器灯明皿に圧迫されてぃく状況

も窺える。様相 7では備前 :京・信楽=98:2%で あ

るが、様相 8で は、備前 :京 。信楽=53:47%と いう

数値を示す。様相 8における型成形により内面に草花

文を陽刻表現した備前灯明皿は、京 。信楽系陶器との
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競合への対抗手段の一つと評価できる。

肥前系磁器 (第244～ 247図 )

西の丸町地区における肥前系磁器は様相 2に 出現す

る(S K b255)。 同遺構は元和10(1624)年銘の木簡が共

伴する紀年銘資料である。出土した肥前系磁器は瓶で、

大橋康二氏より、1620～ 30年代の所産であるとのご教

示を得た。これ以外に未報告遺物に初期伊万里碗を確

認している。陶磁器の占める組成は極めて低 く、西の

丸町地区における肥前系磁器の出現期を示すものと理

解できる。続 く、様相 3で は激増し、陶磁器組成の30

%を越える数値を示す (第235図 、第12表 )。 器種には、

碗 。小杯・皿・瓶を認める。碗では高台内無釉碗、外

面に鉄釉を施釉する碗が主体となり、小杯は高台内無

釉で、外面に蘭を描 く。皿では、日径に比して高台径

の小さい形態で構成され、型打成形の製品も含む。青

磁では三股青磁窯産の芭蕉文を片彫 りした皿を認める

(中野1998)。 いずれも1640～ 50年代の製作年代が想定

でき(Ⅱ -2期、大橋2000、 九州陶磁学会2000)、 Ⅲ期

まで下るものは認められない。

様相 4で は、出土遺物が少なく全容を示すものでは

ないが、その動向をおおむね窺うことができる。碗で

は、それまで確認できなかった高台断面が三角形を呈

する薄手の碗が出現・盛行する。染付では丸味を有す

る一重網目文を認め、色絵も盛行する。小杯は口縁部

が鋭 く外反する形態を呈し、高台内に「太明年製」の

銘款を認める白磁小杯が目立つ。皿は日径に占める高

台径が様相 3に比してやや大きく、見込み文様は草花

文・魚文が主体となる。芭蕉文を片彫 り。線彫 りした

三股青磁窯産の青磁皿も継続的に認める。また、底部

から大きく開き、高台高が著しく高い台皿も確認でき

る。素地は白く透き通り、透明感のある釉で、各部位

がシャープに成形され、様相 3ま での皿とは一線を画

する。いずれも大橋編年Ⅲ期に位置付けられる(大橋

2000)。

様相 5では、器種構成が多様になり、紅皿・仏飯器

・蓋物といった新たな器種が出現する。碗では高台断

面三角形碗に加え、U字形の碗が盛行し、薄手の半球

形碗、粗製の碗を認める。染付には草花文 。注連縄文

・花唐草文 。雨降り文 (手描き、印判)、 外面二重網目

文+内面一重網目文・菊花文 (印判)。 井桁文 (印判)を

認め、コンニャク印判が盛行する。高台内の銘款には、

渦福文 。「大明年製」・「大明成化年製」を認める。小杯

は高台を有 し、口縁部が緩やかに外反する形態が主体

を占め、一部に口縁部輪花・口銹を呈し、端部付近で

明瞭に屈曲する特徴的な形態の白磁小杯も認める。紅

皿 。紅猪口では、薄手でシャープな成形と厚手の粗製

品、型押成形による製品を認め、文様構成や装飾技法

は碗形態に共通する。皿では、日径に対 して高台径が

大きい形態が主体を占め、様相 4か らその形態は大き

く変化する。成形ではロクロ成形ないし型打成形が主

体を占め、高台径の大形化に伴い、高台内にはハリ支

えの痕跡を認める。器形はバラエテイーに富み、底部

から緩やかに内湾する形態、端部が小さく端反る形態、

口縁部輪花をなす形態、底部と口縁部境が明瞭に屈曲

し、日縁部が大きく外反する形態と多様である。その

他、高台径が小さく、見込みは蛇の目釉剥ぎし、底部

無釉の粗製の皿も一定量認める(口縁部内面には折松葉

文を描 く)。 文様構成では、前様相から器形的な特徴を

引く製品には見込みに一枚絵を描 くが、主体は、見込

み周縁に二重圏線を施 し、日縁部内面に草花文・花唐

草文ほかを描き、見込み中央部にワンポイントの文様、

外面には唐草文を描 く製品となる。見込みのワンポイ

ントは、手描きの五弁花が主体となり、一部には水仙

等の草花文も認める。様相 5か ら出土した肥前系磁器

は大橋編年Ⅳ期前半で構成される(1690～ 1740年代)。

様相 6は 、前様相からの器種構成に大きな変化は認

められない。碗では、高台断面三角形・U字形碗、薄

手の半球形碗に加え、外面に梅花文を描 く粗製のくら

わんか碗、朝顔形碗を認める。染付には、草花文 。若

松文・竹文・龍文 。梅樹文・花唐草文の他、笹葉文の

色絵も認める。装飾では様相 5で盛行 したコンニャク

印判の使用は少なくなり、見込みのワンポイント五弁

花に限られる。また、新たに青磁染付が出現する。小

杯は碁笥底をなし、底部から直線的に外傾する形態を

認める。紅皿は、笹葉文を描 く定型化した形態のほか、

型押成形による箱形の形態も認める。皿では前様相に

確認できるもの以外に、端部が小さく外反する深手の

皿を認める。出土遺物の大多数は大橋編年Ⅳ期後半に

属する遺物で構成される(1740～ 80年代)。

様相 7は前様相から器種構成に顕著な差異は認めら

れないが、碗形態が豊富になる。薄手の半球形碗、粗

製のくらわんか碗に加え、小型碗の広東碗、小丸碗、

大型の蓋付き碗の腰張十八字形高台碗 (撥高台碗 )、 広

東碗が出現する。それに伴い、染付文様も大きく変化

し、七宝繋ぎ文 。矢羽根文・梵字文・算本文・不賊文

が主体となり、見込みの五弁花も鷺文や形容し難い抽

象文等を多 く認めるようになる。また、典型的なもの

ではないが (1820～ 60年代 )、 端反碗を確認 している。

小型の蓋付 き碗で、高台内に「清」の款銘を認める

(1760～ 80年代)。 小杯では、口縁部が外反し、高台を

なす形態に加え、底部から直線的に開く形態を認める

(そ ば猪日)。 また、紅皿に加え、餌猪口も認める。皿

では蛇の目凹形高台 (低 )と (高)を 確認できるが、様相

6の基準資料の皿組成が稀薄なため、その動向につい

て言及することはできない。その他、見込み中央に五

弁花以外の文様を施すものや見込み全面をキャンパス

として一枚絵を描 く型打成形皿や菊皿 (へ そ皿)も 出

現する。様相 7では、大橋編年V期前半に属する遺物

が大多数を占める (1780～ 1820年代 )。
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様相 8では、端反碗が新たに出現し、大橋編年V期

後半に位置付けられる(1820～ 60年代)。

京・信楽系陶器 (第 13表、第248～ 252図 )

当地域において、京 。信楽系陶器を考える上では、

御用窯である理兵衛焼を看過することはできない。理

兵衛焼の抽出及び西の丸町地区における京 。信楽系陶

器の動向については、第 4回四国城下町研究会におい

てまとめ(松本2002b)、 そこで様々なご指摘を受けて

見解を改めた(松本2002c)。 ここで、再度その概要に

ついて述べる。

(1)理兵衛焼の抽出

まず、理兵衛焼の抽出を行いたい。その抽出方法と

しては、調査地点である大久保家の家紋入 りの碗を抽

出し、さらに伝世品の研究 (豊 田1982)や高松藩江戸上

屋敷である東京都飯田町遺跡の出土例から(飯田町遺跡

調査会1995、 千代田区飯田町遺跡調査会ほか2001)、「破

風高」。「高」の刻印、「三葉葵」上絵付けを認める個体

を理兵衛焼の可能性のある一群として捉えた。その後、

それらに認める胎土・釉調・絵薬・絵付け 。器形とい

った諸属性を検討し、理兵衛焼の特徴を示す属性を導

き出し、再抽出を行うという方法を採った。

①「大久保家」家紋入り碗 (第248図 1～ 3)

1は端反碗である。胎土 。釉調は「灰白色系の色調

を呈する “まったり"胎土十灰白色の色調を呈する灰

釉を厚 く施す “ねっとり"釉調」である。上絵には青

色絵薬を用い、盛 り上がる絵付けとなる。色調は不明

であるが、縁取 りを認める。 2は 口縁部が直線的に開

き、腰部が細い丸碗である。胎土は灰白色の色調を呈

する磁器質胎土で、灰黄褐色系の灰釉を薄く施す。上

絵には暗褐色の絵薬を用いる。 3は丸碗である。灰白

色の磁器質な胎土に、灰白色の色調を呈する灰釉を薄

く施釉 し、釉肌はガラス質状の質感を呈する。高台ヘ

移行する屈曲部が遺存 し、その部分も含めた範囲に施

釉を認める。上絵には暗灰色の絵薬を用い、盛 り上が

りのある絵付けとなる。

②「破風高」・「高」刻印 (第248図 4～ 8)

「破風高」。「高」刻印を認める一群である。高松城跡(西

の丸町地区)で は 5例確認できる。 4は高台内中央の小

さな渦高台の脇に「破風高」F「 を認める。高台は細 く、

高い。外面の施釉範囲は高台側面まで及ぶ箇所を認め

る。 5は銹絵染付碗である。器高は深 く、口縁部は直

立する。渦高台で、高台内に「高」印を認める。外面

には銹絵染付による簡略化 した草花文を認める。 6は

素焼き製品である。見込みには文字であろう文様を下

絵として描 く。 7は碁笥底の瓶とした。高台内縁部に

小型の「破風高」印を認める。内外面に自泥を塗布す

るが、本焼きはなされない。 5は茶入れとした。底部

に回転糸切 り痕を認め、外面には鉄釉を厚 く施す。外

面下端は無釉で、小型の「破風高」の刻印を認める。

③「三葉葵」を上絵付けする一群 (第248図 9～ 18)

9～ 12は端反碗である。腰部の張 りが少なく、口縁

部は端部手前で小さく外反する。 9。 10は丸枠内に「三

葉葵」の上絵付けを認め(前者は赤色絵薬、後者は青色

絵薬)、 「金」の絵薬による縁取 りを行う。青色絵薬は

盛 り上がるが、赤色絵薬は薄く、凹凸はない。11は 9

。10に 比して器壁厚が薄く、体部中位から腰部にかけ

て厚みを減じる(腰細碗)。 外面には赤色絵薬による丸

枠があり、「金」の縁取 りを認める。「三葉葵」である可

能性が高い。12は腰部の張 りが強く、下膨れ気味の形

態を呈する。外面には赤橙色絵薬による「三葉葵」を

認める。13は 丸碗である。外面には青色絵薬による丸

枠を認め、その内側に「三葉葵」を認める。絵薬には

盛 り上がりを認める。胎土は陶器質で、淡黄色系の色

調を呈し、釉調は濁浅黄色系の灰釉である。14・ 15は

丸碗である。淡灰黄色の色調を呈する胎土に、濁黄白

色の灰釉をやや厚く施す。外面には赤の絵薬による「三

葉葵」の上絵付けを認め、「金」の縁取 りがある。16・

17は外面に「三葉葵」の上絵を認める。16は 青色絵薬

を主体として赤色絵薬による縁取 りを認める。胎土・

釉調は 1に酷似 し、腰部がわずかに細 くなる。17の 上

絵は灰色 (元来は青色)の絵薬を用い、盛 り上がりを認

める。灰白色の磁器質な胎土で、ガラス質状の釉肌を

呈し、 3に共通する。18は 盤とした。胎土は灰白色の

色調を呈し、素地は級密で “まったり"した質感とな

る。釉調は灰白色の色調を呈する灰釉をやや厚 く施し、

“ねっとり"した質感を呈する。上絵は消失するが、内

底部に「三葉葵」の上絵付け痕跡を認め、縁取りも確

認できる。

④「六葉葵」を上絵付けする碗 (第248図 19)

「六葉葵」は高松藩松平家の裏家紋とされる。日縁

部は直線的に開き、腰部が細くなる。胎土は灰色の色

調を呈し、緑灰色の灰釉を厚く施す。上絵は透き通る

色調を呈し、消失しかかる緑色絵薬を用いる。

⑤型成形の蓮碗 (第248図 22～ 25)

いずれも同一意匠の蓮を型成形で表現した碗である。

全国的に見てもこれらの一群の出土例は管見による限

りない。20は胎土 。釉調が理兵衛焼として抽出した 1

(16・ 18)に 酷似し、理兵衛焼の可能性が高い一群とし

て抽出した。21～23に は蓮の葉脈が表現され、21の端

部には刻目を認める。器壁の厚みが20に比して薄いが、

釉調は酷似する。21は外面畳付際まで、23は残存部位

全面に施釉を認め、高台断面形状は細長い。

③「まったり胎土+ねつとり釉調」 (第249図24～ 40)

いずれも胎土・釉調が 1(16・ 18)に 近似する一群であ

る。香炉類や器形の復元が困難な製品が多く、特異な

一群と評価できる。なお、胎土はほぼ合致するが、釉

調にばらつきを認め、34が黄灰白色の色調を呈し、24

～26・ 37・ 39。 40は釉の厚みがやや薄い。

24は香炉で、赤 。青 。緑+「金」色の絵薬を用いて
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草花文を上絵付けする。25は外面に巴文 。唐草文を上

絵付けした瓶である。赤・緑 。青色絵薬を用い、青色

絵薬は盛 り上がる。26は外面に突帯を有 し、上部に円

窓を認める。香炉の可能性が高い。27は脚 とした。外

面には突帯を認める。28は二重構造を呈する。29～ 31

は瓶である。29は剥落するが把手を有する630は 口縁

部下に花弁状の加飾を施す。31は亀甲繋 ぎ文内に花文

を配 した文様 を銹絵 として描 く。32～34は異形器形で

ある。32は反 りを認める蒲鉾板状の形態を呈する。残

存部位一端には内外面ともに釉が肥厚する箇所を認め、

円孔を有する可能性が高い。外面には赤色の絵薬によ

り紅葉文の上絵付けを認める。33は反 りのある蒲鉾板

状の形態を呈 し、遺存する先端部は無釉で、凸形形態

となる。34は 断面方形を呈する。35。 36は碗である。

35は天目碗形の形態を呈 し、高台脇には連続する鏑状

の扶 りを認める。36は丸碗であろう。外面には赤色絵

薬により宝珠文を上絵付けする。37～40は香炉である。

39の外面には唐草文の絵付け痕跡を認める。40は 向付

器形を呈する。

②手桶水指 (第249図 41)

胎土は灰色の色調を呈し、やや級密さを欠く。釉下

彩として青色絵薬の垂れ掛けを認め、全面に灰釉を厚

く施す。「“まったり"胎土、“ねっとり"釉調」とはやや

異なるため、別分類とした。器形、垂れ掛けは滴翠美

術館所蔵の『白磁流釉手桶水差』に酷似する(佐藤編

1968)。 内箱の蓋表には「仁清写 手桶水差」とあり(林

屋編1989)、 2代理兵衛の作品とみる研究者もある(佐

藤編1968)。

③異形器形I(第249図 42～ 44)

胎土は黄灰色ないし黄灰白色の色調を呈する陶器質

な素地である。胎土中には練 りが足 りないため、もし

くは型成形に起因するであろう間隙が目立つ。同様の

胎土は「三葉葵」を上絵付けした第248図 9。 10、 飯田

町遺跡 I-837号遺構出土の「三葉葵」を絵付けした碗

・鉢、同じく飯田町遺跡 I-735号遺構の一部にも確認

できる(飯田町遺跡調査会1995)。

42は宝珠の置物であろう。上下が別作 りとなり、内

面には顕著な接合痕跡を認める。脚端部、脚部には突

帯を有する。釉肌はガラス質状を呈する。43は香炉で

ある。釉は濁灰黄色の色調を呈し、やや厚 く施す。外

面には草花文の上絵付けを認めt赤 。青・緑十「金」

色の絵薬を用いる。絵薬の特徴、選択色調は第249図24

に共通する。44は 鉢として図化 した。端部は肥厚 し、

口縁帯を形成する。内外面には灰白色の釉を薄く施す。

③その他 (第250図 45・ 46)

軟質系施釉陶器の瓦葺き屋根置物である。45は 隅棟

部周辺部である。瓦当は軒丸瓦に巴文、軒平瓦に左右

にそれぞれ一転する唐草文を配する。屋根上部のみ灰

釉 ?を 施 し、瓦当面は施釉前に緑色絵薬による下絵付

けを行う。軒の隅木に粘土板を貼付 し、その脇には剥

落した垂木痕跡を認める。46は 隅棟部周囲片である。

隅棟は一段高 く表現され、先端部には隅巴瓦を認める。

瓦当面には青色絵薬による釉下彩を認め、灰釉 ?の全

面施釉を認める。栗林公園に古理兵衛焼製品として伝

世する九重塔に酷似する(森下2002)。

以上、理兵衛焼の可能性のある一群を抽出した。し

かし、理兵衛焼の定義が極めて不明瞭な点に起因して、

その抽出方法は妥当なものではない。①とした大久保

家家紋入 りの碗は理兵衛焼である蓋然性は極めて高 く、

②も理兵衛焼と考えたい。③は前提として、理兵衛焼

と考えていたが(松本2002b)、 多くの指摘を受けた。

なかでも、14。 15は胎土・釉調において、京 。信楽系

陶器との識別が困難な一群であり、そこから多くの問

題が派生する。例えば、14・ 15を理兵衛焼とするなら

ば、京・信楽系陶器として捉えた一群にも理兵衛焼が

含まれる可能性があり、理兵衛焼ではないと仮定する

と、少なくとも③とした「三葉葵」を上絵付けすると

いう属性のみをもって理兵衛焼と判断することはでき

ないことになる。多くの研究者より、これは京焼であ

るとのご教示を頂いたが、理兵衛焼として考えておき

たい。よって、確実な理兵衛焼として、① o②、その

可能性が高い一群として③ (④)の抽出が可能になる。

これに基づき、理兵衛焼の特徴をまとめたい。

(2)抽出した理兵衛焼の特徴

①絵薬 青色の絵薬は盛 り上がりを認める上絵付けと

なり(1・ 3・ 10・ 13・ 16・ 17)、 赤色絵薬は薄く、凹

凸はなく、赤黒い色調を呈する(9・ 11・ 14)。 緑色絵

薬は透き通るモスグリーン色の色調を呈し、消失気味

となる。京・信楽系陶器丸碗に認める緑色絵薬とは一

線を画する(19)。

②胎土 胎土 。釉調では、大久保家家紋の上絵を認め

る1を 出発とし、「灰白色系の色調を呈する “まったり"

した胎土+灰白(孝L)色 の色調を呈する灰釉を厚 く施す

“ねっとり"した釉調」が理兵衛焼である可能性を指摘

した。「三葉葵」の上絵を認める 1・ 16・ 18も 同様の胎

土・釉調である。伝世品では香川県さぬき市極楽寺所

蔵の『葵文入香炉』に酷似する胎土 。釉調を認める(豊

田1982、 森下2002)。 この胎土・釉調を基軸として抽出

したのが、蓮碗 (20～ 23)や 24～40で ある。 5代理兵衛

弥助惟久は一時富田西吉金に窯を移したといわれ、「破

風高」印を認める素焼きの碗が出土した富田吉金窯は

弥助惟久によって築かれた窯と評される(森下2000)。

吉金窯でもこうした胎土を認め、ここで抽出した “ま

ったり"胎土には近隣の富田丸山の陶土(流紋岩風化土)

が使用された可能性が高い。紀年銘から3代理兵衛重

治の作品と推される『葵文入香炉』の存在から、少な

くとも3代理兵衛重治はこの富田丸山の陶土を使用 し

たことが窺える(1678～ 1704年 )。

③施釉範囲 飯田町遺跡出土の理兵衛焼碗では、細 く
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高い高台に関しては、外面畳付際までの施釉を認め、

露胎部分が赤 く発色する。西の九町地区出土遺物では、

第248図 21に確認できる。

④器形 碗形態では、 2・ 11・ 16・ 19に腰部が細い傾

向を認め、理兵衛焼の特徴になるかもしれない。

上記した特徴のなかで、第248図 1。 16・ 18。 20は筆

者が注目した「灰白色系の色調を呈する “まったり"

胎土十灰白色の色調を呈する灰釉を厚 く施す “ねっと

り"釉調」である。特徴的な胎土 。釉調として、他地

域ではあまり認められないものである。しかし、この

胎土・釉調を理兵衛焼に直結させることは問題を残す。

つまり、富田丸山の陶土の使用は、その周辺に所在す

る複数の地方窯でも確認でき(吉金窯・斉藤窯)、 すべ

て理兵衛焼とは限らない。さらに、富田吉金窯は5代

理兵衛弥助が築いた窯であり、吉金窯出土遺物には理

兵衛焼製品も含むという極めて複雑な状況を示す。藤

本氏が指摘するように、工人の技術系譜が同じで、同

陶土 。陶石を原料として使用する限り、刻印がなけれ

ば消費地では両者を区別することは困難な状況である

(藤本2002)。 こうした状況を踏まえると、「灰白色系の

色調を呈する “まったり"胎土」を理兵衛焼とみなす

ことはできず、富田丸山の陶土を用いた一群とし、そ

こから理兵衛焼を再抽出するという過程が必要となる。

その際には、絵薬の特徴を指標 とすることができる。

⑥として抽出した一群は、「灰白色系の色調を呈する “ま

ったり"胎土+灰白色の色調を呈する灰釉を厚 く施す

“ねっとり"釉調」を認める一群であり、富田丸山の陶

土を用いたと考える一群である。香炉類や異形器形を

多 く認める。このなかで、上絵や絵付けから、24・ 25

は理兵衛焼である可能性が高 く、32・ 36も その可能性

は高い。一方、理兵衛焼として抽出した24に、上絵種

類 (選択 した色調やその特徴)・ 絵付け描写が酷似する

ものとして、第249図43がある。その胎土に着目すると、

黄灰色ないし黄灰白色の色調を呈する陶器質な素地で、

胎土中には練 りが足 りないため、もしくは型成形に起

因した問隙が目立ち、先に触れた特徴的な胎土とは異

なる。同様の胎土を飯田町遺跡出土の理兵衛焼でも確

認でき、③を理兵衛焼の可能性のある一群と考えた。

以上、その抽出方法に問題を残すが、西の九町地区

出土遺物から理兵衛焼の可能性のある一群の抽出を行

った。理兵衛焼は、京 。信楽系陶器の系譜を引き、京
。信楽系陶器そのものであると評価 しても、過言では

ない。従来、伝世品や文献を中心とした研究が主であ

ったが、今回考古学的な検討を試みた。しかし、技術

のみならず、陶土の移動といった複雑な状況があり、

必ずしも有意義な検討が行えたとは言い難く、今後も

追求を重ねる必要がある。

以上、理兵衛焼の抽出を行った。次にこうした存在

を踏まえつつ、西の丸町地区における京・信楽系陶器

の変遷について、その概要を記す。

前述したように、西の丸町地区における京 。信楽系

陶器の出現は様相 5か らであるが、様相 1に併行する

C地区Ⅷ区 S Z c01前面堆積土からは、楽焼系の初期

京焼の出土を認める(報文番号1225・ 1266)。 資料数の

制約もあり、ここでは取 り扱わないが、明記しておき

たい。

器種構成では、大多数を占める丸碗、少量ながら存

在が確認できる小杉碗 (若松碗、枡形碗)や平碗に対し

て、半筒形碗 。筒形碗の出土が提示した基準資料に限

らず、極めて少ないという特徴が指摘できる。

次に各器種の様相別の特徴をまとめ、その動向につ

いて概観する(第251・ 252図 )。 I～ Ⅲ類に色絵丸碗を

挙げた。 I類は黄灰色の色調を呈する陶器質な胎土に

緑色ないし黄色系の灰釉を施釉し、Ⅱ類は灰白色の磁

器質な胎土に灰釉を施す一群である。Ⅲ類は灰色の色

調を呈する陶器質な胎土で緑色の灰釉を施釉する。 I

・Ⅱ類に比して、胎土に緻密さを欠き、ぼそぼそとし

た質感を呈する。Ⅳ・V類は便宜上、銹絵染付碗 。銹

絵碗とした。Ⅵ類は肥前系磁器との識別が困難な白色

の磁器質な胎土にガラス質の釉を施す一群である。ま

た、理兵衛焼ないしその可能性のある一群も掲載した。

様相 5は、色絵丸碗ではⅢ類が主体をなし、Ⅲ類は

様相 6へ と後続しない。腰部に張りを認めるやや大振

りの碗で、上絵付けの線種は細 く、繊細な描写がなさ

れる。絵薬には赤 。青・緑 。白色に加え、「金」の使用

を認める。Ⅵ類は 1点のみ確認できる。口縁部が直立

し、腰部が著しく細 く、外面には赤色絵薬による意匠

不明の上絵付けを認める。形態から理兵衛焼の可能性

も考慮したが、“たて碗"と 呼ばれる形態のようである。

また、理兵衛焼も確認できる。その出土量は少なく、

陶磁器に占める組成は、8.8%に過ぎない。

様相 6では、小型丸碗 (半球形碗)を 中心に爆発的に

増加し、陶磁器組成の31%を数える。色絵碗では(I。

Ⅱ類)、 口縁部が直立する形態に加え、腰部に丸味を有

し、内湾気味に立ち上がる碗が主流を占める。上絵付

けは、笹葉文、竹文、菖蒲文、(半裁)菊花文を認め、絵

薬では「金」絵薬の使用がなくなり、緑・赤色絵薬が

主流となる。絵付けも細い線種から太い線種に変化す

る。Ⅳ類の銹絵染付碗は、様相 6か ら確認できる。様

相 5の基準資料には認めないが、その併行期には既に

存在する。器形 。胎土 。釉調 。文様パターンは多様で

あり、高台内に「高」印を押印する理兵衛焼製品も認

める。V類の銹絵丸碗 も様相 6か らの確認となるが、

小杉碗には様相 5か ら銹絵付けを認める。様相 6では

腰の張りが強く、わずかに内湾傾向を認める形態を呈

する。文様パターンは定型化 した草花文である。Ⅵ類

では注連縄文を絵付けした大振 りの碗を 1点のみ認め

る。高台径は大きく、口縁部は長 く直立する。内面に

は茶渋の痕跡を認め、喫茶との関連を示す。また、碗
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類以外の器種構成も豊富になり、皿 。鉢 。瓶 。土瓶を

認める。

様相 7では、13%前後まで数値を下げるが、当該期

に出現・盛行する軟質系施釉陶器土瓶が15%前後の組

成を占めることに起因すると考えられ、相対的な出土

量の顕著な減少とは考えられない。色絵丸碗では、小

さく直立する日縁部形態の碗に加え、日縁部がわずか

に内湾し、腰の張 りの少ない碗が出現し、高台径も小

さくなる。上絵付けは笹葉文にほぼ統一され、絵薬も

緑・赤色のみとなる。Ⅳ類 (銹絵染付碗)は、多様な前

様相とは異なり、やや定式化する。様相 6において、

V類 とした銹絵碗に共通した器形を呈し、色絵丸碗と

同じく、腰部の張りを減じる傾向にある。小杉碗も一

定量認めるが、多様な様相を示す。その他として、 2

点挙げた。端部のみ小さく端反り、高台は細 く高い形

態を呈する。胎土は灰色の色調を呈し、灰色の釉をや

や厚 く施す。外面には暗褐色絵薬により若松文を上絵

付けし、その色調は大久保家の家紋を上絵付けした第

248図 2に酷似する。理兵衛焼の可能性も残るが、今回

は検討することができなかった。また、 1点のみでは

あるが、灯明皿の出土を認める。内外面に鉄釉を施釉

したもので、初現的な様相を示す。

様相 8は色絵丸碗の伝世的な使用を認めるが、端反

碗が出現 。盛行する。さらに、様相 7に初現的に出現

した灯明皿が盛行 し、備前陶器灯明皿とほぼ同程度の

組成を示す。

以上、高松城跡 (西の丸町地区)における京 。信楽系

陶器の動向を丸碗を中心に概観した。京 。信楽系陶器

から画期を求めると、様相 5/様相 6・ 7/様相 8と

なる。様相 5は京 。信楽系陶器の出現期として捉えら

れる。続 く様相 6に はその出土量は飛躍的に増加 し、

多様な器種構成を示すようになる。様相 7では灯明皿

の萌芽的な出現を認めるが、様相 6の器種構成に比し

て明瞭な変化は認められない。様相 6・ 7は普及期な

いし展開期と捉えることができる。様相 8に は端反碗

の出現、灯明皿の急速な普及といった画期を認める。

一方、形態や絵薬種類・絵付け内容に関する変化の方

向性を述べたが、あくまでも各様相における主要な顔

つきを示すものであり、京・信楽系陶器の変化の方向

性を示すものではない。

堺・明石系陶器 (第253図 )

堺 。明石系陶器は、摺鉢のみの確認となる。様相 5

には萌芽的な出現を認め、様相 6では備前摺鉢をわず

かに上回り、様相 7に は大きく凌駕する組成を示す。

白神編年との対比では、様相 5では口縁部内面は体部

からの連続性を認め、上端に突出部を認める。 I型式

の所産となる。様相 6では、底部を高台風に仕上げる

I型式のものと、日縁帯の張 りがやや大きくなり、口

縁部内面に段を認めるⅡ型式が共伴する。様相 7では、

口縁帯が薄く、内佃1に段を認める I型式と口縁帯下端

を下方へ強く引き出し、内面に段を有するⅡ型式がや

はり共伴 し、後者が上回る比率を示す。様相 8で は口

縁帯がさらに肥大し、断面は三角形状を呈する。Ⅲ型

式に該当する。

その他

以上、主要陶磁器については、その概要を述べた。

ここでは、少数ながら確認できるその他の陶磁器につ

いて、触れたい。

丹波系陶器 基準資料では確認できないが、東ノ丸 (歴

史博物館建設地点)の第 4遺構面上層出土遺物には丹波

摺鉢を認める。未報告遺物を含め、 4点 ほど確認でき

る。いずれも一本引きのスリメとなる。

大谷焼 様相 8併行資料から確認できる。コップ形の

碗 。鉢・徳利・火入れ・土瓶・甕 。大甕を認める。数

値として示し得ないが、城下より農村部において、多

く確認できるようである。

軟質施釉陶器 ここでは土瓶の動向を明記しておきた

い。その出現は様相 7か ら確認でき、陶磁器組成の12

～17%、 様相 8では20%近い数値を示し、出現と同時

に爆発的に普及するという状況が窺える。一部には、

源内焼の可能性のある土瓶も認めるが (型成形により花

文ほかを表現 し、緑色釉と黄色釉を施した後、透明釉

を施釉する)、 大多数は緑色釉の流し掛けないしイッチ

ン掛け後に透明釉を施釉するものである。同様に把手

付き鍋、行平鍋、鉢にも存在し、産地は不明であるが、

その出土量は極めて高い。理兵衛焼について、前記し

たが、第 4回四国城下町研究会において、『四国・淡路

の陶磁器Ⅱ一理兵衛焼と京焼―』というテーマで研究

会が開催され、その討議において、興味深い指摘を得

た。理兵衛は2代重利が二人扶持で召 し抱えられ、幕

末まで三～十人扶持を給 しており、御用品以外に副業

的な生産を行わないと、その工人集団を維持すること

はできないと指摘を受けた。さらに『栗林荘図』(弘化

元 (1844)年 )に描かれた理兵衛焼窯は4房の連房式登窯

であり、その容量を満たすには多量の製品を必要とす

る。つまり、副業的に何かを生産していた可能性が高

いことになる。推測の域を出ないが、この軟質施釉陶

器土瓶や行平鍋はその候補となろう。 (以上、松本 )
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薇 租 1 嗣に1田 2 RTH3
SKb192 SKb Ы

中 ド層
SKb229 SKb170 SKb171 SKb17

点数 A B 点数 A B 点数 A B 点数 A  B 点数 A B 点数 A  B 点数 A  B

甲 国 圧 饉 喬 票 偲 現 日 化 切

言 化 llL 7 1 6 9

日 億 11L

渾 州 票 言 花 碗

育 花 皿 1 1 1

日 値 ll■ 1 1

日 億 llL 1 1

その他
日じロリ糸 饉 喬 例 t孟込 み ′

llL 7

瓶 1

小 杯 (油 杯 )

紅 皿

IA取 器

その他
陶 器 碗 1

llL・ フ ト

資

瓶 1

否 孵
°
人 メ

そのIE

湘 層・ 天 涙 ホ 傾 器 切

皿

小 杯 (油 杯 )

その他
lPFJ器 例 5 1 1

皿 1

郵 1 1

水 甕

工 瓶

否 孵
°
人 人

その41

関 四 糸 饉 市 ′
J｀ 1↑じ圏ヤリ

その他

陶 器 例

皿

瓶

工 刑

灯 明 皿

そのIE

大 谷 焼

4ヽ 明 馳 細 lnJ番 郵

甕

工 瓶

行 半 動

その他

駅 員 砲 細 阿 喬 郵

蓋

工 刑

fT十 動

否 甲・人 ´

その他
輌尋日lJ】R pFJ布 層 勢 1

罫 1 1

甕

旭・偲 甲J 1 8 3

Xl明 llL

その他 11

コ糸

宋 llIJ喬 卦

4｀ 明 腕 綱 岡 市 僣 勢

その他

内 蝦

岡U側崚層]/J｀ 日T 10000 100%

仕 JIE圧 工 岬 買 工 市

鍋 1 1

材りJ≧

惜 騎

硝 郷 1

人 罫・嘱 炉 7

その他
職 八 品 工 師 買 工 黍 電 Lu糸勁 1

関 由 糸 惜 焔

3 1 1

その他

ユ買土器 鉢 1 6

100% 100% 10000

第 6表 様相別土器・陶磁器カウント及び組成 (Aは陶磁器組成、Bは土器・陶磁器組成)1
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様 相 4 様相 5 稼 相 6 様 相 7 様 相 8

SKc20 SKc21 8A・ C区 Ⅱ層 SXc13・ 14 SXb06 SKb63 SDb〔

点数 A B 点数 A B 点数 A B 点数 A B 点 数 A B 点数 A B 点数 A B

LP国圧饉希 貢 偲 瞑 日 化 例

言 死 皿

日 饉 ■L

詢

― ―

渾州票 1

育 花 皿

日 傾 llL

日 傾 JIL 1 〕05
その他

月じロリ糸 饉 希 切 t蓋込 4ノ l

■L 420 5 12

胞 2 1

小 杯 (酒 杯 ) 1

紅 皿 2

IA取 器 1 3

その他
阿 器 碗 1 9 6

■ L・ フ ト 5 4 2

蓋

瓶 5

含 孵・人 ´ 1

その他 1 1

燿 番 靱

皿 7

小 朴 (油 朴 )

その他
阿 器 碗 1 1 1

皿 1 1

節 1 2

1 1

土 池

杏 炉・火 人 1

その他 3

関 四 糸 傾 番

その他
陶 番 例 3

皿 3 1 1

瓶 6

否 炉・人 メ 6 1

上 瓶 1 1

灯 明 皿 1 3

その他 3 11
大 谷 嚇 1

J｀ 明 地 ful ptJ市 郵

7委 1 2 9

工 凧 1 1 7

行平鍋

その他 1

駄 貝 胞 利 prJ泰 5

甕 7

土jll

行 半 鍋

含 孵・人 ハ

その 4E 1 1

』諄日:JヨR 阿 喬 硝 椰 1

郷 1 7

甕 1

灯 明 皿 7

その他 1

prJ布 眉 勢

梁 糸 阿 番 師

4｀ 明腕締 阿 喬 脩 郵

そのIE 1

t/J｀ 計 1 :00% 100% 100%
仕 祀 圧 工 帥 員 工 希

勁 1

材材ヨE
障 胎 1

摺 鉢 1

人 い・蹴 T 73 1

そのIE 1 7 1 1

職 人 品 工 帥 負 工 希 電 Ш 糸 動

関 山糸焙烙 1 1

肺 嘔 霊・霊

その他
九 買 土 器 鉢 4

100% 100%

第 7表 様相別土器・陶磁器カウント及び組成 (Aは陶磁器組成、Bは土器・陶磁器組成)2
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S K b192(様 相 1)

S K b152(様 相 1)

S K b255(様 本目2)

S K b229(様 相 3)

S K b170(様 相 3)

S K b171(様 相 3)

S K b178(様 相 3)

S K c20(様相 4)

S K c21(様相 4)

8A・ C区 Ⅱ層(様相 5)

S X c13・ 14(様相 6)

S X b06(様相 7)

S K b63(様相 7)

S D b04(様相 8)

0% 20% 60% 80% 100%40%

第231図 様相別材質組成

rr--tu"*4r-Eg:::ar ....rr-rr(:rr

.. .. r 
-... 

r.

□ 土器 □ 陶器 蝠 磁器 目 軟質施釉陶器 ■ その他

土器 陶器 磁 器 軟質施釉陶器 その他

S K b192(様 相 1) 31.3 59。 9 8.8

S K b152(様 相 1) 38.7 53.2

S K b255(様 相 2) 71.3 26.8

S K b229(様 相 3) 33.6 21.1 36.7 8.6

S K b170(様 相 3) 84.4 7.8

S K b171(様 相 3) 71.9 15.6 12.5

S K b178(様 相 3) 45.6 29.5 23.8

S K c20(村林目4) 52.3 44.6

S K c21(村計目4) 79.4 12.5

8A・ C区 Ⅱ層 (様相 5) 38.1 29。 0 32.5

S X c13・ 14(ポ資本目6) 51.4 33.6 13.5

S X b06(ボ表本目7) 13.5 38.9 30。 7 16.2

S K b63(様 相 7) 40.0 31.0 19。 9

S D b04(本表本目8) 15.2 35.7 29.0 20.1

第 8表 様相別材質組成比率
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S K b192(様 相 1)

S K b152(様 相 1)

S K b255(様 相 2)

S K b229(様 相 3)

S K b170(様 相 3)

S K b171(様 相 3)

S K b178(様 相 3)

S K c20(様相 4)

S K c21(様相 4)

8A・ C区 Ⅱ層 (様相 5)

SXc13・ 14(様相 6)

S X b06(様相 7)

S K b63(様本目7)

S D b04(様相 8)

第232図 様相別器種組成(土師質土器)

第 9表 様相別器種組成比率 (土師質土器 )

□ 4Ⅷ・杯

llllllll  摺鉢

晰 外耳付き鍋

轟]深鉢(火鉢類)

廊  コ沿

■ 関西系焙烙

蝠   焙烙

囲  その他

小皿・杯 外耳付き鍋 コ可釜邑 焙 烙 摺 鉢 深鉢 (火鉢類 ) 関西系焙烙 その他
S K b192(本 資本目1 41.9 32.5 14.0

S K b152(ボ良本目1) 66.7 12.5 16.7

S K b255(様相 2) 81.7 4.9 8.0

S K b229(様本目3) 52.5 20.0 22.5

S K b170(様相 3) 87.6

S K b171(様相 3) 64.8 1.1 6:6 27.5

S K b178(様本目3) 48.8 16.7 15.4 13.1

S K c20(本兼本目4) 70.6 29.4

S K c21(樗計目4) 92.6
8AOC区 Ⅱ層 (様相 5) 67.1 18.8 10。 7

SXc13014(本資本目6) 26.2 36.1 22.9 14.3

S X b06(奉資本目7) 23.4 39.0 20.6 2.2

S K b63(様相 7) 11.0 58.6 28.2 0.9

S D b04(様本目8) 35.6 54.0 0.6
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S K b192(様 相 1)

S K b152(様 相 1)

S K b255(様 相 2)

S K b229(様 相 3)

S K b170(様 相 3)

S K b171(様 相 3)

S K b178(様 相 3)

S K c20(様相 4)

S K c21(様相 4)

8AOC区 Ⅱ層 (様相 5)

S X c13・ 14(様相 6)

S X b06(様相 7)

S K b63(様相 7)

S D b04(様相 8)

□ 碗 □

|1香炉・火入 財

囲  摺鉢

閻  行平鍋

llllllll 甕

輻  灯明皿

蔓  瓶類

□  その他

皿・鉢

土瓶

第233図 様相別器種組成 (陶器 )

碗 皿・鉢 摺鉢 甕 瓶類 香炉・火入 土 瓶 行平鍋 灯明皿 その他

S K b192(村諦目1) 18.3 52.4 11.0

S K b152(本 表本目1) 27.2 30.3 15.2

S K b255(本 資本目2) 19.8 54.6 11.6 5.8

S K b229(ポ 薬本目3) 40.7 40.7 18.6

S K b170(ポ 資本目3) 33.3 55.6 11.1

S K b171(ポ 資本目3) 10.0 60.0 20.0 10.0

S K b178(様相 3) 10.5 43.9 12.3 26.3

S K c20(様相 4) 50.0 50.0

S K c21(村訃目4) 54.5 36.4

8AOC区 Ⅱ層 (様相 5) 35.9 17.0 14.7 11.0

S X c13014(奉業本目6) 43.6 28,7

S X b06(奉 資本目7) 20.7 14.6 29.5 18.6 6.2

S K b63(ポ 表本目7) 15.3 20.8 22.5 21.2

S D b04(ポ 業本目8) 10.0 11.3 4.0 34.8 12.5 6.2

第10表 様相別器種組成比率 (陶器 )

-122-



S K b192(様 相 1)

S K b152(様 相 1)

S K b255(様 相 2)

S K b229(様 相 3)

S K b170(様 相 3)

S K b171(様 相 3)

S K b178(様 相 3)

S K c20(様相 4)

SK c21(様相 4)

8AoC区 Ⅱ層(様相 5)

SXc13・ 14(様相 6)

S X b06(様相 7)

S K b63(様相 7)

S D b04(様相 8)

0% 20% 40%

第11表 様相別器種組成比率(磁器)

60% 80% 100%

-.r......;-.ft.t|.{!

--l--'-.--rd

- ry/D-{- - - - - - -........... -.\r

碗

紅皿

塁

国

□ 皿・鉢

蒻  仏飯器

瓶  |1香 炉・火入 匡趙 ′jヽ杯(酒杯)

その他

第234図 様相別器種組成 (磁器 )

碗 皿 ・ 鉢 瓶 香炉・火入 小杯 (酒杯 ) 紅 皿 仏飯器 その他
S K b192(本 表本目1) 66.7 33.3

S K b152(様相 1) 80.0 20.0

S K b255(本良本目2) 66.6 16.7 16.7

S K b229(様本目3) 48.9 48.9 2.2

S K b170(稽良本目3) 66.7 33.3

S K b171(様相 3) 18`8 81.2

S K b178(様相 3) 54.3 34,8 2.2 2.2

S K c20(オ兼本目4) 34.4 44.8 3.5 13.8
S K c21(様本目4) 58.8 17.7 23.5

8Aec区 Ⅱ層 (様相 5) 56.0 25.3 0。 6

S X c13・ 14(奉資本目6) 64.0 11.8
S X b06(ポ 素本目7) 51.4 32.1

S K b63(様相 7) 68.4 11.1

S D b04(様ホロ8) 60.1 13. 1 11.9
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S K b192(様 相 1)

S K b152(様 相 1)

S r b255(様 相 2)

S K b229(様 相 3)

S K b170(様 相 3)

S K b171(様 本目3)

S K b178(様 相 3)

S K c20(様相 4)

SK c21(様相 4)

8A・ C区 Ⅱ層 (様相 5)

SXc13014(様 相 6)

S X b06(様 相 7)

S K b63(様相 7)

S D b04(様相 8)

■  中国産磁器

lllll京
・信系陶器

鰈  肥前系陶器

国  備前系陶器

囲  肥前系磁器

匡∃堺日明系陶器

田美系陶器

その他

囃Z瀬・美系磁器□瀬

□

第235図 様相別産地組成

中国産磁

器

系前
器

肥
陶

肥前系
磁器

瀬 ・ 美
系陶器

瀬 ・ 美

系磁器

一只
器

信 系 陶 備前系陶
器

堺・ 明系

陶器

その他

S K b192(様相 1) 12.8 59.5 18.1

S K b152(本素本目1) 13.2 39.4 31.6

S K b255(様相 2) 4.3 46.7 2.2 17.4 2.2 23.9

S K b229(様 本目3) 17.6 60.8 12.2

S K b170(様本目3) 16。 7 27.8 33.3 11.1 11.1

S K b171(様本目3) 44.5 22.2 25.0

S K b178(様 相 3) 12.6 21.4 32.0 24.3

S K c20(本 兼本目4) 93.6

SK c21(村計目4) 32.1 60.7

8A・ C区 Ⅱ層 (様相 5) 18.8 52.2 15.0

S X c13・ 14(奉資本目6) 4.9 27.6 30.6 26.1

S X b06(ポ資本目7) 35。 6 5.5 12.5 12.6 30.0

S K b63(程良本目7) 33.2 13.1 17.6 27.6

SD b04(ボ資本目8) 27.2 12.5 42.9

第12表 様相別産地組成比率
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第241図 瀬戸・美濃系陶磁器変遷図
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第242図 備前系陶器変遷図 1
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第244図 肥前系磁器変遷図 1
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第250図 理兵衛焼の可能性のある一群 3
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第 5節 京・信楽陶器分析
高松城Ⅸ 西の丸町C地区)か ら出土した理兵衛焼は、

第17表で示す京・信楽番号の 1～ 10である。現在まで

に県下で出土し報告されている理兵衛焼は、同B地区

出土の9点、高松城東ノ丸跡出± 1点、紺屋町遺跡出

± 1点、合わせて21点 で、すべて高松城下町出土であ

る。これに、近年の高松市教育委員会による発掘調査

等により、理兵衛焼報告数は若干数を増やしつつある。

提示したものは①家紋を描 く、②高印(鍋蓋・破風)を

施印する、のいずれかの特徴を有し、それを理兵衛焼

としての判断基準としているが、そのどちらかの特徴

がなければ、京 。信楽系陶器と区別することは困難で

ある。実際に、理兵衛焼が京焼の系譜上にあり(工人の

移動)、 土 (材料)ま でもが、京都ないし信楽よりもたら

されたものであれば、理兵衛焼を京 。信楽系陶器と区

別することは不可能である。しかし理兵衛焼は、地元

`富田の陶石を用いて作陶したといわれており、ここ

に京・信楽系陶器とは一線を画する製品が存在するこ

とが窺えよう。そこで、出土した理兵衛焼を含む京 。

信楽系陶器の観察・分類を行い、理兵衛焼の特徴を明

確にした上で、① o②の特徴が残存 しないために京 。

信楽系陶器と分類している理兵衛焼 (の可能性があるも

の)の抽出を試みた。

1.分類方法 第17・ 18。 19表参照

今回分類 した京 ,信楽系陶器の出土地点は、高松城

跡 (西の丸町)C地区である。一部補完という形で、同

B地区、高松城跡 (東 ノ丸・歴史博物館地点)出土の数

点を加えている。

京 :信楽Noの01～ 228が高松城跡 (西の丸町)C地区出

土、数字の前にBを付加したものが同B地区、Rを付

加 したものが高松城跡 (東 ィ丸・歴史博物館地点)出土

の遺物である。それぞれの報文番号を(番号)(H番号)

で提示した(B・ Rが付 くものは京 。信楽番号=報文番

号。但し未=未報告遺物)。 以下文中では、京・信楽番

号で表現する。

分類項目は21項 目である。

法量 (口径 。高台径・高台幅・最大径 。最大径高 :器

高)数字の単位はcm

←一一一一ニー最大径

口縁器形

フ
内弯

7
外傾     天 目風

Aコイ C」ど

大
↓

‐

粕
‐
最

フ

菌

ノ

版

フ

蜘
第255図  京・信楽系陶器 口縁形状

理兵衛焼 (① o②の特徴を持つもの)は陶器質では端反
。やや夕1傾 (直立気味に立ち上がるが口縁端部が内弯し

ない)。 直立、磁器質では端反、やや外傾でまとまる。

但し、紺屋町遺跡資料のように外傾のものも存在する。

高台形状

直
/ 鶏

二 ∠

ハ
ニ、 イ  平

ヱ

輔
コ ィ

第256図  京・信楽系陶器 高台形状

理兵衛焼のなかで高台部まで残存するものはわずかで

あり、今回の分類では直高台のみ確認したが、高松城

東ノ丸跡出土資料からハの字高台を確認している。

高台観察 (図版138下位 )

低兜巾(H1906)○刻(H808)中央渦(H807)渦高

台(H714)ア ーチ(H2015)

数値は直径、単位はcm

理兵衛焼では渦高台と中央渦を確認した。高台まで

残存するものが少数であるため、現段階では絶対的な

特徴とは言及できない。

施釉範囲

A=高台際まで施釉

B=高台畳付まで施釉

一=高台付近残存せず、不明

第257図  京・信楽系陶器 施釉範囲

Bは理兵衛焼では皆無である。全体を通 しても少数

確認できるのみである。

釉境赤化

○=釉 と露胎部境が赤 く発色

高台○ =露胎部が赤 く発色

高台観察、施釉範囲、釉境赤化等は高台部まで遺存す

る理兵衛焼が少数であるため、判断基準から省 く。

傷隠 し

○=有
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文様

笹・アヤメ 。桜 。宝珠 。注連縄ほか

筆幅

色別に最大幅を計測したが、細片も遺存範囲で計測

しているため注意が必要となる。

0.5cm以 上=太線  0。 3～ 0.5cm=細線

0.3cm以 下=極細

色

上絵付けの色

胎土 (質感・色)蝕 。日測

陶器質 。磁器質に分類。

色 (農林水産省農林水産技術会事務局 標準土色帖

を使用)

陶・磁一黄白(I)5Y8/2
陶・磁―黄灰 (Ⅱ )2.5Y8/1

磁一灰黄  (Ⅲ )2.5Y6/1

陶 。磁一灰白(Ⅳ )5Y7/1、 5Y8/1

陶・磁―灰 (V)N7/、 N8/

磁一暗灰  (Ⅵ )N6/、 N5/

他―褐灰 10YR8/1

残存部位が様々であるため観察箇所も統一していない。

胎土 (透明度)実体顕微鏡

汚れを除くため、断面を 5 nlm程 度を研磨 し観察。透

明度を五段階 (低
。やや低 。中 。やや高 。高)に分類。

他、色が黄白色系以外に見えるものを別に、濁(褐色系)

・灰 (灰色系)。 灰～黒 (鉱質)と 記載した。

釉観察 目測 (図版138右最下位)

A =光沢が有 り透明度が高い。(H917)

B =透明度は高いが光沢が無い。 (H1928)

C =透明度なし(H215)

C'=Cの うち、釉色が灰色のもの(H120)

D =透明度なく、ねっとりした釉 (H1916)

D'=Dの うち、釉色が灰色のもの(H1924)

自化粧 実体顕微鏡

○=有  但し、透明の層状に見えるものも含む

含有鉱物 胎土中に含まれる粒の量 顕微鏡 l cm四 方

少=2点程度

中=10点程度

多=15点程度

シミと判別できないものもあり、観察は不十分

ケズリ痕

有=確認できる

凹凸有 り=ケズリ痕は確認できないが釉の盛 り上が

りを認める。

備考

腰細などその他観察内容を記載

2.属性比較とその検討

残念ながら、全体像を把握できるものが少なく、共

通内容で検討するには限界がある。検討材料としたの

は、胎土、釉観察、含有鉱物の 3点である。これら属

性を組合せ、理兵衛焼の特徴と、同特徴をもつ京 。信

楽系陶器について検討を行ないたい。

<胎土一釉調> 第14表 第258・ 259図 参照

この表では家紋・刻印から理兵衛焼と認識した個体

が左上の大枠内に位置するように、各属性の順序を操

作している。

理兵衛焼は、陶器質では I(黄 白)・ Ⅱ(黄灰)・ V

(灰)の胎土と粘性のある釉 (D)に 分類され、01・ 02・

B891・ B851を確認している。同範囲中に、繊細な文

様を描 くB573、 極細線で色絵を描 く44、 黒枠の中に色

絵を施す146、 以上 3点の京・信楽系陶器を確認 した。

磁器質ではⅥ(暗灰)・ V(灰 )。 Ⅱ(黄灰)。 Ⅲ(灰黄)

色の胎土に、BoC(C')・ D'の釉という結果が得

らオt、 03・ 04・ 05・ 06・ B42・ B135・ B376。 B507・

B1064・ B1065がこの範囲の理兵衛焼となる。この範

囲に入る京 。信楽系陶器は、40・ 49。 50・ 52・ 53・ 58

・61・ 62(極細線)、 65。 77鮮田線)、 102・ 107・ 110・ 116

・130。 133(太線)、 158・ 161。 163(内 面文様 )、 B8・

11・ 12(色絵 )、 13。 14・ 15。 16・ 17・ 18。 19。 20・ 21

。22・ 23・ 24・ 25・ 26。 29。 30・ 31 ・33 ・34・ 35。 39

・B724・ B未 4・ B758。 R1777(異形器形・灰色胎土)

である。このうち11・ 12の ように繊細な絵付け 。金彩

を施すといった京・信楽系陶器ではあまりみられない

絵付けパターンのものや、22・ 24。 29。 R1777等 のよ

うに異形器形を呈すものが一定量確認できる。繊細な

絵付けでは、極細線の一群も比較的多数この範囲中で

確認できたが、宝珠文 。注連縄文 。根引き松文など京

。信楽系陶器にも存在する文様パターンであり、これ

らを理兵衛焼とみなすか否かは判断が着かない。同様

に太線・細線の一群も笹文といった一般的な文様で京

・信楽系陶器の中でも特に違和感の有るものではない。

これらのことから、理兵衛焼の可能性を窺わせる繊細

な文様パターン・異形器形の一群を抽出できたものの、

京 。信楽系陶器として全 く違和感のないものも含まれ、

明確な分離には至らなかった。

<胎土一含有鉱物> 第15表参照

分類全点数あ2′点中、胎土中に含有鉱物を認めるもの

は234点 にのぼる。含有鉱物の有無については陶土の産

地を示す一手段とされるが、理兵衛焼が使用したとさ

れる富田陶石に黒色鉱物が含まれる為、分類の理兵衛

焼にどの程度の鉱物が含まれるのかを確認した。陶器

質―I(黄 白)で 01・ 02が多、09が中。同一Ⅱ(黄灰)で B

891が少。同一V(灰 )で B851が少。同一白(但 し素焼き製

品)10が多。磁器質―Ⅵ(暗灰)B1064が少、B135・ 06が

中、同一V(灰)07が少、04が中、同一Ⅱ(黄灰)03・ B507

が少、同一Ⅲ(灰黄)05が多という結果となった。このよ

うに、含有鉱物の量は理兵衛焼内でも一定した属性に

は分類できなかった。理兵衛焼と同分類に属する京・
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信楽系陶器は、陶器質で、B573(色絵)、 34(灰色胎土)、

95。 100。 101。 131(太線)、 44・ 64・ 69。 70。 73・ 151・

153(細線)、 47(極細線)、 156・ 165(内面文様 )、 146。

147(異質)、 188。 195・ 196・ 202(錆絵 )、 171・ 187(錆

絵染付 )、
。214・ 217・ 223・ 224(小杉 )、 磁器質で、B

8(色絵)、 B85。 13・ 14。 15・ 16・ 19・ 20。 22・ 23・

25。 28・ 29。 30。 35。 36(異形器形・灰色胎土)、 102・

104。 105。 106・ 107・ 110。 116。 123 ・ 124・ 126・ 133

(太線)、 65(細線)、 40・ 49・ 50・ 51・ 52・ 53・ 58・ 61・

62(極細線 )、 158・ 163(内面文様)、 170。 175。 178(錆

絵染付)、 B509・ B510(錆絵 )、 207・ 211・ 213・ 221・

222・ 225。 226(小杉)と なる。

<釉調一含有鉱物> 第16表参照

同様に釉調と含有鉱物の関係をみてみたい。釉調B
―含有鉱物少で03・ 07・ B507、 同三中04、 釉調 C―含有

鉱物多で05、 釉調 C'一含有鉱物中で06、 釉調 D―含有

鉱物少でB891・ B851、 同一多01・ 02、 釉調D'一含有

鉱物少B1064、 同一中B135の理兵衛焼が観察できた。

理兵衛焼と同分類に属する京 。信楽系陶器は、B573・

B8(色絵 )、 B65・ B85・ 13・ 14・ 15。 19。 22:23・

Z。 25。 26・ 28・ 29。 32・ 34。 35(異形器形・灰色胎土)、

95。 101 ・ 110。 111 ・ 114。 116。 119。 120。 121 ・ 125。

130。 131・ 133・ 134・ 135。 137・ 140(太線)、 64・ 67・

68・ 70。 71 ・74・ 75。 76・ 78。 79・ 80・ 83・ 84。 85・

88。 90。 91(細線)、 40。 42・ 43・ 46。 49。 52・ 53(極細

線)、 157・ 158・ 163・ 165・ 166・ 167(内面文様)、 142・

143(塗潰)、 145。 146(異質)、 149。 152(小型)、 172・

174・ 180。 181・ 187(錆絵染付 )、 188・ 196。 198・ 200

。201・ 202・ B509・ B510(錆絵)、 191・ 206・ 207・ 209

。211・ 216・ 225・ 226・ 227(小 杉)で ある。先のく胎土

―釉調〉と同様に、異形器形 。繊細な文様を描 くといっ

た特徴を持つ理兵衛焼の可能性が考えられる一群と、

明らかに京・信楽系陶器に分類される一群が存在する。

理兵衛焼同範囲に分類される京 。信楽系陶器と、その

他の京・信楽系陶器に外見上何ら差異は無 く、この中

から理兵衛焼の可能性がある京・信楽系陶器を抽出す

ることは困難である。先述の 3つ の属性関係において、

そのすべてが理兵衛焼と同じ特徴を持つ京・信楽系陶

署静は、 B8 ・ 13。 14。 15。 19。 22・ 23・ 25。 29・ 34・

35。 40。 49・ 52・ 53・ 110・ 116。 133・ 146・ 158・ 163・

207・ 211・ 225・ 226・ B573・ B509。 B510で jら る。

先に行なわれた第 4回 四国城下町研究会において、

京焼系陶器の産地特定の難しさが再度指摘された。そ

れは、技術・材料が移動することで、京焼と同製品を

地方でも生産することが可能であったためである。理

兵衛焼の場合、地元富田陶石を使用したことによつて、

京焼系でありながら、胎土に特異性を持つことで、他

の京 。信楽系陶器とは容易に区別出来得ると考えたが、

実際は理兵衛焼の特徴を持つ① o②の製品からは、明

確に分離することは出来なかった。先述 〈胎土―澤由調〉

で理兵衛焼と同範囲に含まれる京・信楽系陶器のうち、

一定量を認めた “高印・家紋の確認は出来ないが、異

形器形を持つことから理兵衛焼の可能性が考えられる

一群"において、「暗灰色ないし灰色の胎土で、粘性を

持つ灰色の釉を施釉する」という特徴が得られたもの

の、この一群を理兵衛焼と言及する結果は導き出せな

かった。但 しこの一群については、研究会席上で他地

域にはみられないとの指摘を受けた。理兵衛焼ついて

は窯構造と採算制の関係から、藩向けの上物製品以外

に一般向けの雑器生産を行なった可能性があり、さら

に、土についても、製品の階級によって使い分けがな

されたのではないかとの見解を受けた。紀太家に伝世

する理兵衛焼や江戸高松藩邸出土の理兵衛焼のうち、

「暗灰色胎土・粘性灰色釉薬」の製品が皆無に等しいと

いう理由や、国元高松城下町出土の理兵衛焼が様々な

特徴を持つことは、こうした理由による可能性もある。

また、同じように抽出した京 。信楽系陶器について

は、理兵衛焼との関係を属性上で導き出したにすぎな

い。これらを理兵衛として見なすのかはさらに検討す

べき問題である。

今回の作業進捗方法については、疑問点が多 く不十

分なものだと思っている。主観性が高い事も問題の一

つである。今回、胎土に重点をおいたが、火廻 りの状

態によって微妙な変化を生む陶磁器において、その質

感や色から得た結果が大きな意味を持つとは思えない。

むしろ、含有鉱物や釉薬 。絵薬の成分観察などを入念

に行うべきであろうと思われる。 (陶山)
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1916  1KTCWl180066・ 0071

120  1KTCWllB0019(皿 ?)

高松城跡(西 の丸町)B地 区

高松城跡(西の丸町)B地 区

高松城跡(西の丸町)B地 区

Ⅵ区SX● 13

X区 攪乱

Ⅵ区SXc14

V ttSX● 09外堀

Ⅳ区SZo13解 体中裏込め

高松城跡 (西の丸町)B地 区

城跡 (西 の丸町)B地 区

高松城跡(西の丸町)B地 区

高松城跡(西 の丸町)B地 区

I ttSOc09敷 石下 灰色粘質土(SBc02に 該当

Ⅳ区SZ● 03よ り北 L=09～ 02m機械掘削中

IⅣ 区SZo13上 面堆積土L=08～ SZ。 13石 材

Ⅵ区SX● 13

738  1kTCWllAK0021・ K0016 Ⅵ区SX● 13

Ⅳ区SZo13上 面堆積±08～ SZ。 13

496 kttёWllloo94

10しf lKTCWllD0140

1930 1KTCWll D0152

Ⅱ区掘り下げL=10～08m(攪乱含む)

Ⅱ区SDc08周 辺掘り下げ

Ⅵ区SXc84よ り東掘り下げ中

Ⅳ区遺構面精査中L=11～ 09m

高松城跡〈西の丸町)B地 区

高松城跡(西の丸町)B地 区

高松城跡(西の丸町)B地 区

高松城跡(西の丸町)B地 区

低
~~~~~~T¬

「
D~「

~二

ヤヤ高        l b;
ヤヤ高・胎土ヤヤ灰色 味

ヤヤ高・胎土灰～黒(鉱質)(鉄 )

理兵衛力?11似 ?

`高 '印  皿  内面文字

中I可特殊 脚付の何力ヽ|

釉透明度低 特殊(口 縁ではなく脚部かも)

外面蓮弁 腰細 (外見11似 )

胎±8似 (但し焼きの弱い黄白色部分は似ていない

理兵衛か?胎 土に似

三葉癸

三葉葵

舟?草花?

要・7t/  1緑π面孫面

青03黄 015白 015

緑015赤01青01金 0

理兵衛焼か? 1  17

型 _______ 1 旦__
fi{E I o' ft?
ヤヤ高皓±8と似) |~「 ¬

~5

珊策|「W Rl777 lKrcx0021(EliF)

直D面  1渦 高台・墨書

KTCWllAK0027    1Ⅵ 区SX● 14南 北トレンチ

Ⅵ区SXc14

KTCWllAK0019~    IVIttsxc73~~~~~―
―

IⅣ 区掘り下げL=09～西側溝

V ttSXo09外 堀

Ⅱ区SDc07・ SD●09整地層

Ⅱ区攪乱

Ⅱ区攪乱

Ⅵ区SXc84周 辺掘り下げ中

KTCWlIP:0里6____IⅦ 区SPJl■___三 二二I
1960 KTCWll DP0036    1Ⅶ 区SPo338

917_ KT,wll"16L_____」 卿 盟壁壁型生聖

語Ⅷ躍田田Ⅲ躍蜜町■二三
-1∬

:一鵬鵞器メ型叫 器滸撃|チ面百誦¨
r963 KrcwilB00e2 lrrrEffir.JTtf(i.4-1,3m)

O I 中 1器壁薄 腰細

少? 1理 兵衛か ?1・ 2と似

33 101～ 015

草花?   1赤 (線 )01(02)

根引松   1緑 01青 01

肇   1雨 T蘇o15

宝珠   1線 01～ 02(08)

ヤヤ高・胎土灰色

ヤヤ高・胎土灰色

高
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京信No 報文番号 口径 高台径 高台幅 最大径 轟大径高 器 高 口縁器形

直B面

高台観察

高台内 径060・低兜嗜

傷隠し ヌ 薇 華 鴨 色 絵 胎土(透明度) 釉観察 自化粧 含有鉱物 備 考

色絵(細線 63 KTCWllAK0023 Ⅵ区SXc14西半部 O 笹 緑03 緑 陶・白 ヤヤイ氏 少 粉 つ ぼ い 釉

邑絵 (細線 KTCWllE0006 Ⅸ区第2面構成土 一
一
Ａ

笹 陶・黄 白 低・濁(褐色系) 中

色絵(細線 KTCWllAK0024 Ⅵ 区SXc14 ハB面 ヤヤ0 笹 緑03青 ?03 緑・青? 磁・灰 ヤヤ高 少

色絵(細線 KTCWllAK0023 Ⅵ区SXo14西半部 ヤヤ内弯

― J

笹 緑04赤 02 緑・赤 磁・灰 白 ヤヤ高 少
一少
一少

腰細

色絵(細線 KTCWllAK0019 Ⅵ 区SXo13 内弯 車 花 緑035赤02青 04 緑・赤・青 陶・灰白 ヤヤイ氏

色絵 (細線

色絵 (細線

KTCWllAK0024 Ⅵ 区SXo14 直立 草 花 緑03赤 025青 025ピ04 緑・赤・青・ピンク? 陶・灰白 ヤヤi底

1965 KTCWllAK0027 Ⅵ 区SXo14 内弯 花

草

笹・花

赤・? 陶・黄 白

陶・黄 白

ヤヤイ底 C 中

色絵(細線 KTCWll10067 V区攪乱 3 直Bヤヤ面 墨 書 0 緑025 緑・赤 ヤヤイ氏 中

少色絵 (細線 71 KTCWll A0057 Ⅵ区SXc84よ り東掘り下げ中 ′嗅 面 緑03赤 02 緑・赤 陶・黄 白 ヤヤ低

色絵(細線
‐
CWll AK0023 Ⅵ区SXc14西半部 直立 菊 緑04 緑 磁・黄 灰 一局

色絵(細線 707

1883

‐
CWll AK0016 Ⅵ 区SXc13 内弯 菊

草花(菊 )

草花(菊 )

緑04赤 05 緑・赤 陶・黄白 ヤヤ低 O? 中

色絵(細線
‐
CWllA∞ 37 Ⅵ区SZo13に伴う整地層上層 3 ′嗅面 高台部赤色化 高台O O 緑(線 )02青 025金01 緑・青・金 磁・灰 白 ヤヤ高 中

一少色絵(細線

色絵(細線 1882

Ю CWllA∞ 06 Ⅵ区SXo13周辺精査 内弯 O 緑(線 )025金 02 緑・赤 磁・灰 白

KTCWllA0037 Ⅵ区SZo1 31こ 伴う整地層上層 直立 草花(菊 ) 緑(線 )02赤 02金 01 緑・赤・金 磁・灰白

磁・灰

少

色絵 (細線 1968 KTCWllAK0027 Ⅵ 区SXc14 菊木 緑(線 )02赤 02 緑・赤 ヤヤ{氏

多色絵(細線 KTCWllAK∞ 16 Ⅵ 区SXc13 O?

三
]

緑・赤

緑

緑・赤

陶・(褐) 低・胎土濁(褐色系) O

色絵(細線 1970

1971

‐
CWllAK0016 Ⅵ区SXo13 (細 片) 緑04 陶・灰 ヤヤ高・(灰色系) 0 中 胎土灰色

色絵 (細線
・CWll A0058 Ⅵ区SAc05周辺 ―――J

草 ? 緑04赤025 磁・黄白 低 O? 少

色絵(細線 1972
‐
CWll10009 Ⅳ区SZ003前 面堆積±09～ 0,2m機械掘削中 草花 ?

線

緑01黒03 緑・黒 陶・灰白

陶・黄白

低 少

色絵(細線 I区攪舌L

J
直A面 低兜巾 緑03赤02 緑・赤・? 低 C 少

巴絵 (細線

色絵 (細線

KTCWllAK0019 Ⅵ 区SXo13 笹 ?03 磁・灰 白 ヤヤ高 中

KTCWllB0139 Ⅲ区東壁精査 笹

線 ?
緑?03 赤・緑? 陶?・ 灰 中 C ヤヤ多

少

少

色絵 (細線 1975 KTCWllB0068 Ⅱ区攪乱 端部内弯 緑035 緑 磁・黄白 低

色絵(細線 KTCWllBK∞ 02 III ttSKo07 草 ? 緑02ピンク04 緑・ピンク?

青

陶・黄 自 低

色絵 (細線 |

８７

一
３８

KTCWll C0040 I区攪乱 青03(花 )02(線 ) 陶・黄白 ヤヤ低・濁 (褐色系) 少

色絵(細線 |
1978 KTCWllAK0023 Ⅵ区SXo14(西 半部)

緑 陶・褐 低・胎土褐 多

色絵(細線 |

７９

一
８。

KTCWllAK0018・ K0023 Ⅵ 区SXc14(西 半部 )・ SXo13 内弯 草 ? 緑04 緑 磁・灰 白 ヤヤ高 中

色絵(細線 ９〇

一
９‐

KTCWllAK0016 Ⅵ 区SXo13 赤02 赤 磁・灰 白 ヤヤ高 O 中

色絵(細線

色絵(細線

1981

1982

KTCWllB0069 Ⅱ区授乱 一
二

草 ? 緑03

赤035
緑 磁・白 ヤヤ高・均― 少

KTCWllB0136 Ⅲ区SBc07周辺上面精査 赤・? 磁・灰白 ヤヤ高

色絵 (太線 KTCWllAK0024 Ⅵ 区 SXo14(西 半 部 ) ヤヤ内弯 笹

緑 ?・ 赤

陶・灰白 ヤヤ{氏 少

色絵(太線 KTCWllAK0024・ 0007 Ⅵ区SXc14(西 半部)・ SXc14周辺精査 内弯

直立

竹 (笹 ) 緑06赤 055 陶・灰 白

性二三 |

少

色絵(太線

色絵(太線

KTCWllAK0018 Ⅵ 区SXo13 85 笹 緑06赤 05 緑・赤 陶・灰 O 少

KTCWllB0103 III区攪乱 笹 黎熟065 緑・赤 陶・灰白 ヤヤイ氏 少

色絵(太線 KTCWllAX0011 Ⅵ 区SXc10

03

緑・赤 陶・灰白 ヤヤ高
C

少

色絵(太線

色絵(太線

KTCWllAK0021 Ⅵ 区SXo13 97 直立 ′IA面 低兜巾 ○ 竹 (笹 ) 緑065赤 06青07 緑・赤・青 陶・黄白 低 少

1987 KTCWll10004 Ⅳ区SZc03前面堆積±09～ -02m機械掘削
|

|

笹 ? 赤 陶・黄白 ヤヤ高 少

中

多

色絵 (太線 1988 KTCWll D0062 Ⅷ区攪乱 ヤヤ内弯 笹

笹

緑055 緑・赤 陶 黄 白 低

色絵(太線 ９４

一
９８

Ⅳ区掘り下げ卜09～西側溝 内弯 緑07赤045黒 07 緑・赤・黒 陶 黄 白 低 口縁端部ヤヤ肥大

色絵 (太線 :
KTCWllAK0018 Ⅵ 区SXo13

51

内 弯 笹 緑07赤055 緑・赤 磁
・

ワ に ヤヤ高 少

色絵(太線 |

色絵(太線 |

KTCWll AK0016・ X0011 Ⅵ区SXc13・ SXc10 025 内弯 ′颯面 笹2・ 花 緑07赤 05白 ?06 緑・赤・白? 磁・灰 白 ヤヤ高 少

1990 KTCWll10009 Ⅳ区SZc03前面堆積±09～ -02m機械掘削 内弯 ?(細 片) 笹 緑09 緑・赤

趾J 高_____― J
高       |

中 釉下泡状

色絵(太線 KTCWll10004 Ⅳ区SZo03前面堆積±09～ 02m機械掘削 直立 笹 黒045 黒 少 釉下泡状

色絵(太線 KTCWll10093 Ⅳ区SZo13上面堆積±08～ SZo13石材 内弯 笹 ?06 磁・灰 ヤヤ高 少

色絵 (太線

色絵 (太線

KTCWllAK0017・ K0018 Ⅵ 区SXo13 内弯 笹 緑07 緑 磁・灰 ヤヤ高 中

1995 KTCWll AK0019 Ⅵ 区SXc13 ヤヤ内弯 笹 緑06 緑・赤 磁・褐灰 ヤヤ高・胎土濁 少

色絵(太線 KTCWll AK0019 Ⅵ 区SXo13 直立

直立?(細 片)

笹 緑09赤 06 緑・赤 磁・灰白 少

色絵 (太線

色絵 (太線

色絵 (太線

KTCWl 10039 Ⅳ区11～09m精査中 笹or花 緑065赤05 緑・赤 磁 ・ り ζ ヤヤ高 少

少

少

KTCWl AK0018 Ⅵ区SXc13 直 立 笹 緑05赤04 緑・赤 磁・褐灰 ヤヤ高・胎土濁 O

KTCWl AK0024 Ⅵ区SXc14(西 半部 ) 10以 上 ? 直立ズ細片)
笹

一笹

緑05 緑 磁・貢 自 ヤヤ1氏

色絵(太線 KTCWl V ttSXo09外 堀 直立?(細 片)

O

緑?065赤055 緑 ?・ 赤 陶・褐 ヤヤ高 少 口縁端部ヤヤ肥大

色絵(太線 i4

15

KTCWl IZ0036 V ttSXo09外 堀 直立 ≡」
葉 ? 緑?05赤03 緑 ?・ 赤 陶・黄灰 多 胎土汚い

色絵 (太線 1999 KTCWllAK0016 Ⅵ 区SXc13
一

？
一笹

緑04 緑 陶・黄灰 中

色絵(太線 1878 KTCWllA0065・ 0037 Ⅳ区路床・SDo13に伴う整地層上層 ヤヤ内弯 緑065赤 04 緑・赤 磁 ・ ワ Q ヤヤ高 Ｂ

一
Ｃ

O? 少

色絵(太線 KTCWll B0036 Ⅱ区SD●07・ o09整地層 025
醜一靡

ハB面 墨 書 Ａ

一
Ａ

笹 赤045 赤・緑 陶・黄白 低

色絵(太線 18

19

20

KTCWllA∞ 57・ K0024 Ⅵ区SXc84よ り東掘り下げ中・SXo14 01～ 02 直 B面 低兜巾 アヤメ・? 緑07赤 03青 06 緑・赤・青? 陶・灰白 ヤヤ{氏 0 少

色絵(太線

色絵(太線

2000 KTCWllAK∞ 19・ K0018 Ⅵ 区SXc13 ヤヤ内弯 アヤメ? 緑065赤 05 緑・赤 白

一白

磁． 灰
一磁． 黄

ヤヤ高 少

KTCWllA0037 Ⅵ 区SZol釧 こ伴う整地層上層 02～ 025 直A面 低兜巾 アヤメ? 緑09赤02 緑・赤

緑・赤・紫

一呂 少

色絵(太線 KTCWllAK0022 Ⅵ 区SXo14 直立気味 O 蕨 ? 緑05赤04紫 05 磁・灰 白 Ｄ

一
Ｃ

一
少

色絵(太線

色絵(太線

KTCWllAK0019・ 0003 Ⅵ区卜 15精査・SXc13 015～ 025 直立 直A面 高台内 径040 桜・# 緑15(花弁幅 )赤 025 緑・赤 陶・灰 白 ヤヤ高 少

678 KTCWll AX0011 Ⅵ 区SXc10 01～ 015 ヤヤ内弯 直C面 0 桜・線 緑13(花弁幅)赤 03 緑・赤 磁 ・ フ ξ ヤヤ高 少

色絵(太線 1879 KTCWll A0065・ 0037 Ⅳ区路床・SDc13に伴う整地層上層 ヤヤ内弯・端部細 桜・# 緑・?14赤05 緑・赤・? 磁 ・ フ Q ヤヤ高・胎土ヤヤ灰色 O? 少 腰細

色絵 (太線 2001 KTCWll B0058 I区授乱 内弯 桜 赤05黒 09 赤・黒 磁・灰 白 ヤヤ高 少

色絵 (太線
２６

一

2002 KTCWllB0108 Ⅲ区掘り下げ13～ 12m 花・線 ? 緑 1(花 弁幅 ) 緑・赤 磁 ・ 灰 低 少

色絵(太線

色絵(太線

2003 KTCWllD0021 Ⅳ区SDc19(南 東部) 端部ヤ切巴大 # 赤06 赤 磁・灰白 ヤヤ高 α
〓

少

KTCWllB0120 皿区掘り下げL-11～ 09m 直立 花 緑05赤04 緑・赤 陶・褐灰～灰 中間 少

色絵(太線 KTCWllA0017 ⅥSXo13 ftorIE 緑13(花弁幅 ) 緑 磁・暗灰 ヤヤ高・胎土灰色 0 多 黒粒 多い 胎土灰色

色絵(太線 KTCWl 00040 I区攪乱 直立 葉or花 緑 1～ 115(花弁幅) 緑 磁・暗灰 ヤヤ高・胎土灰色 C 0 多 胎土灰色

色絵(太線 KTCWl A0007 Ⅵ区SXc14周辺精査 34 02～ 025‐
け
」

‐

ハB面 草??? 緑05 緑 陶・灰 ヤヤ低 B O 少

2005 KTCWl AZ0009 Ⅵ区SZo13前面検出中 笹 ? 緑?07 緑 ? 磁・灰 自 ヤヤ高・粗し O? 少

巴絵(太線 2006 KTCWl Ⅵ区SXc84周辺掘り下げ中 0 緑05 緑 磁 ・ ワ Q

ヤヤ{氏

少

KTCWl 110093 Ⅳ区SZc13上面堆積±08～ SZc13石材 外傾?(細 片) 笹 詣嬌糞1 緑 燿・褐 灰 少

邑絵(太線 2008 KTCWllAK0019 VIttSXc13 木 ? 緑0《一筆分) 緑 陶・貢 灰 ヤヤ低 中

色絵(太線 2009 KTCWll10039 Ⅳ区1,1～ 09m精査中 葉 ? 緑09(一筆分) 緑 陶・黄灰 低 中 緑粒若干含む 胎土精 5

色絵(太線 KTCWll AK0025 Ⅵ区SXo14東半部 葉 ? 緑045 緑 磁?・ 黄白 ヤヤ高 少

線
一線

太
一太醜

一醜
KTCWll AK0019 Ⅵ区SXc13 緑08赤02青 04以上 緑・赤・青 陶・黄灰 低 C 中

KTCWl100040 I区攪乱 桜・笹 ? 緑・? 陶・黄 灰

磁・灰 白

磁・灰 白

低 中

色絵 (太線 140 2012 KTCWllAK0019 Ⅵ 区SXc13 内弯 線

一草

緑07 緑 ヤヤ高 中

色絵 (太線 KTCWllAK0018 Ⅵ区SXo13 緑?05 緑 ? ヤヤ高 △
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ヤヤ低
Ⅵ区SXc14

「

E亜亜亜菫壁2
1902 1KTCWllAK0023
1969  卜TCWllAK0016
f066 TKTCWll1006ラ

18831K「 CWllA0037
196ラ  lkTCwIIA0006
804  HTCWll AK0023

Ⅵ区SZo13に

Ⅵ区SXc14

Ⅵ区SX●84よ

器 1暮
性―――

・Lし

'ら

lfLT脈責戻
つているが密

腰細

Ⅵ 区SXo14
Ⅳ区SXo14西 半部
MtrSXcl3 I

０ ‐

一
７ ２

一

―

n f2035-O
_正堕■ 4旦宣墜墾堅pf

葉 ?

草花

一笹

？
・草

，
９４
・鵬

Ⅵ区S

Ⅵ 区SXo13
Ⅲ区L=12～ 1

Ⅵ区SXo10
Ⅵ 区SXo13

Ｂ

一Ｃ

一Ｂ

一Ｃ

一Ｂ

一Ｂ

一Ｃ

一Ｃ

025金01
一　
一〇
一〇

中
一少

一中

一多

一

緑?02
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大橋康二1994『古伊万里の文様』理工学社
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第34図  Ⅱ区 第 1面上位図 S B c02平 ・断面図
第 2分冊目次

(黒 ;上位、赤 ;下位)

第 1～ 112図 遺構挿図…………………………1～119  第35図  Ⅱ区 第 1面上位面 S B c03平・断面図

第113～ 224図  遺物挿図………………………120～ 232  第36図  Ⅱ区 第 1面上位面 S B c04・ 05平 ・断面図

第37図  Ⅱ区 第 1面上位面 S B c06、 S X c03平 。

第 1図 遺跡位置図 1                     断面図

第 2図 遺跡位置図2(S=1/50,000)        第38図  Ⅱ区 第 1面下位面 S D c09。 10平・断面図

第 3図 高松城跡 (西 の丸町地区)位置図 3(高松城下      及び立面図

図を基に作成)               第39図  Ⅱ区 第 1面下位面 S D c07・ 08平 ・断面図

第 4図 『生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』(森下1996      及び立面図

より抜粋)                 第40図  Ⅱ区 第 2面 S Z c02平・断面図

第 5図  『讃岐高松丸亀両城図 高松城下図』(森下19  第41図  Ⅲ区 第 1面遺構配置図(S=1/200)
96よ り抜粋)                第42図  Ⅲ区 第 2面遺構配置図(S=1/200)

第 6図 『高松城下図屏風』(胡 1997よ り抜粋)      第43図 Ⅲ区 壁面図 1・ 2(天地 S=1/40、 左右

第 7図 『高松城下図』(森下1996よ り抜粋)           S=1/80)
第 8図 『高松市街古図』(高松市歴史資料館蔵)     第44図  Ⅲ区 第 1面 S A c04、 S B c07平 ・断面図

第 9図  『天保15年高松之図』(森下1996よ り抜粋)    第45図  Ⅲ区 遺構平・断面図 1

第10図 『高松城全図』(森下1996よ り抜粋)       第46図  Ⅲ区 遺構平・断面図 2

第11図 『高松市街明細全図』(森下1996よ り抜粋)    第47図  Ⅲ区 遺構平・断面図 3

第12図 高松城跡 (西の丸町地区)地区割図       第48図  Ⅳ区 第 1面遺構配置図(S=1/200)
第13図 高松城跡 (西の丸町C地区)調査時調査区割図  第49図  Ⅳ区 第 2面遺構配置図(S=1/200)

(S=1/1,000)              第50図  Ⅳ区 壁面図(S=1/40)
第14図 高松城跡 (西 の丸町C地区)報告調査区割図  第51図  Ⅳ区 第 1面 S Z c04を 利用 した S Z c13

(S=1/1,000)                  構築状況 平・立面図

第15図 高松城跡 (西 の丸町C地区)石垣平面図(S≡   第52図 Ⅳ区 第 1面 S Z c13平・立面図

1/1,000)                 第53図 Ⅳ区 第 1面 S Z c13断面図(S=1/40)
第16図 石垣からの想定面概念図           第54図 Ⅳ区 第 2面 S Z c03・ 12断面図(S=1/40)
第17図 基本層序断面位置図(S=1/1,000)     第55図 Ⅳ区 第 2面 S Z c03・ 07・ 12平 ・立面図

第18図  基本層序図 1(天地 S=1/80、 左右 S=  第56図 Ⅳ区 第 2面 S Z c07～ 11打設杭種類

1/160)                 第57図  Ⅳ区 第 2面 S Z c04・ 08平 。断面図及び立

第19図  基本層序図 2(天地 S=1/80、 左右 S=      面図

1/160)                  第58図 Ⅳ区 第 2面 S Z c03～ 07、 SD cll平 ・断

第20図  I区 第 1面遺構配置図(S=1/200)        面図及び立面図

第21図  I区 第 2面遺構配置図(S=1/200)    第59図 Ⅳ区 第 2面 S B c08平 ・断面図

第22図  I区 第 3面遺構配置図(S=1/200)    第60図  V区 第 1面遺構配置図(S=1/200)
第23図  I区 壁面図 1(天地 S=1/40、 左右 S=  第61図 V区 第 2面遺構配置図(S=1/200)

1/80)                 第62図  V区 壁面図 (天地 S=1/40、 左右 S=
第24図  I区 壁面図 2～ 3(天地 S=1/40、 左右      1/80)

S=1/80)                第63図  V区 第 1面 S B c09、 S X c09平面図

第25図  I区 第 1面 S D c02～ 05平 。断面図及び立  第64図  V区 第 1面 S X c09平 。断面図

面図                    第65図  V区 第 2面 S Z c03断面図(S=1/40)
第26図  I区 第 1面 S D c06他平・断面図      第66図  VI区 遺構配置図(S=1/200)
第27図  I区 第 2面 S B c01、 S D c01平 ・断面図  第67図  Ⅵ区 壁面図 (天地 S=1/40、 左右 S=
第28図  I区 第 3面 S X c01・ 02平 ・断面図         1/80)
第29図  I区 第 3面 S Z c01平 ・断面図及び立面図  第68図 Ⅵ区 遺構平 。断面図 1

第30図  Ⅱ区 第 1面遺構配置図(S=1/200)    第69図 Ⅵ区 遺構平・断面図 2

第31図  Ⅱ区 第 2面遺構配置図(S=1/200)    第70図 Ⅶ区 遺構配置図(S=1/200)
第32図  Ⅱ区 壁面図 1(天地 S=1/40、 左右 S=  第71図  Ⅶ区 壁面図 1・ 2(天地 S=1/40、 左右

1/80)                      S=1/80)
第33図  Ⅱ区 壁面図 2・ 3(S=1/40)       第72図 Ⅶ区 遺構平・断面図 1



第73図 Ⅶ区 遺構平・断面図 2

第74図 Ⅷ区 第 1面遺構配置図(S=1/200)
第75図 Ⅷ区 第 2面遺構配置図(S=1/200)
第76図 Ⅷ区 第 3面遺構配置図(S=1/200)
第77図  Ⅷ区 壁面図 1(天地 S=1/40、 左右 S=

1/80)

第78図  Ⅷ区 壁面図 2・ 3(天地 S=1/40、 左右

S=1/80)
第79図 Ⅷ区 第 2面 S Z c01平 。断面図

第80図  Ⅷ区 第 2面 S Z c01写植

第81図 Ⅷ区 遺構平 。断面図 1

第82図 Ⅷ区 遺構平・断面図 2

第83図 Ⅷ区 遺構平・断面図 3

第84図 Ⅷ区 遺構平 。断面図 4

第85図 Ⅷ区 遺構平・断面図 5

第86図 Ⅷ区 遺構平 。断面図 6

第87図 Ⅸ区 第 1・ 2面遺構配置図(S=1/200)
第88図 Ⅸ区 第 3・ 4面遺構配置図(S=1/200)
第89図  Ⅸ区 壁面図 1(天地 S=1/40、 左右 S=

1/80)

第90図  Ⅸ区 壁面図 2・ 3(天地 S=1/40、 左右

S=1/80)
第91図 Ⅸ区 遺構平・断面図 1

第92図 Ⅸ区 遺構平・断面図 2

第93図 Ⅸ区 遺構平・断面図 3

第94図 Ⅸ区 遺構平 。断面図 4

第95図 Ⅸ区 遺構平・断面図 5

第96図  X区 遺構配置図(S=1/200)
第97図  X区 壁面図 1・ 2(天地 S=1/40、 左右

S=1/80)

第116図  I区
第117図  I区
第118図  I区
第119図  Ⅱ区

第120図  Ⅱ区

第121図  Ⅱ区

第122図  Ⅱ区

第123図  Ⅱ区

第124図  Ⅱ区

第125図  Ⅱ区

第126図  Ⅱ区

第127図  Ⅱ区

第128図  Ⅲ区

第129図  Ⅲ区

第130図  Ⅲ区

第131図  Ⅲ区

第132図  Ⅲ区

第133図  Ⅳ区

第134図  Ⅳ区

第135図  Ⅳ区

第136図  Ⅳ区

第137図  Ⅳ区

第138図  Ⅳ区

第139図  Ⅳ区

第140図  Ⅳ区

第141図  Ⅳ区

第142図  Ⅳ区

第143図  Ⅳ区

第144図  V区
第145図  V区
第146図  V区
第147図  V区
第148図  V区
第149図 Ⅵ区

第150図  Ⅵ区

第151図 Ⅵ区

第152図 Ⅵ区

第153図 Ⅵ区

第154図 Ⅵ区

第155図 Ⅵ区
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第100図

第101図
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第104図

第105図

第106図
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第108図

第109図

X区 遺構平・断面図 1

X区 遺構平・断面図 2

X区 遺構平・断面図 3

X区 遺構平・断面図 4

測区 遺構配置図(S=1/200)及び壁面図

(天地S=1/40、 左右S=1/80)
測区 遺構平・断面図 1

測区 遺構平 。断面図 2

Ⅲ区 遺構平・断面図 3

中世遺構配置図(S=1/400)
X tt S X c30平 ・断面図

Ⅸ区 S X c31平面図

Ⅸ区 S X c31断面図 (天地 S=1/40、 左

右 S=1/80)
第110図 Ⅷ区 S X c34平 。断面図

第111図 中世遺構平・断面図 1

第112図 中世遺構平・断面図 2

第113図  I区 整地層出土遺物 1

第114図  I区 整地層出土遺物 2

第115図  I区 整地層出土遺物 3、 遺構出土遺物 1



第166図 Ⅵ区 遺構出土遺物16

第167図 Ⅵ区 遺構出土遺物17

第168図  Ⅵ区 遺構出土遺物18

第169図 Ⅶ区 整地層出土遺物 1

第170図 Ⅶ区 整地層出土遺物 2、 遺構出土遺物 1

第171図  Ⅶ区 遺構出土遺物 2

第172図 Ⅶ区 遺構出土遺物 3

第173図 Ⅷ区 整地層出土遺物 1

第174図 Ⅷ区 整地層出土遺物 2

第175図 Ⅷ区 整地層出土遺物 3

第176図 Ⅷ区 整地層出土遺物 4

第177図 Ⅷ区 整地層出土遺物 5

第178図 Ⅷ区 遺構出土遺物 1

第179図 Ⅷ区 遺構出土遺物 2

第180図 Ⅷ区 遺構出土遺物 3

第181図 Ⅷ区 遺構出土遺物 4

第182図  Ⅷ区 遺構出土遺物 5

第183図 Ⅷ区 遺構出土遺物 6

第184図 Ⅷ区 遺構出土遺物 7

第185図 Ⅷ区 遺構出土遺物 8

第186図 Ⅷ区 遺構出土遺物 9

第187図 Ⅷ区 遺構出土遺物10

第188図 Ⅷ区 遺構出土遺物11

第189図 Ⅷ区 遺構出土遺物12

第190図 Ⅷ区 遺構出土遺物13

第191図  Ⅷ区 遺構出土遺物14

第192図 Ⅷ区 遺構出土遺物15

第193図 Ⅷ区 遺構出土遺物16

第194図 Ⅸ区 整地層出土遺物 1

第195図 Ⅸ区 整地層出土遺物 2

第196図 Ⅸ区 整地層出土遺物 3

第197図 Ⅸ区 遺構出土遺物 1

第198図 Ⅸ区 遺構出土遺物 2

第199図 Ⅸ区 遺構出土遺物 3

第200図  Ⅸ区 遺構出土遺物 4

第201図  Ⅸ区 遺構出土遺物 5

第202図  X区 整地層出土遺物 1

第203図  X区 整地層出土遺物 2、 遺構出土遺物 1

第2∝図 X区 遺構出土遺物 2

第205図  X区 遺構出土遺物 3

第206図  X区 遺構出土遺物 4

第207図  X区 遺構出土遺物 5

第208図  測区 遺構出土遺物 1

第209図  測区 遺構出土遺物 2

第210図  中世敷石遺構他出土遺物 1

第211図  中世敷石遺構他出土遺物 2

第212図  中世敷石遺構他出土遺物 3

第213図  中世敷石遺構他出土遺物 4

第214図  中世敷石遺構他出土遺物 5

第215図  中世敷石遺構他出土遺物 6

第216図  中世敷石遺構他出土遺物 7

第217図  中世敷石遺構他出土遺物 8

第218図  中世敷石遺構他出土遺物 9

第219図 攪乱他出土遺物 1

第220図 攪乱他出土遺物 2

第221図 京・信楽系陶器再抽出(攪乱含む)1

第222図 京 。信楽系陶器再抽出(攪乱含む)2

第223図 京・信楽系陶器再抽出(攪乱含む)3

第224図 京・信楽系陶器再抽出(攪乱含む)4
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第 3図 高松城跡(西の丸町地区)位置図3(高松城下図を基に作成)
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寛永15～ 16年 (1638～ 1639年 )

西外曲輪の屋敷地は均等

割 りされるが、拝領者を明

記する目的に起因したもの

であろう。北端部東側は

「蔵」と記載される。

1650年代前半以前

西外曲輪のほぼ中央に屈

曲する道路を認め、その道

路の両脇に規模の異なる屋

敷地が展開。

1650年代前半

西外曲輪のほぼ中央に鍵

形道路を認め、その両脇に

規模の異なる屋敷地が展開

する。北辺はひとつの屋敷

地に統合され、街路は延長

く しない。

第5図 『讃岐高松丸亀両城図 高松城下図』(森下1996よ り抜粋)

第 4図 『生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』(森下1996よ り抜粋 )

第6図 『高松城下図屏風』(胡 1997よ り抜粋)
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第7図 『高松城下図』(森下1996よ り抜粋)

亨保年間 (1716～ 1736年 )

西外曲輪が東西に三分さ

れ、その西側には大久保家

屋敷地、北東佃1に 西御屋敷

(藩主の居住施設)が設置さ

れる。

文化年間(1804～ 1818年 )

西外曲輪の西半には大久

保家屋敷地、北東部 には

「原」 (防火用の緩衝地 )、

東部中央に「籾蔵」、南東

部に「西下馬」と記載され

る。

天保15年 (1844年 )

西外曲輪の西半には「西

御屋敷」(大久保家が藩主の

公族になることに起因す

る)、 北東部には「籾蔵・

長屋あり」 と記載される。

西下馬部分にはL字形の建

物があり、『高松城下図』か

らの連続性を認める。

第8図 『高松市街古図』(高松市歴史資料館蔵)

第 9図 『天保15年高松之図』(森下1996よ り抜粋)
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▲

幕末

西外曲輪は西半部分がわ

ずかに描かれ、「西御屋敷」

と記載 される6Jヒ東側は

「畑地」 とあ り、南端には

「御籾倉」、南東佃1に は「腰

掛」建物が描かれる。

明治28年 (1895年 )

西外曲輪全域が一区画と

して統合され、「監獄署」が

設置される。

第10図  『高松城全図』(森下1996よ り抜粋 )

豊里整 Fl｀お:`:|∵
・
覇露ri二

れ,椰

癬 im犠
-

攀
鶴

t*"*L-

第11図  『高松市街明細全図』(森下1996よ り抜粋)
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16・ 7区①
16・ 7区③

(高松城跡 (西の丸町B地区))

第13図 高松城跡 (西の丸町 C地区)調査時調査区割図(S=1/1,000)
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(高松城跡 (西の丸町B地区))

o         l               '    40m

第14図 高松城跡(西の丸町C地区)報告調査区割図(S=1/1,000)
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SZ c 12

S Zc 01

(高松城跡 (西 の九町B地区))

第15図 高松城跡 (西の九町C地区)石垣平面図(S=1/1,000)
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II諄 石垣関連基本層序

― 南北方向基本層序

◆ 石組溝関連基本層序

▲ 東西方向基本層序 1

● 東西方向基本層序 2

第17図 基本層序断面位置図(S=1/1,000)
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I区

S Z c02

Ⅳ区第1面 ト
Ⅳ区第2面

①石垣関連基本層序図

Ⅷ区 北部

S Z c01

Ⅵ区 中央部

S Z c03

Ⅳ区第1面

S Z c12

くⅢ区第1面

くⅢ区第2面

Ⅳ区

第2面

颯 I層 、基盤層 (狭義の地山、弥生土器・須恵器包含層 )

‖‖‖Ⅱ層、礫敷遺構包含層 (12世 紀後半～13世 紀前葉 )

1:1騨:各石垣及びその掘方埋土

=‖
11各石垣の機能中の前面堆積土

Ⅳ区 中央部

S Z c12

::::::::Ⅷ 層、 S Z c13前 面ない し上面堆積土 (想定第0面構成土 )

EI表 土 (近 ・現代 =撹乱埋土 )

Ⅲ柵皿IⅢ層、明治以降の整地層ない し堆積土

卜、ミⅢ層、 Ⅱ区第1面 上位・Ⅲ区第1画構成二

‖ X層 、石組溝検出面構成土

澳澳ポⅨ層、 I区第2面構成土

■■日遺構埋土

く 各調査区遺構検出面

Ⅳ区 北端部

Ⅳ区 北端部

S Z c13

北 (海側 )

北 (海側 )

2.0

椒:::=(

-1.Om

②南北方向基本層序図

南  挙区 南端部 X区 北端部

2.Om
1颯

X区第1面

S K c40
(様相2)

③石組溝関連基本層序図
I区 南端部

S D c02
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Ⅷ区 南端部 Ⅷ区 北部 Ⅲ区
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萎藝雪Ⅲ層、 S Z c01に 伴 う整地層

≡≡三Ⅳ層、 S Z c02に 伴 う整地層

IIIi V層、 S Z c03に 伴 う整地層

1:::葺 IⅥ層、 S Z c12に 伴 う整地層

彗‖iⅦ層、 S Z c13に 伴 う整地層

(想定第5面構成土 )

(想定第4面構成土 )
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第18図 基本層序図 1(天地 S=1/80、 左右 S=1/160)
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第20図  I区 第 1面遺構配置図(S=1/200)
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第21図  I区 第 2面遺構配置図(S=1/200)
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第22図  I区 第3面遺構配置図(S=1/200)
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第23図  I区 壁面図 1(天地S=1/40、 左右S=1/80)
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L=1.4m

S D c 03

S D c 02
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S D c 04

0                           4 nl

F

0               1m

l:灰色粘質土(炭化物混 じり、粒径大 )

2:灰色粘土(炭化物混 じり、粒径小 )

S D c 02

E
E=1.4m

E'

〇
卜
Ю
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Ю

G'
L=1.4m

S D c 020 05合流部

1:灰褐色粘質土(炭化物・粗砂・自色粘土(瓦を多く含む)を 含む、SD● 02上部破棄後の整地土 )

2:淡褐色砂質土(第 1面構成層 )

3:灰色粘質土(上 面でS D c01掘 方確認)

4:淡褐灰色砂質土(3・ 4,第 2面構成層 )

5:淡灰褐色粘質土(S D c02裏 込)

6:灰色粘質土(炭 化物混、粒径大、S D c05埋 土から連続=SD● 02・ 05は同時併存 )

7:灰色粘質土(炭 化物混、粒径小)

8:灰色粘質土(粒 径最小、粘土混、 7・ 8,S D c02埋 土)

I区 第 1面 S D c02～ 05平・断面図及び立面図
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(南壁①の上層注記番号に対応 )

SD o 06
(炭化物混、小礫充填=暗渠排水 )
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ゝ

L=1.4m

l:灰色粘質土(焼土、炭化物混 )

S K c 01

1:灰色粘質土

SP c 70

L=1.4m
lξ

TTし

I区 第 1面 S D c06他平・断面図
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1:自 色粘土

2:黒色砂質土(裏込)
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第26図
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1:灰色細砂(1層 上面にS X c49石 材を重層的に敷き詰める)

2:灰色細砂

3:灰色中砂

4:灰色粗砂

5:灰色細砂(1～ 5:基盤層 )

6:淡灰褐色粘質土(s z col裏込 )

4     0        2m

l:淡灰色砂質土(遺構埋土)

2:淡灰緑色砂質土(炭化物少量混、第 2面構成層)

3:福色砂質土

4:灰褐色粘質土

(3・ 4,S X 002構 築前にS X o01に 向かい合うよう掘肖1

された埋土、S Z c01以 降に堆積)

5:淡灰緑色粘質土(淡灰褐色粘土塊混じり、s Z col構 築に

伴う整地層 )

6:灰色砂質土(S X o49石 材包含層 )

7:淡褐色微細砂(基盤層)

8:淡灰色粘質土(s z col裏 込)

9:淡灰色粘質土(礫混、遺構埋土)

第29図  I区 第 3面 S Z c01平・断面図及び立面図

S X c 02石材
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1:黄土色粘土(上面に礎石を置く、周縁には連続しない=S B c03に のみ敷設 )

2:灰色粘質土

3:暗灰褐色粘質土(第 1面再整地土)

4:淡褐色粘土(漆喰を多く含む、礎石を敷くための整地土 )

5:灰褐色粘質土(礫、炭化物少混じり)

6:淡灰褐色粘質土(礫多混 )

7:淡褐色中砂

8:淡褐色細砂

9:暗灰色粘質土(礫 ・炭化物包含、淡褐色粘土粒混じり)

10:淡 褐色砂質土

11:淡灰褐色粘質土(6よ り明るい、炭化物包合、灰緑色粘土粒混じり)

12:暗灰色粘質土(灰 緑色粘土を多く含む)

13:淡褐色砂質土

(5～ 13,SD● 07・ 09崩 壊に伴う整地層=第 1面再整地層)

14:淡褐色細砂(S Z c03に 伴う整地層 )

S P c 81

S P c 82

0            2m

15:黄 土色粘土

16:淡褐色砂質土

17:黄 土色粘土

18:黄 土色粘土

19:漆 喰

20:淡 褐色砂質土(炭化物多混 )

21:暗 灰褐色粘質土(21・ 22炭化物多、灰緑色粘土粒混)

22:暗 灰褐色粘質土(21よ り砂質大)

(16～ 22i SD。 07・ 09崩 壊に伴う整地層=第 1面再整地層 )

23:淡 灰色砂質土

24:灰 色粘質土(灰 緑色粘土プロック多混)

25:灰 色粘質土(炭 化物少混(23～ 25,S2o03に 伴う整地層 ))
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S P c 91

1:黄土色粘質土(炭化物を少量包含む、S2c03に 伴う整地土 ?)

2:黒色粘質土(炭 化物・灰色粘土を多く含む )

3:灰色砂質土

(2・ 3,SD● 07・ 09崩 壊に伴う整地層=第 1面再整地層 )

4:淡褐色砂質土(4.5根石詰め部)

5:灰色粘土

6:淡灰色砂質土(S D c07・ 09崩 壊に伴う整地層=第 1面再整地層 )

7:淡褐色細砂 (根 石詰め部 )

8:灰色粘質土(炭化物多混 )

9:淡灰褐色粘質土(炭化物混、 8に近い )

101淡灰色砂質土(S D c07・ 09崩 壊に伴う整地層=第 1面再整地層 )
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第36図  I区 第 1面上位面S B c04・ 05平・断面図
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1:淡褐色砂質土(整地層、S Z c03に 伴う整地層に対応?)

2:淡灰褐色粘質土

(2～ 4掘 り込みの理土ではない、土層からはSX● o3が 遺構かどうか判断不可能 )

S X c 03
0           1m

ニ  ヒ田臨
=」

1

3:淡灰色粘質土

4:淡灰色砂質土

(2～ 4 i SX c03の 埋土ではない、S D c07・ 09崩 壊に

伴う整地層=第 1面 再整地層に対応するか否か不明)

第37図  I区 第 1面上位面 S B c06、 S X o03平・断面図
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1:暗灰緑色粘質土(炭化物を多く含む )

2:灰緑色粘質土(炭 化物を少量含む、 1よ り粘質性有 り、砂粒少ない)

3:淡灰褐色粗砂

Ｕ
・〓‐・３

:淡灰褐色粘質土(褐色粘土・粗砂混じり)

:暗灰色粘質土

:暗灰色粘質土(1～ 3,崩壊後の埋土)

:暗灰色砂質土 (灰 緑色粘土粒混じり、石組崩壊後の流入埋土か)

:暗灰色粘質土

:暗灰色砂質土

:暗灰色粗砂(5～ 7,SD● 07埋土)

V'

1:灰掲色粘質土(S D c07裏 込)

2:淡灰色砂質土(S D c07崩 落後の埋土)

3:淡灰色粘質土(淡灰緑色粘土・炭化物包含 )

4:灰色粘質土(3・ 4:S D c07埋 土 )

5:灰色微細砂(整地層、S Z c03に 伴う整地層に対応か )
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第39図  Ⅱ区 第 1面下位面S D c07・ 08平 0断面図及び立面図
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1:暗褐色弱粘質土(暗黄褐色粘土プロック若干含む)
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第44図  Ⅲ区 第 1面 S A c04、 S B c07平・断面図
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S K c 04～ 06
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L=1.5m   i

:暗灰色砂混粘 質土(上面焼土層 )

:焼土(粘質土 )

:整地層 (被熱面 )

SKc12

Ⅲ区 遺構平・ 断面図 2
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S K c 04

0           1m

1:黒褐色弱粘質土(炭化物を若千含む )

2:黒褐色弱粘質土
~     (暗

黄褐色粘土プロック・安山岩角礫を含む、炭化物若干包含)

3:暗黄褐色粘土(炭化物・瓦片含む)

S K o 08

1:淡褐灰色粘質土

2:赤灰色粘質土

3:淡褐色中砂

SXc

1:攪乱          L=1.5m
2:淡褐灰 色砂質土

3:淡褐灰 色粘質土

(漆喰 を少量含む )          ―____

4:暗灰色粘質土

5:淡褐色砂質土

6:2・ 3層 プ ロックの混在

7:淡褐色砂質土

(2よ りやや明るい、整地層 )

8:淡褐色中砂

(SZ● 03に 伴う整地層か )

9:黄土色粘質土

(花商岩粒らしいものを含む)

10:淡 褐灰色粘質土

(7・ 9・ :0,整地層 )

L=1.5m

30

赤灰色粘質土(焼土層、上からの落下層 ?)

灰色粘質土(炭化物を少量含む)

灰赤色粘質土(被熱面)

掘 りすぎ(上面に極めて薄く炭化物層)

SKc ll

０
」
■
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S K c 09
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L=1.5m

L=1.Om

L=0.5m~~

L=1.4m

SK c130 14

遺構平・ 断面図 3
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1:撹乱

2:灰色砂質土(礫を多く含む)

3:灰褐色粘質土(礫包含 )

4:黄土色粘質土(炭 化物包含 )

5:灰色粘質土(炭化物・焼土包含)

6:淡褐色砂質土(礫包含)

7:黄土色粘質土(炭化物包含 )

8:灰色粘質土(炭化物・焼土を多く含む )

9:灰色砂質土(礫を多量に包含 )

10:淡褐色中砂(S Z o03に 伴う整地層)
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1:現 代線路に よる攪乱 (バ ランス多混 )

3i褐灰色砂質土(攪乱 )

4:黄土色粘土(風化 した礫 を多 く含む、明治期以降の整地面か )

5:灰緑色粘質土(礫 瓦を多 く含む )

6:灰緑色粘土

7:淡灰緑色粘質土 (炭 化物・板材・瓦等を多数含む )

8:緑灰色粘質土 (漆 喰・炭化物 を多 く含む )

9:淡緑色粘土

10:淡灰色粘 土

(5～ 10;連 続す る整地層、 S X c09,S B c09機 能停止後の整地層 )

12:淡灰緑色粘質土(プロック状、礫 炭化物含有 )

13:淡緑灰色粘質土(プ ロック状、瓦 焼土含有 )

14:淡灰緑色砂質土(プ ロック状 )

15:灰色砂質土と灰緑色粘質上の混在(礫・瓦含有 )

16:灰緑色粘質土(プ ロック状、炭化物・礫・瓦・漆喰含有 )

17:黒色粘質土(瓦 木質を極めて多量に含む )

18:灰色粘質土

19:灰色砂質土

20:淡灰色砂質土

31

21:淡 灰色粘質土

22:淡 褐色砂質土

(12～ 22,連 続する整地層、 S X c09構 築に伴 う整地土の可能性が高い )

23:褐 灰色粘土

24:灰 褐色粘質土

(23.24;S X c09東 側掘方裏込 )

25:礫  瓦充填層 (S X o09裏 込 )

26:灰 褐色粘土

27:暗 灰色砂質土

(26・ 27,S X 009西 側堆積層 =上層 )

面 S X c09平・断面図

28:植 物腐敗土(板材等を含む、 S X c09西 側堆積層 =中 層 )

30:灰 色粘質土

31:青 灰色中砂

(29～ 31,S X c09西 側堆積層 =下層 )

32:灰 色粘質土 (瓦 ・礫 を多 く含む )

33:緑 色粘土

34:灰 黒色粘質土 (瓦 ・漆喰 を多 く含む )

35:灰 緑色粘土(漆喰 を多 く含む )

36:灰 緑色砂質土(礫・瓦を多 く含む )

37:暗 灰色粘質土 (瓦  炭化物 を多 く含む )

38:灰 黒色粘質土(40層 が混 じる )

39:灰 色砂質土

40:灰 色砂質土 (黒 色粘質土混 じり)

41:灰 色砂質土

42:灰 黒●粘質土(礫・瓦 木質を多量に包含)

43:灰 緑色粘質土(瓦 を多く含む、礫包含)

44:灰 緑色粘土

(32～ 44,S X c09外 堀埋土 )

45:淡 灰緑色砂質土

46:灰 色粘質土

(45・ 46:S X c09西 側堆積層 )

47:灰 緑色粘質土(瓦 ・礫を多量に包含)濠埋立上

48:暗灰色粘質土(炭 化物 砂包含 )

49:灰 緑色粘質土(漆 喰・礫包含 )

(47～ 49,S X c09外 堀埋め立て土 )

0               1m
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ｏ
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ち

Ｐ

一ゝ

1:褐灰色砂質土

2:S z c13に伴 う整地層上層

SKc16

1:暗褐灰色弱粘質土(瓦片を多量に含む)

2:S Z c13に伴う整地層上層

L=1.5ml

L=1.Om li

SXc10
1:表土

2:表土(1・ 2:攪乱)

3:灰色粘質土(橙 色を帯びる、酸化 ?)

4:暗灰褐色砂質土

5:暗灰色粘質土

6:褐色砂質土

0                         4m

社 褐働 鮭

第68図 Ⅵ区 遺構平・断面図 1
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SKc              lm

(3～ 7・ 9:SX● 10最終埋没土)9:明 褐灰色弱粘質土

8:暗褐色砂(S X o10石 組内埋土) 10:黒 灰色粘質土(瓦多量、漆喰含む) (lo・ 11:SZ c13に 伴う整地層上層 )
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18KS

1:灰緑色粘質土(瓦を多量に含む )

2:暗灰色粘質土

3:暗灰色粘質土(整地層 )

(1～ 3;明治期以降の整地層)

4:淡褐色細砂(基盤層 )

5:灰色粘質土(s K o18埋 土 )

SKc19

1:淡褐色粘質土(暗灰色粘質土混じり、甕を破損後の埋土)

2:暗灰色粘質土(本来の理土)

1:灰色粘質土

(炭化物を少量含む、整地層 )

2:淡灰褐色砂質土(中 世包含層 )

3:灰褐色粘質土(淡褐色細砂混じり)

4:淡灰色細砂(基盤層 )

5:灰褐色粘質土

(炭 化物混、水平堆積層 )

SKc

0            1m

6:灰褐色粘質土

(炭化物・灰色粘土プロックを少量含む)

7:灰褐色粘質土

(炭化物・淡褐色細砂を少量含む、水平堆積 )

8:灰色粘質土(炭化物を少量含む )

9:灰色粘質土(8層 より礫・土器を多く含む )

10:暗 灰色シル ト(炭化物を多く含む)

20

1:淡褐色細砂 (基盤層)

2:暗灰褐色粘質土

(炭化物を少量含む)

3:暗灰褐色粘質土

(炭化物を少量含む、2よ り灰色気味 )

4:灰色粘土

5:暗灰色粘質土

(淡褐色粘土プロック・礫・瓦を含む、炭化

物を多く含む)

6:暗灰色粘質土

(炭化物を極めて多く含む、焼土・魚骨包含 )

7:淡褐色粘質土

8:淡褐色細砂 (崩 落土)

9:灰黒色粘質土

L=1.2m
L=1.Om

m

S K c 21

ｔ
≪
／

遺構平・断面図 1

-75-

1:黒褐色粘質土(炭 化物・焼土プロックを多量に含む)

2:灰黄褐色砂質土

3:暗茶灰色粘質土(整地層、炭化物含む、05～ l cmの 少礫含む)

S Kc 22

m

第72図 Ⅶ区

S Z c 01



L=1.2m 4

9

1:灰褐色砂質土(2層 をプロシク状に含む)

2:灰黄褐色砂質土(炭化物・焼土を少量含む)

3:黒色混砂粘質土(炭 化物充填層、明橙色の焼土を少量含む)

4:2層 と酷似するが焼土を含まない

5:黒褐色砂質土(炭化物を多量に含む)

6:暗灰黄色砂質土(焼土・炭化物を少量含む)

7:灰黄褐色砂質土(炭化物を少量含む)

8:責褐色砂質土(炭化物を少量含む)

9:灰褐色砂質土(炭化物少量含む)

10:淡褐色細砂

S K c 24

第73図 Ⅶ区 遺構平・断面図 2

1:淡茶褐色砂質土(焼土・炭化物を少量含む )

3:灰褐色砂質土(炭化物少量含む)

S K c 25

0           1m

L=1.2m

L=1.2m

4
1:淡茶褐色砂質土

2:黒褐色砂質土(炭化物を多量に含む、 1層 プロックを少量含む)

3:灰褐色砂質土(炭化物少量含む)

4:淡褐色細砂

S K c 23
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1:明灰色砂質土(上層からの掘り込みもしくはS Z o02構 築以降の整地層)

2:暗褐灰色細砂質土(S2● 01構築以前の堆積層 )

3:明黄灰色細砂(基盤層、ローリングを受けた弥生土器を少量包含 )

4:橙灰色粘質土

5:褐灰色粘質土

6:褐灰色粘質土(拳～人頭大の石材を多量に包含、狭義のS Z c01裏 込 )

7:橙灰褐色砂質土

(4～ 7,SZ● 01構築に伴う整地層ないしS Z c01裏 込 )

8:橙灰褐色砂質土(l cnの 灰色粘土プロック含む )

9:暗黄灰褐色砂質土

10:暗褐灰色弱粘質土

(8～ 10:S Z c01前 面堆積土・赤灰褐色砂層=S Z c02構 築に伴う整地層)

11:暗橙灰色弱粘質土

12:橙灰褐色砂

13:暗橙灰色砂質土

14:暗 茶青色砂質土

15:暗橙黄灰色粘質土

16:暗 茶灰色弱粘質土

17:暗灰茶色砂質土

18:茶灰色砂質土(05cコ の黄灰色粘土プロックをわずかに含む)

19:灰 茶色砂質土

(11～ 19,S Z o01前 面堆積土・赤灰褐色砂層+暗青灰色砂質土混在層=SZ● 02に 伴う整地層 )

20:暗 橙灰色弱粘質土(05～ l cmの橙灰色粘土プロックを含む)

21:橙 褐灰色弱粘質土(0 5～ l clnの 橙色、灰色粘土プロックを含む )

22:暗 橙青灰色砂質土

(20～ 22:S Z c01前 面堆積土・暗青灰色砂質土層=SZ● 02に 伴う整地層 )

23:暗 灰色粘土(l cm前 後の橙灰色粘土プロック含む )

24:橙 灰色細砂

(23・ 24,S2● 01前面堆積土・黒灰色粘質土=SZ● 01機 能中の堆積土 )

25:黄 灰色細砂(基盤層)

26:黄 灰色fll砂質土(遺構埋土 ?)

27:攪 乱

1:褐灰色細砂

2:明褐灰色砂

3:明黄褐色砂

4:淡黄灰色細砂

5:暗灰色砂

6:暗青灰色砂

7:黒灰色砂

(1～ 7:基盤層 )

8:淡橙灰色細砂質土

9:黒褐灰色砂質土

10:淡橙灰色砂質土

11:褐 灰色砂質土

12:暗灰褐色弱粘質土

13:灰 橙色弱粘質土

14:明橙灰色砂            ‐

15:黄灰色砂

(8～ :5,調 査段階ではSZ● 01構築に伴う整地層と想定していたが、18層 から連続するS Z o02構

築に伴う整地土と判断)

16:黄 褐灰色砂質土

17:黄褐灰色粘質土

(16・ 17;S Z c01裏 込)

18:暗橙褐灰色砂質土(炭化物包合、05～ lcコ の橙色・灰色粘土プロックを含む)

(18,SZ● 01前面堆積土・赤灰褐色砂層=S Z c02構築に伴う整地層)

19:淡灰褐色砂(炭化物包合、0 5cn前後の橙色・灰色粘土プロックを少量含む )

20:暗 赤褐灰色砂質土(炭化物包含、05c口前後の橙色・灰色粘土プロックを少量含む、 1～ 3 cmの 小礫

を含む)

21:暗 黄灰色弱粘質土(炭化物包含、05～ l cmの橙色・灰色粘土プロックを含む )

22:灰 色弱粘質土

23:黄灰色弱粘質土(炭化物包合、05～ l cmの橙色・灰色粘土プロックを含む )

24:暗 橙灰色弱粘質土(炭化物包含、05～ lc口 の橙色・灰色粘土プロックを含む )

(19～ 24,SZ● 01前面堆積土・赤灰褐色砂層十暗青灰色砂質土混在層=S Z o02に 伴う整地層)

25:暗灰色粘土

26:淡 灰黄色細砂

27:明灰褐色粗砂

28:黒 色粘土

(25～ 28:SZ● 01前面堆積土・黒灰色粘質土=S Z c01機 能中の堆積土)

29:明 灰色砂質土

(29,S Z c01に 伴う整地土ないし機能中の堆積土、28層 との土質の格差が激しい)

30:橙 灰色砂質土

311淡 橙灰色砂質土

32:橙 褐灰色砂質土

(30～ 32:8～ 15層・13層 に連続する層位、S Z c02構 築に伴う整地層)

第80図 Ⅷ 区 第 2面 S Z o01写植
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L=1.3m

1:褐灰色(lllYR4/1)混 砂粘質土、軟弱

2:褐灰色(10釈 4/1)混砂粘質土、

にぶい黄褐色(m釈 5/3)粘質土プロックを含む、軟弱

3:黒褐色(10YR3/1)混 砂粘質土、

にぶい黄橙色(10YR6/4)砂質土プロックを含む、軟弱

4:井戸 堀方埋土

5:明黄灰色細砂、基盤層、

ローリングを受けた弥生土器を少量包含

S E c 03

L=1.3m
暗灰黄色(25Y4/2)粘 質土、

近現代遺物含む

井戸 堀方埋土

明黄灰色fII砂、基盤層、ロー

リングを受けた弥生土器を少

量包含

lmQEaAo EEEEEE

∠

∠

ス

一〇

L=0.5m

下

~

8｀
ヽ
ヽ

1:黄褐色rII砂

2:灰黄褐色砂質土、 1層 のプロックを少量含む

3:黄色粘質土プロック

4:黄灰色砂質土、ラミナ状堆積

5:灰色砂層、ラミナ状堆積

6:緑灰色砂層、木質を多く含む

(1～ 6;井 戸枠内埋土)

7:暗緑灰色粘質土、黄褐色粘質土プロックを

一定章包合、1～ 5 cm前後の小礫を多く含む

(7:井戸枠設置後の埋め土 )

8:明緑灰色砂質土層、基盤層

S E c 04

遺構平・断面図 2
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~~         14

1:灰黄色(25Y7/2)砂

2:黄褐色(25Y5/3)砂 利

3:浅黄色(25Y7/3)砂

4:灰黄褐色(lllYR6/2)砂 利

5:にぶい黄褐色(10YR7/2)砂

(1～ 5,基 盤層、ローリングを受けた弥生土器を少量包含)

6:にぶい黄色(25Y6/3)混 砂粘質土(砂質土プロックを含む、 6～ 14埋 め土)

7:黄灰色(25Y5/1)砂 質土

8:灰黄褐色(10YR5/2)砂質土、プロック状

9:暗灰黄色(25Y4/2)混 砂粘質土

10:褐灰色(10YR6/1)砂質土

L=1.Om

111灰色(5Y5/1)砂質土、粘土プロックを少量含む

(6～ 11,石組埋め土、掘方と石組問充填土)

12:灰色(75Y5/1)混 砂粘質土

13:灰 オリープ色(5Y6/2)砂質土

14:灰色(5Y5/1)混 砂粘質土

(12～ 14:掘方開削後の置き土)

/

S E c 05 0 06

15:暗灰黄色(25Y5/2)混 砂粘質土

16:灰 色(5Y4/1)砂質土

17:明 黄褐色(25Y6/6)粘 土プロック

18:褐灰色(ЮR4/1)混砂粘質土

19:褐灰色(10YR4/1)混砂粘質上、拳大からその2倍はある石材を包含

(15～ 19;井 戸枠内埋土 )

＼

・

＼/
＼

XS
J                       lm

第83図 Ⅷ区 遺構平・断面図 3
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Ｑ
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＝

口

|

S K c 27

S K c 29

S K c 30

L=1.2m

L=1.2m

L=0.8m

0            1m

2:灰黄褐色混砂粘質土、甕埋め土

3:淡橙灰色細砂質土

(S Z c01前 面堆積土・赤灰褐色砂層 )

S K c 290 30

Ａ
」
十

1:紫褐灰色弱粘質土

2:紫褐灰色弱粘質土、黄色粘土プロック多量に混じる

3:黒灰色粘質上、炭化物を多量に含む

4:褐灰色細砂質上、基盤層に酷似、基盤層崩落土

5:暗灰黒色粘土、炭化物を多量に含む、 1～ 5 cmの小礫含む、木材を多量に含む

6:暗青灰色粘土

SXo18

lm
ov^ n^ III-.-

遺構平・断面図 4
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L=0.6m
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1   0           1m
L__」

1:灰褐色砂質土(炭化物をごく少量含む)

2:灰色砂質土

S X c 24

―キ

1:褐灰色砂

2,灰色砂(橙色粘土プロックを少量含む)

3:灰色砂(灰色粘土プロックを含む )

卜Q

― ―

_

0           1m

1:暗褐灰色砂質土

2:暗黄灰色砂質土

3:灰色砂質土(1・ 2層に比して、砂質土の比率が高い)

S X c 31

ｒ
＝

，
ぃ
日

亀

S K c 33

第91図 X区  遺構平・断面図 1
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S K c 34
L=0.7m

L=0.7m

=ll:

1:暗灰褐色砂質土(炭 化物を少量含む )

S Kc 36

第92図 X区  遺構平・断面図 2

1:褐灰色砂

2:暗褐色粘土

3:灰色砂(橙色粘土プロックを少量含む)

4:灰色砂(橙色・灰色粘土プロックを含む )

S K c 35

´

^じ

好
ヘ

/

L=0.7m 1
―  ヽ   =圧 ==±===〕

´

0           1m

暗掲灰色砂質土(炭化物を少量含む)

S K c 32

L=0.7m

1:褐灰色弱粘質土

2:明灰褐色砂

3:明灰褐色砂質土 S K c 37
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1:黒灰色粘質土(小礫充填層、炭化物を少量含む )

2:橙灰褐色粘質土(灰 黄粘土プロックを含む )

3:暗灰色シルト(黄褐色粘土プロックを少量含む、西壁8層に対応)

S X c 26

149.460                             1:暗 灰色粘質土(炭化物を含む)

2:黄灰色砂質土(基盤層に近似するが、堅緻にしまる)

S X c 27

L=1.Om
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一
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1:暗灰色粘質土(橙 褐色粘土プロックを含む)

S X c 28

1   /・
‐~

´́
/・

遺構平・断面図 3
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L=1.lm

S P c 532

\. ,' '
\__-.-'

0lm

-

S P c 524
S P c 534

1:灰 色砂質土(橙褐色プロックを含む)

0                        1m

遺物出土状況

S P c 523

底面石材掘出状況

S P c 533

0                       1mL=1.Om

ゝ ___ノ

X区 遺構平・断面図 4
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L=1.Om

狭極

井
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L= 1.Om

璧χ に
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ヽ

_ヽI■_
ヽ
/― __

ム

鞍

≠
L=0.8m

S E c10

0                       1m

第95図 X区 遺構平・断面図 5

1:黄灰色砂質土(灰色粘土プロックを含む、炭化物を多く含む)

2:褐灰色砂質土(灰色・褐色粘土ブロックを含む、炭化物多く含む)

3:灰色粘質土(褐色粘土プロックを含む)

4:灰色砂質土

*1～ 4層 いずれも瓦片を多量に含む、井戸枠埋め土

S E c 07

08

0                       1m

／
４
ギ

S E c 09

EIl甕

田国漆喰

EEEIE側 板

-99-



S K c41

149.460

149.440
X区

X区 遺構配置図(S=1/200)
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0                                   10m

149.460

149.440
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品6

149.420

第96図
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0                          4m

L=0.5m
22で
21-、こ

1:攪乱

2:暗褐色(lllu13/3)粘土(細砂粒を若千含む、にぶい黄色(25Y6/3)粘 土プロック含む)

3:黄灰色(25Y5/1)シ ル ト(0_5～ 5 cnlの 砂～小礫を多量に含む)

4:灰色(N5/(Y))粘 質シル ト(05～ l cnの 砂、小礫を若干含む、炭化物を若千含む)

5:灰色(N5/(釈 ))シル ト(05～ 2 clllの砂、小礫を若干含む、炭化物若干含む)

6:黄灰色(5Y5/1)シ ル ト(05～ 5 cmの小礫を少量含む、にぶい黄色(25Y6/3)～ 明黄褐色(25Y6/6)
粘土プロックを多量に含む=粒径05～ 3 cm)

7:灰色(75Y6/1)砂質シル ト(に ぶい黄色(25Y6/3)～ 明黄褐色(25Y6/6)粘 土プロック=径05～ 2

cnl、 基本的には6層 と同一層位か)

8:灰オリープ色(5Y5/2)砂質シル ト(灰 色(5Y5/1)～ 灰オリープ色(5Y6/2)粘質シル トプロック=
径  05～ 2 clIを 多量に含む、径05～ 5 cmの小礫含む )

9:灰色(N4/(Y))シル ト(灰オリープ色(5Y6/4)～明黄褐色(10YR6/6)砂 質シル ト、シル トプロック

=  径0 5cm含む、炭化物を少量含む、径02～ 2 tlllの小礫を含む)

10:黄灰色(25Y5/1)細 砂質シル ト(に ぶい黄色(25Y6/4)細 砂を帯状に含む)

11:浅黄色(5Y7/4)シ ル ト(灰 色(5Y6/1)シ ル トプロックを含む)

12:暗灰色(N5/)シル ト(炭化物を多量に合む)

13:黄灰色(25Y5/1)砂 質シル ト

14:灰色(7.5Y5/1)砂 質シル ト(01～ l clllの 砂、小礫を多量に含む、炭化物含む)

15:灰色(5Y6/1)砂 質シル ト(ま だらに酸化橙色化、灰色(N4/)粘土プロック=径 1～ 2 cn含む、
まだらにオリープ色(5Y6/6)化 、砂粒を多量に含む)

L=1.5m

3

0                         4m

16:黄灰色(25Y5/1)シ ル ト(ま だらに酸化、灰色(N4/)粘質シル トプロック=径 1～ 5 cn含む、

炭化物を少量含む、砂粒を少量含む )

17:灰オリープ色(5Y6/2)砂 質シル ト(に ぶい黄色(25Y6/3)～ 明責褐色(25Y6/6)シ ル トプロ

ック=径0 5cIIlを 少量含む、炭化物を含む、14層 より砂質強い)

18:黄灰色(25Y4/1)シ ル ト

19:黄灰色(25Y5/1)シ ル ト(基本的には16層 と同じだが砂粒を多く含む、小礫を含む)

20:灰色(5Y5/1)シ ル ト質砂(基本的には細砂～砂、17層 or19層 の帯状プロック、ラミナ状雄積 ?)
21:黄灰色(25Y5ハ )シ ル ト(19層 に比べ砂質強い、まだらに鉄分沈着、炭化物少量含む )

221にぶい黄褐色(10釈 5/4)シ ル ト質砂 (鉄 分の沈着著しい)

23:灰 オリーブ色(5Y5/2)～ 黄褐色(25Y5/3)シ ル ト(炭化物・砂粒を若干含む)

24:灰色(N5/(YR))シ ル ト(炭化物を若千含む)

25:基本的には23層 と同じ、ただし砂粒をあまり含まない

26:暗灰黄色(25Y5/2)シ ル ト(19層 に近似 )

27:暗灰黄色(25Y4/2)シ ル ト質粗砂(径 1～ 5 clllの 小礫を極多量に含む)

28:暗灰黄色(2.5Y5/2)～ 黄褐色(5Y5/3)粘 質シル ト(黄灰色(25Y5/1)シ ル トプロック=径 1

～
lllclnを 斑点状に含む )

29:暗灰黄色(25Y5/2)シ ル ト(炭 化物を多量に含む、砂粒を多量に含む)

30:黄灰色(25Y6/1)～ 灰黄色(25Y6/2)シ ル ト(砂粒含む )

31:褐灰色(10Y R5/1)～ 灰黄褐色(10Y R5/2)粘 質シル ト(砂粒を多量に含む、炭化物を少量含む )

33:27層 と同じ、グライ化

(3,整地層)(2・ 4・ 5,連続する整地層)(13・ 14・ 17,連続する整地層)

(15・ 16・ 18・ 22～ 25・ 29・ 31,中世以降の堆積層、中世土器包含、S X c30包 含層 )

(19～ 21・ 26～ 28・ 30・ 32・ 33;基盤層、中世以前の堆積層 )

(遺物取り上げ単位 :2～ 8,A層、9,C層、10;B層 、13～25;D層 、26～ 33:E層 )

1:攪乱

2:灰色(N5/)粘土、黄褐色(10YR5/6)細 砂網目状に含む、明治期整地層

3:に ぶい黄褐色(10R5/4)砂 混シル ト、炭化物を少量含む

(3,整地層、上面遺構検出面 )

4:灰色(5Y6/1)・ 黄褐色(10釈 5/4)シル トプロック混褐灰色(10YR5/1)シ ル ト層、炭化物を少量含む

(4,整地層、上面遺構検出面)

5:に ぶい黄褐色(lllYR5/4)細砂混灰色(N4/)シル ト層、炭化物を含む

6:5層 と基本的には同じ、上層攪乱の影響で色調変化

(5・ 6;整地層、上面遺構検出面)

7:28層 +黄褐色(25Y5/3)細 砂プロック

B'~ 8:灰
色(N4/～ N6/)シル ト・黄褐色(25Y5/3)シ ル トプロック混暗灰

黄色(25Y5/2)細 砂層、炭化物を少量含む

9:灰色〈N4/)粘土プロック混灰オリープ色(5Y5/2)細 砂層

(7～ 9,基盤層、中世以前の堆積土)

10:にぶい黄褐色(10YR5/4)細 砂・褐灰色(lllYR5/1)シル トプロック混灰色

(N4/1rR)シ ル ト層

11:黄灰色(25Y4/1)シ ル ト層、炭化物を多量に含む、にぶい黄褐色(10

m5/4)砂包含

12:黄灰色(25Y4/1)シ ル ト層、灰オリ■ブ色(5Y5/2)粘 土プロックを

一――   若千含む

13:黄褐色(25Y5/4)シ ル ト混じり層を帯状に含む黄灰色(25Y4/1)シ ル

|      卜層、炭化物を少量含む

14:黄褐色(25Y5/4)シ ル トプロック混灰色(10Y4/1)シ ル ト層、炭化物

を含む

15:黄褐色(25Y5/4)砂 ・にぶい黄褐色(Юm5/4)シル トプロック混黄灰色

(25Y5/1)シ ル ト層、炭化物を少量含む、小礫を少量含む

16:基本的には15層 と同一層位、1但 しプロックの混入は皆無

17:黄褐色(25Y5/4)細 砂、24層 プロックを含む

18:黄灰色(25Y4/1)シ ル ト混暗灰黄色(25Y5/2)細 砂層、炭化物を微量

含む

19:21層 と同一層位、炭化物を多く含む

20:21層 を基調とし貝殻(漆喰 ?)、 炭化物を多量に含む

21:灰色(N4/Y)細 砂シル ト層、炭化物を斑点状に含む

22:黄褐色(25Y5/3)細 砂プロック(帯状 )、 混灰色(N4/Y)シ ル ト層、炭化

物を若干含む

“

:青灰色(10BG5/1)砂 、貝殻・炭化物含む、貝殻で変色?

(10～ 23i S K c40上 層埋土、最上面は遺構検出面に対応)

2:暗青灰色(5 PB4/1)細 砂混微粒シル ト

25:″層 +炭化物

26:27層 +細砂

27:暗 青灰色(5 PB3/1)粘 土、木片・炭化物包含、灰色砂混じる

28:灰色(N35/)～ 暗灰色粘土、炭化物を少量含む

(24～ 23:S K o40下 層埋土)

2(天地S=1/40、 左右S=1/80)
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I響嘲幕熙gこQ灘島P%蜻1丁

C
L=0.9m

S P c574

E
L=1.2m

__■ __ピ 王 費 生 _

F        F'
卜 mmじ

0

1:晴青灰色(5 PB3/1)シ ル ト質粘土、木くず ?若干含む

2:褐灰色(Юm5/1)シル ト、 8層プロック混じる、

にぶい黄褐色(101R6/4)砂 プロックを含む

3:暗青灰色(5B4/1)粘 質シル ト、

にぶい黄橙色(101rR6/4)粘土プロックを若千含む

(1～ 3・ 5:櫂列埋土か )

1:黄灰色(25Y5/1)粘 質土シル ト(2層 に細砂を含む)

2:黄灰色(25Y5/1)シ ル ト質粘土

D
L=0.9m

D'

C'

・ 10

)          lm

SAcl1 012

S P c573

S P c575 S P c576_

IL
~~~lTl~

―

E'

__上
、 Ll_´

|“

―
E'

0           1m4:オ リープ灰色(2 5CY6/1)シ ル ト、S K o47埋 土

5:暗青灰色(5B4/1)砂 質シル ト、炭化物包含、灰色(N5/Y)灰 オリープ色(75Y6/2)粘 土プロック

含む

6:灰色(75Y6/1)シ ル ト、炭化物を若千含む、S K o45埋 土

7:褐灰色(10R5/1～ 6/1)砂 質シル ト、灰色(N4/～5/)粘 土プロックを含む

8:青灰色(5B5/1)砂 質シル ト、炭化物を若千含む、緑灰色(7 5GY6/1)粘 質シル ト・粘土プロック含む

(7・ 8,S D o14埋土)

9:暗灰黄色(25Y5/1)シ ル ト、径01～ 0 5cnの砂粒を多く含む、にぶい黄色(25Y6/4)粘 質シル ト

プロック=径05～ l cm多 く含む、炭化物含む、 1～ 3・ 5に連続する柵列を構成する柱穴埋土か

10:浅黄色(25Y7/4)シ ル ト質粘土                             s
ll:灰黄色(25Y6/2)シ ル ト、基盤層プロック含む

12:灰色(5Y6/1)シ ル ト、基盤層プロック含む (10～ 12,SDo14埋 土 )

X区 遺構平・断面図 1
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S E c12

1:責灰色(25Y4/1)シ ル ト、基盤層のプロックを含む

2:褐灰色(101R4/1)シル ト質砂、基盤層のプロックを含む、

若干粘性あり

(1・ 2,石組と掘方間埋め土 )

3:にぶい黄褐色(10m4/3)粘質シル ト、砂粒を若千含む

4:褐灰色(lllYR4/1)砂 、 l cmの 小礫を含む

5:褐灰色(10YR4/1)粗砂、 1～ 10cn小 礫～礫を多量に含む

(3～ 5:基盤層 )

/

L=0.6m

9  ,  lm

S E cll
L=0.6m

S K c 44

KS

第99図  X区  遺構平

S K c 41
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珊日一回 7日フZ:2z
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｀
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彙早母′イ●/田8Z■ ,｀ 日IZ=l,1“ 幸素 :ZZ

Iブ

`■ ↑一・
Ш

日
ｏ
．［
＝

ロ

L=1.Om

SD c 14

エ

1.2m

てItty)2馨ミ≧量鍛整レ́́́
S Kc 47

0           1m

13:オ リープ灰色(5 GY6/1)シ ル ト、炭化物含む、20～ 30% 2層 と6層の中間が変色か?
14:オ リープ灰色(2 5GY6/1)シ ル ト質粘上

(14～ 161 S D o14埋 土)

15:黄灰色粘土質シル ト、砂粒含む

16:灰黄色砂質シル ト、砂粒含む

(15・ 16:柱穴埋土)

17:灰色(N5/)シ ル ト、オリープ灰色(2 5CY6/1)シ ル トプロックまだらに含む、S K o48埋 土
18:緑灰色(78 5GY6/1)シ ル ト、にぶい黄褐色(10R5/4)シ フレトプロック=径02～ 0 5cm含 む、基盤層
19:オ リープ灰色(2 5GY6/1)シ ル ト質細砂、基盤層

20:褐灰色(10釈 5/1)粘質シル ト、径 1～ 5c回 の小礫を含む、黄灰色(25Y5/1)粘 土プロック=径 1

～ 2 cllを 10%含 む、まだらに酸化、S D o14埋 土

21:灰黄褐色(10m5/2)シ ル ト、径0.1～ 0 5cmの 砂粒を含む、にぶい黄褐色(10釈 5/4)砂包含(20～ 30%)、

炭化物を若千含む

48 ・ 49

L=Q笑三二÷::干を一
~

1:暗青灰色(5B4/1)シ ル ト、灰自色(75Y7/2)

シル ト質粘土プロック=径05～ 5 cnを含む

2:灰色(N4/)粘 質シル ト、木片 ?を多量に含む

3:褐灰色(10取 4/1)シ ル ト

4:青灰色(5 BG6/1)砂 質シル ト

S K c 51

~玉

ミ`ゝミ葦≡ミこ≡再≡I― 二

1:灰色(5Y4/1)シ ル ト、基盤層=(25Y6/4)粘質シル トプロック・炭化物を含む
2:灰色(N4/)シ ル ト、木片 ?、 炭化物含む

3:灰色(N5/(Y)))シ ル ト、基盤層プロック

4:灰色(N6/(Y)))シ ル ト

5:2層 に近似、炭化物を包含
           s K c 45 ・  46

K
L=1.2m

十瀞

絆

肝

Ｈ
リ

ト

ー

1:オ リープ灰色 (2 5GY6/1)シ ル ト

2:オ リープ灰色 (2 5GY5/1)シ ル ト、

1層 +灰色 (N5/)シル トプ ロック

3:オ リープ灰色 (5 GY5/1)シ ル ト、

2層 と同一層位

4:2層 に近似

5:3層 に近似

〈1～ 5,SKc47埋 土)

6:炭化物60%、 5層 40%を包含

7:褐灰色(10YR5/1)シ ル ト、26層 に比べ

炭化物を殆ど含まない、酸化気味?

8:灰色(N4/(G))～ 緑灰色(2 5GY4/1)

シル ト、若千粘性を帯びる、灰オリ

ーブ色(75Y6/2)シ ル ト質粘土プロ

ック=径 1～ locllを 20～ 30%含 む

9:基本的には8層 、但しプロック含有

10:灰色(N5/～ N4/(C))シ ル ト、灰色

(N4/)oォ リープ灰色(5 GY6/1)シ ル

トプロック径05～ 2 cm含む、30%
(10・ 29,SK c49埋 土)

11:オ リープ灰色(2 5CY6/1)シ ル ト質粘土

(6～ 9・ 11:sK。 48埋 土)

12:灰黄褐色(10YR5/2)砂 質シル ト、 2層

に比べ、炭化物多い

SKc 47 0

Ｊ
一レ

第101図  X区  遺構平・断面図 4
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0                                   1om

肝
一２．Ｏｍ

L=

10

___11_____―
一

―

―

0            2m 1:表土

2:国労会館建設に伴 う攪乱

3:コ ンクリー トプロック等を包含する現代整地層

4:瓦片を多量に含んだ攪乱(黄褐色砂質上)

5:巨石・瓦片を多量に含んだ攪乱(淡茶褐色混細砂粘質土 )

6:茶褐色混細砂粘質土

(炭化物を少量含む、整地層、上面遺構検出面か)

7:茶褐色混細砂粘質土

(6層 より砂粒径が粗い、炭化物なし、整地層、上面遺構検出面か)

8:淡茶灰色粘質土(淡黄褐色粘土プロックを含む)

9:淡褐色中～粗い砂

(8・ 9;整地層、上面遺構検出面か )

10:淡 黄灰色混細砂粘質土(シ ル ト質、鉄分含む、上面遺構検出面)

11:淡灰色混細砂粘質土(シル ト質、鉄分含む )

(10・ 11,基盤層)

12:濁灰色混中砂粘質土(S K c53埋 土 )

第102図 X区 遺構配置図(S=1/200)及び壁面図 (天地 S=1/40、 左右 S=1/80)

圃国轟夢コンクリート

S E c 13

~( 
りご よ・ ./~○

ッYl17Lぱイギ鷲o」ど
0_めソ_SKc M o

SAc 14

(Ei0)tLET e 
'utr) 
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S P c 607S P c 606 S P c 608

1:灰色弱粘質砂質土

2:濁灰色混細砂粘質土(鉄分多く含む)

◎

Ｐｃ６‐
◎ ―

L=0.8m

1:淡灰茶色粗砂

2:濁灰色混細砂粘質土(鉄分多く含む)

3:灰色弱粘質砂質土 SAc 14

L=0.6m

S P c 609

L=0.8m

1:淡灰茶色中～粗砂

2:淡灰色混細砂粘質土

3:淡黄褐色シル ト(欽分多く含む)

L=0.8m

S P c 627 υ
S P c 630

リ
S P c 615

1:淡黄褐色砂質土

(基盤層粘土プロック

・小礫包含、裏込)

2:淡灰褐色砂質土

(3層 との境はグライ化 )

3:濁灰色砂質土

4:濁黄褐色混礫砂質土

(5～ 10cmの 亜円礫多い)

5:濁黄灰色混礫砂質土

(2～ 5;石組内埋土)

0        1m

S P c 612 S P c 611

L=0.8m L=0.8m       L=0.8m

w著 1嗜剣k色潟i砂粘難

~92

2:濁灰色
準質土(鉄分多く含む)S P c 614

L=0.6m

第103図 X区 遺構平・断面図 1

-107-



L=0.Om

1:淡黄褐色砂質土(基盤層粘土プロック・小礫包含、裏込 )

2:茶褐色混中砂砂質土(炭化物を少量含む)

3:淡褐色混中砂砂質土(炭化物を少量含む)

4:濁黄灰色細砂

S E C14

6:濁青灰色混礫砂質土(シル ト質)

7:灰褐色中～粗砂 (植物遺体を含む)

(2～ 7:石組内埋土)

0            1m

第104図 X区  遺構平・断面図 2
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Ｂ・〓０・８
C       C'

L=0.7m

す

4:淡茶褐色砂質土(S D c15埋 土)

SD c15

1:灰色混細砂粘質土(整地層 )

2:濁黄褐色シル ト(鉄分を多量に含む )

3:淡黄褐色シル ト(鉄分・炭化物を多量に含む )

(2・ 3:S X c33包 含層 )

S X c 29

ゼ ′
/

:濁灰色混細砂粘質土(炭化物を少量含む、整

:淡茶灰色中～粗砂(S X c29埋土 ) 0           1m

L=0.7m

1:濁 黄灰色シル ト(基盤層、鉄分を多量に含む)

2:淡褐色中～粗砂

3:濁灰褐色混中砂粘質土

(2・ 3:S K c52埋土)s K c 52

1:淡黄灰色 シル ト(鉄分 を多量 に含む )

2:灰色 中～粗砂

(1.2;基 盤層 )

3:濁灰色混中砂粘質土

4:濁黄灰色 シル ト

5:青灰色粘土

6:淡青灰色シルト s K c 54

L=0.8m

一
年

1:濁黄灰色シル ト(鉄分を多量に含む、基盤層 )

2:濁灰色混細砂粘質土(濁黄灰色粘土プロック・鉄分包含 )

S K c 55
1:淡灰色粘質土(整地層 )

2:濁褐色～淡褐色中砂(基盤層 )

3:濁灰黄色粘質土(淡黄色・淡灰色粘土プロック・瓦を包合、攪乱埋土 )

4:淡茶灰色混中砂粘質土(瓦を少量含む)

5:濁青灰色混粗砂粘質土

(4・ 5;S K c53埋 土)

S K c 53

第105図 X区 遺構平 0断面図 3
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S X c 40  
、
s x c 37

S X c 41

S X c 42

い SX c43

149.480

149.460

十

旧
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Ю

0                                     20m

1詈

第106図 中世遺構配置図(S=1/400)
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A
L=1.Om

〇
〇
０
．Ｏ
Ю (15 16・ 18・ 22～ 25・ 29 31:中 世以降の堆積層、中世土器包含、SX c30包 含層 )

(19～ 21 26～ 28・ 30・ 32・ 33,基 盤層、中世以前の堆積層 )

〇
【
⑬
．Ｏ
Ю

A

鰊 /イ BL 亨■o
∂0

凸

N
ヽ
ト

久

Ｏ
　

Ｃ

ａ

∪

艤

い
　
℃

可

０

9

0%

1:褐 灰色 (10YR4/1)粘質 シル ト、褐色(10YR4/4)砂 プ ロック、粗砂粒 を少量含む

2:褐灰色(10釈 4/1)砂質シル ト、黄灰色 (25Y4/1)粘 質 シル トプ ロックを含む

(1・ 2,近世包含層 )

3:灰色 (N4/(YR))粘 質 シル ト、細砂粒 を含む

4:褐灰色 (10YR4/1)シ ル ト、部分的に細砂粒 を含む、粗砂包含

(3 4:S X c30包 含層 )

5:褐灰色 (10YR4/1)粘質 シル ト、砂粒 を含む

6:灰色 (75Y4/1)粘 質 シル ト、砂粒 を多量に含む

7:灰色 (N4/(R))シ ル ト、粗砂粒・ 小礫 を多 く含む

8:灰色(10YR4/1)砂 質質 シル ト、小礫～礫 を多量に含む

9:黄褐色 (25Y5/3)粘 質 シル ト、砂粒を含む

10:黄褐色 (25Y5/3)粘 質 シル ト、砂粒 を多量に含む

(5～ 10,基 盤層、 S X c30構 築以前の堆積層 )

11:灰 オ リープ色 (5Y4/2)シ ル ト、灰色 (N4/)基盤層 に灰 オ リープ色 (5Y5/2)プロック混 じり

(11,遺構埋土か )

＼

0                  2m
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Φ
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L=0.7m
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____

8

6
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第107図  X区 S X c30平・断面図
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L=1.Om

L=1.5m

1:暗赤褐色(5釈 3/4)砂 質土、単一層としたが部位により、暗赤褐色

(75R3/2・ 10R3/3な いし3/2)・ にぶい赤褐色(25釈 4/3)の 色調を呈する

2:に ぶい黄橙色(10YR5/2)砂 、基盤層

3:浅黄色(25Y7/4)砂 、 5 nl前後の砂利を含む

4:暗灰黄色(25Y4/2)粘 質土

5:灰色(5Y5/1)粘 質土、黄灰色(25Y4/1)粘 質土プロックを含む

6:5と ほぼ同質だが黄灰色(25Y4/1)粘 質土・灰色(5Y5/1)粘 質土プロックを含む

SX o 37

2:灰色細砂質土(1層 に比べて若干しまり強い)

3:明灰色細砂質土

4:にギい黄橙色(loYR5/2)砂 、基盤層

、      S X c 36

T
1:灰 色(5Y6/1)砂質土、板状石材少量包含     5:灰 黄色(25Y7/2)混 砂粘質土

2:灰 自色(25Y8/1)シ ル ト質土、          61に ぶい黄色(25Y6/3)砂 質土

3:灰オリーブ色(5Y6/2)混砂粘質土、板状石材包含  7:に ぶい黄橙色(10YR5/2)砂、基盤層
4:灰色(75Y5/1)シ ル ト質土、板状石材少量包含

S X c 40

7:黄灰色(25Y6/1)混 砂粘質土

8:灰色(5Y4/1)混 砂粘質土、9層 をプロック状に含む

9:灰白色(75Y7/1)粘 質土、粘性高い、にぶい黄橙色

(10釈 6/4)粘 質土に一部変色(水 の浸水 )

10:灰黄褐色(10m4/2)混 砂粘質土、 1層 と似るが2層の

プロックを少量含む

% L塁 菖轡

黄田 ЮW幼 砂、

_ 2:灰 黄色(2 5YR4/2)砂 質土、

材を多く含む

3:黄灰色(25Y6/1)粘 質土、

板状石

材を一部含む、 1層 がプロ

ック状に少量混じる

4:灰 自色(25Y7/1)粘 質土、

板状石材を含まず、

にぶい黄色(25Y6/3)

粘質土をプロック状に含む

5:浅黄色(25Y7/3)混 砂粘質土

6:灰褐色(75取 5/2)混 砂粘質土

7:灰褐色(5 YR4/2)砂 質土
~~- 8:褐

灰色(10YR5/1)混 砂粘質土

9:にぶい黄橙色(10獣 7/2)混 砂

粘質土、撹乱埋土

10:にぶい黄褐色(5 YR5/3)砂 質

土、橙色(5 YR6/6)粘 上をプ

ロック状に含む

第111図 中世遺構平

0           1m
32-

L=1.Om
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1:暗赤褐色(5 YR3/4)砂質上、単一層としたが部位により、暗赤褐色(75R3/2 10R3/3な いし3/2)

・にぶい赤褐色(25取 4/3)の 色調を呈する

2:にぶい褐色(7 5YR5/3)砂 質土

3:灰赤色(25R4/2)混 砂粘質土、灰自色(10m7/1)粘 質土プロックをまだらに含む

4:にぶい黄橙色(10YR7/4)砂

(2・ 4・ 13,基盤層、S X c34構 築以前の堆積上、弥生土器 ?細々片含む )

5:灰オリープ色(5Y6/2)シ ル ト質土

6:浅黄橙色(10YR8/3)粘 質土、シル ト状、護岸石材を含まない
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7:4を 基調 としてにぶい褐色(10釈 5/6)鉄 分が多 く含 まれ る

(3・ 5～ 7,不明落 ち込み埋土.S X c41に 近似 した落 ち込みの可能性が高い )

8:暗灰黄色 (25Y4/2)粘 質土

9:灰黄褐色(10YR4/2)粘 質土

10:褐灰色 (10YR4/1)粘 質土

11:黄 褐色 (25Y5/3)粘 質土

12:灰 黄褐色 (10YR4/2)粘質土

(8～ 12,柱 穴埋土、 S X c34と 同時期ない しそれに先行す る遺構 )

13:暗 灰黄色 (25Y4/2)砂 質土
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第110図 Ⅷ区 S X c34平・断面図
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S X c 42

S X c 43

L=0.7m                ――

三
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1:橙茶灰色弱粘質土(lc口 の小礫を少量含む)

2:にぶい黄橙色(10R5/2)砂 、基盤層

S X c 47

L=0.7m

1:淡橙灰色粘土、上面に沿つて板状安山岩検出

2:灰色弱粘質土

3:淡褐灰色粘土(褐灰色細砂含む )

4:灰色細砂質土

5:にぶい黄橙色(10YR5/2)砂 、基盤層

S X c 46
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第112図 中世遺構平・断面図 2
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第113図  I区 整地層出土遺物 1
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0.8m以下①


